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　　　序幕　アッシュ・ウィリアックの憂ゆう鬱うつ







　玉ぎよく座ざの間は、広く、高く、冷たかった。

　磨みがき上あげられた大理石の床に、円形の『神陣様式ピクトグラム』が刻まれている。冷たく澄すんだ空気の中に、魔ま法ほうが織おりなす青白い光が淡く輝かがやき、円の中央にはひとりの若者が跪ひざまずいている。『神陣様式』に込められた魔法は、《祝福ブレス》といった。今日、この日のために、他ほかならぬ彼女が描き上げたものだという。

　三日前のアッシュ・ウィリアックならば、きっと素直に感動できていただろう。

　しかし今の彼は──『神陣様式』を見ても、複ふく雑ざつな感情しか湧わき上あがってこなかった。




「──汝なんじ、王おう護ごを担になう騎き士しにならんと欲ほつするのならば、誓ちかえ。すなわち、我らの徳とくを、我らの律りつを、常に自みずから戒いましめて破らぬことを──」




　咳しわぶきひとつ聞こえない、水を打ったような静せい寂じやくの中に、重々しい声が響ひびく。声の主は、若者の前で剣を掲かかげ、微び動どうだにせず立たち尽つくす大男──クィンストラウス王国騎き士し団だんの総そう司し令れい官かん、ドル・ドーザ伯はく爵しやくだ。




「──正せい義ぎを掲げ、誠せい実じつを抱き、名めい誉よを尊とうとび、武ぶ勇ゆうを重んじよ。我らの肉は我らのものに非あらず、我らの血は我らのものに非ず、主君を護まもり民たみ草くさを護るための剣であると知れ──」




　長剣を握にぎったドル・ドーザ伯爵の手がゆったりと下り、剣の腹が彼の前に跪ひざまずいている騎士見習いの肩を叩たたく。ばしん、という音がした。痛そうだ。アッシュは息を詰めて、儀ぎ式しきの続きを見守る。




「──慈じ悲ひをもたらし、献けん身しんを旨むねとし、謙けん譲じようを忘れず、霊れい魂こんを捧ささげよ。我らの心は我らのものに非ず、我らの魂たましいは我らのものに非ず、王と民のものであると心得よ──」




　ふと、アッシュはドル・ドーザの背後に目を向けた。

　玉ぎよく座ざの脇わき、王族のみが着座を許されるその場所から、彼女が自分のことを、興きよう味み深そうに眺ながめているのが見えた。




「──ならば、『平等王』クィンストラウスⅣ世に成なり代かわり、汝なんじに与えよう。汝の血肉の証あかし、汝の心魂の証を。『王国』に忠ちゆう誠せいを誓ちかうものとして、我らが同どう胞ほうとして迎むかえ入いれよう」




　宣せん誓せいを終えると、騎士見習いの若者は立ち上がった。その腕に、ドル・ドーザ伯爵は剣とマントを叩きつけるようにして渡す。若者はどうにかそれを受け取り──そして、剣を腰に着け、青いマントを肩に羽は織おった。

　騎士見習いが、騎士になった瞬しゆん間かんだ。

　ドル・ドーザ伯爵の表情にも、若者の表情にも、ある種の感動が滲にじみ出でている。騎士となった若者は、もう一度深く頭を下げ、玉座の前から下がっていった。

　次は、自分の番だ。

　そう思った瞬間、彼女は動いていた。

「……？　姫さま、なにを」

「次からは、わたくしが執とり行おこないます」

　怪け訝げんそうなドル・ドーザ伯爵を、その可か憐れんな手で制して、彼女は玉座の脇から立ち上がり、一歩前に出た。

　かすかな動どう揺ようがアッシュの周りの騎士見習いたちに走る。当たり前だ。こんな話は誰だれも聞いていない。剣を授さずけるのは、王の代行である騎士団長、ドル・ドーザ伯爵。まさか、よりにもよって彼女が出てくるとは、誰だれひとり想像していなかった。

「告こく知ち官かん。触ふれを」

　鈴が鳴るような声が、彼女の唇くちびるから紡つむがれた。ラッパを抱かかえた告知官もまた、動どう揺ようしているようだったが、その命令に逆らえるはずがない。所定の手順に従って、告知官は手にしたリストを大声で呼び上げた。

「……ウィリアック男だん爵しやく家け次男、アッシュ・ウィリアック！　出ませい！」

　アッシュはなるべく表情を動かさないように立ち上がり、玉ぎよく座ざの前にまで歩み寄り、跪ひざまずいた。




「──汝なんじ、王おう護ごを担になう騎き士しにならんと欲ほつするのならば──」




　ドル・ドーザ伯はく爵しやくのときとはまるで違う、音楽にも似た心地ここちよい美声が、アッシュの頭上から降ってくる。ちらりと横目に窺うかがうと、列柱のあいだに立ち並ぶ貴き族ぞくたちは、戸惑い半分、興きよう味み半分といった顔つきで、この光景を見つめていた。

　と、アッシュはその貴族たちの向こうに、ひとりの少女を見つけた。燃えるような赤い髪かみを持つその少女は、アッシュと、そして彼女のことを、にらみつけるように見つめている。




「──正せい義ぎを掲かかげ、誠せい実じつを抱き、名めい誉よを尊とうとび、武ぶ勇ゆうを重んじよ。汝らの肉は汝らのものに非あらず、汝らの血は汝らのものに非ず、主君を護まもり民たみ草くさを護るための剣であると知れ──」




　アレンジが加えられた宣せん誓せいの言葉に、違和感を抱くものはいなかった。確かに、『我ら』では不自然だ。ここは『汝』でなくてはならない。なんとなれば、彼女は騎士ですらないからだ。

　ペンよりも重いものは持ったことさえなさそうな、そのたおやかな両手が、騎士剣を重そうに持ち上げて──




　ばしん！




　という、遠えん慮りよ容よう赦しやのない音と共に、アッシュの肩に振り下ろされた。

　──先ほどの騎士とは、逆の肩に。

「姫さま、そちらではなく」

「あら、ごめんなさい。わたくしとしたことが」

　厳げん粛しゆくなはずの騎士叙じよ任にん式しきの空気が、一連の行動でふっと和なごんだ。不作法な貴族の誰かが、かすかな笑い声を漏もらしている。

　しかし、アッシュは知っている。

　今の行こう為いが持つ、本当の意味を。

　彼女はもう一度剣を、それこそやり過ぎなくらいに振り上げて、正しいほうの肩に、まったくの手加減もせずに、叩たたきつけた。

　…………痛い。

　礼れい儀ぎを失しているとわかっていながら、アッシュは彼女のことを見上げてしまった。

　目が合った。

　この上もなく優やさしい、慈じ愛あいに満ちあふれた笑みが、アッシュをじっと見定めている。

　本来ならば、光栄のあまり震ふるえが走るような場面なのだが──

　──あれを見てしまったからな……。

　再び頭こうべを垂たれ、宣せん誓せいの言葉を耳にしながら、アッシュは複ふく雑ざつな気持ちを味わう。生しよう涯がいに一度の晴れ舞台である騎き士し叙じよ任にん式しきで、どうしてこんな思いをしなければならないのか、アッシュは考えを巡めぐらせはじめた。

　そう、あれは、三日前のことだ──













　　　第一幕　王女さまのひそかごと







「ねえ、そこのアンタ」

　第三調理場。昼飯時を間近に控ひかえ、コックや給きゆう仕じ婦ふたちが慌あわただしく行き交う厨ちゆう房ぼうに、その声は不ふ思し議ぎなほどよく通った。

　アッシュ・ウィリアックは、ジャガイモと包丁を動かしながら、そちらに目を向けた。他のコックたちは誰だれも見向きもしない。声が届いていないのではなく、身元不明のそんな声にかかずらっている暇ひまがないからだ。

　その点アッシュは、そんなことを気にする必要がない。

　顔を上げると、驚おどろくほど近くから、彼女はアッシュのことを見下ろしていた。ジャガイモの籠かごと皮入れの籠が載のったテーブルの、すぐ向こうに立っている。

「第三調理場って、ここでいいの？」

　緋ひ色いろの髪かみを二つに束ねて、左右の肩へと流している。瞳ひとみは髪と同じ燃えるような赤で、紅こう玉ぎよくでできた短刀のように鋭するどく美しい。エプロンドレスを着ているからには、この城で働くメイドなのだろう。すらりと引ひき締しまった身体からだには、一切の無む駄だがない。

「そうだけど──」

　きみは誰だれだ、と尋たずねようとして、アッシュは彼女の傍かたわらに控ひかえている、小さな女の子に気がついた。

　こちらは子供といっていい年ねん齢れいの少女だ。歳としの頃ころはアッシュより二つ三つ下で、黒くろ髪かみの上に乗せた平べったい茶色の帽子と、背中に負った大きなサック、細い首には不格好なほど長いネックレスをかけていて、銅どう銭せんを模もした飾かざりが付けられている。ということはつまり、

「……商人の方、ですか？」

　確かく認にんをすると、黒髪の少女は叱しかられたように背せ筋すじをぴんと伸のばし、深々と頭を下げた。

「あっ、はい！　ドルフ商会のものです！　あの、まだ新しん参ざん者ものですが、こちらのお城に納のう品ひんするよう言われてやってきました！　ど、どうぞ、よろしくお願いしますっ！」

　なるほど、とアッシュは頷うなずく。しかし。

　それなら、こちらの赤髪の少女は、何者なのだろう。

　ふと、そこでアッシュは、彼女のエプロンに『白い羽』の紋もん章しようを見出した。

『白い羽』はクィンストラウス王国の象しよう徴ちようである『羽を広げた白い鷲わし』の一部であり、その紋章を担になうものはこの国に仕つかえているということを意味している。ということは、赤髪の少女は城の『上層部アツパーヤード』、宮廷に出入りする上級メイドだということだ。

　新米商人と、上級メイド。二人の関係がいまいち摑つかめないまま、アッシュはとりあえず、商人の少女との取り引きを済ませることにした。

「お、お確かめください。ええと、トルシュ産のジャガイモが二袋に、コルテナ産のトウモロコシが二袋、アリアオル産の緑りよく豆とうが四袋──」

　どかどかと目の前に積み上げられるズタ袋を、ひとつひとつ開けて中身を確かめ、秤はかりに載のせて重さを確かめ、リストと照らし合わせて過不足がないかを確認する。それが終わると、アッシュは『ドルフ商会』の欄らんにチェックを入れて、それに対応した木の札を少女に手渡した。事務手続きで定められたとおりの文もん言ごんを告げる。

「確かに受け取りました。この木札を予算室まで持って行ってくださいね。代金の受け取りは、そこになりますから」

「よ、予算室、ですか──」

　そう言って、少女は赤髪のメイドを見上げ、

「ティリエルさん。予算室の場所、わかりますか？」

　ティリエルと呼ばれた少女は、うーん、と頭を搔かいて、

「ごめんね、ヘム、知らないの。さっきも言ったけど、この辺はあたしの仕事場じゃないのよね──、ああ」

　そこで彼女は、アッシュのことを見た。にやりと笑うと、口元から尖とがった八や重え歯ばが覗のぞく。赤い瞳ひとみに見み据すえられて、アッシュはわけもなくどぎまぎとしてしまった。

「そうだ。アンタは当然知ってるよね、予算室の場所」

「……そりゃ、まあ」

「だったら案内して」

　それが当然の義ぎ務むだと言わんばかりの口調に、さすがにむっとして、

「なんでぼくがそんなことまでしなくちゃいけないんだ？　こっちだって仕事があるのに」

「おや。この紋もん所どころが目に入らないのかしら」

　ティリエルは、ちょんちょん、と指先で白い羽の印章を叩たたいた。もちろん目に入っているし、彼女が上級メイドであることは承しよう知ちの上だし、雑用などの下働きは、『羽付きウイングド』の命令に従わなくてはならないことも知っている。

　しかし、アッシュは従う必要がない。

　なぜなら、彼は雑ぞう役やく夫ふでも下働きでもないのだから。

　そう指摘してやろうと思ったが、やめた。

　商人の少女──ヘムが、二人のやり取りを気き遣づかわしげに見守っていたからだ。

「……いいよ。わかった。案内するよ」

　そう答えると、ティリエルは白い歯を見せて笑った。権力を振りかざすような人間にしては、ずいぶん晴れやかな笑顔だな、とアッシュは思う。

　しかし、すぐにその違和感は消えてなくなった。

「だってさ、よかったね、ヘム。あ、もちろんあたしも一緒に行くから」

「──、あっ、ありがとうございます！」

　彼女が権力を使ったのは、ヘムを──困っている人を助けるためだ。

　そのことがわかったのなら、別に腹も立たなかった。手段はともかくとして、『困っている人を助ける』という目的そのものに異い議ぎを挟むつもりはない。

「ただ、ちょっと待ってくれ。今やってる仕事を終わらせてからだ」

「ん？　それは別にいいけど、早く済ませて──」

　言いかけて、ティリエルはぽかんと口を開け、アッシュの手元を見つめた。

　包丁を皮に当てて、手の中にあるジャガイモを回転させる。しゅるるるるる、と小気味のいい音を立てて、手品のような勢いきおいでジャガイモの皮がめくれていく。一枚繫つながりになった皮をつまんで足下のゴミ箱に捨てると、おおおお、と感かん嘆たんの声があがった。

　顔を上げると、ティリエルとヘムが二人揃そろって、ぱちぱちと拍手をしていた。

「驚おどろいた。てっきり雑役夫だと思ってたんだけど、アンタもコックだったんだ？」

「すごいです！　職人芸とは、まさにこのことですね……！」

「……そんな大したことじゃないよ。ほら、行こう」

　面おも映はゆさに頰ほおを搔かきながら立ち上がる。ジャガイモの皮むきなどではなく、自分の『本業』のほうでこれほど賞しよう賛さんされれば、さぞかし気分が良いんだろうな──などと考えながら、アッシュは二人を連れて、調理場の出口へと歩いていった。




　　　　◆




「で、アンタ、なんて名前なの？」

「……そっちこそ、誰だれなんだよ」

『大階段』を降りて、『下層部ロウアーヤード』に向かいながら、アッシュとティリエルはそんな会話を交わしていた。

　自分の仕事を中断させたティリエルのことを非ひ難なんするつもりはない。やや強引ではあったものの、ヘムを助けるために行ったことなのだから、アッシュとしても否いなやはない。しかし、かといってへりくだるつもりもなかった。自分とティリエルは対等であるし、そうである以上は一方的に頭を下げる必要はない──というのが、アッシュの意見だ。

　それを読み取ったのか、ティリエルはくすりと笑った。

「確かに、自分から名乗るのが礼れい儀ぎよね。それじゃ、自己紹介」

『下層部』は、城の中でも多くの平民が行き来する場所だ。王都クィンストラウスの一区画であるといっても過か言ごんではない。法ほう務む局きよくや徴ちよう税ぜい役やく所しよなど、クィンストラウス王国の行政窓口が集中しているため、その廊ろう下かは街路のように幅はば広ひろく、人で混こみ合あっている。

　その混こん雑ざつの中で、ティリエルは前にくるりと歩み出た。アッシュのほうを向いたまま、器用に人混みを縫ぬいながら、エプロンドレスの端はしをちょんとつまんでお辞じ儀ぎをする。

「あたしは、サージッド＝《エルド》＝ティリエル。ティリエルでいいわ、そっちが名前だから。で、こっちは──ちょっと、ヘム」

「えっ。──あ、は、はい！　ヘム・ハルドルと申します！」

　人通りの多い城内通路を、物もの珍めずらしそうに眺ながめ回まわしていたヘムは、慌あわててアッシュのほうに向き直って頭を下げた。それがよくなかった。ティリエルほど器用ではない彼女は、通行人のひとりにぶつかって撥はね飛とばされてしまった。

「おっと！」「危ない！」

　アッシュとティリエルは同時に行動した。尻しり餅もちを突きそうになったヘムの身体からだをアッシュが支え、ぶつかった拍子に飛ばされた帽子をティリエルが摑つかむ。頭をくらくらさせているヘムを、アッシュが元通りしゃんと立たせると、その頭の上にティリエルが帽子を置いた。

　ヘムの頭のすぐ上で、アッシュとティリエルの視線がかち合った。

　思わず、ふっと笑ってしまう。ティリエルも声をあげて笑い、

「あはは、ずいぶん親切なのね、ええと──」

「アッシュだよ。アッシュ・ウィリアック」

「アッシュ。心配しなくても、穴あな埋うめはきちんとしてあげるから。上級メイドとしてアンタの上司に話を通せば、問題ないでしょ？」

　そう言って、ティリエルはウィンクをした。なんだかこそばゆい。

「べ、別に、そんなことしなくていいよ。説明くらい自分でする。──それより、そっちのほうこそいいの？　上級メイドに、こんなところで油を売ってる暇ひまはないはずだろ」

　ティリエルはからからと笑った。尖とがった八や重え歯ばが唇くちびるの隙すき間まから覗のぞく。

「今度はあたしの心配？　それこそ余計な心配ね。あたしのご主人さまは、とってもお優やさしい方なの。困っている人を見捨てて用事を優ゆう先せんなんてしたら、そっちのほうがおし──、お叱りを受けるくらいね」

「……ふうん……？」

　よくわからないが、宮きゆう廷てい貴き族ぞくの中にはそういう慈じ善ぜん家かもいるのかもしれない。それにしても、ティリエルの頰ほおがかすかに赤らんでいるのはなぜだろう。それを尋たずねるより先に、ティリエルに頭を弄いじられていたヘムが、ぱっと顔を上げた。

「あのっ！　お尋ねしたいことが、あるのですが」

「うん？　なになに、ヘムちゃん。お姉さんがなんでも答えてあげるよ？」

　くふふ、と笑いながら、ティリエルはただでさえ癖くせのあるヘムの黒くろ髪かみを、思うさま撫なで回まわしている。気弱な猫のようにされるがままになりながら、ヘムはティリエルの前まえ掛かけを見下ろし、

「その、羽のマークはどんな意味があるのですか？」

　ティリエルはのんびりした声で、

「クィンストラウスに仕つかえてるっていうことを示すマークよ。『この人の身元はしっかりしてますよ』ってことを請うけ合あってくれるものでね、まあ要するに、公こう務む員いんの証あかしってわけ」

　ヘムは目をぱちぱちと瞬またたかせ、

「……それって、勝手につけていいんですか？」

　ティリエルは笑って首を振り、

「まさか。それじゃ保証の意味がないじゃない。許可を得てない人間がこれをつけてたら、それだけで罪になるんだから──」

「でも、アッシュさんはつけてますよ」

　申し訳なさそうな一言に、アッシュは彼女が商人であることを思い出した。好奇心だけではなく、観かん察さつ力りよくまで長たけているのは、商人として重要な資し質しつなのかもしれない。

「へ？」

　間の抜けた声を出して、それからティリエルはアッシュのことを見た。

　アッシュは思わず目をそらす。その顔を追うように、ティリエルはぐるりとアッシュの後ろに回り込んできた。それから、首の後ろに回していた『羽付きウイングド』の紋もん章しようをめざとく見つけ出し、ぴしりと指で示す。

「アッシュ。アンタ、これどうしたの」

「…………」

「あ、もしかして偽にせ物もの？　ちょっとシャレんなんないわよ、公こう紋もん章しよう偽ぎ造ぞうは立派な犯罪なんだから。羨うらやましかったのはわかるけど、今のうちに隠かくして捨てちゃいなさい」

「ばっ、バカなこと言うな！　れっきとした本物だよ！」

　思わず反応すると、ティリエルは赤い目を細めた。

「へえ……じゃあ、なに？　アンタは一体、何者なのかしら？」

「う、ぐ……」

「『羽付きウイングド』は、城で働く二等級以上の市民にしか与えられないものよね。『下層部ロウアーヤード』で働いている人間の中で、『羽付き』を与えられているものといえば──」

　ティリエルの追及から逃のがれることは無理のようだ。言いたくなかったが、こうなってしまっては仕方ない。彼は渋々と白状した。

「……騎き士し見習い」

「え？」

「騎士見習い、だよ。『外衛騎士団アウターガーズ』所属の騎士見習い、アッシュ・ウィリアックというのが、この城でのぼくの立場だ。『羽付き』でも問題ないだろ」

　すねたような口調でそう答える。できることならば答えたくはなかった。このまま二人を予算室まで案内して、それきり別れて二度と会いたくはなかった。なぜなら──

「き、騎士さま、だったんですか!?　え、でも、それなら──」

「……そうね。それなら、どうしてあなたは雑用なんてやらされてたのかしら、騎士見習いのアッシュ・ウィリアックくん？　騎士の仕事が調理場にあるなんて、少なくともあたしは聞いたことがないんだけど」

　──こういう反応をされることが、目に見えていたからだ。

　ヘムは不ふ思し議ぎそうに、ティリエルはおもしろがるように、それぞれアッシュのことを見つめてくる。それらの視線に、こほん、と咳せき払ばらいをして、アッシュはもっともらしい口調で、

「ぼくはまだ、正式には騎士じゃない。見習いはいろいろな経験をするものなんだ。将来なにが役に立つかはわからないじゃないか」

「ふうん。それがジャガイモの皮むきでも？」

「も、もちろん、ジャガイモの皮むきでもだ」

『下層部』の喧けん噪そうの中に、疑ぎ惑わくの色をはらんだ沈ちん黙もくがぷかりと浮かんだ。しかしアッシュはそれを無視する。本当のことを言うつもりには、とてもなれなかった。

　自分が、調理場の手伝いなどという雑用くらいしかさせてもらえない、落ちこぼれの騎士見習いである──ということは。

「と、とにかく。今はそんなことはどうでもいいだろ。ヘムを予算室に案内するほうが先なんじゃないのか？　ティリエル、きみだって暇ひまなわけじゃないだろう」

「……まあ、それもそうね。いいわ、案内してちょうだい、騎き士し見習いさん」

　からかうようなティリエルの口調に、アッシュはむっつりと黙だまり込こんで、歩きはじめた。

『大階段』を降りて、人々でにぎわう通りへと出る。『正門通り』と呼ばれる場所だ。クィンストラウス城の正門から裏門までを、まっすぐに貫つらぬいている通りである。

　ここは王都でもっとも交通量の多い通りだ。今も雑貨を満まん載さいした荷馬車や、旅芸人の一団と思おぼしき人々が行き交い、決して絶えることのない雑ざつ踏とうを響ひびかせていた。

「ふわあ……あたしの故こ郷きようとは、ずいぶん違います……」

　ため息のようなヘムの感想に、アッシュはちらりと振り返る。

「大陸中部と南部では気候がだいぶ違うし、地形もまた異なってくるからね。砂漠や密林では、城は街中ではなく見晴らしのいい丘とか交通の要よう衝しように建てられる場合がほとんどだ。この辺りは平和だから、あまり防ぼう衛えいのことを考えなくてもいいし」

　ヘムは目をぱちぱちと瞬またたかせて、

「あ、あれ？　あたし、南の出身だって言いましたっけ？」

「いいや。でも、その黒い髪かみは南方特有の髪色だ。肌もぼくたちに比べればずいぶん浅黒いし、それに諸しよ国こくを巡めぐり歩あるいて商売をするのは、カルアムル砂漠以南で盛んな『隊商キヤラバン』の新人がする修業だろ？　だからきみもそうなんじゃないかって思って」

　ティリエルはアッシュのことをまじまじと見つめ、感心したように、

「へえ。ずいぶん詳くわしいのね」

「言ったろ、騎士にはいろいろな見聞が必要とされるんだ。『王国』のことだけじゃなくて、『帝国』全ぜん般ぱんに関する幅はば広ひろい知ち識しきが求められるのさ」

　クィンストラウス王国をはじめとする、六十を超える王国からなる超連合国家『帝国』は、北は凍とう土どから南は熱ねつ帯たいまで、「世界を吞のみ込こむ」と評されるほど巨大なものだ。北ほく端たんと南なん端たんでは髪の色も肌の色もまるで違ってくるし、帝国の公用語がほとんど通じない地域や、アッシュたち臣民が幅広く信しん仰こうしている『唯ゆい一いつ神しん』を認みとめていない野や蛮ばんな国もあるらしい。

　アッシュは落ちこぼれだが、知識量には自信がある。ヘムの羨せん望ぼうの眼まな差ざしが、その自信をさらに強めてくれた。二人の女の子を後ろに従えながら、アッシュはぐいっと胸を張り、

「要するに、アレね。体力にはまったく自信がないから、知識のほうは詰め込めるだけ詰め込んだ頭でっかちと」

　ティリエルの心ない一言が、その胸にぐさりと突き刺さった。

「な、なんでそのことを……」

「だって見るからにそうじゃない、アンタ、どの角度から見ても騎士さまってよりは学者くんって外見してるし」

「……あー、」

「確かに」と続いたであろう言葉を、ヘムは慌あわてて吞のみ込こんだ。アッシュが一気に消しよう沈ちんしてしまったからだろう。

　ティリエルの評価は、的まとを射いていた。射すぎているほどだ。

　色素の薄うすい灰色の髪かみは、『帝都』周辺ではあまり見当たらない髪色だ。背は低く体重も軽く、体力はそこそこあるが腕力はからきしだめ。顔立ちは整ととのっているほうと言われるが、それは「凜り々りしい」というより「かわいらしい」という整い方で、明らかに騎き士しに向いていない。学者を目指したほうがいいのではないか、と家族に真剣に言われたことさえある。

　しかし、外見や体力など些さ細さいな問題だ。

　騎士にとって重要なのは、この国をどれだけ愛しているか──だと、思う。

　だから平気なのだ。ティリエルがどれだけ意地悪な目を向けようと、ヘムが「フォローしたいけどかける言葉が見当たらない」という空気を醸かもし出だそうと、アッシュの忠ちゆう誠せい心しんはいささかも揺ゆるがないのである。

　傷つきはするけれど。

「……さあ、着いた！」

　心にまとわりつく暗雲を、大声で吹き飛ばして、アッシュは二人を振り返った。くい、と指差した先には、袋に入った金貨が描かれた『第二予算室』の看板がある。

「ここでさっきの札を見せれば、代金を払ってもらえる。場所はちゃんと覚えておいてくれよ。毎回ぼくが案内するわけにはいかないから」

「あっ、は、はい！　ありがとうございました、アッシュさん！　とても助かりました！」

　ぺこり、と頭を下げてから、ティリエルにも向き直り、もう一度深々とお礼をする。

「ティリエルさんも、本当に──。あの、あたし、しばらくはこの国に留とどまるつもりですから、次に会ったときには必ずお礼をさせていただきます」

「なによ、そんなの。別にいいのに」

「いえっ！　借りの作りっぱなしは、商人としてあるまじきことです！」

　にっこりと笑って、ヘムはそう言った。半人前でも、商人は商人ということか。ティリエルにもそれが伝わったのか、彼女は笑いながら手を振った。

「そういうことなら、楽しみにしてるわ。それじゃね、ヘム」

「はい。それでは、失礼します──」

　最後にもう一度頭を下げて、ヘムは予算室の中へと入っていった。

『正門通り』の喧けん噪そうの中に、アッシュとティリエルだけが取り残された。

　ティリエルはアッシュに向き直った。腰に手を当てて、アッシュを覗のぞき込む赤い瞳ひとみには、興きよう味み深そうな色が映っている。その視線に、アッシュは思わずたじろいでしまい、そんな彼に詰つめ寄よるように、ティリエルはずいと顔を近づけてきた。

「アンタさ、ちょっと聞きたいんだけど──」

　そこでふと、ティリエルは口を噤つぐみ、言葉を選ぶような間があって、

「どうして『羽付きウイングド』の立場を利用しなかったの？　それこそあの調理場にいたコックにでもなんでも命令すればよかったじゃない」

　アッシュは少し考えて、それから、正直な答えを口にした。

「ぼく以外に手の空あいてる人がいなかったからだよ。ぼくはそんなに重要な仕事をしてたというわけじゃない。あの場でいなくなっても特に問題ないんだ」

「……だからって。メイドの言いなりになって、悔くやしくなかったの？」

　アッシュは首を振った。

「見習いだけど、これでもぼくは騎き士しなんだ。困っている人を助けるのは、騎士道に則のつとった行こう為いだろ。正しいことをして、どうして悔しいと思うんだ？」

　その言葉に、ティリエルは呆あつ気けに取られたように、目を丸くして──

「──ぷっ！　くふふふっ」

　吹き出すように笑った。

　アッシュの顔が、さっと赤くなった。

「なっ、なんだよ!?　笑うことないだろ！」

「っははははははは、いや、ごめんごめん。馬ば鹿かにしてるわけじゃないのよ、感心してるの。アンタみたいな騎士もいるんだなって思っただけ。見直したわ、アッシュ」

　にっと八や重え歯ばを見せて、人好きのする笑みを浮かべて、ティリエルはアッシュの背中をぽんと叩たたいた。その笑みと仕草に、アッシュは顔がさらに熱くなるのを感じた。どぎまぎと、動どう揺ようする表情を見られたくなくて、ぷいっと顔を背そむけた。

　そのとき、視界にそれが映った。

　白い馬が、二頭。近づいてくる。

「あら。ずいぶん早かった」

　ティリエルがそうつぶやくのが聞こえた。なにが、と聞こうとした瞬しゆん間かん、彼女は跪ひざまずいていた。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアッシュをちらりと見上げて、

「ちょっと、なにやってんのよ。あんた騎士でしょ」

　そう言われて──アッシュは、ようやく事じ態たいに気がついた。慌あわてて自分も、膝ひざを突く。

　そのあいだにも、白馬を二頭立てにした豪ごう奢しやな馬車は、石いし畳だたみの上をゆっくりと通過していく。輿こしの壁へき面めんには美び麗れいな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、窓まど枠わくや手すりには惜おしむことなく金銀が使われている。後輪の上に二本、幟のぼりが立っていて、そこには羽を広げた鷲わしの印いん章しようが示されていた。

　クィンストラウス王家の紋もん章しようだ。

　跪いた二人から、それほど離はなれていない場所で、馬車は止まった。御ぎよ者しやが白馬から飛び降りて、素早く輿の扉とびらを開ける。

　黒い平服を身につけた大男が降りてきた。見覚えがある。『近衛このえ』と『外そと衛え』という二つの騎き士し団だんをまとめる総そう司し令れい官かん、ドル・ドーザ伯はく爵しやくだ。短く刈かり込こんだ黒くろ髪かみに岩のような顔と、一目見て歴戦の勇士とわかる。彼は扉とびらのすぐ傍そばに立ち、胸に手を当てた。騎士の立礼だ。

　と、ティリエルが立ち上がった。当然のように、王族専用馬車へと近づいていく。

「あっ──！」

　止めようとする暇ひまもあらばこそ、彼女はあっという間に馬車にたどり着いて、その扉を開けた。不ふ敬けい罪ざいに問われてもおかしくない行こう為いだ。

　しかし、護ご衛えい役のドル・ドーザは、立礼したまま微び動どうだにしない。

　そのあいだにも、ティリエルは動いていた。馬車の下で跪ひざまずき、その手を伸のばす。輿こしの中から手が伸びて、ティリエルの手に重ねられた。

　支えられるように、馬車から降りてきたのは──

　煌きらめく白はつ金きんの髪をなびかせる、女神のような美び貌ぼうを持つ少女だった。

　空よりも青い瞳ひとみに穏おだやかな色を湛たたえて、桜色の唇くちびるには静かな微び笑しようが浮かんでいる。絶世、と評するに相応ふさわしい美貌を持っているのに、彼女に触ふれたいと思う気持ちは少しも湧わいてこない。それは、人というよりも、神しん霊れいが持つ美しさに似ているからだろう。手を伸ばすよりも膝ひざを折ってしまいたくなるような、触れがたい魅み力りよくを漂ただよわせている。

　アッシュは彼女の名前を知っている。知らなければ不敬というものだ。それどころか、巷こう間かんで噂うわさされる二つ名さえも熟じゆく知ちしていた。

　曰いわく、『クィンストラウスの至し宝ほう』。

　曰く、『月光の精霊姫』。

　曰く、『絶聖の白乙女デイバインブランシユ』。

『平等王』クィンストラウスⅣ世のひとり娘、あらゆる人民に愛される王女、クィンストラウス王国の第一王位継けい承しよう権けんを持つ少女──

　イリステラ・クィンストラウス。

　赤髪のメイドに手を取られ、王女イリステラはゆっくりと馬車のステップを降りていく。王族のものにしては質素なドレスだが、彼女には服装などまるで問題にならないほどの気高さがある。白い手が無造作に耳の後ろを撫なでつけると、絹糸に喩たとえられる美しい髪が揺ゆれ、陽光を受けて白金色に煌めいた。

　先ほどまで活気ににぎわっていた『正門通り』が、しんと静まり返っていた。人々が行き交う雑多なはずの場所が、一いつ瞬しゆんにして神しん聖せいな礼れい拝はい堂どうにでもなってしまったかのようだった。

　静せい寂じやくの中に、イリステラの澄すんだ声が響ひびいた。

「探しましたよ、ティリエル。文は届け終えましたか？」

「はい、イリステラさま。遅れて申し訳ありません。『下層部ロウアーヤード』で迷ってしまいまして」

　アッシュに対するときとは別人のような、敬けい意いに満ちた口調で、ティリエルはイリステラと言葉を交わしている。

　──イリステラ王女付きのメイドだったのか……。

　跪ひざまずきながら、アッシュは納なつ得とくしていた。主人の用事を差し置いて迷い人ヘムの案内をするというティリエルの行こう為いは、普通の上級メイドならありえないことなのだが──聖女に喩たとえられるイリステラ王女の付き人ならば、不ふ思し議ぎはない。

　と、その聖女が不意にこちらを向き、アッシュはびくっと身体からだを震ふるわせた。

「ところで──あちらの方は、どなた？」

　続いて、ティリエルの声が聞こえてくる。

「騎き士し見習いのアッシュ・ウィリアック殿です。『下層部ロウアーヤード』で迷っていたあたしを案内してくれました」

「まあ、それは助かりましたね、ティリエル」

　アッシュは深い安あん堵どを感じた。王女さまの覚えをめでたくしたい、などと思うわけではないが、不快な印象を与えるのは避さけたかった。なにしろ相手は王族なのだ。騎士見習い一匹の生死などあっさり左右できてしまう。

　まあ、イリステラ王女がそんなことをするはずがないし、ティリエルにだって無礼を働いたつもりはないから、そんなものは杞き憂ゆうに過ぎないのだが、

「ええ。お尻しりを触さわられたりしましたけど、まあ、それを差し引いても感かん謝しやしています」

　おおおおおおおおいっ!?

　地面に向けた顔が、びきびきと引きつるのがわかった。思わず目だけを上げてティリエルをにらみつけると、彼女もアッシュのほうを向いて、ちろりと舌を出していた。冗じよう談だんということなのかもしれないが、そういう茶目っ気は相手を選べと声を大にして言いたい。

　一方で、イリステラは不思議そうに首をかしげ、

「お尻、ですか……？　よくわかりませんが……」

「冗談です姫さま、お気になさらないでください。さ、参まいりましょう」

「いえ、その前に、わたくしからもお礼を一言申し上げなくては」

　こつこつと、足音が近づいてくる。イリステラのものだ。顔を上げるのは声をかけられてから、という考えが頭をかすめ、

「あの、アッシュさん。お顔を上げて──、きゃっ」

「えっ」

　反射的に顔を上げた、その直後。

　王女の身体が、つんのめるように傾かしいでいるのが見えた。

　なにを考えるよりも先に、アッシュは立ち上がっていた。頭の中からは、無礼とか不ふ敬けいとかいう言葉は消し飛んでいる。ただ、あの女神のような姫君が、地面に倒れようとしているのを見て、咄とつ嗟さに身体が動いていた。

「う、わっ──と！」

　躓つまずいたイリステラの身体からだを、アッシュはどうにか抱きとめた。その拍子に、白はつ金きんの髪かみが鼻先をくすぐり、アッシュは思わず身体を硬こう直ちよくさせた。

　──良い匂においがする。

　反射的に頭に浮かんだその考えを、慌あわてて振り払おうとする。相手は王女さま、下級貴き族ぞくの子し弟ていである自分など、指一本触ふれることが叶かなわない存在だ──そう自分に言い聞かせようとするが、うまくいかなかった。甘い、花のような香りに、頭の奥おく底そこがしびれたようになってしまう。アッシュはぼんやりと、すぐ間近にあるイリステラの瞳ひとみを見つめ、
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　言語を絶する痛いたみが、つま先に出現した。

「ぎっ──────!?」

「あ、ごめんなさい」

　アッシュの胸に手を置いて、間近から彼を見上げながら、イリステラは申し訳なさそうに囁ささやいた。それでもアッシュは、言葉を返すことさえできない。──イリステラの全体重が、彼女の靴くつのヒールを通じて、足の甲に突き刺さっていたからだ。

「う……ぐっ……いえ、だ、大丈夫、です」

　歯を食いしばって痛みに耐たえながら、アッシュはかろうじてそう返した。

　イリステラは──そんなアッシュの顔を、まじまじと見つめていた。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、その目が奇き妙みように光ったことに、アッシュは気がつかなかった。足を離はなす寸前、イリステラのヒールがぐりっと回転したことも、ただの偶然だろうと思っていた。

「ひ、姫さま！　大丈夫ですか!?」

　駆かけつけたティリエルが、アッシュの代わりにイリステラを支える。瞬間、ティリエルと視線がぶつかった。珍めずらしく、真剣な表情をしている。彼女は痛いたみに歪ゆがんだアッシュの顔を見て、さっと眉まゆを曇くもらせた。もしかしたら、心配してくれたのかもしれない。

　再び跪ひざまずいたアッシュの頭上に、すまなそうなイリステラの声が降ってくる。

「ごめんなさい、わたくしとしたことが。足は痛くありませんでした？」

　緊きん張ちようにごくりと喉のどを鳴らして、アッシュはかすれた声で、

「は、はい」

「少しも？」

「はいっ」

「……そうですか……ああ、お顔を上げてくださいな、アッシュさん」

　王女に名前を呼んでいただくという光栄に、アッシュはぎくしゃくと顔を上げた。

　輝かがやくような美び貌ぼうが、すぐ間近から自分を見つめている。

　目が潰つぶれてしまいそうだった。

「ティリエルを助けていただいたそうで、どうもありがとうございました。騎き士し見習いさんなのですね。あなたのように親切なお方が騎士になると思うと、わたくしも安心して国を治められるというものです」

「ひえっ、──、い、いえっ、その、もったいない、お言葉です！」

　ふふ、とイリステラは笑って、小さく一礼をした。

「それでは、失礼しますね。──ティリエル、行きましょう」

「はい、姫さま」

　イリステラはティリエルとドル・ドーザを伴ともなって、『上層部アツパーヤード』へと続く門に入った。

　ティリエルもそれに続こうとして、ふと立ち止まり、アッシュのことを振り返った。

　その顔は、笑みを浮かべてはいなかった。無表情にアッシュを見つめる紅あかい瞳ひとみには、なにか底知れぬ色が浮かんでいるように思えた。その色がなにを表しているのか、アッシュが見て取るよりも先に、彼女は踵きびすを返して、『上層部』へと消えていった。

　そして、なにもかもが、元に戻った。

　止まっていた時間が流れ出すように、『正門通り』に喧けん噪そうが戻ってくる。王女の動向を見守っていた人たちは、自分たちが目にしたものを口々に語りながら、また歩きはじめた。

　ただひとり、アッシュだけが、畏い敬けいと緊張から逃のがれられないまま、人々の行き交う『正門通り』で、じっと跪いていた。
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　重たいトレインの突きが、アッシュの胸元を貫つらぬいた。

　小柄な身体からだが宙を飛び、練習場の土に叩たたきつけられる。

　なにが起きたのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。その不理解を理解した瞬間、アッシュは深く息を吐はき出だし、それがきっかけとなって、胸の衝しよう撃げきが痛いたみへと変じた。

　──憧あこがれの王女さまに、お声をかけていただいたとはいえ。

「……油断しすぎだ」

　そう声に出して、アッシュは自らの不覚を嘲あざけった。

　夕刻、『外衛騎士団アウターガーズ』の野外練習場にて──アッシュ・ウィリアックとトレイン・コルトロは、日課の剣けん稽げい古こを続けていた。

　大の字に寝転んで見上げる空は、すでに夕焼け色を映し出している。朱色に染そめ上あげられた雲間を、列を成なした雁がんがゆっくりと横切っていくのが見えた。

　その視界に、心配そうなトレインの顔が入ってきた。

「派手に吹っ飛んだな、大丈夫か？　手て加か減げんはしたつもりだが」

「ああ、いや、うん」

「ほれ、摑つかまれ」

　トレインの手を借りて、どうにか立ち上がる。胸元に鈍にぶい痛みが走ったが、それを無視して、アッシュは平服に付いた土つち埃ぼこりを払った。

「どうしたんだ今日は？　避さける素振りすら見えなかったぞ」

　アッシュは唇くちびるを歪ゆがめて答えなかった。自分でも情けなかったからだ。

　トレイン・コルトロは、見習いながらも卓たく越えつした剣技を持つことで知られている。出身が平民であるために『外衛騎士団』に入団してはいるものの、いざ剣を取って戦えば、上級貴き族ぞくの子し弟ていが集まる『近衛騎士団インペリアルナイツ』にも決して引けは取らない。

　彼ほどの剣士ならば、『落ちこぼれ』のアッシュを軽んじてもよさそうなものだが──

「いつもなら五合は耐たえられるだろ。気が抜けているとしか思えんな、ウィリアック卿きよう」

　そう言って、トレインはにやりと笑った。

　彼は単たん純じゆんで屈くつ託たくのない性格の持ち主だ。自分の剣技が弛たゆみない修練の賜たま物ものであることを知っていて、それゆえに、下へ手たながらも練習を欠かさないアッシュに共感を抱いだいている、らしい。

　共感は友情を育てる重要な土台だ。二人のあいだには、腕以外にも男だん爵しやく家け次男と平民という身分の差があったが、トレインはそれも気にしなかった。屈託がない、というのは汎はん用よう性せいのある性格である。

　まあ、そもそもこのクィンストラウスという国は、『帝国』内の他の国に比べれば身分差が緩ゆるやかな社会である。伯はく爵しやく辺りまで地位が上がればまた別だが、男爵などという最下級の爵位は、「ちょっと偉えらい富ふ裕ゆう層そう」くらいの扱あつかいでしかないのだ。

　連れ立って、二人で休きゆう憩けい用の長なが椅い子すへと向かう。と──

「よう、トレイン。『お嬢じようちゃん』への手ほどきは終わったのか？」

「ハッハ、おまえも物好きだな！　そんな奴やつ、いくら稽けい古こしてもどうにもなりゃしねえよ！」

　先に休んでいた同どう僚りようの騎き士し見習いたちが、そんなからかいを飛ばしてきた。アッシュの表情は変わらないが、トレインはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔つきになった。

「うるせえな、ろくに稽けい古こもしないおまえらに言われる筋すじ合あいはねえよ」

　険けんのある声でそう返すと、ひとりがおどけた仕草で自分の身体からだを抱き、

「怖こええな、そんな怒おこらなくてもいいじゃねえか、それともなにか？　そんなに『お嬢ちゃん』が大事なのか？」

「おいおい、マジかよトレイン。いつの間にそんな仲になったんだ？」

「………………」

　トレインは木剣を垂らした。長身に獣けものの気配を帯おび、騎士見習いの一団に一歩近づく。それだけで、四人からなる見習いたちは、びくりと身体を震ふるわせた。

「……は、はは、そ、そんなマジになんなよ。ほんの冗じよう談だんだろ？」

　へりくだるような笑みに、それでもトレインは獣の気配を隠かくすことなく、

「冗談に聞こえねえよ。ここは練習場だ。練習するつもりがないなら失うせろ」

「う……」

「それとも──おれが直じき々じきに、稽古をつけてやろうか？」

「い、いや……ちょっと、用事を思い出したわ……」

　もごもごと言いい訳わけめいた言葉を口にしながら、数人の騎士見習いたちは立ち上がり、逃げるように練習場を後にした。トレインは彼らの背中をじっとにらみつけていたが、ふと息を抜くと、アッシュへと向き直った。獣の気配は、すでに消えている。

「ふん。口だけの腰抜けが。よくまあ、あんな程度で騎士になろうなんて思ったもんだ」

　アッシュは笑い、しかし答えず、トレインと同じように椅子に腰こしを下ろした。彼なりに気き遣づかってくれていることはわかったが、今はあまり口を開く気になれなかったのだ。水すい筒とうを摑つかみ、二口ほど水を飲んで、息をつく。

　あの騎士見習いたちは、アッシュを指して『お嬢ちゃん』と呼んだ。

　つまり、それが、アッシュの立ち位置なのだ。

　身体が小さく、筋きん肉にくもあまりついていない。小さく軽いということは、騎士としては大きなハンデになる。体力はあるほうだが──それでも、正式な騎士になれば、重い騎士鎧よろいを纏まとい、騎士剣を腰に帯びなくてはならない。馬に乗って槍やりを振るうこともあるかもしれない。馬上槍など、非力なアッシュには持てるかどうかすらも怪あやしい。

　周りからは『お嬢じようちゃん』と嘲あざけられ、上官からも雑用ばかりを任まかせられ、調理場でジャガイモの皮むきばかりが上う手まくなっている──

　要するに、アッシュは落ちこぼれなのだ。

　取とり柄えといえば、根気と執しゆう念ねんだけ。

　しかし、その二つの取り柄は、落ちこぼれのアッシュを騎き士し見習いに留とどめさせている原動力でもあった。騎士見習いになってからの三年間で、二百人いた志望者は十分の一にまで数を減へらしていた。その中に、非力なアッシュが残ることができたのは──絶対に騎士になるという、強い意志があったからだろう。

　トレインもそのことを知っている。三年来の付き合いなのだから、馬ば鹿かどもに馬鹿にされたところで、アッシュが揺ゆらぎもしないことを知っている。

　だから、トレインは下へ手たな慰なぐさめは言わなかった。その代わりに、水すい筒とうから口を離はなして、思い出したように、

「で？　なんだって、今日はあんなに気が抜けてたんだ？」

「まあ、ちょっとね」

　イリステラ王女にお目にかかった件を話すと、トレインは目を丸くして、

「おいおいおい、なんだそれ羨うらやましいな！　姫さまにお会いできたのか！　そりゃ、あんだけ気抜けもするよなあ！」

　心底羨ましそうな大声を出した。事実、羨ましいのだろう。なにしろ、彼が騎士団を志望した理由は、他ほかでもない──数年前のセレモニーに出席したイリステラ王女に、一ひと目め惚ぼれしたからなのだ。

　もちろん平民と王族である。叶かなうはずもないのだが、それでもいいのだとトレインは大おお真ま面じ目めに語る。騎士として姫君を守ることができれば、自分はそれで十分なのだと。

　厳げん密みつに言えば、それは恋とか愛ではなく、尊そん敬けいとか崇すう拝はいとかいったものなのだろう。そのような感情ならば、アッシュもイリステラ王女に抱いだいていた──いや、この国に住むものであれば、多かれ少なかれ、美び貌ぼうの姫君に対してそんな感情を持っているだろう。

「ああ、ちくしょう、いいなあ！　だったら手て加か減げんなんかすんじゃなかったよ！　そんな良い目を見たんなら、もうちょっとしごかれなきゃ割に合わないってもんだ！」

　トレインは遠えん慮りよなく、ばしばしとアッシュの背中を叩たたいた。アッシュも最初は笑っていたが、次第にかなり痛いたくなってきた。叩かれた背中が、ではない。トレインの突きを喰くらった、鎖さ骨こつの辺りがだ。

「……ん？　おい、大丈夫か、アッシュ？　すごい汗だぞ──」

　と言いかけて、あ、という表情を、トレインは浮かべた。

「しまった。おれの突きが原因か。いかん、こりゃ悪いことしたな」

「いや、いいよ、稽けい古こに怪け我がはつきものだ──」

　無理に笑ってそう答えて、立ち上がろうとした瞬しゆん間かんに激げき痛つうが走った。思わずうずくまってしまう。ずくずくと、鼓こ動どうに合わせるように痛いたみが走る。棘とげでできた心しん臓ぞうが、もうひとつ鎖さ骨こつの辺りに生まれたかのようだ。

「うわっ、お、おい、平気か!?　待ってろ、傷薬を持ってくる！」

　トレインは慌あわてて立ち上がり、練習場の一画にある倉庫にまで走っていった。が、すぐに戻ってきて、

「だめだ、こんなときに限って切れてやがる。仕方ない、医い務む室しつまで──」

　そこで、トレインはふと思いついたように、

「いや、待てよ。よく考えたら、今日は『施せ術じゆつ』の日じゃないか？」

『施術』──という言葉に、アッシュは渋しぶい顔をした。トレインがなにを考えているのか、わかったのだ。

「そうだ、おお、おまえはなんて運が良いんだ。姫さまをお助けしたその日のうちに、姫さまに『施術』してもらえるなんて。チャンスだぞ、アッシュ！　イリステラさまに顔を覚えてもらえるかもしれない！」

　もちろんおれも付つき添そいとして行くぞ、と、その顔がありありと告げていた。アッシュはぶんぶんと首を振り、

「いいよ！　そんなたいそうな傷じゃない、寝て起きれば治ってるさ──」

「馬ば鹿かかおまえは！　おれたちは三日後に叙じよ任にん式しきを控ひかえた身だろうが！　傷ついた身で叙任を受けるなんて、王国に対する侮ぶ辱じよくだ！　姫さまだって喜んで治してくれるに決まってる！」

　そうと決まれば善ぜんは急げだ、それ行こうやれ行こう──と、トレインはアッシュの身体からだを引きずるようにして、練習場を出て、

「……で、どこへ行くって、トレイン？」

　その足が、つんのめるように止まった。

「…………た、隊長」

　やや顔を青ざめさせて、トレインは一歩後ずさりをした。

　練習場から宿舎へ戻る通路の先に、『隊長』──騎き士し見習いたちをしごき上げる、鬼おにの教官が腕うでを組んで立っていた。一応彼も騎士であり、『卿きよう』付けで呼ばれる立場なのだが、ずんぐりとしたその外見は、裏町で酒場を営む強こわ面もて親父といった風ふ情ぜいである。

「てめえ、一昨日おとといも見張りをサボりやがっただろうが！　騎士になれるからって浮かれてるんじゃねえのか？　来い、今日は逃げられねえように、おれが直じき々じきに見張っててやる！」

　どら声で叱しかりつけて、『隊長』はアッシュの首くらいはありそうな太い腕で、トレインの首根っこをがしりと捕らえた。トレインは暴あばれるが、彼の力をもってしてもその束そく縛ばくからは逃のがれられそうにない。

　引きずられていく途中で、トレインは渾こん身しんの力でアッシュを振り返り、

「──い、いいか、アッシュ！　ちゃんと『施せ術じゆつ』してもらうんだぞ！　おれたちが叙じよ任にん式しきを控ひかえてるってのは、本当なんだからな──あいたたたた！」

「やかましい！　城の中で怒ど鳴なるんじゃねえ！　だからおれら『外そと衛え』が平民騎き士し団だんっつって馬ば鹿かにされるんだろうがよ！」

　トレインに倍する怒鳴り声で、隊長はそう叱しかりつけ、通路の角を曲がって消えていった。

　あとには、鎖さ骨こつに痛いたみを抱かかえたアッシュだけが残された。
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　イリステラ・クィンストラウスが万民に慕したわれているのは、彼女が女神のように美しいからでも、天使のように心優やさしいからでもない。

　イリステラほどではないにしろ、美び貌ぼうの女性なら広い『帝国』には大おお勢ぜいいるだろう。心優しい女性ならば、それ以上に数多い。美貌と優しさを兼かね備そなえた女性は、確かに希き少しようかもしれないが、いないわけではない。

　しかし、それに加えて──『大だい司し教きよう』級の神しん聖せい魔ま法ほうを扱あつかえるものは、イリステラ以外には存在しなかった。

　しかも、彼女はその力を、惜おしむことなく民に分け与えてくれるのだ。『教会』のお偉えら方がたのように、神から授さずかった奇き跡せきの力を勿もつ体たいぶり、値をつり上げるような真ま似ねは決してしない。相手を選ぶことさえしないのだ。誰だれであろうと──男でも女でも、子供でも老人でも、貴き族ぞくでも平民でも、善ぜん人にんでも悪人でも。まさしく万民に平等に、彼女は癒いやしの力を振るう。

　もちろん公こう務むのほうが優ゆう先せんされるから、毎日とはいかないが──それでも、三日に一度、私人としての時間を削けずって、イリステラ王女は城の礼れい拝はい堂どうで、傷ついた民たみ草くさを治ち療りようするのが習しゆう慣かんとなっていた。

　そして、今日はちょうどよく、その『施術』の日なのだった。




　礼拝堂の前は、うめき声で溢あふれていた。

　城内にある礼拝堂は、広い庭を有している。広々とした芝生しばふの真ん中には、白石が敷しき詰つめられた道が舗ほ装そうされていて、その左右には聖人や英えい雄ゆうを模もした彫ちよう像ぞうが立ち並んでいた。

　普段はしんと静まり返り、敬けい虔けんな雰ふん囲い気きに満ちあふれているはずの礼拝堂だが──『施術』の日だけは、戦場病院のような様相を呈ていするのだ。

　広い庭のあちこちに天てん幕まくが張られ、ずらりと並べられた寝台の上には、苦痛にうめく患かん者じやたちが寝ね転ころんでいる。脂あぶら汗あせを流して痛みに耐たえているならまだマシで、青ざめた顔で浅く息をつくものや、土つち気け色いろの顔でぴくりとも動かないものもいる。

　そんな人々の合間に、王女イリステラ・クィンストラウスがいた。

　美しいその顔には、普段浮かべているような穏おだやかな笑えみはどこにもない。厳きびしく表情を引ひき締しめて、白はつ金きんの髪かみを清せい潔けつな布でとりまとめて、イリステラは数人の看かん護ご婦ふと共に、忙しく立ち働いていた。看護婦たちの中には、赤髪のメイド──ティリエルの姿も見受けられた。

　本当は、イリステラに用事があったはずなのだが──

　病に苦しむ人々を、甲か斐い甲が斐いしく世話する彼女の姿を見た途と端たん、アッシュは怖おじ気けづいて天てん幕まくの中に隠かくれてしまった。

「…………はあ」

　小さく息を吐いて、顔をうつむかせる。胸の傷が疼うずいたが、出て行って治してもらうつもりは、消えてなくなってしまっていた。なぜなら──

「ね、そこのキミ」

　突然声をかけられて、アッシュはびくりと背せ筋すじを伸のばした。振り返ると、天幕の内側で働いていた看護婦が、こちらをじっと見つめていた。

「な、なに？」

「雑用の人、だよね？　ちょうどよかった、清潔な布の在庫が切れちゃって。リネン室から取ってきてくれないかな」

　寝台でうめき声をあげる患者に、せわしなく治ち療りようを施ほどこしながら、看護婦はアッシュにそう言った。もちろんアッシュは、雑用をしにここに来たわけではない。王女の『施せ術じゆつ』で胸の傷を治してもらおうとして、やってきたのだ。

　しかし、もうそんなことをしてもらうつもりは、なくなってしまった。

「わかった。リネン室で清潔な布だね。量はどれくらい？」

「できるだけ多く！　お願いね！」

　腕うでで額ひたいの汗を拭ふきながら、マスクの向こうで看護婦は笑む。人を助けるという理念に従う人の、温あたたかい笑みだ。アッシュは頷うなずき、城内へと踵きびすを返した。『下層部ロウアーヤード』の作りは熟じゆく知ちしている。リネン室がどこにあるのかも同様だ。

　礼れい拝はい堂どうの前庭にやってきて、イリステラや病に苦しむ貧ひん民みんを目にしたとき、アッシュが感じたのは羞しゆう恥ち心しんだった。

　これでもアッシュは男だん爵しやく家けの次男だ。決して裕ゆう福ふくとは言いい難がたかったが、一日に三度の食事にありつけなかったことは一度もない。そんな自分が、『持たざるもの』の最後の希望であるこの場所にいるということに、たまらないほどの恥はずかしさを覚えてしまったのだ。

　アッシュが進んで雑用をこなそうとしているのはそのためだった。よこしまな考えを持って『施術』の場にやってきてしまった自分を戒いましめるため。そして、少しでもそこで立ち働く人々の役に立つために、看護婦に言われたとおりにしようと思ったのだ。

　トレインに突かれた胸が痛いたんだが、アッシュはそれを無視した。こんな怪け我がなど、あとで騎き士し団だんの軍医に診てもらえばそれでいい。今はそれよりも、その内側にわだかまるもやもやを解消することのほうが先だ──そう思い、彼はリネン室へと向かう足を速めた。




　日がとっぷりと暮くれて落ちる頃ころになって、ようやく『施せ術じゆつ』は終わった。

　最後の患かん者じやは、よりにもよって、『廃はい死し病びよう』だった。

　生きながらに肌が腐くさり、溶とけて落ちていくという悪あく魔まの呪のろいのような病だ。皮ひ膚ふ病びようの一種であり、それ自体で死ぬということはない。しかし、それこそが『悪魔的』と称しようされる由ゆ縁えんだった。悪魔がただ人を殺すことより陥おとしいれることを好むように、この病は地じ獄ごくのような痛いたみと痒かゆさ、なによりも身体からだが腐っていくという絶ぜつ望ぼうにより、患者に自みずから死を選ばせるのだ。

　また、『爛ただれた肌に触ふれれば伝う染つる』と広く信じられているために、それを恐おそれた周囲から迫はく害がいされ、そのために命を落とすことも多い。たとえ『施術』を希望していても、本来なら城に足を踏ふみ入いれることさえできないはずだが──

　その患者は、違っていた。

　いや、確かに、患者は足を踏み入れてはいない。なぜなら、実際に城の中に入ってきたのは、その患者を胸元に抱いた母親だったからだ。

　ぐるぐる巻きにした包帯の固まり。ときおり蠢うごめき、腐ふ臭しゆうを漂ただよわせるそれは、確かに小さな人の形をしていて、赤子の泣き声をあげていた。

「は、『廃死病』──!?」

　前庭を行き来する看かん護ご婦ふでさえも、恐きよう怖ふの声をあげてその母子から距きよ離りを取った。ざわめきが人々のあいだに伝わり、薄うす汚よごれたフードをかぶった母親を中心に、円形の人ひと垣がきができる。

　しかし、母親にはそんなものは見えていなかった。彼女が求めるのは、ただひとり──我が子に救いをもたらしてくれる、イリステラ・クィンストラウスだけだった。

　イリステラは、表情ひとつ変えずに母子を見つめている。彼女に付き従う看護婦──恐らくは熟じゆく練れんした医い療りよう技術者でさえも、恐怖と、そして嫌けん悪おに顔を歪ゆがめているというのに、イリステラは小首をかしげて、自分から母子のほうに足を踏み出した。

「……姫さま、わたしはどうなっても構いません、どうか、この子を……」

　フードの向こうには、絶望に吞のまれかけた母親の、落ちくぼんだ目があった。イリステラの白い顔がそれを覗のぞき込こみ、そして、にっこりと笑った。

「もちろんです。あなたも、あなたのお子さんも、共に救われますよ」

　イリステラは細い手を伸のばして、母親から赤子を受け取った。それから、自らの手でもって、赤子に巻き付いている腐りかけた包帯を剝はがしはじめた。

「ひ、姫さま──！」

「ティリエル、新しい包帯を」

　さすがに動どう揺ようした声をあげるティリエルに、イリステラは優やさしく、しかしはっきりと命令した。ティリエルはぐっと声を吞み込み、包帯を探しに駆かけ去っていった。

　イリステラは誰だれの手も借りず、『廃はい死し病びよう』の腐ふ液えきが染しみ込こんだ包帯を取り外していく。

『爛ただれた肌に触ふれれば伝う染つる』。

　膿のう汁じゆうと血で固まり、張りついた包帯を剝はがすたびに、赤子は焼やき鏝ごてでも当てられたかのような叫び声をあげた。爛れた小さな手がイリステラの腕うでを引ひっ搔かく。白はく磁じの肌に傷が走り、赤い血が滲にじんだ。周囲が息を吞のんでも、イリステラはやはり顔色ひとつ変えない。

「────、────」

　聞き取れないほど小さな声で、イリステラはなにかをつぶやいた。真剣な眼まな差ざしで、露あらわになった『廃死病』の赤子を見下ろし、片手に持った杖つえを上げる。

　指揮棒タクトにも似た小さな杖は、先せん端たんに金色の輝かがやきを宿していた。魔ま法ほうの術じゆつ理りはアッシュも詳くわしくないが、初歩的な知ち識しきならばある。空気と同じように大気中に漂ただよっているが、目に見えず触れることもできない元げん素そ──『魔源マナ』が、その魔法の根こん源げんとなる力であり、あの輝きはイリステラの心に触れた『魔源』の輝きなのだ。

　金色の光をインクとして、大気そのものをキャンバスとして、イリステラは杖の先端で絵を描くように、空中に魔ま法ほう陣じんを書きつけた。『魔源』を『魔法』としてこの世に発動させるための『様式プロセス』のひとつ──『神陣様式ピクトグラム』だ。『魂刻様式ルーングリフ』や『霊唱様式スペルワード』と並ならび称しようされる有名な『様式』だが、周囲の人々にとっては奇き跡せきの仕組みなどどうでもよかったのだろう。息を詰つめるようにして、その光景をじっと見つめている。

　赤子の肌に魔法陣が吸い込まれた途と端たん、痛みに叫びをあげていた赤子が、噓うそのように静まり返った。

「──────、──」

　また、イリステラがなにかを早口につぶやく。再び『神陣様式』を描くと、今度は先ほどのものよりも、より温あたたかい光を映していた。

　イリステラが杖を躍おどらせると、『神陣様式』は赤子に巻き付き、また吸い込まれていった。それから、イリステラは清せい潔けつな布で赤子を包み、抱かかえ上あげた。彼女はふと横を向き、呆ぼう然ぜんと眺ながめていたアッシュを見た。

「そこの方、申し訳ありませんが、湯と布を持ってきてください」

「──、は、はい！」

　打たれたように背を伸のばして、アッシュはその命令に従った。

　お湯で満たされたタライを抱え、布を肩に担かついで、アッシュはイリステラに近づいていった。タライと布を傍かたわらに置くと、イリステラは湯に布を浸ひたし、赤子の肌を清きよめはじめた。

「あぁ、ううー……」

　赤子はむずかり、いやいやをするように手を突っ張り、

「ごめんなさいね。でも、綺き麗れいにしなくてはいけませんから」

　イリステラは穏おだやかに微ほほ笑えんで、自分の指で腐くさったその手をあやしている。そうしながらも、もう片方の手で、膿のう汁じゆうで泳ぐ蛆うじ虫むしを取り払う。その途中でなにかが潰つぶれたのか、ぴゅ、と赤黒い液体が飛び、イリステラの頰ほおを汚した。

　イリステラは、そんなことにも気づかない。

　腐くさった赤子を膝ひざの上に抱き、「ばあ」と舌を出してあやしながら、治ち療りようを続けている。

　その姿は、絵画に描かれる、亡もう者じやを救う聖せい母ぼのようだった。

　アッシュは──いや、その場にいる誰だれもが、言葉が喉のどに詰つまったかのように、声も出せないままイリステラと赤子を見つめていた。

　誰かが、手を組んで頭こうべを垂たれた。神に捧ささげる礼れい拝はいのかたち。その誰かを起点として、祈りの波が広がっていく。意い識しきのあるものは、患かん者じやですら目を閉じて、腐った赤子と聖母に対して、敬けい虔けんな祈りを捧げていた。




　　　　◆




「あ、ありがとうございます……！　王女さま、ありがとう、ありがとうございます！」

　イリステラの手から赤子を受け取って、母親は草の上に跪ひざまずいた。赤子の爛ただれた顔は、穏おだやかな寝ね息いきを立てている。イリステラはしゃがみ込み、まるで自分の赤ん坊を見るかのような、温あたたかな笑えみを浮かべた。

「まだ終わったわけではありませんよ。これはあくまでも、一時的な処しよ置ちに過ぎませんから。『廃はい死し病びよう』を完全に癒いやすためには、入院する必要があります」

「…………それは、でも、そんな…………！」

　母親の表情を、再び絶ぜつ望ぼうの影が覆おおいかける。しかし、それを見み透すかしたかのように、イリステラは包帯を持ってきたティリエルを振り返った。その視線を受けて、ティリエルは頷うなずき、事じ務む的な口調で話しはじめる。

「あなたとお子さんは城内病びよう棟とうに入院することができます。もちろん、無料というわけではありませんが──あなたは城で働いて、その報ほう酬しゆうをお子さんの治ち療りよう費ひに充あてることができます。あなたが望むのならば、住み込みで働くこともできますよ」

　母親は目を丸くして、ティリエルのことをまじまじと見つめた。ティリエルは赤い瞳ひとみで母親を見返し、軽く肩をすくめた。

「まあ、そうしなくても、お子さんへの治療は続けさせてもらいますけどね。それがイリステラさまのご意志なんですから。──とりあえず、細かいことは、お子さんを城内病棟に移してから説明しましょう。ユーピッド、お願い」

　背後に控ひかえていた看かん護ご婦ふのひとりが頷き、母子を連れて城の中へと入っていった。それを見送って、イリステラは安あん堵どしたように肩を落とし──その身体からだが、ふらりとふらついた。

　ティリエルが慌あわてて彼女を支え、怒おこったように言う。

「……姫さま、ご無理をなさらないでください！」

「ティリエル、わたくしならまだ大丈夫です」

「大丈夫じゃありません！　もしも姫さまがお倒れにでもなったら、あたしは死んで王さまにお詫わびしなくちゃいけないんですからね！　さあ、こちらへ！」

「ああ、もう、ティリエルったら、大げさなんだから」

　ティリエルに背中を押され、イリステラは苦笑しながらも歩いていく。お姫さまとメイドという関係の割には、ずいぶん親しげだな──とアッシュがぼんやり思っていると、

「あら」

　イリステラの視線が、こちらに向けられた。

　見つかった、となぜか思ってしまった。アッシュは気づかないふりをして、そそくさと踵きびすを返そうとしたが、

「アッシュさんではありませんか」

　思いっきり、名指しで呼ばれた。

「そんなところでなにをなさっているのですか？　どうぞこちらに」

　振り返ると、イリステラのにこにことした顔と、ティリエルの驚おどろいた顔が同時に視界に飛び込んできた。イリステラは手招きをし、ティリエルは「なんでアンタがここにいるの？」という目でアッシュを見つめている。

　自分でもなにしにきたのか、よくわからない。しかし、王女の命令に逆らうわけにはいかなかった。アッシュはイリステラに近づいていく。

　先ほどの、絵画のような光景が頭に浮かび、一歩進むごとに緊きん張ちようが強くなっていった。しかし、アッシュを前にしたイリステラは、童どう女じよのように無む邪じや気きに笑っていた。

「ごめんなさい、先ほどは治ち療りように夢中で気づきませんでした。『施せ術じゆつ』を手伝いに来てくださったのですね。どうもありがとうございます」

　顔が赤くなったのは、実際の動どう機きが異なっていたからだ。アッシュはぶんぶんと首を振り、

「い、いえ、自分は、そんな大したことは、」

「ふふ、謙けん虚きよな方。さあ、こちらにいらしてください」

　悪戯いたずらっぽく笑って、イリステラはくるりと踵を返し、歩き出した。

　休きゆう憩けい所じよは、礼れい拝はい堂どうのすぐ脇わきに設もうけられていた。椅い子すに腰こしを下ろして、イリステラは柔やわらかい表情で、目の前の椅子を示す。

「どうぞ、アッシュさんもお座りになってください」

「じ、自分は立ったままで──」

「なら、わたくしも立たなくてはなりませんね。見上げたままではお話がしづらいですもの」

　笑いながら、ちくりとそう言われて、アッシュは赤面して腰を下ろした。

　それからイリステラは、傍かたわらにいるティリエルを見上げたが、彼女は知らぬ顔をしたまま、腰こしを下ろそうとはしない。イリステラはアッシュに向き直り、また笑えみをこぼした。

「ふふ、いつもこうなの。困った子ですよね？」

　同意を促うながされても、とアッシュは困こん惑わくする。「ああ」とか「うう」とかいう声が漏もれ──そして、その拍子に、また胸に痛いたみが走った。

　意思の力で、アッシュはその痛みを封ふうじ込こめた──つもりだった。王女の前で無様を晒さらすわけにはいかない。

　しかし、イリステラの顔からは笑みが消えた。ちょっと首をかしげ、ティリエルを見上げ、もう一度アッシュを見る。立ち上がり、座っているアッシュの前に膝ひざを突いた。アッシュはあられもなく狼ろう狽ばいし、

「えっ、あの、姫さま、なにを──!?」

「ちょっと失礼」

　白はく磁じの手がアッシュの胸元に滑すべり込こみ、そこをくつろがせる。アッシュは目を白黒させ、ティリエルはきっと目つきをきつくし──そして、イリステラはぽつりとつぶやいた。

「……ここ、強く打ち付けたりしましたか？」

「────」

「もしかして──わたくしを助けたときに？」

　アッシュはぶんぶんと首を振り、

「ち、違います！　これはその、剣けん稽げい古このときの怪け我がでして、」

「よく見せてください。ティリエル、三番の杖つえを持ってきて」

　図はからずもトレインの言ったとおりの展てん開かいになってしまった。しかし、これだけ疲つかれている王女に、この程度の軽傷を治させるわけにはいかない。

「あ、あの、稽古ではよくあることですから、気にしていただかなくとも──」

「そうですよ」

　とつぶやいたのは、王女ではない。傍かたわらに佇たたずむ、赤あか髪がみのメイドだった。

「アッシュは騎き士し見習いなんですから、その程度の怪我なんて日常茶さ飯はん事じに決まっています。イリステラさまがわざわざお力を振るう必要なんて、どこにもありません！」

　ティリエルは、すねたような口調でそう言った。

　アッシュは驚おどろいて、ティリエルのことを見た。彼女は子供のように口をとがらせて、アッシュの視線を拒きよ絶ぜつするようにそっぽを向いている。

　ティリエルと知り合ったのは、ほんのつい先ほどのことだ。彼女の人となりを理解したとは言いい難がたい。しかし、それでも、今ここにいるティリエルは、迷子のヘムを引き連れてアッシュに『下層部ロウアーヤード』を案内させたときの彼女とは、ずいぶん印象が違っていた。

　アッシュがその違和感を口にするより先に、静かな声がその場に響ひびいた。

　イリステラだ。

「ティリエル」

　彼女を見上げて、その名を呼ぶ。王女がしたのは、ただそれだけだ。

　決して声を荒あらげたわけでも、怒ど鳴なりつけたわけでもない。

　それなのに、ティリエルは、息を吞のんで黙だまり込こんでしまった。

　王女の表情は、普ふ段だんと変わらず穏おだやかだ。しかしその横顔には、傍そばで見ているアッシュでさえ、声ひとつ出すことができないほどの威い圧あつ感かんがあった。

　やがて──ティリエルは、声を震ふるわせながら、アッシュに頭を下げた。

「…………口が、過ぎました。お許しください、騎き士し見習いさま……!!」

　明らかに謝あやまっている口調ではない。無む駄だに恨うらみを買った気がする。

　無言のままで侍じ女じよに謝しや罪ざいさせたイリステラは、アッシュに向き直った。彼女がにこりと笑うと、アッシュはぴくりと背せ筋すじを伸のばした。ぞわぞわとした感覚がこみ上げてくる。聖せい母ぼの光景を目にしたときとは、また別の感覚。

「それではアッシュさん。よく見せてください」

　恐おそらくそれは、高き人に対する、『畏い怖ふ』と呼ばれる感情だ。

　アッシュは言われたとおりにした。上着の襟えり元もとをくつろげ、患かん部ぶがよく見えるようにする。イリステラはそこを覗のぞき込こみ、指を当て、

「ッ！」

「あ、ごめんなさい。痛いたかったですか？」

「……、い、いえ、平気です」

「そうですか──」

　もちろん強がりだった。激げき痛つうに、汗がたらたらと流れていく。イリステラはそれを見て、わずかに目を細め、また指で押した。

「ッッ!!」

「……痛い、ですか？」

「へ、へっ、──いき、です」

「そうですか──」

　なぜだろう。

　イリステラの瞳ひとみが、きらりと光ったように見えたのは。

　ティリエルが差し出す『三番の杖つえ』を受け取りながら、イリステラはもう片方の手で遠えん慮りよなくアッシュの患部をもみほぐしている。そのたびにアッシュは痛みをこらえ、声を抑おさえ、頰ほおを伝う脂あぶら汗あせの感かん触しよくに耐たえなくてはならなかった。




　　　　◆




　天てん幕まくは畳たたまれ、寝しん台だいは片付けられ、入院が必要な患かん者じやは、全員が城内病びよう棟とうへと移送された。休きゆう憩けい所じよも取り払われ、イリステラは去り際ぎわに、アッシュに軽く一礼をしてみせた。

「それでは、アッシュさん、失礼します。わたくしとティリエルは、これから礼れい拝はい堂どうで祈りを捧ささげてから、部屋に戻ることにいたします」

「…………」

　その傍かたわらで、ティリエルは物も言わずにアッシュのことを見つめている。どんなことを考えているのか、さっぱり読めない視線に戸と惑まどいながら、アッシュも深く頭を下げた。

「は、はい。あの、今日は、本当にありがとうございました」

　アッシュがそう礼を述のべると、イリステラはにっこりと笑い、

「いいえ、当然のことです。それでは、次は叙じよ任にん式しきでお会いしましょうね、ウィリアック卿きよう」

　そう言って、ティリエルを引き連れて、礼拝堂の中へと入っていった。

　二人の姿が目の前から消えて、礼拝堂の前庭から人影がすっかり消えてなくなると、アッシュはようやく身体からだから力を抜いた。

　今日一日で、寿じゆ命みようが五年は縮ちぢんだと思う。

　そもそもアッシュは、あまり気が強いほうではない。それなのに、よりにもよってこの国でもっとも高名な王女、イリステラ・クィンストラウスの前に引き出され、あまつさえ治ち療りようまで受けてしまった。恐おそらく生しよう涯がいにわたって、今日という日は記き憶おくに残るだろう。

　胸元に手を当てる。治療の際さいに、ずいぶん痛いたくされたが──その甲か斐いがあったのか、今はもう完全に治ってしまった。

　イリステラさまの魔ま法ほうで治してもらったと言ったら、トレインはどんな顔をするだろう？

　それを思うと、ようやくアッシュの顔にも笑えみが戻った。度たび重かさなる緊きん張ちようで強こわばった背せ筋すじをほぐし、帰ろうとした、そのとき。

　足下に、イヤリングが落ちていることに気がついた。

　何とはなしに取り上げて、覗のぞき込こむ。

　驚おどろきのあまり取り落としそうになった。

　涙るい滴てきの形をした青い宝石に、純白の彫ほり込こみが為なされている。大きく羽を広げた鷲わしの印いん章しよう。──クィンストラウス王家の紋もん章しよう。

　言うまでもなく、王族以外のものがこの紋章を使用することは、固く禁じられている。そして、先ほどまでこの場にいた王族は、ひとりしかいない。

　──どうしよう。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなアッシュの頭いっぱいに、そんな言葉が躍おどっていた。




　礼れい拝はい堂どうの中は、しんと静まり返っていた。

　この時点でのアッシュには、まだ迷いがあった。普通に考えるのなら、『上層部アツパーヤード』の人間を捕つかまえて、「姫さまの落とし物です」と渡わたせばいいだけの話だ。

　しかし──騎き士し見習いであり、宿舎で寝ね泊とまりするアッシュには、門限というものがあり、そろそろその時刻が近づいてきていた。『上層部』に届けている間に、門限に間に合わなくなってしまうかもしれない。

　直接渡して、さっさと帰ろう──というアッシュの願いは、結局届くことはなかった。

　なぜなら、礼拝堂の中には誰だれもいなかったからだ。

「…………？」

　礼拝堂の中には長なが椅い子すが並び、聖せい壇だんを奥おくに据すえ、その上には神の印いん章しようをかたどった像ぞうが掲かかげられている。その光景を見通せるのは、長椅子の両りよう脇わきに備え付けられた燭しよく台だいが、ぼんやりと闇やみを照てらしだしているからだ。

　しかし、イリステラもティリエルも、どこにも見当たらない。

　帰ってしまったのだろうか、と思ったが、あの二人が明かりを消さずに帰るとは考えにくい。首をかしげていると──

　静せい寂じやくが満ちる礼拝堂から、なにかが聞こえた。

「…………なんだ？」

　悲鳴のような、うめき声のような──そんな音。

　ごくり、と唾つばを飲む。教会や墓場につきものの怪かい談だんを思い出してしまった。霊れい魂こんや遺い骸がいが蘇よみがえり、人に害を為なすという、『アンデッド』と呼ばれる種類の化け物のことは、騎士見習いの授業で何回か習ったことがあった。

　本当ならば、逃げ出したいところだった。しかし。

　──二人の安全が確かく認にんできるまで、この場から離はなれるわけにはいかない。

　ぐっと口を強く結んで、アッシュは足を踏ふみ出だした。夜の闇が震ふるえる膝ひざを隠かくしてくれると期待しながら、ずんずんと進んだところで、

　──ぅうぅ…………。

　また、びくりと足を止めた。

　今度こそ、確かに聞こえた。

　奇妙にねじれた、女の声。

　腰こし元もとに手をやって、短剣しか持っていないことに気づく。自みずからの迂う闊かつさを後こう悔かいしたが、ないよりはマシだ。アッシュは深く息を吐はき、いつでも反応できるように気を巡めぐらせながら、そろそろと進んでいく。

　聖壇の前にまで来ると──また、聞こえた。

（……、あ…………、ます……）

　先ほどよりもはっきりと、今度は確かに言葉として、けれども意味は聞き取れない。左右を見回して、声が聞こえてくる場所を探す。

（おね…………、…………さい……）

　やがて、アッシュは、懺ざん悔げ室しつの前で立ち止まった。

　二つの小部屋をつなぎ合わせたような、奇き妙みような箱部屋。片方の部屋を開けて、棺ひつぎのように狭せまいその中へ入る。本来ならば、神に仕つかえるものしか入ることを許されないが──

（……ですから、……るしを……）

　漏もれ聞きこえてくる声は、アッシュに逡しゆん巡じゆんを許さなかった。

　あちこちを調べ回すと、壁かべの一画が出っ張っていることに気がついた。思いっきりそこを押し込むと、その壁一面が、音もなく横にスライドした。アッシュは驚おどろきの声を殺し、隠かくし扉とびらの中に身を滑すべり込こませる。

　扉の向こうは、螺ら旋せん状じようの階段になって、地下へと通じていた。ランプに灯ともっているささやかな灯あかりを頼りに、アッシュは息を殺すようにして、ゆっくりと降りていく。地下特有の冷えた空気に身を震ふるわせていると、エコーのかかった声が、今度ははっきりと聞こえてきた。

（ああ、お許しください、姫さま……！）

（どうして謝るの？　おかしなティリエル。悪いことなんて、なにもしていないのに）

　階段の終わる先、潜くぐり戸どを抜けた広い地下室で。

　この先の生しよう涯がいを、一変させる光景に出くわした。




　　　　◆




「いいえ、あたしは悪いことをしました。ティリエルは悪い子なんです、イリステラさま」

「そう。どんな悪いことをしたのですか？」

「あの……アッシュに、無礼な口を叩たたきました。イリステラさまの客人だというのに、どうしても我が慢まんできなくて」

「なにが我慢できなかったのかしら？」

「…………だって……イリステラさまが、あいつに、あんなに優やさしくするんですもん。あ、あんなふうに、男に笑いかけるなんて……」

「あら。わたくしのせいなのですね」

　イリステラはころころと笑う。白はく皙せきの手を口元に当てて──

　その手に、馬ば上じよう鞭むちを握にぎり締しめたまま。

　ティリエルはそれを聞いてあられもなく狼ろう狽ばいする。テーブルの上にうつぶせていた上半身をよじり、涙の浮かんだ目でイリステラを見上げる。

「い、いいえ、違います！　あたしが悪いんです！　ですから、どうか……」

「どうか、なんですか？　ティリエル、わたくしになにかしてほしいのなら、ちゃあんとお願いしなくては。ね？」

　イリステラの手が伸のびて、ティリエルの赤い髪かみを撫なでつけた。ティリエルは、喉のどを鳴らす子猫のような表情で、その手に自みずからの頰ほおをこすりつける。

「……ど、どうか、あたしに、罰ばつを、賜たまわってください。イリステラさま、この卑いやしいティリエルのことを、……お、お仕置き、してくださいっ……！」

　赤子をあやしていたときとまったく同じ、慈じ母ぼの笑えみがイリステラの口元に浮かんだ。しかしその目元には、普ふ段だんの彼女からは想そう像ぞうもできないような、妖あやしい光が宿やどっている。

「よく言えました、わたくしのティリエル」

「ああ、イリステラさまぁ……！」

「もっと高く上げなさい。あなたのお仕置きしてほしいところを」

「は、はいっ……！」

　上半身をテーブルの上に突っ伏して、ティリエルはできる限り腰こしを上げた。悪戯いたずらをした子供が、尻しりを叩たたかれるときのような姿し勢せい。しかしティリエルの顔には、かけらの恐きよう怖ふも浮かんではいなかった。餌えさを前にした犬のような、期待に満ちた表情が浮かんでいる。

　それを見下ろして、イリステラは女神のように笑う。笑ったまま、片手に握にぎり締しめた馬ば上じよう鞭むちを振り上げた。ティリエルの目が大きく見開かれ、上気した吐と息いきが漏もれる。湿ったその息は、冷たい地下室の空気とあいまって、蠱こ惑わく的てきな香りを醸かもし出だしているようだった──




　……………………………………………………なにしてんの。

　その光景を覗のぞき見みながら、真っ白になった頭の中に、そんな声が響ひびいていた。

　ひゅん、と空気を裂さく音の後に、きゃん！　というティリエルの可か愛わいらしい声が響く。しんと静まり返った地下室に、その音はどこまでも大きく響いていた。決して強く打っているわけではないが、それをするイリステラも、それをされるティリエルも、どちらも紛まぎれもない喜びの表情を浮かべている。

　王女がメイドを鞭打っている。

　これはすなわち、わかりやすく言いい換かえると、次のようになる。

　比ひ類るいなき美び貌ぼうの王女であり、アッシュが絶対の忠ちゆう誠せいを抱いだくクィンストラウス王家の令れい嬢じよう、イリステラ・クィンストラウスその人が、メイドのティリエルに鞭を加えて喜ぶような倒とう錯さく的てき性せい癖へきの持ち主だった。

　ありえない。あってはならないことだ。

　アッシュは現実を否定して、楽しそうに鞭打つイリステラから目を閉じた。嬉うれしそうに鞭打たれるティリエルから耳を塞ふさいだ。一気に極きよく限げんレベルまで高こう騰とうした精神的圧迫ストレスから逃れようと、脳内で論ろん理り的てきな説明を構こう築ちくしはじめる。

　いや、違う、そうだ、これは、あれだ。

　夢だ。

　うん、そうだ、そうに違いない。だって、どうしてあのイリステラ王女が──清きよく優やさしく麗うるわしく、神に授さずけられた奇き跡せきの力で万民を等しく救う聖せい女じよが──あんな、人を叩たたいて喜ぶような性せい癖へきを持っているというのだろう。

　まったくもって、不ふ合ごう理りだ。不ふ条じよう理り、理り不ふ尽じんとさえ言っていい。そんなことはあってはならない。決して。絶対に。あっては──

　アッシュは薄うすく目を開け、

「さあティリエル、自分で選ぶのです。次はどれでお仕置きされたいですか？」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて、メイドに鞭むちを選ばせているイリステラを見て慌あわてて目を閉じた。

　暗黒と静せい寂じやくの中にいると、嵐あらしのように渦うず巻まく混乱は次第に収まっていった。どきどきと不規則に鼓こ動どうする心しん臓ぞうを押さえて、そっと壁かべの陰かげに隠かくれて、アッシュはどうにか取り戻した思考力で、考える。

　この、超現実的な光景はさて置くとしよう。人は起こる事じ象しようを選ぶことはできないが、その事象にどう対するかを選ぶことはできる。その理り論ろんで考えると、アッシュの取り得る行動は次の二つに絞られるのだ。

　逃げるか。

　それとも、止めるか。

　即そく座ざに『逃げる』に伸のばしかけた手を、アッシュは全ぜん精せい神しん力りよくを振ふり絞しぼって止めなくてはならなかった。

　確かに。そうすれば、なにも問題は起きないだろう。この超現実的事じ態たいに巻き込まれずに済む。宿舎に戻って、なにも見なかった、聞かなかったことにして、三日後の叙じよ任にん式しきを待つだけでいい。

　しかし──その場合、二人の密ひそか事ごとが、このまま続けられてしまう。

　そして、次は自分以外の誰だれかに見つかってしまうかもしれない。その誰かは、もっと別の、もっと極ごく悪あく非ひ道どうな行動に走るかもしれない。相手は一国の王女なのだ。その秘ひ密みつを握にぎれば、利用価値は計り知れない。

　そんなことになってしまえば、この国は、イリステラ王女は、どうなる。

　そんな考えが、アッシュの足を踏ふみ出ださせた。

　彼の足下にあるのは、『止める』という選せん択たく肢し──落ちこぼれの騎き士し見習いには、どうすればいいのかさえもわからない、複ふく雑ざつ怪かい奇きの道だ。

　それでも、彼はそこを行かなくてはならなかった。アッシュは騎士を、それを志こころざすものだからだ。この国を守ろうと思うのならば、まずはあの行こう為いを止めなくてはならない。

　それだけを強く思い、アッシュは扉とびらから地下室へと足を踏ふみ出だす。しかし、どう切り出したものか、さっぱりわからない。姫さまがメイドに鞭むち打うっている光景を目の前にして、アッシュは呆ぼう然ぜんと佇たたずみ──

　その背後で、空気に押されたものか、地下室の扉がばたんと閉まった。

　こもった地下室の中に、その音は大きくこだました。

「ああ、イリステラさまっ、もっと──、──────!?」

「どうしたのですかティリエル、もっといい声で、────!!」

　お尻しりを高く上げ、鞭を振り上げた体たい勢せいのまま、二人はびきりと凍こおりついた。アッシュのほうを振り返る。

　まさか、王女殿でん下かのこんな表情を見ることになるとは、思ってもいなかった。

　お互い、もはや逃げ場は断たれた。アッシュは唾つばを飲み込んで、イリステラのほうに歩み寄っていく。イリステラは驚おどろきのあまり裏うら返がえってしまった声で、

「あ、──あ、あっ、あっひゅ、さん、ど、どうし、どうしてこ、こに──」
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　アッシュはクィンストラウス王家の紋もん章しようが記されたイヤリングを取り出した。

「落とし物です。イリステラさま。イヤリングが礼れい拝はい堂どうの前に落ちていました」

　さすがと言うべきだろうか、イリステラは笑えみを浮かべた。びきびきに引きつっている奇き妙みような笑顔だったが、笑顔であることに変わりはない。

　イリステラは震ふるえる手を差し出し、その手に鞭むちを握にぎっていることに気づいて慌あわてて引っ込めて、空あいているほうの手をまた差し出した。

「まっ、──、まあ、そ、それはどうも、ご親切に。あ、アッシュさんには、昼間から助けられてばかりで、ね、ねえティリエル？」

　突然振られたティリエルは、お尻しりを上げたままの体たい勢せいで、

「えっ!?　あ、そ、そうですね、あの、アッシュは、ね、本当にほら、親切で──」

「そ、そうですよね、あとでお礼をしなくては、ああ、でもちょっと、今日はもう時間があれですから、この辺りで失礼しますね、アッシュさ──」

「お話ししたいことがあります。お時間、よろしいでしょうか」

「……………………はい」

　有無を言わせぬアッシュの口調に、泣きそうな顔で、イリステラは小さくそう答えた。




　　　　◆




　なんと地下室には、給きゆう湯とう設せつ備びまで設もうけられていた。

　それだけ入いり浸びたっていたということだろうか。アッシュはテーブルに座り、紅茶のカップを覗のぞき込こみながらそんなことを思う。顔を上げると、イリステラとティリエルが、対照的な表情でアッシュを見つめていた。

　イリステラは、叱しかられている子供のような顔。

　逆にティリエルは──敵てき意いをぎらぎらと剝むき出だしにして、アッシュをにらみつけている。

「……で、なによ。用があるならさっさと言いなさい！」

　居い丈たけ高だかに叫ぶが、そんなことは言われなくてもわかっている。ただアッシュは、どう切り込めばいいのかを探していただけだ。

　結局、上う手まい切り口は見つからなかった。まっすぐに尋たずねる。

「なにを、なさっていたんですか？」

「アンタには、関係ないわ！」

　イリステラの代わりに、ティリエルがそう答えた。その顔は怒おこっているが、真まっ赤かに染そまっているため、迫力よりもかわいらしさが先に立つ。醜しゆう態たいといえば、イリステラよりもティリエルのほうが恥はずかしい姿を晒さらしていたのだ。なにしろ、あんなにお尻を高く上げて──

「ちょっとアンタ今なんか想像したでしょ!?　わっ、忘れなさいっ、さもなきゃあたしがアンタのこと殺すからねっ!!」

　別になにも言っていないのに、ただ沈ちん黙もくが続いただけでティリエルはあっという間に沸ふつ点てんに達した。ばん！　と机を両手で叩たたいて、赤らんだ顔をずいっとこちらに近づけてくる。

「いい!?　あ、あれは、アンタには関係ないし、くちばしを突っ込むようなことじゃないの！　さっさと家に帰って忘れるのが、一番──」

　アッシュは最後まで言わせなかった。動どう揺ようしているのは彼も同じなのだ。ティリエルの態たい度どに触しよく発はつされたように、どん！　と拳こぶしを机に叩たたきつけ、怒ど鳴なり返す。

「関係あるし、くちばしを突っ込むようなことだ！　イリステラさまはこの国の王女で、ぼくはこの国の騎き士しなんだから！」

「騎士ったって見習いでしょ！　それも落ちこぼれの！」

「落ちこぼれが国の心配をしちゃいけないのか!?」

　ティリエルはぐっと言葉を吞のみ込こんだ。それでもなにかを言いたそうにしていたが、

「……ティリエル。少し、静かにしていてください」

　イリステラがそう命令を下すと、唇くちびるを嚙かんで、再び腰こしを下ろした。

　確かに、ティリエルの言うとおり、アッシュは落ちこぼれの騎士見習いだ。実家は貴き族ぞくの端はしっこの男だん爵しやく家け、どう逆立ちしたところで、国家の行く末を左右できる立場ではない。

　しかし──そんな彼にも、確かに言えることがある。

　あの光景が外に漏もれたら、クィンストラウス王国の名前は地に墜おちる、ということだ。

　余よ人じんならばいざ知らず、イリステラ・クィンストラウスは、内外に名高い『クィンストラウスの至し宝ほう』なのだ。高い場所にいればいるほど、そこから転ころがり落おちたときのダメージは大きくなる。そのくらいは、アッシュもわきまえていた。

　至宝とまで謳うたわれた王女のスキャンダルは、『帝国』の北から南まで、広く響ひびき渡わたることだろう。そうして、クィンストラウスという国は物笑いの種になる。

　そんなことを、許すわけにはいかなかった。

　アッシュが似合わぬ騎士に志願した理由は、いくつかある。だが、そのうちで最大のものは──彼が、この国を心から愛しているからだ。

　真剣に考え込むアッシュを見み据すえて、イリステラは静かに口を開いた。

「わかりました。アッシュさん、あなただけにお話しします。わたくしたちが、していたことの意味を」

　真剣なその口調に、アッシュは背せ筋すじを伸のばして、頷うなずいた。

「はい。いったい、なにを──？」

　もしかしたら、という期待が胸に兆きざした。自分が知らなかっただけで、イリステラとティリエルが行っていたことは、本当は王家に関わる重要な儀ぎ式しきだったのかも、

「あれは、遊びです」

　期待がこなごなに砕くだけ散ちった。

　それでも、期待のかけらを掃はいて捨てることはできなかった。いっそ泣きそうな顔で、アッシュはイリステラのことをまっすぐ見つめ、

「………………あの、すいません、もう一度、お願いします」

「あの、わたくしとティリエルの、秘ひ密みつの、遊びなのです」

　イリステラは、これ以上ないほど真剣な表情をしている。

「遊び……ですか……」

「ええ。アッシュさんも経験がおありでしょう？　お父さまとお母さまに、『お仕置きごっこ』を教えてもらったことが」

　アッシュは相手が敬けい愛あいする王女であることも忘れて大声で叫んだ。

「ありませんよそんなの!!　なんですか『お仕置きごっこ』って、初めて聞きましたよ！」

「そ、そうなのですか？　王族にしか伝わっていないのでしょうか……」

「どこの家庭にも伝わってませんってば！」

「でも、お父さまとお母さまもやっていましたよ？」

　気が遠くなった。

　大丈夫か、この国。

「わたくしも、直じかに教えてもらったわけではありません。ただ、ある晩お父さまがお母さまのことを縛しばって、鞭むちで叩たたいているところを見たことがあるのです。初めて見たときは恐おそろしかったのですけれど、二人とも楽しそうで──それで、わたくしも試ためしてみたくなってしまって」

　イリステラは恥はずかしそうに、頰ほおに手を当て、

「そこで、わたくしのメイドであり、もっとも親しい友人であるティリエルにお願いしたのです。あなたのことを鞭で叩かせてはもらえないでしょうか、と」

「……それを、引き受けたの？」

　アッシュは無言の非ひ難なんを込めて、ティリエルのことを見た。彼女もそういう趣しゆ味みの持ち主なら、非難したところで意味はないのかもしれないが、そこでティリエルが止めていれば、姫さまの性せい癖へきもここまで成長はしなかったはずだ。

　しかし、驚おどろくべきことに、ティリエルは気まずそうに目を伏ふせた。バツの悪そうな口調で、ぼそぼそとつぶやく。

「……だ、だって、姫さまが、どうしてもって言うから……」

「まあ！　ティリエルだって喜んでいたじゃありませんか！」

「い、いや、それは、イリステラさまが嬉うれしそうだったからで、」

「それじゃあ、ティリエルは、わたくしにいやいや付き合っていただけなのですね……」

　よよよ、と泣なき崩くずれたイリステラに、ティリエルはこれ以上ないほどの焦しよう燥そうの表情で、

「いっ、いやいやだなんて、そんなことあるわけないじゃないですか！　どんなことでも、姫さまにしていただけることなら、あたしは喜んで受け入れますっ！」

「でも、お仕置きはいやなのでしょう？　いけません、ティリエルがいやがることを、これ以上するわけには……」

「いやではないです！　その、なんて言うか、鞭を持ったイリステラさまを見ると、胸がどきどきして落ち着かなくて──でも、決していやではないんです！」

　必死になって言いつのるティリエルに、イリステラはぱっと顔を上げた。噓うそ泣なき。清せい楚そで可か憐れんな王女にそんな技能があったのかと、アッシュは新しん鮮せんな驚おどろきを覚えた。

「ほんとう？　嬉うれしい、ティリエル！　わたくしも一緒ですよ。縛しばられているティリエルを見ると、なんとも言えずぞわぞわして、楽しくなるのです──」

「ひ、姫さま……光栄です……」

「ああ、ティリエル……」

　二人は見つめ合い、頰ほおを桜色に染そめながら、そっと手を握にぎり合あって、

「あの」

　めまいを覚えながら、アッシュはようやく口を開いた。

「真ま面じ目めな話をしてるんですが」

「…………はい」

　イリステラはしゅんと肩を落とした。その姿を眺ながめながら、アッシュは頭の中で事じ態たいを整理しはじめた。

　実を言えば、知ち識しきとしては知っている。

『いじめて喜ぶ』人や、『いじめられて喜ぶ』人の存在を、文ぶん献けんで見たことがある。しかし見たことがあるというだけで、理解していたわけではない。理解せずとも、こんな特とく殊しゆな趣しゆ味みの持ち主と会うことなどあるまいと、タカをくくっていた。

　会うことがないどころか、自分が仕つかえる王室そのものが特殊な趣味の巣そう窟くつでした。

　頭痛がしてきた。

　しかし、と思い直す。希望がないわけではない。

「あの……イリステラさま。ひとつお尋たずねしてよろしいですか？」

「はい。なんでしょう、アッシュさん」

「イリステラさまは、その、『遊び』が、人に見られてはいけないものだということをご存じなのですよね？　見られたら大変なことになるってわかってるから、あんなふうに慌あわてたわけですよね？」

　イリステラはこくりと頷うなずき、

「ええ。ティリエルが、そうしたほうがいいと言ったのです。これは人に見せるたぐいのものではないと。お父さまとお母さまのことも、決して他人には言ってはいけないと」

　アッシュはティリエルのことを見た。ティリエルはそっぽを向いている。その表情には、やや気まずそうな色が表れている。

　イリステラとは違い、彼女は多少の常じよう識しきを持ち合わせているらしい。二人のあいだでは、ティリエルが多少の『止め役』になっているのだろう。それなら、世間知らずの王女さまだけというよりは、まだしも希望が持てそうな気がした。

　ぐるぐると巡めぐる考えを、どうにかとりまとめて、アッシュは顔を上げた。

　ただの騎き士し見習いには荷が重すぎる問題だったが、それでもアッシュは、この国を愛していた。自らの主君である王と王妃を、その娘であるイリステラを、敬けい愛あいしていた。その愛国心が、いつもは優ゆう柔じゆう不ふ断だんなアッシュに勇気を与えた。

「……イリステラさま。今日、ぼくがここで見たことは、内ない密みつにします。決して外には漏もらさないと誓ちかいます」

　イリステラの表情がぱっと明るくなったが、アッシュは重々しい面持ちで続けた。

「でも、約束してください。この『遊び』は、今日限りで終わらせると。王女さまがこんなことをしていてはいけません。これが外に漏れたら、この国が大変なことになってしまいます。イリステラさまご自身も──」

　想そう像ぞうしただけで血の気が引く。不ふ祥しよう事じをしでかした王族がどうなるかは、アッシュでも知っている。心優やさしいと評判の国王夫妻が、評判に負けてイリステラを遠ざけるとは思えないが、彼らは最上位の支配者ではない。『帝国』に属する王国は、『帝国』を統すべる皇こう帝ていの意思に応こたえる義ぎ務むがあるのだ。

　聖せい女じよと謳うたわれたイリステラ王女が、修しゆう道どう院いん送りになり、一生を日ひ陰かげの身として過ごすことになる──

　そんなこと、許せるはずがなかった。

　が、当のイリステラは、そこまで考えが及およんでいないようだった。オモチャを取り上げられる子供のような不満を映して、アッシュを上うわ目め遣づかいに見上げる。

「……今日限り、ですか。でも……」

「それができないのならば、ぼくの手には負えません。ドル・ドーザ伯はく爵しやくに、この問題を処理していただくことにします」

　騎き士し団だん長ちようであるドル・ドーザ伯爵は、イリステラの教育係であり、その忠ちゆう誠せい心しんは揺ゆるがざるものである。話を持ち込むとしたら、彼しかいなかった。

　その言葉は、まさしくイリステラの急所だったらしい。彼女の顔色が一変し、身を乗り出して懇こん願がんしてくる。

「そ、それだけは！　それだけは許してください、アッシュさん！　ドル・ドーザはしつけには本当に厳きびしいのです！　以前もわたくしが拾ひろってきたヒグマの子供を、森に返したりして、決してわたくしの自由にはさせてくれないのです！」

「ヒグマ!?　い、いや、それはドル・ドーザ伯爵が正しいかと……」

「こんなことが知られたら、わたくしだけならまだしも、ティリエルにまで罰ばつが下されてしまうかもしれません！」

「それでは、約束していただけますか？」

「……う、ううっ……！」

　かくんと肩を落として、イリステラは苦悩の表情を見せた。王女にこんな顔をさせていると思うと心苦しかったが、仕方がないことなのだ。イリステラは将来この国を背負って立つ身である。あんな趣しゆ味みにうつつを抜かしていれば、いつかは身の破は滅めつを招まねく。

　やがて──イリステラは、深く息をついた。アッシュに向き直り、言う。

「わかりました、約束しましょう。あの遊びは、今日限りということにします」

　その言葉を聞いて、アッシュはようやく、安あん堵どの息をつくことができた。

　反対にティリエルは不満そうな顔をしていた。王女であるイリステラが、たかが騎き士し見習いの言うなりになっているという状じよう況きようが気に入らなかったのだろう。その気持ちはわかるが──やはりアッシュにとっては、王国と、そしてイリステラ王女の未来こそが大事なのだった。




「それでは、失礼します、イリステラさま」

「はい、お気をつけて、アッシュさん。──あの、いろいろと、ごめんなさい」

　こんな状況にあっても、イリステラの礼は優ゆう雅がだった。先ほどティリエルを打うち据すえていた光景が蘇よみがえりそうになるが、慌あわてて打ち消す。

　あんな光景は存在しなかったし、ぼくはなにも見なかった、今日のことは『なかったこと』なのだ──そう自分に言い聞かせて、アッシュは自みずからも、深々と礼をした。

「こちらこそ、数々のご無礼をお許しください。この国と、そしてなによりもイリステラさまのため、どうか今日交わした約束を忘れないようにしてください」

「はい。それはもう」

　イリステラは真剣な顔で頷うなずき、それを見て、アッシュは心底安堵することができた。「失礼します」ともう一度礼をして、地下室の出口へ向かう。

　礼れい拝はい堂どうの外に出ると、アッシュは大きくため息をついた。

　今日一日で、十五年は寿じゆ命みようが縮ちぢまっただろうが──しかし、王国の一大事を、王女のスキャンダルを未然に防ぐことができたと考えれば、決して高い代だい償しようではない。

　そうとも、とアッシュはひとり頷く。自分はこの国にとって、よいことをしたのだ。騎士見習いとして相応ふさわしい決断をした。誰だれにも自じ慢まんすることができないとしても、これは自らに誇ほこることができる輝かがやかしい勲くん章しようではないか。

　大変な一日だったが、恐おそらくは、有ゆう意い義ぎな一日だったのだ。

　うん、と頷いて、アッシュはいくぶん晴れやかな表情で、宿舎への帰路についた。




「姫さま。本当に、アッシュの言いなりになるおつもりですか？」

「仕方ありません。わたくしはアッシュさんと約束を交わしました。それを反ほ故ごにすることは、王女というより、人として犯してはならないことです」

「ですが──！」

「……確かに、わたくしとしても、あれができなくなってしまうのは、とても辛つらいところです。ティリエルもそうでしょう？」

「え、ええ、それは、まあ」

「ですから、いいことを考えました。ティリエル、耳をこちらに」

「……………………はあ!?　正気ですか!?」

「もちろんです。これが成功すれば、また晴れて『遊び』の続きができますよ。ああ、三日後の叙じよ任にん式しきが、待ち遠しいですね」

　そう言って、イリステラは馬ば上じよう鞭むちを唇くちびるに当てて、華やかに微ほほ笑えんだのだった。













　　　第二幕　『竜戮騎士ティフォニロス』とその効用







　遥はるか遠くの昔、まだ『帝国』が、戦乱に喘あえぐ一国家に過ぎなかった頃ころ──

　海の彼方かなたから、一匹の『竜』がこの大陸に飛ひ来らいした。

　伝でん承しようによれば、『竜』は黒くろ金がねの皮ひ膚ふで全身を覆おおい、毒と炎と雷かみなりの息を放ち、七つの頭に開いた二十八の瞳ひとみは、煌こう々こうと光る視線だけで人を焼き殺し、八つある脚は一歩進むごとにひとつの村を踏ふみつぶすほどに巨大だったのだという。

　突とつ如じよとして現れた『竜』により、またたく間に十を超える国々が滅ほろぼされた。

『竜』が通った後は、彼女が吐はき出だす毒気により、どのような種類の生き物も生存できない不毛の大地と化した。

　戦乱に明あけ暮くれていた国々は、そこでようやく争いをやめた。事の重大さに誰だれもが気づいたのだ。これは戦争ではないということに。国同士の戦争ならば、敗れた国が滅ぶだけで済む。亡国の民は、不都合を課せられるかもしれないが、少なくとも生きていくことはできる。

『竜』との戦いは、違う。

『竜』に敗れた国の人間は、全員死ぬ。

　放っておけば、この大陸にいる人間が、全員死ぬ。

　そのことに気づいた日、人類の歴史上、はじめてこの世から戦争が消しよう滅めつした。国々は連合し、あらゆる手段を使って、『竜』を殺すことのできる勇者を募つのった。

　千を超える勇者が集つどい、『竜』に挑いどみ、

　そのすべてが、鋼こう鉄てつでできた『竜』の肌に傷をつけることも叶かなわず、不毛な大地の上に屍しかばねを晒さらした。

　ただ二人の、少年と少女を除いて。

　シェルアリラ・リル・ベテルギアスという名の少女王と、彼女に仕つかえる名もなき少年だけが、『竜』の元にたどり着き、数々の苦く難なんの末に、七つの頭をすべて切り落とし、この世界に平和をもたらした。

　この説話は『帝国』においてただのおとぎ話以上の意味を持つ。皇こう室しつ伝でん承しよう院いんによればこの伝説はれっきとした『史実』であり、畏かしこくも皇こう帝てい陛へい下かは、『竜』を屠ほふり世界を救った少女王、シェルアリラ・リル・ベテルギアスの係けい累るいであり、その神しん聖せい性せいと不ふ可か侵しん性せいは揺ゆるがざるものなのだという。

　今日、『ベテルギアス』といえば、皇族あるいは王族を指す尊そん称しようだ。そして、『竜テイフオン』を殺さつ戮りくせし『英雄イロス』──『竜戮騎士テイフオニロス』といえば、『ベテルギアス』の護ご衛えいを専せん任にんとし、彼らの命令を至上とする、『帝国』最さい高こう峰ほうの剣技と名めい誉よを誇ほこる騎き士したちのことである。

『帝国』内に男子として生まれたならば、誰だれもが夢見る至高の騎士──

　それが、『ティフォニロス』という称しよう号ごうなのだ。

　下級貴き族ぞくの、たとえば男だん爵しやく家け次男などに生まれ、『外衛騎士団アウターガーズ』の端はしっこに引っかかっているジャガイモの皮むきくらいしか能のない落ちこぼれ騎士などには、はるか雲の上よりも縁えん遠どおく、馴な染じみのない存在なのだった。




　　　　◆




「は？」

　だからアッシュは自分がイリステラの『竜戮騎士』に選ばれたと聞いたとき、そんな声を漏もらした。

　叙じよ任にん式しきの直後、アッシュは騎士団長の執しつ務む室しつに呼ばれ、そう告げられた。目の前にいるのは、騎士団長であるドル・ドーザ伯はく爵しやくだ。本来ならば、緊きん張ちようのあまり口が利きけなくなってしまうほどの、恐おそろしい相手だが──

　その恐ろしい相手も、これ以上ないほど苦にがり切きった顔をしているのだ。

「……あの、すいません、なんて？」

「…………卿けいを護ご衛えいの『竜戮騎士テイフオニロス』にしろと、イリステラ王女御おん自みずからのご命令だ」

　もう一度尋たずねてみても、ドル・ドーザから返ってくる答えは、同じだった。アッシュは無表情のまま、ドル・ドーザの岩のような顔に浮かんだ渋じゆう面めんを、じっと見つめた。

　クィンストラウス城内の上層部アツパーヤードに設もうけられた、騎き士し団だん長ちよう室しつ──

　そこに行け、と『隊長』に告げられたときから、嫌いやな予感はしていたのだ。

　クィンストラウスの軍は、平民や下級貴き族ぞくが入る『外衛騎士団アウターガーズ』と、上級貴族の子し弟ていのみが加入を許される『近衛騎士団インペリアルナイツ』に分かれているということは、すでに述のべた。当然、上位にあるのは『近衛このえ』のほうであり、騎士団の総そう司し令れい官かんである『騎士団長』も『近衛』から選ばれる。

『外そと衛え』に所しよ属ぞくする騎士が、『近衛』の本丸たる騎士団長室に呼ばれることは、まずないと言っていい。

　そのはずだが──なぜか『外衛』、その中でも落ちこぼれと評されるアッシュ・ウィリアックは、騎士団長の執しつ務む机づくえの前で、直立不動を強しいられていた。

「……あの、えっと、ドル・ドーザ伯はく爵しやくは──」

「団長で良い。ぬしもすでに我らが騎士団の同どう胞ほうだ。爵しやく位いで呼ぶでない」

　ドル・ドーザの声は地じ鳴なりに似ている。ごくりと唾つばを飲み込んで、何度も首を縦たてに振って、質問を続けようとしたところで、思いとどまった。

　──ドル・ドーザ団長は、『竜戮騎士』がどんなものかご存じですか。

　馬ば鹿かな質問をしそうになった。馬鹿どころか、侮ぶ辱じよくと捉とらえられてもおかしくない。

　なぜなら、ドル・ドーザこそが、『竜戮騎士』の称しよう号ごうを持つ、クィンストラウス最強の騎士だからだ。

　伯爵という爵位は『近衛』の中ではありふれたものだが、それは彼が望んで伯爵位に留とどまっているからだという。侯こう爵しやく以上の高級貴族になると、社交界に出なくてはならないという義ぎ務むが発生するためだ。貴族同士のくだらない付き合いに費ついやす時間があるのなら剣を振っていたい──という、根っからの軍人気質なのである。

　彼の経歴もまた、『竜戮騎士』に相応ふさわしい。『帝国』近代史では最後の戦争となったノルドガルド戦役に従事し、軍を率ひきいて三つの敵てき対たい部ぶ族ぞくを打うち破やぶり、そのうち二人の族長を自らの手で討うち取とったという強つわ者ものなのだ。『帝国』内でも指折りの剣士だと言われている。

「わしが、どうした？　ウィリアック卿きよう」

　怪け訝げんそうに、ドル・ドーザがそう尋ねてきた。アッシュは慌あわて、代わりの質問を探し、それはすぐに見つかった。口にする。

「──ドル・ドーザ団長は、ぼくが『竜戮騎士』に相応しいとお思いですか？」

「まったく思わん」

　即答だった。まあ、当然である。

　執務机の上にどかりと肘ひじを乗せて、ドル・ドーザは口の前で手を組んだ。鋭するどい眼がん光こうがアッシュを貫つらぬいている。

「慣かん例れいでは『竜戮騎士テイフオニロス』は『近衛このえ』から選ぶことになっているが、それは問題ではない。わしは常々、騎き士しの重みは勲くん章しようではなく剣で決まると考えておる。まして王族の護ご衛えいを担になう『竜戮騎士』とあれば、実力がなによりも物を言うのは当然のことだ」

「な、なるほど……」

「だからな、ウィリアック卿きよう。ぬしが納得できるほどの腕うで前まえの持ち主ならば、あれこれ文句をつけたりはせん。むしろ、イリステラさまが花より実を取る気質の持ち主だと知って、喜んでおるところだ。しかし──」

　ドル・ドーザは太いため息をついた。手が動き、目元をごしごしと揉もむ。

「少なくとも、記録を見る限りでは、ウィリアック卿。ぬしはまったく騎士には向いておらん。公式試合で勝ったことが数えるほどしかないというのは、どういうことだ？」

「…………」

「イリステラ王女たっての希望ゆえ、ぬしを『竜戮騎士』の候こう補ほにしたが──いや、それだからこそ不ふ審しんなのだ。ウィリアック卿。真実を言え。イリステラさまは、今度はなにを企たくらんでおいでなのだ？」

　だらだらと、汗が流れる。心当たりがないといえば噓うそになる。イリステラ王女がなにを考えているかまではわからないが、三日前の『遊び』が関わっているのは間違いない。

　しかし、それをドル・ドーザ団長に告げるわけにはいかない。そういう約束だからだ。約束を破るのは、騎士というより人として犯してはならないことだ。

　沈ちん黙もくを続けるアッシュに、ドル・ドーザは目を細めた。立ち上がる。小柄なアッシュと比べるまでもなく、彼は鉄の城じよう塞さいを思わせる大男だ。

「ウィリアック卿」

「…………は、はい」

「言え。姫さまは、なにを、企んでいる？」

　言わなければ殺される、と思った。

　しかし、言うわけにはいかなかった。

　約束というものは、アッシュにとって、なによりも優ゆう先せんすべきものだからだ。

　ドル・ドーザの手が胸ぐらに伸のびかけた。アッシュは胸の中で神への祈りを済ませ、

「なにも企んでなどはおりませんよ」

　不意に響ひびいた穏おだやかな声が、その手をぴたりと止めた。




　　　　◆




　ティリエルが開いた扉から、イリステラはゆるゆると執しつ務む室しつに入ってきた。

　イリステラが入ってきただけで、飾かざり気けのない無ぶ骨こつな執しつ務む室しつに、陽ひの光に照らされたがごとき温あたたかい雰ふん囲い気きが満ちた。白はつ金きんの長ちよう髪はつを金色のティアラで飾りつけて、質しつ素そながらも瀟しよう洒しやなドレスに身を包むその姿は、紛まぎれもない王族の威い光こうを放っていた。

　しかし、ドル・ドーザは見かけに惑まどわされなかった。彼はアッシュに伸のばしかけた手を収おさめ、

「……ウィリアック卿きようは口を割りそうにありませんな、イリステラさま。こうなっては、あなたに直接お尋たずねするほかありますまい」

「ですからなにも企たくらんではおりません。無礼ですよ、ドル・ドーザ」

　無礼と窘たしなめながら、しかしイリステラの口調は笑っていた。応接用のソファに腰こしを下ろして、ティリエルに目線で指示する。ティリエルは頷うなずき、手に提さげていたバスケットから、温かい紅茶ポットとお茶菓子を取り出し、テーブルの上に広げはじめた。

　ドル・ドーザはいやそうな顔をした。

「姫さま。おやつならばご自分の部屋でお食べください」

「別によいではありませんか。なんなら、ドル・ドーザも一緒にいかが？」

「遠えん慮りよさせていただきます」

　もともとイリステラは気取らない人柄だが、ドル・ドーザの前だとそれが特に顕けん著ちよになるらしい。相手が教育係ゆえの気安さというものだろうか。

　と、イリステラは、アッシュににっこりと笑いかけた。

「そんなところに立ちっぱなしになっていないで、アッシュさんもどうぞ、おかけになって──ああ、いえ、違いますね。あなたはもう、わたくしの騎き士しなのでした。ですからさん付けはおかしいですよね、アッシュ？」

　絶ぜつ世せいの王女に、『わたくしの騎士』と呼ばれるのは、肺が浮き立つような感かん触しよくだった。

　アッシュは唇くちびるを硬かたくして、ふるふると首を横に振った。ドル・ドーザの鋭するどい視線がなければ、危うくお茶会の誘さそいに乗ってしまうところだった。

　ドル・ドーザは机から立ち上がり、イリステラに近づいていった。アッシュの腰ほどもありそうな太い腕を組んで、じっと見下ろす。

「まだ質問の答えを聞いておりませんぞ、姫さま」

「わたくしはまだ質問を聞いておりませんわ、ドル・ドーザ」

　カップに口をつけて、イリステラは澄すまして答える。ドル・ドーザにこんな態たい度どを取れるものなど、国中を探しても彼女しかいまい。

「では、もう一度お尋ねしましょう。今度はなにを企んでいらっしゃるのですか？　このような未み熟じゆくな若者を捕つかまえて、『竜戮騎士テイフオニロス』にするなどと。益えきのあることとは思えませんな」

「まあ、失礼な。なにも企んでなどおりません。それに、わたくしの『竜戮騎士』であるアッシュを未熟呼ばわりなんて、いくらあなたでも許しませんよ？」

　そう言うわりに、イリステラの顔に怒いかりの色は見当たらない。それどころか、悪戯いたずらをする少女のような表情だ。王女が持つ普通の女の子のような一面を垣かい間ま見みて、アッシュは内心で驚おどろきを感じていた。

　傍かたわらのティリエルも、似たり寄ったりの顔つきをしている。目を伏ふせて従順なメイドを装よそおっているが、口元がぴくぴくと動いている。この二人はどこまでも一いち蓮れん托たく生しようであるらしい。

「──それは、この公式記録をお読みになってのお言葉なのでしょうな！」

　ドル・ドーザは、腹に据すえかねたように、執しつ務む机づくえの上に広げられていた羊皮紙を取り上げ、それをイリステラに突きつけた。

「今までの三年間、騎き士し見習いとして繰り返された百回以上の公式試合で──ウィリアック卿きようの勝ち星は、たったの一桁けた！　しかもその半分が、相手の休場による不戦勝と来ている！　よく騎士になることを諦あきらめなかったと感心してしまうほどです！」

「ぷっ」

　ティリエルが吹き出した。

　ドル・ドーザの溶よう岩がんのような視線がティリエルに注がれた。アッシュは顔を伏せ、羞しゆう恥ちに赤らんだ頰ほおを隠かくそうとしている。

「これが未み熟じゆくと言わずになんだと言うのですか！　騎士団長として、このようなものを『竜戮騎士テイフオニロス』に任命するわけには参まいりません！」

「わたくしの騎士を選ぶ権利は、わたくしにあります。あなたが口を挟はさむ問題ではありませんわ、ドル・ドーザ」

　ドル・ドーザは岩のような顔をしかめ、口を引き結んだ。イリステラの性格をよく知っているからか、これ以上言っても無む駄だだと悟さとったのかもしれない。

　彼はアッシュを見た。どうやら、矛ほこ先さきを変えることにしたようだ。

「ウィリアック卿。先ほどの質問の続きだ。姫さまがなにを企たくらんでいるのか、心当たりがあるならすべて白状しろ」

「アッシュはなにも知りませんわ、ドル・ドーザ」

　イリステラがそっと援えん護ごしてくれるが、アッシュはドル・ドーザの目から視線をそらせなかった。髪かみと同じ黒色の瞳ひとみは、アッシュの心底を見み透すかすように鋭するどく射い貫ぬいてくる。アッシュは、ごくり、と唾つばを飲み込み、それからようやく、言葉を絞しぼり出だした。

「言え、ません」

「なに？」

「……約束、しましたから。姫さまが、ぼくと約束を守ってくれる限り、ぼくも決して秘ひ密みつを漏もらさないと」

　イリステラとティリエルが息を吞のむ音が聞こえた。イリステラがなにかを企んでいるということを、アッシュが認みとめたからだろう。

　アッシュとしても、知らぬ存ぜぬを通したかったが──ドル・ドーザの苛か烈れつな視線から本心を隠かくし通とおせるほど、彼は噓うそがうまくない。それならば、「知らない」ではなく「言えない」と答えるしかなかった。

　ドル・ドーザは目を細めた。踵きびすを返し、部屋の片かた隅すみにあるクローゼットへと近づいていく。アッシュもイリステラもティリエルも、息を潜ひそめて、クィンストラウス最強の騎き士しがなにをしようとしているのかを見守っている。

　ドル・ドーザはクローゼットを開けた。

　その中には──巨大な武器が、ずらりと並んでいた。

　標準の騎士剣から始まって、大剣、斧おの、槌つち、槍やり、鎌かまに矛ほこに弓矢まで。ありとあらゆる武器が収おさめられ、しかもそのすべてが、アッシュの身長ほどもありそうなくらい、巨大だった。

「いいでしょう、姫さま。ウィリアック卿きようを『竜戮騎士テイフオニロス』に指名することを、認みとめようではありませんか」

　武器庫と化しているクローゼットを探さぐりつつ、ドル・ドーザは信じがたいことを言った。

「姫さまはご存じのはずです。『竜戮騎士』になるための条件を。そのうちのひとつ、『王族の指名』は、すでに解決しております」

「……ええ、確かに」

「しかし、それだけでは足りませんな。もうひとつの条件が解決していない」

　イリステラの顔からは、すでに笑えみが消えている。危地に陥おちいったことを悟さとったかのような表情。乾いた声で、王女は騎士団長に尋たずねた。

「なにを、するつもりですか。ドル・ドーザ」

「決まっております。もうひとつの条件を、自分が直じき々じきに試ためしてみましょう」

　その会話を聞いて、アッシュの顔から血の気が引いた。

『竜戮騎士』とは、『帝国』内に生まれた男子ならば、誰だれもが憧あこがれる称しよう号ごうだ。騎士を志こころざすものならばなおさらに、憧れていないといえば噓になる。アッシュとてそれは例外ではない。『竜戮騎士』になるための条件を、密ひそかに調べたことがある。

　ひとつは、『王族の指名』。その国の王族が指名したものであること。

　もうひとつは──『相応ふさわしい実力を伴ともなうこと』。これにはいくつかの解かい釈しやくがあるが、要するに騎士団長に実力を認めさせればいいのだ。実際に輝かがやかしい武ぶ勲くんをあげれば認められることもあるし、あるいは、実際に卓たく越えつした剣技を見せてもいい。

　そしてもちろん、アッシュに輝かしい武勲などは存在しない。

　それならば、『竜戮騎士』になる方法はひとつしかないのだ。

「ぬしは腰こしの真剣を使え、ウィリアック卿。わしはこれでよい」

　ずん、と部屋が揺ゆれた。錯さつ覚かくではなかった。クローゼットから取り出した、冗じよう談だん抜きで人の身体からだほどある巨大な木剣を、ドル・ドーザが床に叩たたきつけたのだ。

　アッシュの顔色は、蒼そう白はくを通り越して純じゆん白ぱくになりつつある。わかりきっていながら、それでもアッシュは質問した。

「……あの、えっと、なにを？」

「決まっておろう。ぬしの腕うで前まえを、わしが直じき々じきに試ためしてくれる」

「…………こ、ここで、ですか？」

「ふむ、そうだな。机が邪じや魔まか──むんっ」

　ドル・ドーザは空あいているほうの手で、執しつ務む机づくえを摑つかみ、持ち上げた。騎き士し団だん長ちようが着くに相応ふさわしい重じゆう厚こうさを備そなえた執務机は、空からっぽの籠かごかなにかのようにあっさりと持ち上がり、宙を滑すべって部屋の片かた隅すみに落下した。

　ずしん、という重々しい音が、腹の底まで響ひびいてきた。

「よし。これで準じゆん備びは整ととのった。抜け、アッシュ・ウィリアック」

「……………………………………」

「あの、アッシュ」

　か細い声が聞こえ、アッシュはぎこちない動きでそちらを振り返った。

　イリステラとティリエルは、ちゃっかり扉とびらの前まで避ひ難なんしていた。ティリエルに至ってはバスケットにお茶菓子とポットとティーカップをしまい込んでいる。イリステラはアッシュのことを見つめ、胸の前で両の拳こぶしを握にぎり締しめて、小さな声で叫んだ。

「……が、がんばって！」
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　誰だれのせいでこうなったと思ってるんだよ!?

　その言葉を、アッシュはどうにか吞のみ込こんだ。前を向く。ドル・ドーザは、巨大な木剣を構え、獅し子しのような目でアッシュが構えるのを待っている。

　抜くしかなかった。

「～～～～～～～～っ、うわあああああああああっ!!」

　大声で叫んだのは恐きよう怖ふを振り払うためだ。もちろんそんなもので恐怖が消えたら苦労はしないのだが、少なくともアッシュの足は前に出た。抜き身の剣を振りかぶり、ただがむしゃらに、鋼こう鉄てつの要よう塞さいのようなドル・ドーザに突とつ撃げきを仕し掛かけ──




　レベルが違う、どころの話ではない。

　次元が違う。

　部屋の端はしで、ボロクズのように横たわりながら、アッシュはそう考えた。

「……稽けい古こにもならんな」

　小さなつぶやき声のあとに、再び重々しい音が響いた。痛いたみに耐たえて顔を上げると、ドル・ドーザが冷れい徹てつな目でアッシュのことを見下ろし、巨大な木剣を床に突き立てていた。

　息を吸い込んで、吐はいた。

　何十回と繰り返してきたことを──すなわち、剣を杖つえにして立ち上がり、再び構えるという作業を、アッシュはもう一度行った。

　先ほど顔面を強したたかに殴なぐりつけられたときに、額ひたいを傷つけてしまったようだ。流れる血は左目を塞ふさぎ、しかし残った右目はドル・ドーザのことを一心ににらみつけている。

　恨うらんでいるわけではない。負けるものか、などと思ったわけでもない。自分のような落ちこぼれが、『竜戮騎士テイフオニロス』に勝てるはずがないと、百も承しよう知ちだ。

　だからといって──諦あきらめて、倒たおれ伏ふすことだけは、どうしてもできなかった。

「……アッシュ……」

　イリステラの心配そうな声も、アッシュの耳には届かない。ただ彼は、どうすればドル・ドーザに一いつ矢し報むくいることができるかを考える。

　その姿を見て──ドル・ドーザは、巌いわおのような顔にかすかな笑えみを浮かべ、

「評価のとおりだな、ウィリアック卿きよう。腕うではからきしだが、根性だけは一人前のようだ」

　アッシュのほうに、無む造ぞう作さに近づいてきた。

　トドメを刺すつもりだということがわかったのは、アッシュだけではなかった。

「──そ、そこまでです！　ドル・ドーザ、これ以上は──！」

「なりませんな、姫さま。あなたが仰おつしやったことです。この男を『竜戮騎士』にすると。それならば自分は騎き士し団だん長ちようとして、それを確かめる義ぎ務むがあります」

「も、もう十分でしょう!?」

「この男は、そうは思っていないようですが」

　ドル・ドーザはどこか楽しそうだ。もちろんアッシュは楽しむ余よ裕ゆうなどない。ただ彼は、身体からだを沈しずませ、全身の力を振ふり絞しぼって、長大な武器の弱点──懐ふところへと飛び込もうとした。向こうから近づいてきている今が、最後のチャンスだと考えたのだ。

　恐らく、それが最良の選せん択たくだったのだろう。

　最良の選択をしてもなお──アッシュは、全力の突きを、ドル・ドーザの片かた腕うでであっさりと止められてしまった。

「──────ッ！」

「『竜戮騎士テイフオニロス』というのは狭せまき門だ。万を数えるクィンストラウス軍の兵士でも、ほんの一ひと握にぎりしかたどり着くことができぬ境きよう地ちなのだ」

　鉄のようなドル・ドーザの手が、アッシュの腕を砕くだけんばかりに握にぎり締しめた。激げき痛つうに剣を取り落とし、ドル・ドーザも木剣を捨ててアッシュの首を摑つかんだ。そのまま、猫でも扱うように持ち上げて、至近から視線を合わせる。

「気合いや根性だけでは、どうにもならぬことがこの世には存在する。わしとぬしのあいだに横たわる、この埋めがたい実力の差が、まさにそれだ」

　ドル・ドーザは、憐あわれむかのように目を細め、

「ゆえに──アッシュ・ウィリアック。ぬしは、失格だッ！」

　そう怒ど鳴なって、アッシュの身体からだを無む造ぞう作さに放り投げた。

　石ころのように宙を舞まって、部屋の扉とびらに全身を叩たたきつけられた。

　呼吸が止まる。着地しようとしたが、足に力が入らず、膝ひざを突き、そのまま顔面から床に崩くずれ落おちてしまった。床を摑むようにして上半身を支えようとするが、うまくいかない。首から下が──いや、全身が言うことを聞かなくなってしまったようだった。

「──これでご満足ですか、姫さま」

　低く押し殺した声で、ドル・ドーザがイリステラにそう語りかけた。イリステラは答えず、ただアッシュに駆かけ寄よって、その身体を壁かべにもたれさせた。

「……ごめんなさい、アッシュ、まさかこんなことになるなんて……」

　イリステラの声には、真実の罪ざい悪あく感かんが滲にじみ出でていた。アッシュはなにかを言おうとしたが、それより先に、ドル・ドーザが近づいていることに気がついた。

　それはイリステラも同様。彼女は膝を突きながら、きっとドル・ドーザを振り返り、

「待ちなさい！　試験は終わったのでしょう、これ以上彼を傷つけることは──」

「わかっております。ただ、彼に聞きたいことがあるだけです」

　そう言って、ドル・ドーザはアッシュの傍そばに立ち、彼のことを見下ろした。

「それで？　姫さまは、なにを企たくらんでおいでだったのだ？」

　再び、その質問を繰り返した。

　アッシュが口を開くより先に、ドル・ドーザは言葉を重ねる。

「言っておくが──これは、団長としての命令だ。ぬしがどんな約束を姫さまと交わしたのかは知らぬ。しかし、『竜戮騎士テイフオニロス』ではない以上、騎き士し団だん長ちようの命令はあらゆる義ぎ務むに優ゆう先せんする」

「………………」

「ゆえに、これは義に反することではない。言え、アッシュ・ウィリアック。どういう経けい緯いで、姫さまはぬしを『竜戮騎士』にしようなどと言い出したのだ？」

　アッシュは口を噤つぐんだ。顔を伏ふせて、目を閉じた。素早く考える。

　ドル・ドーザは正論を言っている。彼はただ、教育係としてイリステラの動向を把は握あくしておきたいだけなのだ。それがどんなものなのか、知りもしないで。

　唇くちびるを歪ゆがめると、ひどく痛いたんだ。なめると血の味がした。まあ当然か、と思いながら、アッシュは顔を上げる。

　イリステラとティリエルの顔が、視界に入った。

　一いち蓮れん托たく生しようの主従は、似たような表情をしていた。

　覚悟と諦あきらめの表情。秘ひ密みつが露ろ見けんしてしまうことを、仕方ないと捉とらえている表情。

　それを見て──心が決まった。

　まっすぐにドル・ドーザを見み据すえて、はっきりと言う。

「申し訳ありません、団長。言えません。たとえ命令でも、それが正しいことでも──ぼくには、イリステラさまとの約束を破ることは、できません」

　ドル・ドーザの表情は、変わらなかった。

　次の彼の口ぶりは、深い憂うれいを含んでいるように聞こえた。

「わかっているのだろうな。我が命に従わぬということは、重大な軍ぐん規き違い反はんになるのだぞ。軍において上官の命令は絶対だ。それに反するということは──」

　言葉を切り、アッシュの目に浮かぶ色を確かめながら、ドル・ドーザは言った。

「ぬしはもう、騎士では居られぬということだ」

「待ちなさい！」

　間かん髪はつを入いれず、イリステラが叫んだ。

　アッシュとドル・ドーザのあいだに立ちはだかる。彼女がどんな表情をしているのかはわからない。ただ、その白はつ金きんの髪かみが怒いかりにざわめいていた。

「そんな──アッシュは、今日騎士になったばかりなのですよ!?」

「姫さま。これは軍ぐん務むの問題です。ウィリアック卿きようが『竜戮騎士』になれなかった以上、王族であるあなたには関わりのないことです」

　イリステラは黙だまり込こんだ。それから、彼女はぽつりと、

「──言えば、いいのですか」

「？」

「わたくしの秘ひ密みつを、あなたに明かせば──アッシュは、除じよ隊たいにならずに済むのですか。ドル・ドーザ」

　ドル・ドーザは首を振った。それとこれとは話が違う。ドル・ドーザが問題にしているのは、アッシュが命令違反を犯しているということだ。どういう理由があるにせよ、軍における命令違反は処しよ罰ばつの対たい象しよう。イリステラの企たくらみとは、すでに別の問題なのだ。

　アッシュは首をねじ曲げて、そう言おうとした。だから、明かさなくてもいいのだと告げようとした。

「……まだ、早いんじゃないですか」

　そのとき、黙だまり込こんでいたティリエルが、ぽつりとつぶやいた。

　イリステラとドル・ドーザは、同時にティリエルを振り返った。彼女は赤い瞳ひとみでドル・ドーザを見つめながら、抑よく揚ようのない声で言う。

「『竜戮騎士テイフオニロス』の認にん定ていについては、王国軍法の第九条に定められています。認定の際には王族の指名と、当代騎き士し団だん長ちようの承しよう認にんが必要である、というのが第九条の主しゆ旨しですが、そこには期間が定められていたはずですよ。まあ、『竜戮騎士』を指名するときは王族と騎士団長があらかじめ示し合わせるのが慣かん例れいですから、普段は期間なんて気にされませんけど」

「……なにが言いたい？」

「アッシュの査さ定ていが終わったかどうかを決めるのは、あなたではなく、イリステラさまと、それに『時間』だけだということです。『竜戮騎士』の査定は、指名から一ヶ月が経過するか、王族が指名を取り下げるまで続けられますからね。それまではアッシュは『竜戮騎士候こう補ほ』ということになるので、あなたの命令を聞く義ぎ務むはありません」

　ドル・ドーザは、不ふ快かいそうに鼻を鳴らした。

「くだらん。問題を先さき延のばしにしただけではないか。一ヶ月かそこらで、ウィリアック卿きようが『竜戮騎士』に相応ふさわしい実力の持ち主になるというのか？」

「それは、やってみなければわかりませんね」

　ティリエルは肩をすくめてそう言った。その表情を見れば、誰だれよりも彼女自身が「そんなことが起きるはずがない」と考えているようだった。

　しかし、少なくとも、即そく座ざに騎士団を除隊処分になることはなくなった。

　そう思った瞬しゆん間かん、気が抜けた。

　張はり詰つめた緊きん張ちようでどうにか保っていた意い識しきの糸が、ぷつりと途切れる。今後に山さん積せきするあらゆる問題のことを考えることさえ億おつ劫くうだった。これからどうなるかも定かではないまま、アッシュはあらゆる問題から背を向けて、心地ここちよい闇やみの中へと落ちていった。




　　　　◆




　良い香りで、目が覚めた。

「………………」

　視界の半分は闇やみに塞ふさがれている。眉まゆを寄よせ、手を遣やって確かく認にんすると、自分の顔半分が包帯でぐるぐる巻きにされていた。

「…………？」

　片目だけをぱちぱちと瞬またたかせて、アッシュはあちこちに視線を巡めぐらせた。

　どう見ても、ここは自分の部屋ではない。

　アッシュが横たえられているベッドには、あろうことか、天てん蓋がいが取り付けられている。天蓋は四本の白びやく檀だんの柱に支えられ、内側には満天の星が描かれており、垂たれ下さがる薄うす紫むらさき色いろのヴェールが、静かで穏おだやかな世界を造り上げていた。マットは沈み込みそうなほどに柔やわらかく、心地ここちよい。

　首をねじ曲げて、枕まくら元もとを見る。柔らかな光を放つランプの下に、香が焚たかれていた。良い香りの正体はこれだ。花のような果実のような甘い香りが、薄闇に満ちている。

　ここはどこだろう──と考えた途と端たん、その答えが返ってきた。

「ああ、アッシュ。目が覚めたのですね」

　薄紫のヴェールの片かた隅すみを開いて、イリステラが顔を覗のぞかせた。片目を開いているアッシュを見て、ほっとしたように顔をほころばせる。

「大丈夫ですか？　どこか、痛いたむところはありませんか？　一応、骨折や打だ撲ぼくはすべて神しん聖せい魔ま法ほうで癒いやしたはずなのですが──」

　心配そうに尋たずねながら、イリステラの白い手がアッシュの服の前を割り、中に滑すべり込こんでくる。治ち療りようのためとわかっていても、鼓こ動どうが大きく跳はね上あがってしまって、アッシュは思わずベッドの上であとずさりをした。

　そこで、気がついた。

　このベッドに漂ただよう甘くかぐわしい香りは──数日前、イリステラを抱きとめて支えたときに鼻をくすぐった香りと、同じものだということに。

　イリステラの手から逃のがれつつ、アッシュはごくりと唾つばを飲み、恐おそる恐る、

「……あ、あの、ひとつ、よろしいでしょうか？」

「はい。なんですか？」

「えっと、ぼくが今、寝ねているベッドって──」

　イリステラはきょとんとした表情で首をかしげ、

「わたくしのベッドですけど、それがなにか？」

　痛いたむ身体からだも構わずに、アッシュは跳はね上あがるように起きようとして、

「こ、こら、アッシュ！　なにをしているのですか、まだ動いてはいけません！」

　イリステラの手に無理矢理押さえつけられた。それでもアッシュは足あ搔がき、

「そ、そ、そういうわけにはいきませんよ！　せめて床の上で──！」

「怪け我が人にんを床に寝ねかせることなんてできるわけありません！　もう、わたくしのベッドでなんの問題があるというのですか！」

　問題ならある。ありすぎる。なにしろここはそれも王女さまの寝しん室しつなのだ。この世に不ふ可か侵しんの聖せい域いきは数あれど、姫君のベッドルームほど侵おかしてはならない場所は存在しない。まして同じベッドを使うなど、神の雷いかずちに打たれても文句は言えない。

「こら、暴あばれてはいけませんってば、アッシュ！」

　なんとしてもベッドから離はなれようとするアッシュと、どうにかして彼をベッドに寝かしつけようとするイリステラは、しばらく押し合いを続けていた。が、すぐにその均きん衡こうは破やぶれてしまった──イリステラが足を滑すべらせ、アッシュに倒れかかってきたからだ。

「きゃっ！」

「うわっ!?」

　共に悲ひ鳴めいをあげて、二人してベッドの上に倒れてしまう。イリステラの全体重がかかった肘ひじが、傷ついた胸元に食い込み、アッシュは息を止め──

　白はつ金きんの髪かみが、自みずからの頰ほおをこそばゆく引っ搔いていることに気づいた。

「………………」

　ヴェールのように降りた髪の中で、アッシュとイリステラは、束つかの間ま、見つめ合った。二人とも、示し合わせたかのように息を止めている。そうでもしなければ、自らの呼吸が相手にかかってしまいそうだった。

　アッシュのすぐ真上、すぐ間近で、イリステラはくすりと微び笑しようを漏もらした。

「……アッシュの瞳ひとみは、珍めずらしい色をしているのですね」

　灰色の目が、せわしなく瞬まばたきをした。ばくばくとなる心しん臓ぞうと、火がついたように熱くなっていく顔を持てあましながら、アッシュはなにか言おうとして、

「姫さま？　アッシュの様子は、どうで、す、か────」

　ティリエルが、部屋に入ってきた。

　赤い瞳が、ベッドの上に寝ね転ころぶアッシュと、その胸に寄より添そっている（ように見える）イリステラをじっと見み据すえた。

「ティリエル！　こ、これは、その──」

　アッシュに弁べん解かいをする暇ひまは与えられなかった。なぜかホウキを持っていたティリエルは、それをぐるりと回転させて柄をアッシュのほうに向けた。その身がぐっとたわみ、バネ細工のような凄すさまじい勢いきおいで、ティリエルは身体ごとアッシュのほうに突っ込んできて、

「あがっ!?」

　首がもげるかと思うほどの勢いきおいで、ホウキの柄はアッシュの額ひたいを痛つう打だして、彼の身体からだをベッドの上から弾はじき飛とばした。

「──、な、なにをするのですか、ティリエル!?」

　自みずからの脇わきをすり抜けて放たれた一いち撃げきに、イリステラは呆あつ気けに取られていたが、すぐに我に返ってティリエルを非ひ難なんしようとした。しかしティリエルは少しも臆おくさず、ホウキを投げ捨てて腰こしに手を当てる。その目は怒いかりにつり上がっていた。

「それはこっちの台詞せりふです！　二人してなにをしているんですかっ！　だから言ったじゃないですか、アッシュなんて床の上に寝ねかせればいいんだって！　姫さまのベッドで一緒に寝ていいのはあたしだけなんですからね！」

「な、な、な、なにをそんな、こ、こんなところでそれを言わなくても──！」

　珍めずらしくイリステラが顔を真まっ赤かにして反はん論ろんするが、このときばかりはティリエルも負けてはいなかった。ベッドの向こう側で倒たおれ伏ふすアッシュは、額に生まれた激げき痛つうに身をよじりながら、二人の少女の言い合いを耳にしていた。




「……それじゃ、ひとまずは、ドル・ドーザ団長も許してくれたんですね」

　ソファに腰こしかけて、痛いたむ額をさすりながら、アッシュはほっと胸を撫なで下おろした。

　アッシュが気を失ったあと、イリステラとドル・ドーザのあいだに、話し合いが持たれたらしい。

　一ヶ月という『指名』の有効期間は法で定められている。いかにドル・ドーザでも、それを無視することはできないし、また、無視する必要もない。

「期間内であれば、いつでも挑ちよう戦せんを受け付ける」

　そうドル・ドーザは豪ごう語ごしたらしい。確かに、アッシュとドル・ドーザのあいだに横たわる、絶望的なまでの実力差が、たった一ひと月つきで埋うまるはずもない。

　そのあと、ティリエルがアッシュを担かついで、イリステラの私室まで連れてきたのだが──

「待ってください。どうしてここなんですか？　医い務む室しつとかでも、」

「医務室では、落ち着いて話し合えないからです。元はといえば、わたくしたちの『遊び』がこんなことを引き起こしてしまったのですから」

「……なるほど」

　確かに、この件には礼れい拝はい堂どうの地下室で起きた出来事が密みつ接せつに関わっている。人目のある場所で話し合うことはできないだろう。

　改めて思い返してみると、ため息をつきたくなる。あんな馬ば鹿かげたことが原因で、三年という下積みの末にようやく得ることができた騎き士し号ごうを、失うことになるだなんて──

　と、ティリエルが軽く肩をすくめながら、

「どうすんのよ、アンタ、このままだと騎き士し団だんクビだよ」

「誰だれのせいだと思ってるんだよ」

「…………ごめんなさい…………」

　自分が責められたと思ってイリステラはしゅんと肩を落とし、それを見てアッシュは慌あわてる。王女を責めるつもりなどない。しかし。

「と、とにかく、これからどうするかを、決めなければ──」

　アッシュがそう言うと、イリステラとティリエルは顔を見合わせた。

　向かいのソファに、姉妹のように揃そろって腰こしかけながら、二人は同時にアッシュのことを見る。イリステラの青い瞳ひとみには、ある種、悲ひ壮そうな気配が滲にじんでいた。

「……実は、あなたが気を失っているあいだに、そのことについてティリエルと話したのです。どうすればいいのか、どうすべきか。そして、わたくしたちは結けつ論ろんを出しました」

　つい、と視線を横に滑らせる。それを受けて、ティリエルは言葉を継ついだ。

「アッシュ。あの約束、なかったことにしていいよ」

「……？」

「だから。あのとき、あたしたちがアンタと交わした約束は、『遊び』を二度としない代わりに、『遊び』のことを秘ひ密みつにする、ってことでしょ？　それを、なかったことにしていいって言ってるの。──ドル・ドーザ伯はく爵しやくに、話しても構わないわ」

　二度、瞬まばたきをしてから、ようやくアッシュはその意味が飲み込めた。

　目を伏ふせる。テーブルの上のカップは温あたたかな湯気を立てていて、飴あめ色いろの水面からほのかな香りが上ってきている。口に含むと爽さわやかな甘みが広がるのだ。

　しかし、今のアッシュがそれを口にしても、砂の味にしか感じなかっただろう。

「それは──ぼくを、守るためですか」

　口を開くと、自分のものとは思えない、平板な声が漏もれた。ティリエルはまた肩をすくめると、仕方なさそうな声で、

「そうだよ」

「違います」

　同時に、イリステラが正反対の答えを口にしていた。

　イリステラとティリエルは顔を見合わせ、先に目をそらしたのはティリエルのほうだった。それくらい、イリステラは決然とした眼まな差ざしをしていた。

「アッシュを『竜戮騎士テイフオニロス』にしようと言い出したのはわたくしなのです。それがこのような結果を招まねいてしまったのですから、責任を取らなくてはならないのはわたくしのはず」

「それは──」

「本当は、わたくしの口から『秘密』のことを言おうと思ったのですけれど。ドル・ドーザはとんでもない頑がん固こ者もののわからず屋だったのです！　わたくしがどう言おうとも、アッシュが命令違反を企くわだてたことには変わりない、などと言って！　だから、アッシュ。あなたの口から改めて告げれば──」

「少なくとも、ぼくの立場は保ほ障しようされると？」

　イリステラが頷うなずいたのを見て、アッシュの口に広がる砂の味が濃こくなった。

　ふと、アッシュはティリエルを見る。彼女も自分と同じような表情をしていた。自分の無力を嚙かみしめるような、悄しよう然ぜんとした顔つきだ。

「ティリエルは、それでいいの？」

　ティリエルは唇くちびるをとがらせ、ゆるゆると首を振った。

「いいわけないけど──それがイリステラさまの意思なら、あたしは従うだけよ。アンタがドル・ドーザ伯はく爵しやくに勝てていれば、なんの問題もなかったんだけどね」

　無茶を言う。アッシュは再びイリステラに向き直る。

「……イリステラさま、もうひとつ、お聞きしてもよろしいでしょうか」

「ええ、なんなりと」

「イリステラさまは──どうして、ぼくを『竜戮騎士テイフオニロス』にしようと思ったのですか？」

　イリステラは、ちょっと驚おどろいたように目を見開いた。

　それから、なにかを思い出すような遠い眼まな差ざしになって、

「……アッシュ。あなたは、三日前のことを覚えていますか？　あの、地下礼れい拝はい堂どうのことを」

「え、ええ。それはまあ」

　忘れることなど不可能だ。あの光景は、一生脳のう裏りに焼きついて離はなれないだろう。それくらい衝しよう撃げき的てきなシーンだった。

「あのとき、あなたはわざわざわたくしたちに近づいてきて、『こんなことはもうやめろ』と言いましたよね。どうしてそんなことをしたのですか？」

「え。ど、どうしてって、それは」

「面倒に巻き込まれたくないのなら、そのまま踵きびすを返してしまえばよかったではありませんか。それから、ドル・ドーザなり上官になり、このことを告げればよかったはず。それだけで、わたくしたちの遊びは止められたのに」

　アッシュは黙だまり込こんだ。

　その選せん択たくをしていれば、あれは公おおやけのことになってしまっただろう。そんなことになれば──少なからず、イリステラとティリエルは傷ついてしまう。アッシュにとって、敬けい愛あいする王女とその侍じ女じよが傷つくということは、それだけで許されないことのように思えたのだ。

　アッシュはそれをうまく言葉にできなかった。ただ彼は、拙つたない口調で、こう答えた。

「……わかりません。けど、それは、正しくないように思えたんです。イリステラさまほど賢かしこいお方なら、きっと話せばわかってもらえると──」

　それを聞いて、イリステラは柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「だから、ですよ。アッシュ。あなたは、わたくしに近づいてきてくれたから。話しかけてきてくれたから。王族だから、王女だからという理由で遠ざけることをせず、ちゃんと自分の足で近づいて、自分の声でわたくしのことを叱しかりつけてくれたから」

「…………」

「今まで、そんなことをしてくれた人はほとんどいませんでした。お父さまやお母さまや、ドル・ドーザ、それにティリエルくらい。でも、わたくしを叱ってくれるということは、それだけわたくしのことを考えてくれているということでしょう？　だから、アッシュ・ウィリアック。あなたこそがわたくしの『竜戮騎士テイフオニロス』に相応ふさわしいと思ったのです。実力ではなく、あなたの心が──忠ちゆう誠せい心しんこそが」

　無む意い識しきのうちに、アッシュは背せ筋すじを伸のばしていた。

　感動とも尊そん敬けいともつかない気持ちが、胸いっぱいに満ちていた。この方こそが自分の主君なのだと、アッシュは改めて思った。騎き士しとして、この方を守るためであれば、命さえも惜おしむところではない──

　そこまで考えたところで、アッシュはふと気づいた。

　ティリエルが、ものすごく呆あきれたように、イリステラのことを見つめている。

　そんな彼女のことを、イリステラはちらりと見て、すぐに目をそらしてしまった。

　違和感。

　つかつかと歩み寄ると、ティリエルは紅あかい瞳ひとみで、イリステラの顔を覗のぞき込こむようにして、

「おかしいですね。あたしが三日前に聞いた話とはずいぶん違いますけど」

「そ、そうでしたか？」

「あたしが聞いたときは、アッシュを『竜戮騎士』にしてしまえば、王女じぶんの直ちよく属ぞくになるわけだから、あの約束も取り消させることができますって、そう仰おつしやってませんでした？」

　……。

「それにアッシュは顔が女の子みたいに可か愛わいらしいからいじめ甲が斐いがあるとも仰ってましたよね。足を踏ふんだときとか怪け我がしたところを押したときとか、ゾクゾクするような表情をしてくれましたって、うっとりしながら仰ってましたよね」

　アッシュは砂さ漠ばくのような目つきでイリステラを見た。

「本当ですか。イリステラさま」

　イリステラは、つつつ、と視線を横に流し、

「ま、まあ、そう言ったことは否定いたしませんけれど、あくまでもそれは二次的なものでして、その、先ほど申し上げたことがあくまでもわたくしの真意でありまして、えと」

　感動して損した、と思った。

　とはいえ、ドル・ドーザ団長に本当のことを言おうという気にはなれなかった。

「とにかく」

　いまだに続くイリステラの弁解を遮さえぎって、アッシュは口を開く。それから目を落として、包帯が巻かれた自分の手のひらを見つめた。今から言おうとしていることを、頭の中でもう一度吟ぎん味みする。何度確かめてみても、それは途方もなく馬ば鹿かげたことにしか思えなかった。

　しかし──

「イリステラさま。ぼくは、騎き士しをやめるつもりはありません。それに、あなたの秘ひ密みつをドル・ドーザ団長に告げることも、したくありません」

　ティリエルは訝いぶかしげに目を細め、反対にイリステラは、驚おどろきに目を丸くした。

「……しかし、アッシュ、それは……」

　もごもごと、言いにくそうに口の中だけでつぶやいたのは、イリステラの思いやりからだろう。一いつ瞬しゆん遅れてアッシュの意図に気づいたティリエルは、そんな思いやりは持ち合わせていなかった。彼女はイリステラよりも大きく目を見開いて、大声で言った。

「──アンタ、もしかして、ドル・ドーザ伯はく爵しやくに勝つつもりなの？　あと一ヶ月かそこらで？」

　アッシュは真ま面じ目めな顔で、ティリエルを見返した。

　勝てる、などと言えばこれ以上の噓うそはない。騎士団の中でも落ちこぼれに等しいアッシュが、『竜戮騎士テイフオニロス』に勝てる可能性など万に一つもない。

　だからといって、まだ諦あきらめるわけにはいかない。

「……あと一ヶ月ある」

「一ヶ月あろうが十年あろうが関係ないわよ！　アンタみたいなのが、あのドル・ドーザ伯爵に勝てるわけないでしょ!?　あれだけボッコボコにされといて、まだそんな口叩たたけるなんて、学習能力ないの!?」

「きみが言ったことだろ、ティリエル。あの一言はちゃんと聞こえてた」

　アッシュは笑う。仕方なさそうな、疲れたような、それでも諦めだけは決して受け入れないという覚悟の笑えみ。

　三年間、アッシュはあらゆる人々に向いていないと言われながら、騎士になるということだけは諦めなかった。ドル・ドーザだって、そのことだけは認みとめてくれたではないか──根性だけは一人前、と。

　アッシュは大きく息を吸い込んで、吐はき出だすのと同時に、言った。

「どんなことでも、やってみなければわからない」

　その瞬間、イリステラが立ち上がった。身を乗り出して、アッシュの手を素早く摑つかむ。敬けい愛あいする王女の突然の行動に、アッシュは目を白黒させて、イリステラの顔を見た。

「さすがです、アッシュ！　それでこそ、わたくしが『竜戮騎士』と見込んだだけのことはあります！」

「……それ、イリステラさまの個人的な都合じゃ……」

「なにを言うのですか！　あなたのその言葉こそ、主のために不可能を可能にしようとする忠ちゆう義ぎ心しんこそ、まさに騎き士し道どうの鑑かがみではありませんか！」

　興こう奮ふんに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、イリステラは一心にアッシュの顔を覗のぞき込こんでくる。

「やりましょう、アッシュ！　石頭のドル・ドーザに、あなたが真に『竜戮騎士テイフオニロス』に相応ふさわしい人材なのだと、見せつけてやりましょう！」

　ティリエルはこれ以上ないほど冷たい声で、

「どうやってですか、イリステラさま？　具体的にどうやって、アッシュをドル・ドーザ伯はく爵しやくに勝たせるおつもりなんですか？」

　アッシュの手を強く握にぎり締しめたまま、イリステラはティリエルを振り向いた。その頭から、チクタクと思考を巡めぐらせる音が聞こえてくる。それからイリステラは、私室の隅すみに取り付けられたキャビネットへと近づいていった。

「確か、ここに──、あ、ありました！」

　イリステラは一本の長物を手に、輝かがやくような笑顔で二人を振り返った。

　そこには、普段アッシュが使うものよりもずっと細く鋭するどい、レイピアを模もした木剣が握られていた。斬ざん撃げきではなく、刺し突とつを目的とした武器だ。

「ティリエル、あなたは剣術の覚えがあったはずですよね。あなたがアッシュに剣技を教え込めば、ドル・ドーザをあっと言わせることができるのではないですか？　なにしろあと一ヶ月もあるのですから、そのあいだに特訓をすれば──勝てるに決まっています！」

　ティリエルは、なにかを言いかけた。

　しかし、途中で彼女は口を噤つぐんでしまった。イリステラの性格は、アッシュよりもティリエルのほうがはるかによく知っている。そのティリエルが、深々と息を吐はいたのを見て、アッシュは自分から意見することをやめた。

　おそらく、こうなったイリステラには、なにを言っても無む駄だなのだ。

「……御ぎよ意いのままに。イリステラ王女殿でん下か」

　ティリエルは諦あきらめきった口調でそうつぶやいた。しかしイリステラにはティリエルの気持ちは伝わらない。純じゆん粋すい無む垢くにしてサディストという、相反する性質を持った王女さまは、いそいそと近づいてきてアッシュとティリエルの手を取った。二人の手を強引に重ねて、その上に自分の手を載のせ、宣せん誓せいするように叫ぶ。

「頑がん固こ者もののドル・ドーザを打ち倒すその日まで、わたくしたちは同志です！　アッシュの騎士という身分を、わたくしたちの秘ひ密みつを守り通すために、共にがんばろうではありませんか！」

「……おー」

　投げやりにそう言って、ティリエルは暗い目でアッシュのことをにらみつけた。アンタのせいだからね、と明確に告げているその視線から顔をそらして、アッシュも同じように、「おー」と気のない同意の声を口にした。













　　　第三幕　短剣の意味　鞭むちの意味







　ノックの音で目が覚めた。

　眠い目をこすりながら上体を起こすと、痛いたみが全身を走り抜ける。しかし、耐たえきれないほどではない。ここ数日のあいだで、ずいぶん楽になったものだと、イリステラの神しん聖せい魔ま法ほうに感かん謝しやしながら、アッシュは立ち上がった。

　自室の扉とびらを開き、向こうを覗のぞき込こむと、

「……アッシュ・ウィリアック卿きようですか？」

　見知らぬメイドが、そこにいた。

　エプロンドレスの前掛けには『羽付きウイングド』の紋もん章しよう、ということはティリエルと同じ、城の『上層部アツパーヤード』で立ち働く上級メイドということになる。

　ふわふわした空色の髪かみと、眠たそうな紫むらさきの瞳ひとみ。じっと見つめられたアッシュは、慌あわてて寝ねぼけ顔をこすり、頷うなずいた。

「え、ええ、そうです」

　メイドは頭を下げて、優ゆう雅がに一礼をし、

「『上層部アツパーヤード』までお連れするようにと、ティリエルさまのご命令です。お支度は、整ととのっておりますでしょうか？」

　ティリエル……さま？

「いえ、まだです。その──訓練、ですよね？」

「目的は伺うかがっておりません。あなたさまをご案内するように申しつけられております」

「わ、わかりました。少々お待ちください」

「畏かしこまりました」

　再び、深々とした一礼。ティリエルと同じメイドとは思えない──というか、ティリエル『さま』ってなんだ『さま』って。そんなに偉えらかったのか？

　大急ぎで寝ね間ま着きから平服へと着替え、その上から騎き士し鎧よろいを纏まとい、騎士剣を手に持つ。ドル・ドーザに痛いためつけられた身体からだには、いつも以上に重々しく感じられたが、泣き言は口にしていられない。アッシュはそのまま扉とびらを開け、

「お待たせしました、もう大丈夫です。さ、行きましょう」

「……アッシュさま。少しよろしいでしょうか」

「はい？」

　空色の髪かみのメイドは、不ふ思し議ぎなものを見るかのように首をかしげ、それから一枚の手て鏡かがみを取り出した。それを、アッシュの顔に向ける。

　ぼさぼさになった灰色の頭が、鏡に映り込んでいた。

「う……」

　思わずうめき声をあげたアッシュの背後に、空色の髪のメイドは回り込み、

「アッシュさま、『上層部』には貴き族ぞくの皆様もいらっしゃいます。目的は伺っておりませんが、『上層部』にお通しする以上、それなりの身だしなみというものを整えてくださらなくては。──失礼いたします」

　そう言って、ポケットから取り出した櫛くしで、アッシュの髪をゆっくりと撫なでつけはじめた。

　鏡に映る自分の顔が、みるみる赤くなっていくのを、アッシュはどうすることもできずに見つめていた。




　　　　◆




『上層部』の人ひと気けのない尖せん塔とうを上った先に、その『円技場ホール』があった。

　十二の柱に囲まれた、がらんとした円い空間。石造りの柱に刻きざみ込こまれているのは、神話に伝わる英雄たちの彫ちよう像ぞうだ。天井の窓から差し込む陽ひの光が、白い床に反射して、英雄たちの端たん整せいな顔を照てらしだしていた。

『武勇の円技場ヴエイラーホール』──アッシュも、名前だけは聞いたことがある。クィンストラウスに古くから伝わる、由ゆい緒しよ正しい決けつ闘とう場じようだ。普段は厳げん重じゆうに管理され、足を踏ふみ入いれることさえ禁じられているが、空色の髪かみのメイドはそれが当然のように『円技場ホール』の扉とびらを開け、中に足を踏み入れた。

　彼女が向かう先には、ティリエルが立っている。その姿は、普段と同じメイド服だ。ただ、動きやすいようにスカートの丈が短く合わせられていて、ティリエルの白い足が普段より大きく露ろ出しゆつしていた。少しばかり短すぎるのではないかと、アッシュが恥はずかしくなるほどだ。

　と、ティリエルがアッシュに気づいた。空色の髪のメイドは歩み寄り、一礼をする。

「アッシュさまをお連れいたしました、メイド長」

「ご苦労さま、ユーピッド。それじゃ、次はあの子を連れてきて」

「畏かしこまりました」

　ユーピッドと呼ばれたメイドは、『円技場』から出て行ってしまった。

　ぽつんと残されたアッシュは、恐おそる恐る、『武勇の円技場』の中ほどへ足を踏み入れた。荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに満ちた『円技場』の中を、落ち着かない気分で見み渡わたし、それから、ティリエルへと視線を留とめた。

　尋たずねる。

「メイド長って？」

「あたしのことよ、もちろん」

　驚おどろきのあまり、アッシュは呆ほうけたようにティリエルのことを見つめた。それが気に食わなかったのか、彼女はむっと唇くちびるをへの字に曲げ、

「なにその顔、あたしがメイド長なのがそんなに意外？」

「だ、だって、『羽付きウイングド』のメイド長ってことは、上級メイドを束たばねる立場ってことだろ？　ぼくと同じくらいの歳としなのに、そんな立場にいるなんて──」

『羽付き』のメイドはただの使用人ではない。城の『上層部アツパーヤード』に出入りが許されている彼女たちは、全員が貴き族ぞくか、あるいはそれに準じゆんじた人々の子し弟ていなのだ。その上級メイドたちを束ねるメイド長は、それこそ貴族並みの立場を保ほ証しようされている。

　アッシュの言葉に、ティリエルは自じ慢まんするように胸をそらして、手の甲で後ろ髪を払い、

「あたしくらい有能なメイドになると、年齢なんて考こう慮りよされないの。それに、あたしはイリステラさまの側そば居い役やくでしょ？　だったらそれなりの立場にいないと格好がつかないわ」

「それはそうかもしれないけど──でも、メイド長っていうくらいなんだから忙しいんだろ？　ぼくの練習に付き合う時間なんてあるのか？」

　ティリエルは肩をすくめ、

「仕事なら他の区画のメイド長に代わりを頼んでおいたわよ。姫さまの命令は絶対だからね。たとえそれが、どんなに無意味なことだとしても」

　自分のやろうとしていることが無意味なことだと一いつ蹴しゆうされても、アッシュは腹も立たなかった。言われなくともわかっている。『落ちこぼれ』とまで呼ばれていたアッシュが、この国最強の『竜戮騎士テイフオニロス』であるドル・ドーザに勝つなどということは──

「やっぱり、無理かな」

「なんていうか──アリが獅し子しに勝とうとするようなものね。話にならないっていうか笑い話にもならないっていうか、そんな感じ」

　でも、とティリエルはため息をつき、腰こし元もとからすらりと木剣を抜いた。レイピアを模もしたと思おぼしき、細身の剣だ。その剣先で床をこつこつと叩たたきながら、ティリエルは言う。

「さっきも言ったけど、姫さまのご命令はあたしにとって絶対。結果がどうなるにしても、経過に手を抜くことはできないわ。──だから、アッシュ。これから先の一ヶ月間、アンタにはあたしの奴ど隷れいになってもらうわよ」

「ど、奴隷って。なんだよそれ」

「あたしの言うことはなんでも聞いて、どんなキツイ訓練にも耐たえること。それでようやく、可能性がゼロではなくなるかもね」

　勝手なことばかり言う。そもそもアッシュは、自分を訓練するのがティリエルだということにも納得がいっていないのだ。確かに自分は落ちこぼれだが、メイドに稽けい古こをつけてもらわなければならないほど、未み熟じゆくなわけではない。

　ティリエルはアッシュの表情を見て取って、ふん、と笑った。

「なにその顔。不満があるの？」

「だって、きみはメイドなんだろ？　いくら訓練を受けたからって、本当に強いのか？」

　ティリエルは唇くちびるの端はしをつり上げた。赤い瞳ひとみが爛らんと輝かがやき、アッシュは気け圧おされたように身体からだを引いてしまった。

「そうね。確かに。アンタの言うことは正しいわ。こういう場合、有効なのは口による説得じゃなくて──どっちが強いのか、はっきりさせることよね」

　そう言って、ティリエルは抜いた剣をアッシュに突きつけた。

「身体に教え込んであげる。アンタが勝ったらアンタの好きなように訓練するといいわ。ただし、あたしが勝ったら──さっき言ったとおり、あたしの奴隷になってもらうわよ」

「……わかった」

　アッシュは木剣を構えた。ティリエルも、同じように戦せん闘とう態たい勢せいを取る。

　アッシュが今まで見たことのない、奇き妙みような構えだった。騎き士し見習い同士の練習では、両手に握にぎった木剣を前に突き出し、正面から相対するのが普通だ。

　しかし、ティリエルは、横を向いている。

　身体を横に傾かたむけて、振り向く途中のように顔を横に向けて、やや腰こしを落として狙ねらいを定めている。その姿はまるで、獲え物ものに襲おそいかかる寸前の肉にく食しよく獣じゆうのようだ。片手だけで握られたレイピア型の木剣は、アッシュに突きつけられている。ティリエルの懐ふところは、かなり遠い。

　あそこにどう潜もぐり込こむか、そう考えた瞬しゆん間かんだった。

　ティリエルの身体からだが消えた。

　ぞくりと冷たい感覚が、アッシュの背せ筋すじを走り抜ける。本能的に後ろに飛び退り──しかしそのときには、なにもかもが遅すぎた。

　防ぼう御ぎよしようとするアッシュの木剣をすり抜けて、ティリエルの細い剣先が、忍しのび込こむ毒どく蛇へびのように喉のど元もとに滑すべり込こんできた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいで、木の剣先の固い感かん触しよくを喉元に覚えたまま、アッシュは声を失ってその場に立たち尽つくしている。

　一方、低い体たい勢せいからレイピアを伸のばしていたティリエルは、切っ先を引っ込めて再び元の態たい勢せいに戻った。レイピアを腰こし元もとに収めて、アッシュに向き直る。

「あたしの勝ち。言ったでしょ。今のアンタじゃ、ドル・ドーザ伯はく爵しやくに勝てる可能性はまったくのゼロ。メイドにすら勝てないくらいなんだからね」

　アッシュの顔が、羞しゆう恥ちに赤らんだ。

　たかがメイドと、侮あなどっていた。しかし、その油断は敗因ではない──そんなものは問題にならないほどの実力差が、自分とティリエルのあいだにある。そのことを思い知らされて、アッシュは唇くちびるを嚙かんだ。

　しかし。

「確かに、そうだ。きみはぼくより強い」

　ティリエルは片かた眉まゆを上げ、興きよう味み深ぶかそうにアッシュの顔を見つめた。

「きみに訓練してもらえば、ドル・ドーザ団長に勝てる可能性が上がるのかな？」

「さあね。あたしだってあの人の足下にも及ばないんだから、そのあたしが訓練したところで、どうなるものとも思えないけど」

「でも、ぼくひとりで練習しつづけるよりは、ずっと可能性が高いはずだ。そうだろ？」

　剣の練習相手ならば、トレインという格好の人材がいるのだが、今は彼も騎き士しになっているのだ。その時間を割さいてもらうわけにはいかないし、なによりもこの練習は、同じ秘ひ密みつを共有するティリエルとでなければならない。

「……まあ、それは、ね」

　ティリエルがそう言うと、アッシュは頷うなずき、深く頭を下げた。

「きみの実力を疑ってすまなかった。改めてお願いするよ。ぼくを、訓練してくれ」

　ティリエルはちょっと驚おどろいたように目を瞬またたかせ、

「バ、バカじゃないの？　そんなふうに頭下げなくても、やるって言ってるじゃない。イリステラさまのご命令なんだもの」

「それでも、きみはぼくの先生になるんだから。礼れい儀ぎは尽くさなきゃ」

　アッシュにとっては、トレインに対したときと同じ礼をしようと思っただけなのだが、ティリエルは機き嫌げんを損そこねたように鼻を鳴らした。つかつかと近づいてくると、彼女は剣先でアッシュの胸を突っついた。

「あいたっ」

「先生と教師じゃないの！　あたしたちは、共犯者なの。もちろんイリステラさまも含めてね。捕つかまって罰ばつを受けたくなければ、死ぬ気でがんばること。いいわね」

「わ、わかった」

　そんなやり取りを交わしていると──『円技場ホール』に、二人の人影が現れた。

　ひとりは、先ほどアッシュを案内したメイド、ユーピッドだ。

　そして、もうひとりは──

「ヘム。なにしてるんだ、こんなところで」

　いつか、アッシュが『下層部ロウアーヤード』を案内した新米商人、ヘム・ハルドルだった。

　がちがちに緊きん張ちようしている。これ以上は不可能というほどにぴっしりと背せ筋すじを伸のばして、ぎくしゃくとした足取りでティリエルの前まで進み出たヘムは、ほとんど直角にお辞じ儀ぎをした。黒くろ髪かみに乗った平たい帽子が、大理石の床に滑すべり落おちる。

「こっ、こっ、このたっ、──このたびは、わたくしども、ドルフ商会をご利用いただきっ、きょ、恐きよう悦えつしごく──！」

「そんな固くならないでいいわよ、ヘム。あたしたちしかいないんだから」

　呆あきれたようにティリエルがそう言うと、ヘムは恐おそる恐るといった風に顔を上げた。ティリエルの顔を見てまず安あん堵どし、それからアッシュがいることに気づいて、目をぱちくりさせる。

「あれっ、アッシュさん。な、なんでここに？」

「こっちが聞いたんだけど……」

「二人とも同じ理由よ。つまり、訓練のため」

　二人の疑問に、ティリエルは一言で答えた。目顔で示すと、ヘムは頷うなずいて背中のサックを大理石の床に下ろした。その中にはぎっしりと武器が詰まっている。それも──

「短剣だけ、こんなにたくさん……？」

「正確には、そのレプリカね。鉄製ではなくて木製。練習するのに、真剣を使うわけにはいかないでしょ」

　ひとつ手に取って、鞘さやから抜いてみると、確かにティリエルの言ったとおり、刃は木でできている。小剣、懐かい剣けん、短剣と、種類や形はまちまちだが、共通して小さい。アッシュが普段使う騎き士し剣けんよりも短くて軽いものばかりを揃そろえているようだった。

　ひとつひとつサックから取り出して、床に並べているヘムに、ティリエルは尋たずねる。

「これで全部じゃないんでしょ？」

「は、はい。えと、とりあえず商会系列の武器屋さんに見み繕つくろってもらって、扱いやすい短剣のレプリカを集めてみました。使えそうなものから順番に、です。一度にたくさん持ってきても、試ためしきれないと思いまして──」

「そうね、ありがと。とりあえず今日使ってみて、見込みのありそうなものは買い取らせてもらうわ。明日以降も持ってきてくれれば、同じようにするから」

「あ、ありがとうございます！」

　再びぺこりと下げたヘムの頭を、ティリエルは笑いながらぱしぱしと叩たたく。そのやり取りを、呆ぼう然ぜんと見守っていたアッシュは、ぽつりと、

「……これ、誰だれが使うの？」

　ティリエルは、なに言ってんだこいつ、という表情でアッシュに向き直り、

「アンタに決まってんじゃない。他ほかに誰がいんのよ」

「で、でも、ぼくは騎き士しなんだから、騎士剣を使うべきじゃ──」

　はああ、と、ティリエルは深々と息をついた。これだから馬ば鹿かはイヤなんだ、とでも言いたげな表情で、何度もアッシュの胸をレイピアで小こ突づいた。

「あたっ、いたっ！」

「アンタ、あたしがさっき言ったこと忘れたの？　稽けい古こをつけてあげるんだから、あたしの命令はなんでも聞くようにって言ったじゃない。アンタもそれを承しよう知ちしたはずでしょ？」

「それはそうだけど──」

「言いい訳わけしない！　ほれ、さっさと選びなさい!!」

　どん、と背中を叩かれて、アッシュは大量の剣の前に押し出された。床に並べられた剣の列の前では、ヘムが不安そうにアッシュのことを見つめている。

「あ、あの──本当に、短剣をお持ちしても、よろしかったのでしょうか？」

　アッシュは慌あわてて頷うなずいた。ヘムを不安にさせるのは本意ではないし、それに、ティリエルの言うとおりだ。彼女は教官なのだから、指示には従わなくてはならない。

「うーん……」

　並べられた短剣を手に取って吟ぎん味みするが、いまいちピンと来ない。これまで慣なれ親したしんできた騎士剣とは、重さも長さもまるで違うのだから当たり前だ。首をかしげてあれこれと選んでいると、ひとつの短剣が目に入った。

　取り上げる。短剣というよりもナイフに近い長さだ。片刃はなめらかな流りゆう線せん型けいを描き、柄つかと一体化しているような印象を受ける。握にぎり締しめ、何度か振ってみると、手にしっくりと馴な染じむ重さだった。これはまるで、

「包丁みたいね。アンタにはちょうどいいんじゃない、ほら、調理場でジャガイモの皮むきしてたしさ」

　ティリエルが、からかうようにそんなことを言う。アッシュはむっとしてティリエルのことを見返し、二人を取りなすように、ヘムが慌てて補ほ足そく説明をした。

「そ、それは『ククリ』ですね。東部の山間民族が使うナイフで、山で生活するために欠かせない道具らしいですよ」

「……剣ですらないじゃないか」

「でも、その分使いやすいんじゃないの？　ちょっと試ためしてみましょうよ」

　ティリエルが軽くレイピアを掲かかげる。アッシュは反射的に、ククリを構えてティリエルに向き直った。腹立たしいことに、ティリエルの言ったとおり、このククリという武器は包丁を扱うかのように容易たやすく手に馴な染じんだ。

「ふふん」

　にっと笑い、ティリエルは姿し勢せいを沈しずめ、軽く突きを放ってくる。先ほど見せた目視不能な突きではなく、じゃれつくようなゆったりとしたものだ。アッシュはククリでそれを払い、反はん撃げきに転じようとする。しかし、次々に繰り出されるティリエルの刺し突とつを防ぼう御ぎよするのに精一杯で、なかなかティリエルに近づくことはできない。

　十数号ほど打ち合ったところで、ティリエルは不意に攻こう撃げきをやめた。赤い瞳ひとみに真剣な色を宿やどし、彼女は問う。

「どう？　そっちのほうが使いやすいでしょ？」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、アッシュは頷うなずいた。

「ああ。──残念だけれど、そのとおりだ」

　騎き士し剣けんよりもずっと軽いこの武器は、アッシュの意思通りにきちんと動かすことができる。非力ゆえに振り回すのにも一苦労していた騎士剣とは、格段の違いがある。それでもまだ納得したわけではないが、ティリエルはアッシュのこだわりなど汲くんではくれなかった。

「それじゃ、あれキープね。あとで注文書渡わたすから、金額を計算しておいてくれる？」

「あっ、はい！　お買い上げありがとうございます！」

　ヘムはぺこりと頭を下げ、胸元から下げたペンをメモに走らせた。自分の意見をまるっきり無視されているようで、アッシュは不満だったが、

「なによその顔。あのね、言っておくけど、あたしはアンタと細かく相談して物事を決めるつもりなんてないんだからね。アンタはあたしの奴ど隷れいなの。あたしの言うとおりに動いていればいいの。ほれ、さっさと別の武器を選びなさい。いくつかキープしておいて、それでみっちり練習するんだから」

　急せき立たてられるまま、アッシュはククリを置いて、短剣の列に歩み寄った。胸に渦うず巻まく不平不満を、とがらせた唇くちびるからぽつりと漏もらす。

「ちぇ、なにが奴隷だよ。自分こそ、イリステラさまの奴隷のくせに……」

　誰だれにも聞こえないように、小さな囁ささやき声ごえでつぶやいたはずだが──

　背後に、それとわかるほどの濃こい殺気が渦うず巻まいた。うなじの毛が逆立つほど、振り返ることさえ躊躇ためらわれるほどの、濃のう密みつな死の予感。いつの間にか、アッシュのすぐ後ろにまで忍しのび寄よっていた死に神が、ぼそりと声を漏もらした。

「………………そう、わかった、今のじゃ、足りないのね…………！」

　後ろを振り向くと、ティリエルは早速レイピアを構え、殺意に満ちた視線でアッシュのことをにらみつけていた。首筋まで真まっ赤かに染そまっている。

「アンタには──いろいろと、わからせる必要が、あるみたいね。なんでもいいからさっさと構えなさい。どうあがこうとも結末は変わらないんだから……！」

　結末とは、あのレイピアで蜂はちの巣すになるということだろう。どうやらティリエルがいじめられたいのはイリステラだけであり、アッシュに対しては極きわめて暴ぼう力りよく的てきになるらしい。

　アッシュは自らの迂う闊かつさを呪のろいながら、やけくそ気味に短剣を握にぎった。




　　　　◆




「あら、まあ」

『武勇の円技場ヴエイラーホール』に足を踏ふみ入いれたイリステラが、まず口にしたのは、そんな言葉だった。

　大理石の床の上に、かつてアッシュと呼ばれていた物体が転ころがっている。破やぶれた服から覗のぞく青あざが痛いた々いたしい。その枕まくら元もとではヘムがおろおろと彼のことを介かい抱ほうし、ティリエルは腕うでを組んで、すねたようにそっぽを向いている。

　その光景を見て、イリステラは顔をほころばせた。

「ずいぶん楽しそうですね。もっと早くに来るべきでした」

「どっ、どこが楽しそうなんですか!?」

　全身を苛さいなむ痛いたみに悶もだえながら、アッシュは吞のん気きなイリステラをきっとにらみつけた。しかしイリステラは微び笑しようを浮かべたまま、アッシュのほうにつかつかと近づいてくる。

　ふと、イリステラの視線が、アッシュの傍かたわらにいるヘムに向けられた。

「アッシュの傷を看てくださったのですね？　ありがとうございます。ええと──」

「ヘムです。ヘム・ハルドル。ドルフ商会に所属している商人で、練習に必要な武器を卸おろしにきてもらいました」

　ティリエルに紹介され、ヘムは戸と惑まどいながらもぺこりと頭を下げた。それから、目の前にいる美しい少女が何者なのか、問うような視線をアッシュたちに投げかけてきた。

　アッシュはそこから目をそらした。『上層部アツパーヤード』に足を踏ふみ入いれただけであれほど緊きん張ちようしていたのだ。王女の御ご前ぜんであるということを知ったら、一体どんなことになってしまうやら。

　ティリエルも同じことを考えたらしい。腰こしに手を当てて、ヘムに言う。

「『選定』には時間がかかると思うわ、ヘム。今日のところは、品物を全部置いていってちょうだい。明日、使えなかったものだけを返却して、使えたものの代金を支払うから」

「あ、はい、わかりました」

「ユーピッド。ヘムの案内をよろしく」

「畏かしこまりました、メイド長」

　恭うやうやしく答えて、ユーピッドはヘムを連れて『円技場ホール』から出て行った。

　二人がいなくなったことを確かめると、イリステラは懐ふところから杖つえを取り出して、アッシュの脇わきにしゃがみ込んだ。白い指先が、あざに触ふれる。

「つッ──！」

「あ、ごめんなさい。でも、傷を治すには、まず場所を確かく認にんしなくてはいけませんから。許してくださいね、アッシュ」

　という割には、空色の瞳ひとみはなぜかとてもとても楽しそうだった。じりじりと近づいてくるイリステラの膝ひざから、アッシュは這はうように距きよ離りを取る。

「い、いえ、平気ですっ！　イリステラさまのお手を煩わずらわせるわけには──」

「なにを言うのです！　わたくしたちはすでに共犯者なのですよ。あなたとわたくしは一いち蓮れん托たく生しよう、あなたの傷はわたくしの傷のようなものなのです！　自分の傷を、自分で癒いやすのに、なんの遠えん慮りよがいるものですか！」

　叱しかりつけるような口調に、アッシュの眉まゆが気弱に下がった。肩を摑つかまれて逃げ場をなくし、自分を見下ろすイリステラに、恐おそる恐る尋たずねる。

「……あ、あの、それなら、痛いたくしないでくれますか？」

　イリステラはにっこりと笑い、

「それは、保ほ証しようできかねます」




　神しん聖せい魔ま法ほうによる治ち療りようを終えると、イリステラは、ふう、と汗を拭ぬぐった。いかにも『一仕事終えました』という、満ち足りた表情だ。

「終わりましたよ、アッシュ。これでまた練習をしても大丈夫です。ごちそうさま──じゃなくて、おつかれさまでした」

　アッシュは苦く痛つうに耐たえながらばっと顔を上げ、

「……い、今、ごちそうさまって……」

「気のせいです」

　にこにこしながらそう答えて、イリステラは杖をしまい込んだ。アッシュは疑いの眼まな差ざしで彼女を見つめるが、文句を言える筋すじ合あいではない。普通の方法で治していたのでは、一ヶ月という短い時間でアッシュを鍛きたえ上あげることなどできない。それがどれだけの痛みを伴ともなおうと、目的のためにイリステラの治療は必要不可欠なのだ。

　それはわかっている。わかっているのだが、

「ねえティリエル、次からは、わたくしにもアッシュに練習をさせてくれませんか？」

「は？」

「だって。ティリエルだけアッシュをこんなふうにできるなんて、ずるい」

　この人、絶対楽しんでやってるだろ……！

　じっとりとした目つきでイリステラを眺ながめるアッシュとは対照的に、ティリエルは戸と惑まどって視線を外し、

「ず、ずるいって、別にあたしは好きでアッシュをいじめてるわけじゃないですよ？」

　そんなティリエルの横顔を覗のぞき込こみながら、イリステラの瞳ひとみがきらりと光った。

「ええ、わかっていますよ。──ティリエルが好きなのは、その逆ですものね」

「なっ……！」

　動どう揺ように肩を震ふるわせたティリエルに、イリステラはそっと身体からだを寄せた。その手からレイピアをするりと奪うばい取とる。いつ奪ったのかもわからないほどの自然な流れに、傍そばで見ているアッシュは驚おどろきを禁じ得ない。

「跪ひざまずきなさい、ティリエル」

「い、イリステラさま……そ、それを、どうなさるおつもりですか……？」

　戸惑いながらも、なぜかティリエルはその場に膝ひざを突いた。赤い瞳が潤うるみ、頰ほおが上気する。イリステラはうっすらと笑みを浮かべて、そんなティリエルのことを見下ろした。木剣のレイピアを差さし伸のべて、ティリエルの細い顎あごを、くい、と上に向けさせる。
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「ティリエルは、どうされたいのですか？」

「……あ、あたしは、その……イリステラさまに、貫つらぬかれ──」

「あの」

　そこで、アッシュが釘くぎを刺した。

「言っておきますけど、『約束』はまだ生きてますからね！　そういう遊びをするつもりなら、ぼくは容よう赦しやなくドル・ドーザ団長に洗いざらいぶちまけますよ！」

『趣しゆ味み』に入りかけていたイリステラとティリエルはびくっと背せ筋すじを震ふるわせ、慌あわてたようにアッシュのことを振り返る。

「な、なにを言ってるのですかアッシュ！　『約束』のことを、わたくしが忘れるはずがないではありませんか！　今のは、その──そう、ちょっとした、場を和なごませるための冗じよう談だんというものでして、」

「ちっとも和みませんし笑えませんよ！　もっと真ま面じ目めにやってください！」

　アッシュの叱しつ声せいに、イリステラは怯おびえるように首をすくめた。わずかに潤うるんだ青い瞳ひとみがアッシュのことを上うわ目め遣づかいに見つめ、イリステラはぷっと頰ほおを膨ふくらませて、

「そ、そんなに怒おこることないじゃありませんか。アッシュのいじわる……」

　アッシュは思わず口を噤つぐんだ。イリステラの本性を知るアッシュでさえ、一いつ瞬しゆん騙だまされそうになるほど、その仕草は愛らしく、可か憐れんだった。じっと自分を見上げるイリステラの縋すがるような視線に、アッシュは思わず視線を泳がせ、

「く、訓練！」

　その視線の先に、正気に戻ったティリエルが割り込んできた。

「続けるんでしょ！　イリステラさまに見とれてる場合なの？」

「み、見とれてるだなんて、そんなことは──」

「言いい訳わけはいいから、さっさと次のを選びなさい！」

　アッシュの尻しりを蹴けり飛とばすようにして、ティリエルは彼を再び剣の列に追いやった。それを眺ながめながら、イリステラはほっと胸を撫なで下おろし──それから、小首をかしげた。

「ティリエル、どうして短剣なのですか？　このように小さな武器で、あのドル・ドーザに太た刀ち打うちできるものなのでしょうか？」

　ひとつひとつ剣を吟ぎん味みしながら、アッシュは思わず顔を上げた。アッシュも同じことを思っていたからだ。慣なれていないというはるか以前の問題として──ドル・ドーザから繰り出される強力無比な一いち撃げきを、こんなちっぽけな短剣で受け止められるはずがない。

　と、ティリエルが腕うでを組みながら、じろりとアッシュのことをにらみつけた。「いいからアンタは作業をしてなさい」とでも言いたげな表情に、アッシュは慌あわてて短剣に手を伸のばす。それから、耳の端はしにティリエルの声が聞こえてきた。

「もちろんできませんよ。ただ、それは武器の問題ではありません。どんな武器を使ったとしても、アッシュがドル・ドーザ伯はく爵しやくに『太刀打ち』することは不可能でしょう」

　イリステラは目をぱちくりさせ、

「それは──アッシュでは、絶対に勝てない、という意味でしょうか？」

　対してティリエルは、驚おどろくべきことに首を横に振った。

「どんなに絶ぜつ望ぼう的てきに見える勝負でも、『絶対』はありません。あたしにできるのは、その『絶対』までの距きよ離りを広げることだけです」

　そう言って、ティリエルはレイピアを抜いた。目顔でアッシュに構えるように指示し、自みずからも腰こしを低くして攻こう撃げき態たい勢せいを取る。

「ドル・ドーザ伯はく爵しやくの一撃に『太た刀ち打うち』できる人間なんてほとんどいません。なにしろ『竜戮騎士テイフオニロス』、この国で最強の戦士ですからね。あの並外れた腕わん力りよくから繰り出される一撃を受け止められるのは、それこそ他の国の『竜戮騎士』でなければ不可能でしょう」

　とん、と地面を蹴けって、ティリエルは躍おどるように突き込んでくる。アッシュは慌あわててそれを払いのけるが、ティリエルはその姿し勢せいのまま、ぴたりと停止した。

「もちろんアッシュにも不可能です。そうでなくてもアッシュは非力だから、今みたいに『払い』で防ぼう御ぎよすることもできないでしょう。となれば──」

　喋しやべりながら、ティリエルはまた動き出す。今度の刺し突とつは、先ほどよりもずっと緩ゆるやかだった。彼女の意図が摑つかめないまま、アッシュは突きをすり抜けるようにしてかわし、ティリエルの喉のど元もとに短剣を突きつける。再びティリエルの動きが止まり、至し近きん距離から紅あかい瞳ひとみが、悪戯いたずらっぽくアッシュの顔を覗のぞき込こんできた。

「このように、攻撃を『回かい避ひ』して懐ふところに潜もぐり込こみ、急所に突きつけるしかありません。そうするためには短剣でなければならないんです。正面から戦って勝てないとわかっているなら、裏口に回る必要があって、そのために必要なのは機動力スピードですから」

「はあ……なるほど……」

　イリステラは感心したように頷うなずき、アッシュはふと疑問に思う。

　言っていることを疑うわけではない。彼女の言うことは理に適かなっている。だが、なぜメイドに過ぎない彼女が、あれほどしっかりした戦せん闘とうの理念や技術を持っているのだろう。

　と、ティリエルがアッシュのことを見た。

「以上が、あたしが短剣をアッシュに選んだ理由です。──アンタも、今のでわかった？　これを使わせる理由が」

　アッシュは苦にが々にがしく頷き、

「つまり、ぼくが非力だから、短剣でなくてはいけないということだろ」

　そう言うと、ティリエルは口元に苦笑を上らせた。

「別にアンタを馬ば鹿かにしてるわけじゃないわ。ただ、身の丈に合った武器を使うのが一番だってことを言いたいだけ。この国の騎き士し剣けんって大きくて長いから、ドル・ドーザ伯爵くらい体格がいいならともかく、アンタみたいなちっこい奴やつには致命的に向いてない」

　と、イリステラが手をぱちんと打ち鳴らし、

「それなら──アッシュは、短剣を使えばドル・ドーザに勝てるのですね！」

「……まあ、少なくとも勝算を高めることにはなるでしょうね。さっき少しだけ試ためしましたけど、アッシュは素質があると思いますよ」

　そう言われて、アッシュは目を見開いてティリエルのことをまじまじと見つめた。それから決まり悪そうに表情を曇くもらせ、足下に視線を落とす。

「妙な気休めはやめてくれよ。自分の実力くらい、自分が一番よく知ってる」

　アッシュとしては、気を遣つかわれたくなかっただけなのだが──ティリエルはそれに、むっと不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。

「なにがよ。あたしは気休めなんか言わないわ。素質があると思ったからあるって言っただけ。変な勘かんぐりしないでくれる？」

　もう一度、アッシュはティリエルのことを見た。ティリエルの怒いかりは本物のようで、気遣いや皮肉でアッシュのことを認みとめているわけではないようだ。

　思いもかけない評価に、アッシュは戸と惑まどい、

「で、でも。騎き士し見習いの三年間では、ぼくは本当に落ちこぼれで──」

　ティリエルは苛いら立だたしげに地面を踏ふみつけ、

「だ・か・ら！　それは、アンタが使えもしない騎士剣なんて使ってたから！　アンタあたしの突きにちゃんと反応できてたじゃない！　反応速度は決して悪くないんだから、あとは身体からだのほうをそれについていかせればいいだけよ！　なんでそんなこともわかんないの!?」

「…………」

　ティリエルの剣けん幕まくに、アッシュもイリステラも驚おどろいて、口を噤つぐんだ。ティリエルは、大声を出してしまったことを恥はじるかのように、ちょっと唇くちびるをとがらせ、

「──と、とにかく、アッシュ。今試ためしてみた限りでは、あたしはアンタのことを、落ちこぼれだとは思わない」

「あ、ありがと」

「褒ほめてるわけじゃない。事実を言っているまでなんだから、調子に乗らないでよ。これから先の練習で、見込みがないと思ったら、容よう赦しやなくイリステラさまに進言するからね」

　アッシュは素直に頷うなずき、

「うん。きみの期待に添そうようにするよ」

　対してティリエルは、べ、と舌を出した。

「当たり前よ。少しでも手を抜いたら承しよう知ちしないからね」

　それにもまた、アッシュは頷いた。知り合ってからまだ日が浅いが、なんとなくティリエルのことがわかりはじめていた。彼女の口調がきついのは悪意を持っているからではなく、率そつ直ちよくに自分の意見を言おうとしているからなのだ。

　と、その傍かたわらで、イリステラが顎あごに手を当てて、ぶつぶつとなにかをつぶやいていた。

「……短剣。短剣ですか」

　どこか遠くを探さぐるようなイリステラの眼まな差ざしに、ティリエルが訝いぶかしげに、

「……イリステラさま？」

「ティリエル。わたくしは、ちょっと用事を思い出しました。また後ほど戻ってきますが、それまではアッシュのことを、あまり痛いためつけないようにお願いしますね」

「え、ええ、それはもちろん、そうするつもりですが──」

　そう答えると、イリステラは満足そうに頷うなずき、

「それでは、二人とも、ごきげんよう」

　優ゆう雅がに礼をして、イリステラはいそいそと『円技場ホール』から出て行った。

「……どうしたんだろ、イリステラさま」

　ティリエルは肩をすくめた。イリステラをよく知る彼女にとってはよくあることなのか、その表情には諦あきらめが浮かんでいる。

「なにか思いついたのよ。ああなったイリステラさまは止めても無む駄だだから、あたしたちはあたしたちで、できることをしましょ」

　アッシュは頷いて、ティリエルと向かい合い、短剣を構えた。
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　いつもと同じようにノックの音がして、アッシュは目を覚ました。

　慌あわてて飛び起き、身支度を整ととのえる。もう慣なれたものだった。どれだけ早く起きようと思っても、ユーピッドはまるでアッシュの心を見み透すかしたかのように、彼が目覚めるほんの少し前に宿舎を訪ねてくるのである。

　灰色の髪かみにもきちんと櫛くしを通し、身なりをきちんとしてから扉とびらを開けると、目の前にヘッドドレスがあった。ユーピッドのぼんやりとした紫むらさきの瞳ひとみが、アッシュを見上げている。小柄なアッシュよりもなお小さい体たい軀くが、ちんまりとそこにあった。

　恭うやうやしく礼をして、ユーピッドは抑よく揚ようのない声で、

「お迎むかえに参まいりました、ウィリアック卿きよう。お支度はお済みでしょうか？」

　毎朝、まったく同じ言葉と仕草を繰り返して、そう確かく認にんしてくるのだった。

「あ、はい、大丈夫だと、思い、ます」

　眠そうな目で、ユーピッドはアッシュのことをじっくりと観かん察さつする。これもここ一週間ほど毎朝繰り返してきたことだが、慣れるということがない。どこかおかしなところがあれば、ユーピッドは自みずからの手で直そうとするのだ。身だしなみというものにあまり気を遣つかうことのないアッシュにとっては、毎日試験を受けているようなものだ。

「それでは、参りましょう」

　今日は合格らしい。アッシュは頷うなずいて、ユーピッドと一緒に歩き出した。

　訓練は、毎日続いている。ほとんどの場合はティリエルと一緒で、ときとしてイリステラも、執しつ務むの合間を縫ぬって見学に来る。彼女の神しん聖せい魔ま法ほうがなければ、ほとんど休きゆう憩けいを挟はさまずに練習しつづけるという芸当は、できなかっただろう。

　前を行くユーピッドの背中を見つめながら、ふと思う。

　果たして自分は、少しでも強くなっているのだろうか。

　少なくとも、身体からだを動かす時間は騎き士し見習いのときよりも増えた。あの頃ころは戦せん闘とう訓練よりも、むしろ歴史や礼法を学ぶ時間のほうが多く、そのためトレインに私的に稽けい古こをつけてもらうこともできたのだ。

　しかし今は違う。今のアッシュの目的は、『騎士になること』ではなくて『ドル・ドーザを倒すこと』である。そのために培つちかう知識は、身体そのものに叩たたき込こむ、というのがティリエルの教育方針であるらしい。

　昨日も、胸の辺りを強く突かれて悶もん絶ぜつした。イリステラがいなかったら、どうなっていたことか──と、ため息をついていると、

「おお、アッシュ！　生きてたか」

　不意に、そんな声をかけられた。

　振り返ると、トレインが驚おどろいたような顔でこちらに近づいてくるところだった。アッシュは立ち止まり、前を行くユーピッドも無表情に振り返る。アッシュは彼女に断って、自みずからの友人へと向き直った。

「やあ、トレイン。──元気だった？」

　そういえば、ずいぶん久しぶりに会うような気がする。トレインも精せい悍かんな顔に笑みを浮かべて、アッシュの肩を軽く叩たたいた。

「ああ、どうにかな。『外衛騎士団アウターガーズ』に配属されたばかりだってのにずいぶんこき使われてるが、なかなか楽しくやってるよ。ドル・ドーザ団長から、直じき々じきに剣の訓練をつけてもらったりしてるんだぜ」

　へえ──と、アッシュは感心して目を丸くした。確かに、ドル・ドーザは実力主義者として知られている。卓たく越えつした剣技を持つトレインは、特に目をかけられているのかもしれない。

「よかったじゃないか、おめでとう！　トレインなら、きっと団長にも認みとめられるよ」

　心からそう言うと、トレインは照てれ隠かくしのように頰ほおを搔かき、

「おかげで毎日しごかれてるけどな。おれも腕うでにはそこそこ自信があったんだが、あの人は次元が違うな。どれだけ必死に斬きりかかってもあっさり弾はじき飛とばされちまうんだぜ。バケモンだよ、まったく」

　う、とアッシュは喉のどに言葉を詰つまらせた。トレインの実力はアッシュが一番よく知っている。その彼でさえも子供扱いするような相手に、自分は挑いどもうとしているのだ。

　その表情を見て、トレインはふと真剣な顔つきになり、

「いや、おれのことなんかどうでもいい。おまえはどうしたんだよ、アッシュ？　宿舎にいるんだから騎き士し団だんをクビになったわけでもないんだろ？　どうして顔出さないんだ？」

　眉まゆを寄よせて言うトレインの表情には、芯しんからの情がこもっていた。それを有あり難がたく思いながら、アッシュはなんと答えたものかと考える。

　アッシュのような落ちこぼれが『竜戮騎士テイフオニロス』に指名された、ということは、今のところ秘ひ密みつになっている。『竜戮騎士』はこの国で最さい高こう峰ほうの実力を持つ戦士でなければならないからだ。このことが公おおやけになれば、アッシュを指名したイリステラに疑惑の視線が向けられてしまうだろう。それは、避さけなくてはならない。

　だから、心苦しいが、トレインに本当のことを言うわけにはいかない。

「うん、心配かけて、ごめん。詳くわしいことは言えないんだけど、大事な用事ができたんだ。だから今は『外衛騎士団』に出仕しなくてもいいって言われている」

「用事──？」

　トレインの視線が、アッシュの後ろにいるユーピッドに据すえられた。『羽付きウイングド』の上級メイドであると知った途と端たん、トレインの表情が険けわしくなった。

「なにか、面倒なことに巻き込まれたのか？」

　アッシュは苦笑しそうになって、首を振った。面倒なことだといえば面倒なことだが、トレインにこれ以上心配をかけたくなかった。

「いや、大丈夫だよ。危ないことではないから。今はまだなにも話せないけど──話せるときが来たら教えるよ」

「……そうか。おまえがそう言うなら、いいんだが……」

　物問いたげなトレインの様子に、アッシュは胸に痛いたみを覚える。親友に事情を打ち明けられないという以上に、一ヶ月後、ドル・ドーザとの決けつ闘とうに敗れれば、騎士団を去らなくてはならないということが思い起こされたからだ。それは、この友人との別べつ離りを意味している。

「なにをしようとしてるのかわからないが──困ったことがあったら、いつでも言えよ。力を貸すからな」

　そう言って、トレインは拳こぶしを掲かかげる。アッシュは笑い、自みずからも拳を作って、ごつんと打ち合わせた。

「ああ。そのときは、頼むよ」

　トレインは頷うなずき、またアッシュの肩を叩たたくと、練習場へと去っていった。

　それからアッシュはユーピッドを振り返り、

「お待たせしました。行きましょう」

　ユーピッドは物も言わずに前を向き、また歩き出した。宿舎から出て、人通りの少ない『下層部ロウアーヤード』を通り越して、『上層部アツパーヤード』に足を踏ふみ入いれるところで、ぽつりと、

「あの方は、ご友人ですか？」

　振り向きもせずに、ユーピッドはぽつりとつぶやいた。アッシュは目を丸くする。アッシュの案内役であるこの上級メイドは、必要なこと以外はなにも口にしなかったし、アッシュを『武勇の円技場ヴエイラーホール』に案内する意味さえ尋たずねたことはなかったからだ。

「えと、はい、そうです。トレイン・コルトロといって──ぼくの、親友です」

「……なるほど」

　答えたその声には、やはり感情が浮かんではいなかった。それきりなにも言わずに歩きつづけるユーピッドの背中を見つめながら、アッシュは不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。
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　昼。

　太陽が中天に差さし掛かかり、アッシュとティリエルの頭上に陽光を投げかけてきている。春とはいえ正午ともなれば日差しは強く、白い大理石に眩まばゆく反射して、アッシュの目を焼こうとしている。

　どういう状じよう況きようでも戦えなければならない──と言い、『円技場ホール』の外側、バルコニーへと誘さそい出だしたのはティリエルのほうだった。が、それが単なる言いい訳わけであることは、アッシュにもティリエルにもよくわかっていた。尖せん塔とうの最上階にある『円技場』は陽光を強く受け、石造りの室内は蒸むし焼やきにされるような熱気に満ちていたからだ。

　バルコニーに出て汗みどろの額ひたいを拭ぬぐうと、心地ここちの良い風が吹きつけてきた。

「はあ……涼すずしい……」

　ティリエルはバルコニーの手すりにもたれかかって、ぱたぱたとメイド服の胸元を扇あおいでいる。上級メイドとは思えない行ぎよう儀ぎの悪さだ。思わずそれをまじまじと見つめると、ティリエルに気づかれた。さっと顔を赤くして、彼女は食ってかかる。

「な、なによ。暑いの、苦手なのよ。文句あんの？」

「や、別に、そういうわけじゃないけど」

「ほら、再開するからさっさと構えなさい！　時間はいくらあっても足りないのよ！」

　叱しかりつけられて、アッシュは腰こし元もとからククリを引き抜いた。あれから、ヘムにはいくつか短剣を見み繕つくろってもらったのだが、やはりこの武器が一番手に馴な染じむのだ。──調理場で扱い慣なれていた包丁に似ているからだ、とは思いたくないが。

　アッシュが構えたのを見て、ティリエルも普段通り、姿し勢せいを低くした。彼女の常法だ。身体からだをたわめて力を溜ため、爆発的な瞬しゆん発ぱつ力りよくを発はつ揮きして相手の身体を貫つらぬく。木剣のレイピアであるから『ものすごく痛いたい』で済んでいるが、本物であれば致ち命めい傷しようを受けるのは間違いない。

　アッシュは目の前に、水平にしたククリを構えている。気息を整ととのえ、ティリエルがいつ動いても反応できるよう、神経を集中し──

　瞬しゆん間かん、ティリエルの稲いな妻ずまのような突きが閃ひらめいた。

　光が伸のびる瞬間を人の目で捉とらえることができないように、ティリエルの突きは視し認にんすることがきわめて困こん難なんだ。アッシュは呼吸を止め、水平にしたククリを押し上げる。アッシュの喉のど元もとを狙ねらっていたレイピアが、軌き道どうをそらされて頭上をかすめる。しかし、

「剣にばかり気を取られるんじゃないって言ったでしょ！」

　叱しつ声せいと共に、ティリエルはアッシュの腹を蹴けりつけた。アッシュは慌あわてて後ろに飛び、勢いきおいを殺そうとしたが──殺しきれなかった。かなりの衝しよう撃げきが腹に生まれ、アッシュはたたらを踏ふみ、バランスを崩くずした。

　その眼前で、ティリエルが身体からだをたわめ、必殺の突きを放とうとしている。

　詰みチエツクか──

　いや！

「!?」

　追おい詰つめにかかったティリエルの前で、アッシュは自みずから地面に倒れ込んだ。そうしながら、ククリを横よこ薙なぎに振るう。足首を刈かり取とられる寸前、ティリエルは飛び上がって回かい避ひし、着地と同時に床を蹴り、再び距きよ離りを取った。

　その隙すきに、アッシュは素早く立ち上がり、もう一度ティリエルに相対した。

　油断なく、レイピアを構えながら、ティリエルの唇くちびるに好戦的な笑えみが浮かぶ。

「へえ。なかなかやるじゃない」

「いつまでも、やられっぱなしでいるわけにはいかないからな」

「そういう台詞せりふは、せめて一本取ってから言うことね！」

　叫んでティリエルは再び攻撃を開始する。全身のバネを使うようにして、再びの高速の刺し突とつ。アッシュは反応速度の限りを尽つくして、再びククリで払いのけようとして──

　虚むなしく宙を搔かいた。

　引っかけフエイントか！

　そう思った瞬間、本命の一撃が、アッシュの無む防ぼう備びな胸を貫つらぬいていた。激げき痛つうがアッシュの全身を強こわばらせ、ティリエルは容よう赦しやなくアッシュの喉元に剣先を突きつけた。

「ぐうっ──！」

　剣を握にぎったまま、胸元を押さえるアッシュに、ティリエルは無情に、

「『払い』は相手の動きをきちんと見み極きわめてからにすることね。今のはフェイントのうちでもほんの初歩的なものよ。もう少し冷れい静せいに確かめていれば、アンタなら引っかからなかったはず──、ちょっと、アッシュ？」

「……か、は……」

　ずくずくと、呼吸をするたびに胸の痛いたみが強くなっていく。脂あぶら汗あせをだらだらと垂たらしながら、アッシュは剣を取り落とし、その場にうずくまってしまった。

「あ、アッシュ？　大丈夫？　やだ、ちょっと、しっかりしてよ──だ、誰だれかいない!?」

「……どうしたのですか、そんな大声を出して」

『武勇の円技場ヴエイラーホール』の内側から、吞のん気きな声が響ひびいてきた。ティリエルは救われたようにそちらに目を向け、助けを求める。

「イリステラさま！　よかった──、あ、アッシュが、怪け我がをしてしまって」

「あらあら、まあ、大変」

　小走りに駆かけ寄よってきて、イリステラはアッシュの傷を診た。その表情に、かすかな憂うれいが混じる。杖つえを取り出しながら、ティリエルのことをちょっと非ひ難なんするように見て、

「ティリエル、訓練に熱が入るのは構いませんが──あまり無茶をしてはいけませんよ。骨が折れています」

「骨っ──!?」

　ティリエルは絶句し、アッシュの顔を覗のぞき込こんだ。その表情には、いつにない罪ざい悪あく感かんが滲にじんでいた。ふう、とイリステラは頰ほおに手を当て、

「わたくしの神しん聖せい魔ま法ほうにも、できることに限りはあります。今日の訓練は中止ですね」

「い、いえ、ぼくなら大丈夫です、時間がないんですから──」

　起き上がろうとしたアッシュを、イリステラはちらりと見下ろし、

「えいっ♪」

　傷口に平手を思いっきり叩たたきつけた。

　いい音がした。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　悶もん絶ぜつするアッシュを見下ろして、イリステラはにっこりと笑い、

「傷が悪化して、取り返しのつかないことになったらどうするのですか、アッシュ？　患かん者じやは治ち療りよう者しやの指示に従うものです。でなければ──もっと痛い目に遭あうことになりますよ？」

「────、わ、わか、り、ました」

　痛みのために息も絶え絶え、アッシュがそう答えると、イリステラは「よろしい」というように頷うなずいて、治療に専念しはじめた。




　胸元に包帯を巻いたアッシュは、休きゆう憩けい用の椅い子すに座り、テーブルの向こうのティリエルと意見を交わし合っていた。

「どう？　短剣の使い心ごこ地ちは」

　ククリを指差して、ティリエルはそう尋たずねてくる。手の中にある奇き妙みような形状の短刀を見下ろしながら、アッシュは小さく頷うなずいて、

「確かに、ティリエルの言うとおりだ。こっちのほうがずっと使いやすい」

「そりゃそうよ。アンタは身体からだもちっこいんだし、大きな剣を振り回して敵をばさばさ薙なぎ倒たおすスタイルなんて絶対に合わないわ。その点では、あたしに近いかもね」

「きみに近い──？」

「素早く、的てき確かくに、致ち命めい的てきな一点を突く。あたしの戦せん闘とうスタイルはそれ。認みとめたくないけど、やっぱりアンタには素質があると思うわよ。短剣の上達も早いからね」

　そんなものだろうか、と思う。しかし、『素早く的確に致命的』という表現は、どう転ころんでも騎き士しのものではない。アッシュが目指しているのは『強く勇いさましく正々堂々』という地点なのだが、言えばバカにされることは決まり切っているから、黙だまっておく。

「……怪け我がしたときくらい、ゆっくり休めばいいでしょうに」

　バルコニーから望む城下町を眺ながめながら、イリステラがぽつりとそう言った。ティリエルはそんな彼女を振り返り、ふっと笑う。

「そうですね。──アッシュ、たまにはゆっくりしよっか。怪我もさせちゃったしさ」

　アッシュは首を振り、

「訓練中の怪我はつきものだ。気にすることはないよ」

「それは、そうなのかもしれないけどさ」

　いつになく、ティリエルは身体をもじもじとさせて、居い心ごこ地ちが悪そうだった。現実主義者とはいえ、誰だれかを傷つけてしまったということには、さすがに罪ざい悪あく感かんを覚えるらしい。

　それにしても、と思う。

「──きみの突きは本当にすごいよね、ティリエル。いや、責めるわけじゃないけどさ。ぼくの友人にトレインっていうやつがいて、『外衛騎士団アウターガーズ』の中でもかなり強いほうなんだけど、きみの突きはあいつのよりもなお速い。一体どこであんなのを身につけたんだ？」

　前々から、疑問に思っていたことではある。ティリエルの技量はただのメイドのものとは到とう底てい思えなかった。イリステラの側そば居い役やくとして、彼女を守るために剣技を身につけたと言っていたが──それにしても、強すぎる。

　アッシュの素そ朴ぼくな疑問に、ティリエルは表情を曇くもらせ、頰ほおを搔かいた。

「……ん、それは、その……」

　言いにくそうにしているティリエルに、アッシュは慌あわてて、

「あ、いや、別にいいんだ。話したくないなら、それで──」

「……別に、話したくないわけじゃ、ないけどさ」

　ティリエルはちらりと目を上げて、イリステラのことを見た。

　話を聞いているのかいないのか、イリステラは目を閉じて、バルコニーに吹く風を心地よさそうに受け止めている。膝ひざの上で緩ゆるく手を組んで、白はつ金きんの髪かみをなびかせるその姿は、絵画に描かれる春の女神のようだ。イリステラはその体たい勢せいのまま、ぽつりと、

「わたくしは、構いませんよ。あなたが喋しやべりたいのなら、喋ってしまいなさいな」

　それだけを言った。

「……ですが……あたしのことは、あまり……」

　歯切れ悪く、ぽつぽつとつぶやいたティリエルを、イリステラは薄うすく目を開いて見つめた。いつものような笑えみはそこにはなく、心の奥おく底そこを見み透すかすような青い色が映っている。

「あなたの気持ちもわからなくはありません。わたくしも、そして恐おそらくはアッシュも、あなたに強しいるつもりはありません。あなたがしたいようにすればいいのですよ」

　ティリエルは眉まゆを寄よせた。視線を落として、ぽつりと、

「……イリステラさまは、アッシュのことを、信用してるんですね」

　イリステラは微ほほ笑えみ、

「あなたは違うのですか、ティリエル？」

　ティリエルは沈ちん黙もくした。

　顔を上げる。そうしてティリエルは、アッシュのことを真正面から見み据すえた。思わずびくりと身体からだをすくませ、椅い子すごと後退してしまいそうになる。自分としては、そんなに重大なことを尋たずねたつもりはないのだが──どうやらティリエルにとっては違うらしい。

「そうね。いずれはわかることだし、隠かくし事ごとをしたままでいるのも気持ちが悪いからね。あたしがどうして剣技に精通しているのか、教えてあげる」

　ふと、ティリエルは手を上げて、自みずからの髪かみに触ふれた。燃もえ盛さかる炎のような、緋ひ色いろの髪を指先で弄もてあそびながら、ティリエルは乾いた声で言った。

「あたしはね、『帝国』の人間じゃないの。ノルドガルド人なのよ」

　その言葉に、アッシュは大きく目を見開いた。

　ノルドガルド諸王国。

　大陸全土を支配する『帝国』にも、手が届かない場所が存在する。そのうちのひとつに、ノルドガルドと呼ばれる、極きよく北ほくの地域に広がる連合王国がある。

　連合王国といっても、実体は数十からなる部族の集まりに過ぎない。『帝国』よりもずっと規き模ぼが小さく、文明の程度もかなり低い。それでも、彼らが現在にいたるまで『帝国』の傘さん下かに入らずに済んでいるのには、三つの理由がある。

　一つ目は、どこまでも広がる凍とう土どと、永久に溶とけることのない氷河のためだ。向かうところ敵なしの『帝国』軍といえども、自然だけは打ち倒すことができない。

　二つ目は、そのような不毛な大地を支配したとしても、十分な見返りは得られないということ。ノルドガルドにある資し源げんといえば、毛皮やわずかばかりの希き少しよう金きん属ぞくだけ。広大な領土を持つ『帝国』にとっては、他の地域から手に入れられるものばかりだ。

　そして、三つ目の、最大の理由は──そこに住む人々の、気性によるものだ。

「あたしたちは──ノルドガルドに住む人間は、なによりも先に『強いこと』が求められる。女でも子供でも関係ないわ。そうでなければあっという間に食われて死ぬだけなんだから。おかげで『帝国』人あんたらには、ノルドガルド人は蛮ばん族ぞく扱あつかいされてるけどね」

　さばさばとした口調だったが、ティリエルの紅あかい瞳ひとみはじっとアッシュに向けられていた。彼の反応を、窺うかがうように。

　アッシュは言葉を失って、ティリエルの赤い髪かみと、紅い瞳を見つめていた。確かに、あの髪や瞳の色が、北方に住む人々に多いということは、知ち識しきとして知っている。しかし──まさか、ティリエルが『帝国』の外の存在だとは思っていなかったのだ。

　ティリエルの表情に、諦あきらめたような笑みが浮かび、

「まあ、仕方ないんだろうけどね。あたしだってそう思うもん。なにしろ、お互いの部族でつぶし合いをするような奴やつらなんだから」

「…………」

「ノルドガルド諸王国なんてカッコつけても、要するに『帝国』に対たい抗こうして即そく席せきで作った烏う合ごうの衆しゆうなのよ。結けつ束そくなんてするはずないし、それどころか、強い部族が弱い部族を食ったところでおとがめもない。食われたほうが間抜けなんだって、あそこじゃそう考えるの」

　そのとき、それまで黙だまり込こんでいたイリステラが、不意に口を開いた。

「『エルド族』というのが、ティリエルの部族の名前ですが──ティリエルは、そこの族長の娘でした。ノルドガルドが部族の連合体である『諸王国』であることを考えれば、エルド族はエルド王国と呼ぶこともできます。つまり──」

　イリステラの言わんとするところを汲くみ取とって、アッシュはごくりと唾つばを飲み込み、

「……ティリエルも、お姫さまってこと？」

　それを聞いてティリエルは、ハッ、と笑った。

「バッカバカしい。あんな田舎いなかの族長の娘を持ってきて『王女さま』だなんて言ってみなさい、こっちじゃ笑い話の種にされるだけよ。アッシュ、アンタだって見ればわかるでしょ？　あたしとイリステラさまを並べて、同じお姫さまのように見えるわけ？」

　そう言われて、アッシュは瞬まばたきをして二人のことを見た。

　確かにティリエルは『お姫さま』というガラではないが、そう言われてみればどことなく気品が漂ただよっているようでもある。強い色を宿やどした紅い瞳も、誰だれに対しても決して怯ひるまない毅き然ぜんとした態たい度ども、異国の荒々しい風土に生きる貴き族ぞくの習しゆう慣かんであると言われれば、納なつ得とくできるような気がした。

　しかし、アッシュがその感想を述のべるより先に、ティリエルはぷいっとそっぽを向いてしまった。自分で言っておいて、答えを確かめるのが業ごう腹はらだったのかもしれない。ティリエルは身体からだを背もたれに預け、必要以上にぶっきらぼうな口調で、

「と、とにかく。そういう国に生まれ育ったから、あたしは戦せん闘とうに関してはそれこそ英才教育を受けてきたの。アンタみたいなぽっと出が、あたしに勝てるほうがおかしいのよ」

　なるほど、とアッシュは頷うなずいた。彼が正式な戦せん闘とう訓練を受け始めたのは、ほんの三年ほど前のことだ。

　メイドと考えていたが経験はティリエルのほうが長いらしい。しかし、とアッシュは頭を搔かき、

「でも、そのきみが、なんでクィンストラウスにいるんだ？」

　ティリエルとイリステラが、ぴたりと止まったのを見て、アッシュは自分が口にしてはいけないことを言ってしまったのだと直感した。

　ティリエルは唇くちびるを嚙かみ、うつむいた。その頰ほおを、イリステラの静かな眼まな差ざしが撫なでていく。彼女がなにも言わないことを確かく認にんしてから、イリステラはアッシュに向き直り、

「『ノルドガルド戦役』については、アッシュも聞いたことがあるでしょう。『帝国』が経験した直近の戦争です。もっとも、戦争というよりは国境際の紛ふん争そうのようなものですが、我が国もあの戦役には出兵しました」

「ええ、それは、習いました。ドル・ドーザ団長を司令官として向かわせたと。でも、あれは『帝国』とノルドガルドの戦争というより、むしろ──」

　そこまで言って、アッシュは口を噤つぐんだ。かつて習った『帝国』近代史の知ち識しきが、まざまざと蘇よみがえってくる。

『ノルドガルド戦役』は、決してノルドガルドと『帝国』の全面戦争ではなかった。いずれの側にも、相手を全力で叩たたき潰つぶさなくてはならない理由など存在しないのだから当然である。イリステラの言葉どおり、あの戦争は戦争ではなく、紛争──それも、ノルドガルド国内の部族同士の争いに、『帝国』が介入したと説明したほうが正しいのだ。

「『帝国』が助けようとしたのは、ノルドガルド国内の親『帝国』派の部族でした。けれど、険けわしい地形のおかげで進軍は遅れ、ノルドガルドにたどり着いたときには、すでにその部族は滅ほろぼされたあとだったそうです。諸国の軍隊が帰ろうとする中、ドル・ドーザはその部族の娘を救い出し、この国へと連れて帰りました。それが──」

「エルド族であり、このあたし、っていうわけ」

　イリステラの言葉を引き取って、ティリエルが小さな声で囁ささやいた。風の音に紛まぎれてしまいそうな、小さな声。城下町のほうに顔を向けるティリエルは、その過去を見つめるかのように遠い目をしていた。

「……確かに、昔は貴き族ぞくだったけど、今はもう違うわ。だってあたしの国は──エルド族が治めていた土地は、もうどこにもないんだから。亡国の貴族なんてみっともないだけ。だからあたしはイリステラさまにお願いして、ただの人に戻してもらったの」

　辛つらい過去のはずだ。それなのに、ティリエルの口元には、小さな笑えみが浮かんでいた。懐なつかしそうな眼差しでイリステラを見る。イリステラも薄うすく笑って、首をわずかに振った。

「ドル・ドーザに紹介されたときは、よその国のお姫さまだから仲良くするようにと言われたのに、それからいくらもしないうちに、今度はメイドとして扱あつかうように言われたのですもの。あのときはわたくし、なにがなにやらわかりませんでしたわ」

　テーブルの上に上半身をぺたりと寝ねかせて、ティリエルは甘えるような声を出した。

「だって、仕方ないじゃありませんか。あのときは、あたしだっていろいろと悩んでいたんですよう。国の民のこととか、父さまのこととかも考えて──でも、こうするのが一番いいって思ったから、だからメイドにしてくださいって頼んだんじゃないですか」

　と、ティリエルはふと思い出したように忍しのび笑わらいを漏もらした。悪戯いたずらっぽく笑えんでいる目をアッシュに向けて、

「『あたしをイリステラさまのメイドにしてください』って頼んだとき、イリステラさまがなんて言ったかわかる？　『──わかりました、その代わりに、わたくしをティリエルの友人にしてください。わたくし、友人というものを持ったことがないのです』──ですって。世間知らずもいいところよね、メイドを友達にするお姫さまなんて聞いたことがないわ」

「ティ、ティリエル！　そのことは内緒ですってば！」

　ちかちかと顔を赤くして食ってかかるイリステラに、ティリエルはにやにやと笑いつつ、

「そうでしたっけ？　それじゃあイリステラさまが、暗いところが怖いからって、トイレのたびにあたしを起こそうとすることは──」

「わ、こ、こらっ！　なんということを、国こつ家か機き密みつ漏ろう洩えいで告発しますよ！」

　テーブルを叩たたくようにしてイリステラは立ち上がる。アッシュはぽかんと口を開いて、呆あつ気けに取られていたが──やがて、くすくすと笑いはじめた。

「あ、アッシュまで──ひどいです、あなたのことを、信頼していたというのに……！」

「ああ、いえ、すいません、イリステラさま。ただ──」

　笑いながら、アッシュは首を振る。

　イリステラとティリエルを結ぶ絆きずなの一いつ端たんを、垣かい間ま見みた気がした。

　この二人は主従である以前に──いや、主従であると同時に、かけがえのない親友同士でもあるのだ。それだけ絆が深いからこそ、あんな『遊び』に手を出してしまったと考えることもできるが、誰だれかと深く関係するということは、決して悪いことではないはずだった。イリステラにも、ティリエルにも、お互いはなくてはならない、大切な存在なのだ。

　と、イリステラの怒いかりから逃のがれるように、首をすくめて距きよ離りを取っていたティリエルが、ふとアッシュのことを見た。

　不ふ思し議ぎな感情を宿やどした紅あかい瞳ひとみで、じっとアッシュのことを見つめて、彼女は言う。

「…………ねえ、アッシュ。アンタは、どう思う？　あたしがノルドガルド人だってことを聞いて──やっぱり、野や蛮ばん人じんに教えられたくないって、そう思う？」

　アッシュはティリエルのことを見返した。

　彼女の過去など、アッシュは知るよしもない。『帝国』内の──それも、宮きゆう廷ていというもっとも高こう貴きな場所にいるノルドガルド人が、周りからどう扱あつかわれているのかもわからない。

　アッシュは、ただ、自分にわかっていることを口にするだけだ。

「関係ないよ」

　ティリエルのことをまっすぐに見つめて、アッシュははっきりと、そう言った。

「ぼくもティリエルも、それにイリステラさまも、『秘ひ密みつ』を守るための共犯なんだろ。共犯者の出身がどこだろうと関係ないさ。ティリエルは、ぼくなんかよりもずっと強くて、イリステラさまのことを心から敬けい愛あいしている。それだけわかっていれば十分だ」

「────────」

　ティリエルは一いつ瞬しゆん言葉を失い、それからぼそぼそと、

「そ、そう？　ふ、ふん、それなら、別に、いいんだけど」

　そうつぶやいて、アッシュに向かってくるりと背中を向けてしまった。どんな表情をしているのか、見て取ることはできないが、その首くび筋すじは真まっ赤かに染そまっていた。イリステラは笑いながら立ち上がる。アッシュのほうに近づいてきて、さっと顔を耳元に近づけ、

「……やっぱり、あなたはわたくしが思ったとおりの人ですわ、アッシュ・ウィリアック」

　そう囁ささやいて、イリステラは子供のようにあどけなく笑った。




　　　　◆




　一週目が過ぎ、二週目が終わり、三週目がやってきた。

　国を逐おわれた姫君──まるで物語の題材になりそうなティリエルの境きよう遇ぐうを聞いてから、アッシュと彼女のあいだになにがしかの信頼関係が生まれたかといえば、別にそんなことはなかった。ティリエルは自みずからの事情を、それほど気に負っているわけではないらしい。それまでと同じように、アッシュに容よう赦しやのない訓練を続けていた。

　ただ、イリステラとティリエルの関係を見るアッシュの目は、ほんの少し変化した。

　訓練を終え、汗を拭ふくティリエルに、イリステラはにこにこしながら水すい筒とうを差し出し、

「おつかれさまです、ティリエル。はい、お水ですよ」

「あ、はい。いつもありがとうございます、イリステラさま」

「いいえ。わたくしたちのためにがんばっているのですから、当然です」

　イリステラに対するティリエルと、ティリエルに対するイリステラの態たい度どには、若じやつ干かんの違いがあることに、アッシュは気づきはじめていた。

　ティリエルは、基本的にイリステラに対して『従』の振ふる舞まいをする。お姫さまに対するメイドとしての、礼れい儀ぎに満ちた立たち居い振る舞い。ただ、時折それは──主に余よ人じんの目がないときに──もっと親しみに満ちた、『友人』に対するものへと変化するのだ。

　一方で、イリステラはティリエルに対して、基本的には『友人』として振ふる舞まう。これは、よくよく見ていなければわからない。イリステラは王女らしく、誰だれに対しても優やさしくて親切で礼儀正しいが、ティリエルには、それが少しだけ緩ゆるむ。イリステラが生来持っていて、しかし王女という立場ゆえに表すことのできない、無む邪じや気きさや気さくさが顔を覗のぞかせる。けれど、肝かん心じんなときには──たとえば、知り合ったばかりの頃ころ、ティリエルがアッシュに無礼を働いたときのように──『主』として接する。

　友人であり、主従でもある。それが、この二人の少女の関係なのだ。

　──そんなことをぼんやりと考えていると、イリステラがアッシュのほうを振り向いた。その表情には、期待の色が滲にじんでいる。

「それで、アッシュ。どうなのですか？」

　う、とアッシュは気まずげに目をそらす。なにがどうなのか、尋たずねる必要はない。

「約束の日まで、あと一週間ですが、ドル・ドーザは倒せそうですか？」

　イリステラの顔には、「当然できますよね」という表情が浮かんでいる。子供が親に対して抱いだくような、無む垢くな信頼──しかしそれは、なによりも鋭えい利りな刃物となって、アッシュの心を切きり刻きざんでいた。

　その理由は、言うまでもない。

「全然ですね。イリステラさま」

　なにも言えないでいるアッシュの代わりに、ティリエルがイリステラの信頼を、無情に打うち砕くだいてしまった。固まっているアッシュの後頭部を、ぺしりと叩たたいて、

「確かに、最初に比べれば、アッシュは目を瞠みはるほど上達しています。短剣の扱あつかいにも慣なれてきたみたいですし、あたしともそこそこ渡わたり合あえるようになりました。──まだまだ、詰つめは甘いですけどね」

　アッシュは忸じく怩じたる思いで、ティリエルの横顔を見る。しかしティリエルは、そんなことは少しも気にせず、

「今のまま続ければ、あたしに勝てるようにはなるかもしれませんけど──それって、根本的な解決にはなってませんよね。だってドル・ドーザ伯はく爵しやくはあたしよりよっぽど強いし、戦せん闘とうスタイルだって違いますから。今のままじゃ、彼に勝つどころか、太た刀ち打うちするための最低条件さえクリアできていない、ということになります」

「……すいません、イリステラさま。ご期待に、添そえなくて……」

　不ふ甲が斐いない。これほど自分を情けないと思ったことはなかった。アッシュの取とり柄えは根性と執しゆう念ねんだと、トレインなどは評価していたが──ドル・ドーザは、諦あきらめなければどうにかなるなどという生なま易やさしい障しよう害がいではない。

　そう思い、うなだれていると──ぽん、と灰色の髪かみを叩くものがあった。

　イリステラがアッシュに向き直り、その頭に手を置いていたのだ。

「大丈夫です、アッシュ。わたくしにお任まかせなさい」

「……？」

　任せろ、とはどういうことだろう。不ふ思し議ぎに思い、見上げたアッシュの視線を捕とらえて、イリステラはにっこりと笑ってみせた。

「この三週間、わたくしがなにもせずにこの日を待っていたとお思いですか？　こんなこともあろうかと、『切り札』を用意していたのです！　アッシュ、ティリエル、今からあなたたちに、それを見せて差し上げます！」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、自信満々にそう言ったイリステラに、アッシュは戸と惑まどいの表情を浮かべ、そして彼女をよく知るティリエルは──ため息をついた。




『武勇の円技場ヴエイラーホール』からいったん降りて、城の『上層部アツパーヤード』をしばらく歩いてから、再び上りの階段を進む。『円技場ホール』は尖せん塔とうの上にあったのだが、イリステラが進むこの通路は城の内部、それも、中ちゆう枢すうへと向かっているようだった。

「…………」

　ごくり、と唾つばを飲み込む。その音さえも大きく響ひびいて聞こえそうだ。床に延のびる緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが、足音さえも吞のみ込んで、耳が痛いたくなるような静せい寂じやくに満ちている。

『上層部』は全体的に静かな区画なのだが──この場所ほどではない。なんというか、人が生活している匂においがしないのだ。

　イリステラは迷わず進んでいくが、『上層部』に詳くわしいはずのティリエルにも、戸惑いが浮かびはじめていた。どこに向かっているのかわからないのが、不安なのだ。

　と、イリステラがぴたりと立ち止まった。

　目の前には、白く重じゆう厚こうな両開きの扉とびらがある。その両りよう脇わきには、銀色の全身鎧フルプレートを装そう備びした騎き士しが二人、彫ちよう像ぞうのように佇たたずんでいた。

『親衛隊シルバーコート』──『近衛騎士団インペリアルナイツ』の中でも、剣技と武勇に優すぐれたものだけが選ばれるエリート部隊。『竜戮騎士テイフオニロス』に率ひきいられる彼らは、王族を守るためなら喜んで命を捧ささげる、いわばこの国で最強の戦せん闘とう集しゆう団だんだ。

　その彼らが守っているということは、この部屋は──

「いつもご苦労さまです。お取り次ぎを、お願いいたします」

　銀の兜かぶとがわずかに傾かたむき、彼が人であることを示した。それから、二人の『親衛隊』は一糸乱れぬ動作で互いに向き直り、中空で矛槍ハルバードを一いつ瞬しゆん交差させると、今度は扉に向き直り、それを押し開いた。

　イリステラは当然のようにその中に足を踏ふみ入いれ──ふと、躊ちゆう躇ちよしているティリエルとアッシュに気づく。

「なにをしているのですか、二人とも？　早くこちらへ」

「……いや、でも……」

「あまりお待たせしてはいけませんよ。お忙しい中、わたくしたちのために時間を割さいてくださっているのですから」

　と言われてしまえば、逆らえるはずもない。二人とも、顔色をやや青くしながら、部屋の中へと入っていった。

　その人は、暖あたたかな光が差し込む窓まど辺べにいた。

　豊ゆたかな金きん髪ぱつは色が濃こく、イリステラが白はつ金きんと称しようされるならば、その人の髪は黄おう金ごんのような輝かがやきを放っていた。反対に、眠たげに細められた瞳ひとみは深い青で、見ているうちに不ふ思し議ぎな気分にさせられるような色を映している。唇くちびるは厚く、柔やわらかそうで、ティーカップがそれに触ふれるたびに、アッシュは我知らずどぎまぎとしてしまうのだった。

（……ちょっと。失礼でしょ、そんなに見るんじゃないの）

　ティリエルに肘ひじで小こ突づかれて、アッシュは我に返る。見とれていた自分を恥はじて、彼は床に視線を落とした。

　傍かたわらに佇たたずんでいたメイドが、彼女の耳元に何事かを囁ささやいた。彼女はゆるりとこちらに目を向けると、溶とけるような微び笑しようを浮かべ、立ち上がった。

「イリステラ。よく来ましたね」

　自みずからを呼び捨てにした女性に、イリステラはにこりと笑い、

「はい、お母さま。わざわざありがとうございます」

　そう言って、優ゆう雅がに一礼をした。

　アッシュとティリエルは、ほとんど反射的にその場に跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた。

　予想していたとはいえ、彼女の御ご前ぜんにいるという事実に、こめかみを汗が伝っていく。

　無む論ろん、アッシュは彼女の名前を知っていた。

　マリアベラ・クィンストラウス。『平等王』クィンストラウスⅣ世の后きさきであり、イリステラ・クィンストラウスの実母である、この国の第一貴婦人フアーストレデイ。本来ならば、アッシュがお目見えすることなど到とう底てい叶かなわない、王妃殿でん下かだ。

　跪いたまま固まっているアッシュたちの頭上を、王族の会話が通り過ぎていく。

「まあ、お掛かけなさいな、イリステラ。なかなかこういう時間を取れるものではありません。たまには、あなたのお話をゆっくり聞かせてほしいわ」

「ええ、もちろんです。でも、その前に──」

「わかっていますよ。マイア、お茶を」

　マリアベラが促うながすと、メイドは無言のまま頷うなずき、ティーカップを用意した。

　四つ。

「そちらの方々も、どうぞお掛けになって」

　マリアベラの声に、アッシュはぎくりと身体からだを強こわばらせた。そっと横を窺うかがうと、ティリエルは意外なほど冷れい静せいに、この状じよう況きようを受け入れている。恐おそらく、こんなときの作法もわきまえているのだろう。『上層市民ハイソサエテイ』め、と頭の中で呪のろっていると、

「ほら、アッシュもティリエルも座ってください。そのままでは話もできません」

　イリステラの言葉に、ティリエルは立ち上がり、一いつ瞬しゆん遅れてアッシュもそれに倣ならった。

「失礼します」

「……し、失礼します」

　ティリエルとまったく同じ動作で椅い子すを引き、腰こしを下ろす。目を伏ふせて置物のように微び動どうだにしない。どういう考えでイリステラが自分をここに連れてきたのかはわからないが、迂う闊かつなことは口にできない。

　マリアベラが王妃だから、ではない。

　いつかイリステラが口にした言葉が、この段になって、鮮あざやかに脳のう裏りに蘇よみがえってきたからだ。

　ティリエルを鞭むち打うっている現場を、アッシュに押さえられたイリステラは、言うに事欠いてこんなことをほざいたのだ。




　──でも、お父さまとお母さまもやっていましたよ？




　あまりに衝しよう撃げき的てきな発言だったから、今に至るまで記き憶おくを封ふうじていたが──こうして、王妃を目の前にすると、いやでもあれが思い起こされた。

　イリステラが苦くるし紛まぎれに言った噓うそだと思いたい。そうでなければ、ただでさえ恐れ多い王妃マリアベラの顔を直視することができない。

「それで？　聞きたいことというのは、なにかしら？」

　マリアベラは、イリステラに向き直ってそう尋たずねた。スプーンでカップをゆるゆると搔かき回まわしながら、どこか楽しそうに娘のことを見つめている。

「はい。この文ぶん献けんのことなのですが──」

　そう言って、イリステラはどこからか、一冊の本を取り出した。白い装そう丁ていに、金の文字で『クィンストラウス秘ひ史し』と記されているのが見える。イリステラは真ま面じ目めな顔でぱらぱらとページをめくり、ある箇か所しよで止めて、マリアベラのほうに開いたまま差し出した。

「これは、本当でしょうか！」

　勢いきおい込こんで尋ねた娘に、マリアベラはどれどれとページに目を通しはじめる。いくらもしないうちに、彼女は「ああ」とつぶやき、

「『清浄の森セイクリツドシケツト』にある聖せい堂どうのことね。ええ、確かに、あそこにはこの本に書かれてあるとおりのものが隠かくされています」

「では、ここに記されている、魔ま法ほうの短剣というものも──？」

「さあ──目もく録ろくすべてを覚えているわけではないけれど、あったような気もしますね」

「大事なことなのです、お母さま！　もっとよく思い出していただけませんか！」

　立ち上がろうとするイリステラのことを、隣となりに立つメイドが慌あわててなだめた。

「ひ、姫さま、王妃さまの御ご前ぜんですから、あまり興こう奮ふんなさらず──」

　しかしマリアベラはころころと笑い、

「いいのです、マイア。イリステラがこんなに大声を出すことなんて、滅めつ多たにありませんもの。ねえ？」

　イリステラは頰ほおを染そめて、ぺたりと腰こしを下ろしてしまった。王女の恥はじらう姿を見ることなどほとんどない。アッシュは目を丸くしてイリステラを見つめ──それから、ふと、マリアベラが自分を見ていることに気づいた。

「あなた、アッシュ・ウィリアック卿きようね？」

「はいっ!?　あ、は、はい、そうです！」

「ふふ、そんなに緊きん張ちようしなくてもいいわ。ドル・ドーザからあなたのことは聞いています。『竜戮騎士テイフオニロス』に指名される人なんて、ここ数年いませんでしたからね」

　それからマリアベラは、思い出したように首をかしげ、

「……ドル・ドーザに負けたら、騎き士し団だんを辞めるんですって？」

　アッシュは思わず息を吞のんだ。王妃であるマリアベラが、自分の事情をそこまで知っているとは、思ってもいなかったからだ。

　声もなく頷うなずいたアッシュに、マリアベラはくすりと笑いを漏もらし、

「それでは、必死でしょうね。──いいでしょう、教えてあげます」

　そう言って、イリステラが持ってきた白い本を差し出した。

「イリステラが持ち出してきたのは、王国の秘宝について記されている本です。この王都クィンストラウスから、ずっと北に行ったところにある『清浄の森セイクリツドシケツト』、そこに、クィンストラウス王家の秘ひ密みつの宝物庫があるのです」

「──秘密の宝物、ですか？」

　ティリエルが、おずおずと口を開いた。紅あかい瞳ひとみには、アッシュのものと同じ、信じがたい色が浮かんでいる。それを見て取って、マリアベラは笑う。

「まあ、当然の反応ね。ほとんどの人は、あの森に聖せい堂どうがあるということさえ知りませんから。まして、そこに宝物が隠かくされているなんて、それこそ絵本みたいな話ですものね」

「でも、あるんですよね？」

　熱の籠こもったイリステラの問いかけに、マリアベラはゆるゆると頷き、

「ええ。あなたのお父さまが、戴たい冠かん式しきのあとにあそこを訪れて以来、誰だれも足を踏ふみ入いれたことがないはずですけれどね。宝物庫の中身も、そのときに確かく認にんしたきり。詳しくは、覚えていませんわ」

　そもそもその聖せい堂どうは、なんのために存在するものなのだろう。アッシュはそんな疑問を抱いたが、イリステラは気にせず、紅こう潮ちようした顔を彼に向けて、

「そういうわけです、アッシュ！」

「……え、と。どういうわけ、でしょう？」

　まだ話が見えない。イリステラは焦じれったそうに身をよじり、

「ですから、そこに行けば魔ま法ほうの短剣が見つかるのですよ！　この本には、そう記されています。『ひとたび力を放てば、どのような敵も等しく灰かい燼じんに帰す』──そんな強力な短剣が！　今のあなたに、ぴったりじゃありませんか？」

　アッシュは、再びティリエルと顔を見合わせた。

『魔法の武器』といったものがこの世に存在するとは、アッシュも聞いたことがある。魔法の源みなもとである『魔源マナ』の力を武器自体に引き込むことによって、通常ではありえない強度や、あるいは使用者の身体能力を強化することができるのだ。ただ、あまりにも希き少しようなものであるから、アッシュにはまったく馴な染じみのないものだった。

　それを自分が使うと言われても、なかなか実感が持てるものではない。

　しかし、イリステラはすっかり乗り気になってしまっていた。身を乗り出して、マリアベラにずいと顔を近づける。

「お願いです、お母さま。わたくしたちは、その宝物庫に行かなくてはならないのです！　ですが、この書物によれば、王族であることを証明する『鍵かぎ』がなければ、中には入れないのだとか──どうか、その『鍵』をお貸しください！」

　マリアベラの表情から、笑えみが消えた。

　イリステラから距きよ離りを取るように、背もたれに身体からだを預ける。カップを持ち、唇くちびるにつけ、窓の外を眺ながめる。それから、ぽつりと、

「しかし、あそこは──」

　なにかを言いかけて、ふと、彼女はアッシュのことを見た。

　ぎくりとするが、今度は視線をそらさずに済んだ。まっすぐに見つめる王妃の視線は、心の底まで見み透すかすかのようでもある。得体の知れない緊きん張ちようが高まっていき──不意に、マリアベラはアッシュに語りかけた。

「あなたが、イリステラの『竜戮騎士テイフオニロス』になるのかしら？」

「えっ？　──あ、いや、それは、その──」

　わからない。そうなりたいと願ってはいるが、自分にそんな実力がないことは、誰だれよりもアッシュ自身が知っている。

　自信なさげなアッシュの表情を、まじまじと観かん察さつしてから、マリアベラは重ねて問うた。

「では、アッシュ。あなたは、イリステラを守るつもりでいるのかしら？」

　アッシュは目を見開き──それから、今度ははっきりと、頷うなずいた。

「はい。それは、絶対に」

「絶対に？　命に代えても？」

「そのために、ぼくはここにいます」

　固い声で、そう応ずる。王女を守るためであれば、命を捧ささげることも厭いとわない──実力が及ばないとしても、せめてそれだけの覚悟を持たねば『竜戮騎士テイフオニロス』という言葉さえ口にしてはならないことくらい、アッシュにもわかっていた。

　それを見て、マリアベラは笑う。深しん遠えんで、底の知れない笑えみだ。

「……イリステラのことを、ようく知っても、同じことが言えるかしら？」

「──────」

　アッシュは息を止めて、マリアベラの顔を見つめた。

　それから、イリステラのほうに視線を向ける。まさか、母親にも性せい癖へきを打ち明けているのかこの人は、という疑念を抱いだいたためだが、イリステラは無む邪じや気きな顔で紅茶の香りを楽しんでいる。マリアベラが言わんとしていることを、まったく理解していないようだ。

　王妃は深い青色の瞳ひとみで、アッシュの表情を観かん察さつしている。

　ごくり、と唾つばを飲み込んでから、アッシュは声が震ふるえないように注意しつつ、

「も、もちろんです。ぼくは、イリステラさまの、騎き士しですから」

　そう答えると、マリアベラの笑みの色が変わった。また普段と同じ、穏おだやかで温あたたかな、慈じ愛あいに満ちた王妃のものへ戻る。

「なるほど」

　頷うなずいて、マリアベラは紅茶を口に含んでから、言った。

「わかりました。あなたたちが王家の宝物庫に足を踏ふみ入いれることを許可します。イリステラには、あとで『鍵かぎ』を渡すことにしましょう」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます、お母さま！」

　イリステラの表情に喜びが弾はじけ、マリアベラはふふっと笑う。青い瞳が、ふとアッシュに向けられる。そこに浮かぶ色に、アッシュは見覚えがあった。

　なぜだろう。

　ものすごく、いやな予感がする。

「……あなたたちは、果たして、どっちがどっちなのでしょうね？」

　独ひとり言ごとのようなつぶやきを、聞き取ったのはアッシュだけだった。イリステラは無邪気に喜び、ティリエルはそれに釣つられるように微ほほ笑えんでいる。王家の秘ひ宝ほうが隠かくされているという宝物庫に、なにかしらの不ふ穏おんな空気を感じたのは、このときは、アッシュだけだったのだ。













　　　第四幕　聖せい堂どうを巡めぐる冒ぼう険けん







　森の中に、草を踏ふむ音だけが響ひびいている。

　クィンストラウス城から、歩くこと一時間。イリステラを先頭とする一行は、ようやく『清浄の森セイクリツドシケツト』へと足を踏み入れることができた。

　清せい浄じよう、という名は伊だ達てではないのか、途中で訪れた村によれば、この森は禁きん猟りよう区くとされているらしい。木々は自然のままの姿を保ち、そこここを走る動物たちも、アッシュたちの姿を見ても逃げようとはしない。

　木々の緑の隙すき間まに、晴れ晴れと広がる青空を見上げて、イリステラは汗ばんだ額ひたいを拭ぬぐい、笑えみを浮かべた。

「とても、素す敵てきなところですね」

　城の中で生まれ育ったイリステラには、木々の生おい茂しげる森が珍めずらしいのだろう。ただ、そのためか、彼女の外見は森の中では少し浮いて見えた。

　さすがにドレスでこそないものの、胸元にフリルが施ほどこされた深い藍あい色いろのワンピースというのは、森を散さん策さくするときの服装ではない。「このことは秘ひ密みつにすべきです」というイリステラの要よう望ぼうから、ティリエルとアッシュしか供を連れていないため、イリステラを王女だと見み破やぶるものはいないだろうが──それでも、いざというときは自分が彼女を守らなくてはならないと、アッシュはサックを担かつぎ直なおしながら思う。

　本音を言えば、魔ま法ほうの短剣を使うということも、まだ納なつ得とくしてはいない。実力で勝負してこそ、ドル・ドーザに認みとめられると思うのだが──アッシュが弱いということがそもそもの原因なのだから、彼に発言権はない。

　森の中には、かろうじて道らしきものがある。しかし、石いし畳だたみの道路は久しく舗ほ装そうされておらず、草や土によってところどころ虫食いになっていた。かえって歩きにくいその道を、苦心しながら歩いていると──

　木々のあいだに、その建物が見えた。

　かつては白はく亜あを誇ほこっていた大理石の壁かべには、緑色の蔦つたが生おい茂しげり、鮮あざやかなコントラストを映し出している。立ち並ぶ円柱の半分ほどは、中なか程ほどから折れ、あるいは根本から倒れ、その上をリスに似た小動物が走り抜けていく。

　その奥おくには、鈍にぶい銀の光を放つ巨大な扉とびらがあった。しかしこれも、自然の浸しん食しよくによるものか人の手によるものか、ところどころが打うち壊こわされ、扉としての用を成なしていなかった。

　アッシュも、ティリエルも、イリステラも、息を吞のんでその光景を眺ながめていた。

「……なんか、すごいところね」

　土を踏ふみ、草を搔かき分わけながら、ティリエルが聖せい堂どうへと近づいていく。アッシュもそれに続こうとして、

「…………」

「？　イリステラさま？」

　呼吸を止めるようにして、イリステラは大聖堂の威い容ように魅み入いられていた。

　アッシュの言葉に、イリステラは我に返ったように振り向き、

「──あ、ああ、申もうし訳わけありません。なんだか、感動してしまって──」

　感動？　と首をかしげそうになるが、すぐに合点がいった。

　ここは、王家の宝物庫なのだ。しかも、『クィンストラウス秘ひ史し』によれば、代々クィンストラウスを治める王は、戴たい冠かん式しきの後、ごく少人数でこの場所を訪れ、祖そ霊れいに報告するという慣かん習しゆうがあるらしい。

　どういう形であれ、いずれはイリステラもこの地を踏むことになるのだ。その未来に思いを馳はせ、感かん慨がいに耽ふけってしまったとしても、仕方のないことだろう。

　ぼんやりと、夢を見るような表情で、イリステラはつぶやく。

「不ふ思し議ぎな感じがします、アッシュ。お父さまやお母さまと一緒にいるときみたいな、なんだかとても、ほっとする感じ──」

　アッシュは頭こうべを垂たれるように頷うなずいた。神しん聖せいな場所にいるという自覚が、彼の中にも生まれはじめていた。イリステラを守るように先せん導どうし、大だい聖せい堂どうへと近づいていくと──

　ティリエルが、手のひらをこちらに向けて、アッシュたちの動きを制した。

　柱にぴたりと身を寄せて、まるでなにかから隠かくれているようだ。

「…………？」

　不ふ穏おんなものを感じて、アッシュは眉まゆを寄よせ、イリステラに身体からだを近づけた。そのまま、足音を立てないようにティリエルのほうに近づいていく。

　どうしたのか、尋たずねる必要はなかった。

　聖堂の中から、人の話し声が聞こえてきたのだ。




　　　　◆




「いいとこだよなあ、ここ。暖あたたかいし獣けものは多いし、どうだよ、いっそのこと、この場所をおれたちのねぐらにしちゃ？」

「馬ば鹿かおまえ、んなこと頭かしらに聞かれてみろ。ぶん殴なぐられるぞ。そんな乞こ食じきみたいな考えでいるんじゃねえ、大たい志しが廃すたれるってな」

「はあ。大志ったって、食うものが食えてからの話だろうがよ。おい、もっと薪まきをくれ。火が弱すぎて上う手まく焼けやしねえ」

　三人の男が、車くるま座ざになって話し込んでいる。ひとりはバンダナを巻いていて、ひとりは頰ほおに傷を持ち、ひとりは禿とく頭とうの大男だ。彼らの中心には焚たき火びがあり、串くし刺ざしになった鳥がじゅうじゅうとおいしそうな音を立てている。脂あぶらが滴したたり落おちると、ぱちんと火の粉が弾はじけて黒い煤すすが飛び、大理石の床を汚した。

　陰かげからそれを覗のぞくイリステラが、敏びん感かんに反応した。

「焚き火なんてしてっ、ここがどれだけ神聖な場所なのかわかっているのですかっ!?」

「い、イリステラさま、声が大きいですってば」

　ティリエルがイリステラをなだめ、アッシュは覗きながら疑問を口にする。

「……何者だ、いったい？」

　短く刈かり込こんだ茶色い髪かみに、皮ひ革かくを縫ぬい合あわせて作った衣服。ただの旅人のようには見えないし、この辺りの人間でもないだろう。クィンストラウスは豊かな王国だ。ただの農民でも、彼らよりは小こ綺ぎ麗れいな格好をしている。

　じっと様子を窺うかがっていると──三人の男たちは、アッシュの疑問に答えを与えてくれた。

「でも、ほんとにあんのか？　こんな場所に財宝なんて」

「ないと困るんだからあると思っておけよ。もう路ろ銀ぎんも使い果たしたんだから、ここで金目のものをいただかないと、おれら全員その辺の木に縄なわをかけなくちゃならなくなる」

「『本隊』が調べてるところだ。おれらはここで、待ってようぜ」

　財宝、路ろ銀ぎん、『本隊』──という言葉を、総そう合ごうして考えると、

「……盗とう掘くつ団だん？　最悪のタイミングね……」

　ティリエルがぽつりとつぶやいた。アッシュも小声で囁ささやく。

「どうする？　姫さまがいる以上、余計な危険は冒せない」

「わかってるわよ。わかってるけど、イリステラさまがあれを見過ごすと思うの？」

「……思わない。なら、ぼくとティリエルで、あいつらをなんとかするしかないか」

「そうね……。まだ気づかれてないのが幸いだわ。あたしが二人倒すから、アンタは残ったひとりをなんとか引きつけて、」

「はじめまして。わたくし、イリステラ・クィンストラウスと申します」

　後ろにいたはずのイリステラの声が、なぜか前方から聞こえた。

　ティリエルの顔が引きつり、アッシュもぽかんと口を開いて、盗掘団の面々に近づいていくイリステラのことを見つめた。

「……？　だ、誰だれだ、お嬢じようちゃん？」

　あまりに堂々としているためか、盗掘団もイリステラのことを不ふ審しん人物とは見なしていないようだった。立ち上がりはしたものの、その表情に警けい戒かいはない。

「あなたがたは、泥どろ棒ぼうさんですね。財宝を狙ねらって忍しのび込こんだのだとか」

「……な、なんだ、こいつ？」

「でも、わたくしはこの聖せい堂どうを守しゆ護ごする王族のものとして、それを見過ごすことはできません。大人しく罪つみを認みとめ、立ち去るならば、あえて追うことはいたしません。ですが、あくまでも宝物庫を荒らす気なら──」

　一いつ瞬しゆん、イリステラは口を噤つぐんだ。懐ふところから白い杖つえを取り出して、それをびしりと男たちに突つきつける。男たちは、呆あつ気けに取られたようにそれを見つめている。
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「クィンストラウス王家の名において──あなたたちを、お仕置きします！　さあ、今ならばまだ間に合います。膝ひざを折って、悔くい改めなさい！」

　凜り々りしい声が、朽くち果はてた聖堂の荘そう厳ごんな空気に響ひびき渡わたり──

　次の瞬間、男たちの爆ばく笑しようが、その空気を吹き飛ばした。

「!?　な、なんですか？　どうして笑うのですかっ」

「あのなあ、お嬢ちゃん。どっから来たのかは知らないが、お姫さまごっこならよそでやってくれよ。おじさんたちはな、大事な用事があってここにいるんだ」

「ご、ごっこではありません！　わたくしは、本当に──！」

「わかったわかった、ええと、なんだっけ？　イリーガルさんだったか、わかったから、静かにしててくれな。おれたちは遊んでるわけじゃないんだから」

「い、イリステラです！　間違えないでくださいっ！」

　イリステラが悔くやしそうに足あし踏ぶみをする姿を見て、男たちは遠えん慮りよのない笑い声をあげる。アッシュはそれを見て、ほっとするような脱力するような気持ちに駆かられた。まあ、それはそうだ。こんな場所でお姫さまを称しようする女の子が現れれば、近くの村娘のごっこ遊びと捉とらえるのが普通だ。

　しかし、いつまでもこうしてはいられない。

「こうなったら仕方ないな、ティリエル」

「……まったくもう、あの人は……！　あたしは右、アンタは左。あたしが仕し掛かけるから、アンタはイリステラさまをお守りして」

　姿し勢せいをできる限り低くして、ティリエルは扉とびらの中に身体からだを滑すべり込こませた。そのまま、瓦が礫れきや柱の陰かげを縫ぬうようにして渡わたり歩あるいていく。足音ひとつ立てないその動作に舌を巻きながら、アッシュも同じように身体を忍ばせて、聖せい堂どうの中へと足を踏ふみ入いれた。

　三人の男たちは、まだイリステラをからかっている。イリステラはますますむきになっているが、そのときバンダナの男が、ふと笑いを収おさめた。

「……でもよ、まずいんじゃねえか？　このお嬢じようちゃんをこのまま帰したら、おれらがここにいるってバレちまうぜ」

「ん。──それもそうだな。仕方ねえ、とりあえず捕つかまえておくか」

　禿とく頭とうの大男がそうつぶやいて、イリステラに近づこうとした、そのとき。

　音もなく物もの陰かげから飛び出したティリエルが、残った二人の片方、頰ほおに傷を持っている男の背中にレイピアを突き入れた。

「ぐあっ!?」

　本物ではなく、練習用の木剣だが、それでも手て加か減げんなしに背中を強打された男は地面に転ころがり、痛いたみにのたうち回った。一いつ瞬しゆんの動どう揺ようが男たちのあいだに走り、その隙すきにティリエルは、バンダナを巻いた男に突とつ撃げきする。

「な、なにしやがるこのアマッ！」

　身をよじって回かい避ひしようとするが、肩に一撃を受ける。ティリエルの突きを躱かわしきれるものなど、騎き士し団だんにもそうはいないだろう。

「ちっ──！」

　バンダナ男は肩を押さえながら斧おのを振り回し、ティリエルは距きよ離りを取るように飛とび退しさった。レイピアを構え、じっと姿し勢せいを低くし──

　そして、禿とく頭とうの大男は、一番頭の回る奴やつだった。

　イリステラとティリエルのあいだに、なにかの関係があるということを直感的に嗅かぎ取とったのだろう。彼はイリステラに駆かけ寄より、その身柄を人質にしようとして、

「ッ!?　な、なんだてめえは!?」

　イリステラを背中に隠かくすように、アッシュがその前に立ちはだかった。

　ククリを構える。ティリエルのものとは違い、こちらは本物だ。ティリエルのレイピアは木剣でもそれなりの威い力りよくがあるが、アッシュが持つような小振りな武器では、本当の殺さつ傷しよう力りよくがなければ威い嚇かくにさえ使えないためだ。

　それを見て、大男の表情がさっと引ひき締しまった。油断なく手斧を構える。その刃の鈍にぶい輝かがやきを目にした瞬間、アッシュの頭に空白が生まれた。

　──これは、実戦なんだ。

　そう自覚すると、全身が緊きん張ちようで強こわばっていくようだった。ククリをきつく握にぎり締しめ、どんな動きにも対応できるよう、神経を集中させる。

「このっ！」

　大男がうなりと共に、斧を振り上げて迫ってきた。どう動けばいいのか、空白に埋うめ尽つくされた頭にはまったくわからず──しかし、この一ヶ月間ティリエルにしごかれつづけてきた身体からだは、即そく座ざに反応していた。

　雷らい光こうのようなティリエルの突きに比べれば、大男の動きは泥どろ亀がめのようなものだった。呼吸を止め、地面を蹴けって、アッシュの身体はほとんど反射的に、斧をかいくぐって大男の懐ふところに密みつ着ちゃくしていた。彼が腕うでを引き戻すよりも先に、ククリの切っ先がその首くび筋すじに突きつけられる。

「うっ……！」

　うめき声をあげる男を、アッシュは真下から見み据すえる。どうやって動いたのか、自分でもほとんど覚えていなかったが、とりあえず相手を追おい詰つめている。声が震ふるえないように注意しながら、アッシュはぼそりとつぶやいた。

「……武器を、捨ててください。そうすれば、危害は加えません」

　大男の視線が、めまぐるしく動く。背後ではバンダナ男が、トドメの一いち撃げきをティリエルにもらうところだった。胸元を打たれて昏こん倒とうしたバンダナ男を、ティリエルはサックから取り出した縄なわで、ぐるぐると縛しばりつけた。

　それを見て、大男は観かん念ねんしたらしい。

「──くそ。わかったよ。仲間に手を出すなよ」

「ええ。それは、わたくしが約束いたします」

　そう言ったのは、イリステラだった。彼女は胸に手を当てながら、王族の威い厳げんを取り戻した表情で、大男に笑いかけた。

「クィンストラウス王家の名にかけて、あなたが大人しくしている限り、安全は保ほ証しようしましょう。その代わり、あなたも知っていることを話してくださいね」

　花のように微ほほ笑えむイリステラを、大男は呆あきれたような顔で眺ながめる。斧おのを地面に放り捨て、禿とく頭とうの後ろで手を組みながら、彼はアッシュたちを、胡う散さん臭くさそうに見み渡わたした。

「……あんたら、なんなんだ、いったい？」

　ティリエルは肩をすくめて答えず、その代わりにもう一本、縄を取り出した。




　　　　◆




「それで、その『本隊』っていうのは、どれくらいの規き模ぼなの？」

「ふん。さあな」

「……『本隊』は今どこにいるの？　アンタらは見張りなのね？」

「どうだったか。忘れちまったな」

　武芸に長じているとはいえ、ティリエルには尋じん問もんの才能はないようだ。縛り上げた男たちからどうにか情報を引き出そうとするが、とても成功しているとは言えなかった。

「……どうやら、痛いたい目を見なくちゃわからないようね」

　こめかみをひくつかせながら、ティリエルはレイピアを抜いた。木剣ではない、本物の金属の光に、質問をはぐらかしていたバンダナの男は、慌あわてたようにイリステラを見た。

「ま、待て！　──おい、そっちのあんた、なんとか言ってくれよ！　なんたら王家の名にかけて、おれたちの安全は保証してくれるんだろ!?」

「うっさい！　それはアンタらが質問に答えたらの話でしょ!!」

「大人しくしてたらっていう約束だっただろうが！　見ろ、大人しくしてるじゃねえか！　仲間を売るつもりはねえけどな！」

　バンダナ男は胸を張った。彼らは盗とう掘くつ団だんだが、それなりのプライドは持っているらしい。縛しばられながらも、大男は毅き然ぜんと背を伸のばしてイリステラを見つめる。

「あのな、お嬢じようちゃんがた。確かにおれらはコソドロの集まりかもしれねえが、仲間の居場所を売るようなマネはしねえんだよ。気にいらないなら、拷ごう問もんなりなんなり、好きにしな」

「ごうもん……？」

　イリステラがぽつりとつぶやき、ティリエルはぴくりと表情を動かした。アッシュはわけもなく不安に駆かられる。そんなことをするはずがない──という考えは、彼女たちが持つ性せい癖へきの前に、呆あつ気けなく吹き散らされてしまう。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、アッシュがそのあいだに入った。

「と、とにかく。今はどうするかを考えるほうが先決ですよ。この人たちはなんとかなりましたが、『本隊』なんていうのがやってきたら、どうしようもできませんよ」

　その指し摘てきに、イリステラは沈ちん黙もくし、ティリエルは同意する。

「アッシュの言うとおりだと思います、イリステラさま。いったん城に戻って、ドル・ドーザ伯はく爵しやくに報告しましょう。こいつらだって、軍隊が来ると知れば逃げるはず。まず追い散らしてから、あらためて宝物庫を見つけ出せばいいじゃないですか」

「………………」

　イリステラは沈ちん黙もくし──そして、懐ふところから白い杖つえを取り出した。

「──イリステラさま？」

　ティリエルの疑問の声を、聞くともなくイリステラは足を踏ふみ出だす。三人の男たちの前で、素早く杖を振ると、空中に黄金に輝かがやく魔ま法ほう陣じんが現れた。『施せ術じゆつ』の日に見たものと同じ、『神陣様式ピクトグラム』による魔法陣だ。赤子に対して施ほどこしたものと似た模も様ようが描かれている。

　長方形の布のような『神陣様式』を、イリステラは優ゆう雅がに杖を振るって三分割した。怪け訝げんに眉まゆをひそめる男たちの前に、それぞれ一枚ずつ輝く布が現れたことになる。

　イリステラは杖の先せん端たんで、ちょん、ちょん、ちょん、とそれを押す。と、魔法の布は空中を滑すべるように移動し、男たちの口元に張りついた。

「《範囲麻痺マス＝パラリシス》」

　イリステラが発動のきっかけとなる『霊唱様式スペルワード』を口にすると黄金の魔法陣は眩まばゆい光を放ちながら、男たちの唇くちびるに吸い込まれていき、

「──────、!?　～～～～～～っ!!」

　男たちは、なにも喋しやべれなくなってしまった。

　杖をしまい込みながら、イリステラは言う。

「少し口を封じさせていただきます。やらなくてはならないことがありますので」

　ティリエルは顔を曇くもらせた。

「……まさか、イリステラさま」

「ドル・ドーザに頼ることは簡単です。しかし、今から城に戻り、軍を率ひきいて舞まい戻もどるとなれば、かなりの時間がかかってしまうでしょう。そのあいだに、彼らの『本隊』が宝物庫を襲おそってしまったらどうするのですか」

「しかし──！」

　なおも言いつのろうとするティリエルを、イリステラは毅き然ぜんとした表情で押しとどめ、

「もう決めたことです、ティリエル。この聖せい堂どうにある魔ま法ほうの短剣を得ることは、ドル・ドーザに打ち勝つために欠かせないことなのです。わたくしにとっては、そちらのほうがずっと憂ゆう慮りよすべきこと」

　それから、イリステラはアッシュの傍そばに近寄り、

「どうしてもというなら──ティリエル、あなただけで城に戻ってドル・ドーザに報告なさい。わたくしの身は、アッシュが守ってくれますから」

　ティリエルの顔色が瞬しゆん時じに変化した。

「ッ!?　じょ、冗じよう談だんじゃありません！　アッシュなんかに、姫さまの御おん身みを任まかせておけるものですか!!」

　眉まゆを逆立て、大声をあげたティリエルに、イリステラはにっこりと微ほほ笑えみ、

「そう。それなら、あなたもわたくしと一緒に来てくださいな、ティリエル」

　それだけを言って、聖堂の奥おくへと歩いていってしまった。

「……うう～……！」

　悔くやしそうにうなり、嫉しつ妬とに満ちた眼まな差ざしでアッシュをにらみつけると、ティリエルは小走りにイリステラのあとを追いかけた。

「…………まあ、あなたがたには申もうし訳わけありませんが、そういうことで」

　こちらも不満げに、自分のことを見上げる男たちの身体からだを、アッシュは引きずるようにして物もの陰かげに隠かくした。『本隊』が戻ってきたとき、彼らのことを見み逃のがすとも思えないが、その辺に放置しておくわけにはいかない。

　その作業を終えると、アッシュも同じように、聖堂の奥へと進んでいった。




　　　　◆




「……おそらく、盗とう掘くつ団だんの『本隊』は、迂う回かい路ろを探しているのだと思います。この書物に書かれていることが確かなら、宝物庫へ続く道にはいくつもの『試練』があるらしいですから、正当でない客人は入ることもできないでしょう」

『クィンストラウス秘ひ史し』を読み解きながら、イリステラはそんなことをつぶやいていた。

　聖堂は、全体的に大きな円形をしている。入り口の広間から、左の道を選んだアッシュたちは、長く緩ゆるやかにカーブを描く通路を歩いていた。

　横から本を覗のぞき込こみながら、ティリエルが疑問を発する。

「『試練』、ですか？」

「王家のものであることを証明するための『なにか』らしいのですけれど、詳くわしいことは書いていないのです。この通路の先に、聖せい堂どう中央の宝物庫へと続く扉とびらがあり、そこに『試練』が待ちかまえている──としか、書いてありません」

　ぱたり、と本を閉じて、イリステラは胸をそらす。王家の名を背に負う栄えい誉よに、普段は穏おだやかなイリステラの白い顔が、得意に満ちた表情を浮かべる。

「わたくしはまごうことなき王家の血筋、このクィンストラウスを統すべる定めを刻きざまれたものです。アッシュ、ティリエル、大船に乗ったつもりで任まかせてください」

「……はあ……」

　アッシュの返事が生なま煮にえなのは、その『試練』とやらを突とつ破ぱできるか否いなかより、もっと現実的な危険が近くに潜ひそんでいるからだ。

　盗とう掘くつ団だんの『本隊』。彼らの動きを推すい測そくする。イリステラの言葉が確かなら、王家と関わりのない彼らは『試練』を突とつ破ぱできず、他の場所から宝物庫に侵しん入にゆうできないかと、この辺りを探さぐり回まわっていることだろう。

　その彼らの目を盗ぬすんで、自分たちが『試練』をくぐり抜け、財宝を手にして安全に逃げ出す──というのは、いかにも現実感がないように思えた。

　しかし、イリステラはノリにノっている。

「いったい、どのような『試練』なのでしょうね？　わたくしの父ふ祖そがしつらえたものですから、きっと公平で、神しん聖せいで、わたくしたちの魂たましいをつぶさに見み極きわめる──そんな素す晴ばらしいものに違いありませんわ」

　誇ほこらしげに笑うイリステラは、なんだかはしゃいでいるようだった。ティリエルは無言のままアッシュの横に並び、アッシュは小声で尋たずねる。

「なんか、イリステラさま、変じゃないか？」

　ティリエルはため息をつくような声で、

「あの人、こういうの好きなのよね」

「こういうのって？」

「冒ぼう険けんよ。ずっとやってみたかったみたい。昨日も夜遅くまで、勇者がお姫さまを助けたり英えい雄ゆうが怪かい物ぶつをやっつけてお宝を強ごう奪だつするお話を読みふけっていたわ」

　……これは『お話』ではないのだが。

「まあ、でも、平気よ。イリステラさまの身の安全は、保ほ証しようされてる」

「？　どうして」

「あたしがいるからね。未み熟じゆく者もののアンタじゃなく、このサージッド＝《エルド》＝ティリエルが、姫さまの身をお守りするから！　だから調子に乗るんじゃないわよ、アッシュ！」

　ティリエルも冷静ではないようだ。先ほどの「わたくしの身はアッシュが守ってくれます」という一言が効いたのか、ティリエルは嫉しつ妬とを剝むき出だしにしてアッシュをにらみつけてくる。アッシュは味方が誰だれひとりいない孤独を嚙かみしめながら、松明たいまつを手に足早に進んでいった。

　どこまでも続く半円アーチの通路を歩いていくと──その部屋に行き当たった。

　天井部分が半球状ドームになっている大きな部屋だ。天てん頂ちよう部分は円まるくくり抜かれ、森の清せい浄じような空気と、暖あたたかな陽光が差し込んできている。上からの光を全体に満たす作りになっているらしく、薄うす暗ぐらい通路に慣なれた目には、その部屋がやけに眩まぶしく感じられた。

「……ここが？」

「ええ。第一の『試練』、『忍にん耐たいの試練』です」

　力強く頷うなずいて、イリステラは右に目を向けた。

　この丸部屋には三つの扉とびらがある。ひとつはアッシュたちがやってきた通路に続き、もうひとつは反対側の通路に続いている。

　そして、もうひとつは──この聖せい堂どうの中ちゆう枢すう、円の中心に続く、大きな扉だった。

　朽くち果はてた聖堂の中で、その扉だけは真新しく、陽光を受けて白く輝かがやいているようだった。両開きの扉だが、のっぺりとした表面には、取っ手らしきものはどこにも見当たらない。

　アッシュは扉の上方に、女性の胸きよう像ぞうが飾かざられていることに気づいた。白い鷲わしの印いん章しようを背後に掲かかげ、眠るように目を閉じて、無表情に唇くちびるを引き結んでいる。その面おも差ざしは、どこかイリステラに似ているように見えた。

「どうやって開けるんですか、これ？」

「それを試ためすから、『試練』なのですよ、ティリエル」

　澄すました顔でそう返して、イリステラは扉の前に立ち、ゆっくりと手を上げた。『宣せん誓せい』をするような姿し勢せいだが、その手には指ゆび輪わが光っている。

　マリアベラから受け取った、宝物庫へと至るための『鍵かぎ』だ。

　低く、歌うような声が、イリステラの口から紡つむがれる。




　わたしの声を聞きなさい　守りしもの　守られしものよ

　草と小麦の大地を統すべる　王の血筋の名に於おいて

　冷たく固いその腕うでを　迎むかえるために開け放ち

　白いその目を見開いて　わたしの光を見つめなさい──




　ブン、という、低くうなるような音が、どこからともなく響ひびいた。

　扉の表面に、鈍にぶく光る文字が浮かび上がる。それと同時に、本来なら取っ手があるべき場所に、二本の『手』が生えてきた。本物と見まがうほど精せい巧こうな、大理石の手の彫ちよう像ぞうだ。上に飾られた胸像の女性が、アッシュたちに手を伸のばしている──そういうふうに見える。

「ふむふむ、なるほど」

　イリステラは扉とびらに浮かんだ文字を見て、しきりに頷うなずいている。なんと書いてあるのかは、アッシュには判読できない。『魔源マナ』を吸収するために誂あつらえられた、特とく殊しゆな意味を持つ文字──『魂刻様式ルーングリフ』だ。

「これ、なんて書いてあるんですか？」

「この扉を開ける方法が書いてあります。アッシュ、手伝ってくれますか？」

　やけに嬉うれしそうな、イリステラの顔を見て──

　なぜか、いやな予感がした。

　それは、『鍵かぎ』を渡わたすとマリアベラが約束してくれたときと、よく似た感覚だった。自分はなにかを見落としている──そんな、足元が崩くずれるような感覚が生まれる。

　とはいえ、今この場で断る理由はない。アッシュはのろのろと頷き、

「ええ、それは、もちろん──でも、なにをするんですか？」

「大丈夫、とっても簡単ですから！　この手を握にぎるだけでいいのです。それで、『忍にん耐たいの試練』を通り抜けることができるはず」

　アッシュは石造りの『手』を見つめる。握あく手しゆを求めるように、その『手』は半ば開かれていた。訝いぶかしく思いながらも、近づいて握ろうとすると、イリステラが思い出したように、

「あ、そうだ。アッシュ。声をあげてはいけませんよ」

「…………？」

　たかが石の『手』を握るだけなのに、なぜ声を出さなくてはならないのか──という疑問は、握り締めた瞬しゆん間かん吹っ飛んで消えた。

「あっぢいいいいいいい!?」

　生物の本能として、思わずその手を離はなしてしまう。見た目はただの石のようなのに、触さわってみると飛び上がるほど熱されていた。思わず手をぶんぶんと振り回して、火傷やけどしていないかを確かく認にんするが──不ふ思し議ぎなことに、腫はれてすらいなかった。

　ブン、と再び音が響ひびいた。顔を上げると、『魂刻様式』の真下に赤く輝かがやく×印が浮かび上がっていた。『試練』に失敗した、ということだろうか。ティリエルが、わけもわからず目をぱちくりさせる。

「え、な、なに？　なにが起きたの？」

　一方でイリステラは、すねたように唇くちびるをとがらせ、

「もう、いけませんよアッシュ。最低でも十秒は、あの手を握りつづけなくてはなりません。それも、一声も漏もらさず」

　ばっとアッシュはイリステラを振り向き、その顔をにらみつけた。青い瞳ひとみはきらきらと輝き、恋に落ちた乙おと女めのように頰ほおを紅こう潮ちようさせて、イリステラはアッシュの痛いたがる様を見つめている。アッシュは口をぱくぱくとさせ、

「い、イリステラさま、あなたというお人は──！」

　非ひ難なんの言葉を探していると、イリステラは途と端たんに困った素そ振ぶりを見せ、

「どうしましょう。アッシュ、あなたにはできませんか？　手を握にぎりつづけることが」

「でっ、できるわけないでしょう!?　ご自分でやってみたらいいじゃないですか、ものすっごく熱いんですから！」

「大丈夫です。あの『手』にかけられているのは《熱痛スカルド》という魔ま法ほうでして、熱も痛いたみも本当のものではありませんから。あとに怪け我がが残るということもありませんよ」

「そういう問題じゃないですよ！」

　ぱちぱちと、イリステラは瞬まばたきをした。どうしてアッシュが怒おこっているのかわからない、というふうに。

　それから──彼女は、傍かたわらに立たち尽つくす、ティリエルに目を向けた。

「そうですか……アッシュができないなら、仕方ありませんね、ティリエル」

「へっ？」

　しゃっくりのような声を漏もらし、ティリエルはイリステラを見返す。しかし、引っ込み思案の子供のように、すぐに目をそらしてしまった。もじもじと指を絡からめ合あわせ、何かを期待するかのように、その顔が上気しはじめる。

　そんな彼女に、イリステラはヘビのようにゆらりと近づき、

「ねえ、ティリエル。あなたは──して、くれますか？　わたくしのために。あの手を、強く強く握り締めることが、あなたには、できますよね？」

　イリステラの青い瞳ひとみが妖あやしく輝かがやき、ティリエルの赤い瞳が期待に濡ぬれる。

「……あ、あたしは、イリステラさまのご命令でしたら、どんな苦く痛つうでも──！」

　震ふるえる唇くちびるを開いて、ティリエルは肯こう定ていの言葉を口にしようとして、

「やっ、約束！　忘れてませんよね！」

　アッシュが割って入った。どんな理由があっても、二人の『遊び』を許すつもりはない。

　しかしイリステラは、ほんとにもうムカつくくらい嬉うれしそうな笑顔で、

「いやですわ、アッシュ。これは、魔ま法ほうの短剣を手に入れるために必要な手順ではありませんか。約束に抵てい触しよくするはずがありません。それに、そもそもアッシュができないというから、代わりにティリエルがやらなくてはならないわけで」

「うっ……！」

　にこにこして、イリステラはアッシュの反応を見定めている。彼女は明らかに、この状じよう況きようを楽しんでいた。いやがるアッシュに痛みを押しつけるのも楽しいし、久しぶりにティリエルに『お仕置き』をしてもいい──イリステラにしてみれば、どちらに転ころんでもおいしい光景が見られるだろう。

　ティリエルが胸に手を当ててつぶやく。

「ね、ねえ、アッシュ。気にしなくていいよ。あたしだったら、別に大丈夫だから──」

　むしろ大だい歓かん迎げいと、その表情が如によ実じつに物語っている。アッシュは覚悟を決めた。もはや行動で意思を示すしかなく、そして行動には一定量の覚悟を必要とした。

　ティリエルを押しのけるようにして、アッシュは扉とびらの前に立つ。灰色の後頭部に、羨せん望ぼうに満ちたティリエルの眼まな差ざしと、期待に溢あふれるイリステラの視線が突き刺さってくる。

　それを無視しながら、アッシュはおもむろに、石造りの『手』を握った。

「ぐッ、────────はッ、～～～～～～～～～ッ!!」

　湧わき上あがる痛いたみの悲ひ鳴めいを、喉のどの奥おくに吞のみ込みながら、アッシュは《熱痛スカルド》に耐たえた。熱した鉄の棒を握にぎり締しめているような感覚だが、強く覚悟を決めれば、決して耐えられない痛みではない。

　あとは声を出さないようにするだけだが──これが、思いのほか辛つらかった。イリステラの言葉どおりなら、一定以上の声量を出してしまえば、『試練』は失敗としてカウントされるだろう。これを作った人間が、なんだってこんな仕組みにしたのかはわからないが、声を漏もらすにしても最低限に抑おさえなくてはならない。間違っても、大声を出しては、

「もう少しですよ！　がんばって、アッシュ!!」

　ブン、という音と共に、扉に浮かぶ赤い×。

「イリステラさまっ!!」

「あらごめんなさい。ついうっかり」




　──というようなことを、三回ほど繰り返すと、ようやく扉が開いた。

「はー、はー……や、やっと開いた……」

　手を押さえ、荒く息をつきながら、アッシュは切れ切れに声を落とす。手のひらを軽く握り締めるが、恐おそるべきことに感覚がなかった。痛みのあまり感覚が麻ま痺ひしてしまっただけだ、と思いたかった。

　一方、その元凶であるイリステラは、わざとらしく気き遣づかわしげな表情を浮かべながら、アッシュの額ひたいに浮かんだ汗をハンカチで拭ぬぐい、

「ご苦労さまです、アッシュ。しかしだいぶ時間がかかってしまいました。盗とう掘くつ団だんがやってくる前に、早く次の試練に進まなくてはなりませんね」

「だっ、誰だれのせいだと思ってるんですか!?」

「アッシュのせいではありませんよ。ですから、どうか気にしないで」

　慈じ愛あいに満ちた笑えみと共に、アッシュの灰色の髪かみを撫なで、イリステラは鼻歌交じりに扉の奥おくへと歩き出した。ティリエルは欲求不満の表情でイリステラの傍そばにまとわりつき、「次、次はあたしがやりますから！」と主張している。

　彼女たちが扉の奥に消えてから、アッシュは深く息を吐はいて、歩きだそうとした。

　そのとき、アッシュはあることに気づいて、足を止めた。

　扉とびらの上方を見上げたアッシュの頭に、ある疑問がじわりと広がる。

　それまでにも感じていた疑問。しかし、口にしたところで答えが出るはずがないとわかりきっているため、頭の片かた隅すみに封ふうじ込こめていた疑問。

　──なぜ王家の人間は、こんな『試練』にしたのか？

　その答えの一いつ端たんが、扉の上方に高々と掲かかげられていた。

　そこに飾かざられた、イリステラに似た面おも差ざしを持つ女性の彫ちよう像ぞう。先ほどまで無表情に眠っていたはずの彼女が──にこやかな微ほほ笑えみを浮かべていたのだ。

　アッシュを見守っていたイリステラと、それは、まったく同じ表情だった。




　　　　◆




　第二の『試練』は、『束そく縛ばくの試練』と銘めい打うたれていた。

　第一の『試練』と同じような扉。取っ手のない白い表面に、鈍にぶく光る『魂刻様式ルーングリフ』が浮かび上がっている。アッシュは『魂刻様式』の知ち識しきはないが、第一の『試練』のものとは別の文章が書かれているということは、かろうじてわかった。

「イリステラさま、なんて書かれているのか、わかりますか？」

　アッシュがそう尋たずねると、イリステラはこくりと頷うなずいて、

「ええ、詳くわしくは書かれていませんが──これに腰こしかけると、『試練』が始まるようですね。そう、書いてあります」

　そう言って、彼女は扉の前にある、向かい合わせの二つの椅い子すを指差した。

　ぱっと見て、二つの椅子には違いがないように思えた。しかし、よくよく調べると、椅子の背後に小さく文字が書かれていることに、三人は気づいた。こちらは『魂刻様式』ではなく、アッシュにも読み解ける通常言語だ。

　それぞれの椅子の後ろに回ったアッシュとティリエルが、書かれている文字を読み上げる。

「……こっちには、『臣』って書いてあるわ。そっちは？」

「『主』だ。ということは──こっちが、王族の座る席でしょうね」

「わかりました」

　イリステラは頷いて、神妙に『主』の席に座った。片方の席は埋まったとして、問題はもう片方だ。

「あ、あたし！　今度こそ、あたしが座りますからね、イリステラさま！」

　勢いきおい込こんでティリエルがそう叫び、『臣』の椅子に手をかけた。アッシュはそれを黙もく然ぜんと見つめている。第一の『試練』と同じようなことが起きるなら、正直なところ、自分は二度とやりたくない。ティリエルがやりたいというのなら、どうぞと勧すすめたいところだ。

　しかし──それは、二人の『遊び』を黙もく認にんすることにならないだろうか？

　二度とあんな不毛な『遊び』をさせないと誓ちかった約束に反するのではないか？

　騎き士しである自分が、痛いたみを恐おそれてそうすることが、本当に正しいことなのだろうか──？

「待ちなさい、ティリエル」

　今にも椅い子すに腰こしかけようとしていたティリエルを、イリステラの言葉が押しとどめた。ティリエルは不満そうに、

「なんですか──まさか、またアッシュにさせるおつもりですか!?」

「それは、アッシュに決めてもらおうと思います。どうしますか、アッシュ？　今度はティリエルに『試練』を任まかせますか？　それとも──今度もあなたが、わたくしと一緒に、この『試練』を乗のり越こえてくれますか？」

　アッシュは言葉に詰つまる。やりたいか、と言われれば、やりたくないに決まっている。どこの誰だれが、好きこのんであんな苦く痛つうを味わおうというのか──

「ずるいですよ、イリステラさま！　アッシュはさっきやったじゃないですか、今度はあたしの番のはずじゃないですか!?」

　まあ、こいつは別として。

　乞こうようなティリエルと、それを見つめるイリステラの笑顔を目の当たりにして、アッシュは決意した。

「……ぼくがやります、イリステラさま」

　その一言に、イリステラはにっこりと微ほほ笑えみ──ティリエルは、怒いかりの形ぎよう相そうでアッシュの前に立ちふさがった。その片手はレイピア（本物）の柄つかに置かれている。殺す気か。

「なんでよ」

　ティリエルが唐とう突とつに口を開いた。「なんでアンタばっかりいい目に合うのよ」という意味だろう。唇くちびるをとがらせて、すねたようににらみつけるティリエルの表情は、ごちそうを取り上げられた子供のそれである。

　軽いめまいを覚えつつ、アッシュは表情を引ひき締しめて、

「きみを座らせると『約束』に抵てい触しよくする。ぼくはそれを許すわけにはいかない」

　ティリエルは頰ほおを赤らめて、それでも諦あきらめきれないのか、ずいっと顔を近づけて食い下がってきた。イリステラに比べればまだしも常じよう識しきを持っていると思っていたのだが、それはアッシュの過大評価だったようだ。

「べっ、別にあたしは、イリステラさまにいじめられたくてやろうとしてるわけじゃないわよ。ただ、ほら、アンタの身を気き遣づかって──」

「そう、それはどうもありがとう。でも大丈夫だ。きみこそ女の子なんだから、あまり無理はしないほうがいい。痛い目は、ぼくが引き受けるからさ」

「……ううう～～～～～っ……」

　唇を嚙かんで、悔くやしそうなうなりを漏もらして、ティリエルは最後の希望に縋すがるように、イリステラのことを見た。その表情こそがイリステラにとっての大好物のようだった。つやつやと輝かがやく笑顔で二人を見つめて、イリステラは宣言する。

「わたくしの言ったことは変わりませんよ、ティリエル。どちらが座るかを決めるのはアッシュです。わたくしは、アッシュの決断に従います」

「…………ああ、そうですか！　どうぞ、ご自由に！」

　ヤケクソ気味にそう叫んで、ティリエルはずかずかと椅い子すから離はなれ、壁かべ際ぎわで膝ひざを抱かかえてしゃがみ込んでしまった。爪つめを嚙んで、嫉しつ妬とに満ちた眼まな差ざしでアッシュを見つめる。それとは対照的に、イリステラはそれはそれは楽しそうに、アッシュのことをじっと見守っている。

　おかしい。

　この王国の、姫さまのために犠ぎ牲せいになろうとしている自分が、どうしてこんな仕打ちを受けなければならないんだろう。

　まあ、今さらそんなことを言っても仕方がない。アッシュはイリステラに向かい合って、『臣』の椅子へと腰こしを下ろし──

　その瞬しゆん間かん、手すりと背もたれと脚がぱかりと開き、中から鉄の輪わが飛び出してきた。

「ぐえっ」

　あっという間に全身を捕つかまえられて、アッシュは身動きもできなくなってしまう。いやな予感が強くなり、というよりも、それはほとんど確信となってアッシュの心を覆おおった。ああ、また酷ひどい目に遭あうのか、という諦あきらめが全身に染しみ渡わたっていき──

　ブン、という音に、アッシュはびくりと身体からだを震ふるわせた。

　しかし、変化はアッシュではなくイリステラのほうに起こっていた。目を丸くして、束そく縛ばくされたアッシュを見つめているイリステラの眼前に、『魂刻様式ルーングリフ』が浮かび上がったのだ。同時に手すりからは一本の杖つえが差し出される。

　イリステラはそれを取り、難しい顔で『魂刻様式』を読み解きはじめた。

　不安に駆かられて、アッシュは恐おそる恐る、

「……あの、イリステラさま、それ、なにが書いてあるんですか？」

　イリステラは眉まゆ根ねを寄よせながら、慎しん重ちように口を開き、

「ある種の……問題です」

　その二人を、ティリエルが膝を抱えたまま、じっとりと見つめている。

　問題ということは、これはなにがしかの知ち識しきを証明するための『試練』なのだろうか。そのためになぜ片方を縛しばらなくてはならないのか、その意味がさっぱりわからなかったが、それでもアッシュは安あん堵どした。イリステラの聡そう明めいさは、世に広く知れ渡っているからだ。彼女に解けない問題など、そうそうあるはずがない。

「………………」

　それでも、イリステラは難しい顔をして考え込んでいる。さすがに財宝を守る『試練』は、一ひと筋すじ縄なわではいかないのだろう。

　イリステラの白い杖つえが、空中の文字の一いつ箇か所しよを、とん、と叩たたいた。

　その瞬しゆん間かん、ポン、という音が降り注いできた。扉とびらに刻きざまれる光の文字、その下に、青く輝かがやく○印が浮かび上がる。

「や、やりましたね。これ、正解っていうことでしょう？」

　ほっと息をつくように、アッシュがそう語りかけると、

「……そうですね。どうやら、そのようです」

　イリステラは、静かな声でそう返した。

　続いて次の問題が空中に浮かび上がる。イリステラはそれを一いち瞥べつして、瞬まばたきを二度して、今度は迷うことなく文字の一箇所を叩いた。

　ブン、という音が響ひびき、青い○の隣となりに赤い×が浮かび上がった。

　瞬間、アッシュの全身を縛しばりつける鉄の輪わが、一段階内側に引き込まれた。

「がっ!?」

「ああっ、間違えてしまいました！」

　アッシュはイリステラと知り合ってから日が浅い。それでも、彼は王女イリステラの本性をよく知る人間だった。アッシュの生存本能は、今し方のイリステラの言葉を、『真まっ赤かな噓うそ』と認にん定ていした。

　再び空中に文字が浮かび、イリステラは特に迷う素振りも見せずに選せん択たく、ブン、という音と同時に赤い×。再び鉄の輪が締まり、「ごふっ」と肺から空気が漏もれる。段々苦しくなってきた。アッシュは身体からだを（といっても、ほとんど束そく縛ばくされているが）暴あばれさせ、

「ちょ、ちょっと姫さま!?　本当に真ま面じ目めにやってますか!?　これ、わりと本気でキツイんですけど──あぐっ」

　ブン、ブン、と連続で同じ音が響き、赤い×は合計で四つになった。良い感じに締まってきたが、それを見つめるイリステラは、

「ごめんなさいアッシュ（ブン）、でもこの問題、本当に難しくて（ブン）──わたくしの浅せん学がくでは、どれくらい解けるかわかりません！（ブン）」

「その割には全然迷ってませんけど!?　なんて書いてあるんですか!?」

「いや、それはちょっと。口で説明するのは難しくてですね、」

「…………『皿の上にリンゴが五つあります。シェルアリラちゃんはそのリンゴを三つ食べてしまいました。さて、残りはいくつ？』」

　ぼそり、と。

　冥めい界かいの奥おくから響くような暗い声が聞こえた。かろうじて自由になる首を動かして、そちらに目を向けると、ティリエルが暗く錆さび付ついた嫉しつ妬との笑みを浮かべて、二人を見上げていた。

　イリステラの動きがぴたりと止まる。ティリエルは、捨てられた恋人のような表情で、

「あたしが、どれだけ長いあいだお側そばにいると思っているんですか？　魔ま法ほうは使えませんけど、その程度の『魂刻様式ルーングリフ』でしたら、読み解くことはできます」

「……本当ですか？　イリステラさま」

　つつ、とイリステラの視線が横にそれた。白い頰ほおに、汗が一ひと筋すじ流れていく。
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「…………本当、なんですね？」

　じっとりとした空気が、荘そう厳ごんな『束そく縛ばくの試練』の間に漂ただよい──

「そのような事実は一切ございません（ブン）」

「やっぱりわざとじゃないか!!　あんた真ま面じ目めにやる気あんのか!?」

　相手が王族であることも忘れ、アッシュは大声で食ってかかり──さらにもう一段階、喉のど元もとの鉄の輪わが内部に引き込まれ、言葉ひとつ発することもできなくなってしまった。




　結局。

　子供でも解けるような簡単な算数問題において、クィンストラウス王国の王女イリステラ・クィンストラウスは、十問中八問が不正解という驚きよう嘆たんすべき成績を叩たたきだした。

　表に出れば末代まで語かたり継つがれそうな醜しゆう聞ぶんだが、当のイリステラは満足げにほっこりしていた。「お腹いっぱい、しあわせです」と、その顔が物語っている。

　しかし、なによりも不可解なのは──

「……なんで、あれで開くんだよ……!?」

　赤く跡あとが残った首くび筋すじをさすりながら、アッシュはあまりの理り不ふ尽じんさにそううめいた。提示された問題の、八割を間違えたのに、なぜか白い扉とびらは音もなく左右に開いたのだ。

「これはやはり、神しん聖せいなこの場所が、わたくしの王族としての正当性を認みとめたということなのではないでしょうか？」

「ちょっとすいません、イリステラさまは黙だまっててください」

　トゲのある口調になってしまうのは致いたし方かたない。それが許されるくらいの仕打ちは受けたはずだ。イリステラもさすがに気まずそうに、

「はい……」

　としょげかえり、黙り込んでしまった。

「そんなこと、話し合ってたってわかるわけないでしょ。さっさと先に進むわよ」

　そう言ったのはティリエルだ。彼女を傷心から立ち直らせたのは、イリステラが先ほど漏もらした「次が最後の試練です」という一言だった。

「次こそは、絶対に、あたしが受けるんだから……！」

　唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめて、ティリエルはうなるような声でそうつぶやく。前を見み据すえる赤い瞳ひとみに浮かぶのは、濃のう厚こうな期待の色だ。『忍にん耐たい』も『束そく縛ばく』も、ティリエルにとっては、これ以上ないご褒ほう美びに見えたらしい。最後の試練──『絆きずなの試練』は、さぞかし素す晴ばらしいものに違いないと信じながら、ティリエルは扉の奥おくに、ずんずんと歩を進めていった。

　それを見つめながら、アッシュは暗い確信を、捨てられないでいた。

　第一の試練と同じように、扉の上方に飾かざられていた女性の像ぞう。無表情だったはずの彼女が、扉が開いた今、にこやかな微ほほ笑えみを浮かべていたからだ。




　　　　◆




　白く、冷たく、冴さえた空気が、アッシュの頰ほおを撫なでた。

『絆の試練』を行うための部屋は、他の二つとは大きく異なっていた。

　部屋の中には、大気中にある『魔源マナ』を汲くみ出だして、半永久的に稼か働どうしつづける高度な魔ま法ほう装そう置ちがある。四つの柱に取り付けられた魔法の照しよう明めいは、その中央にある高台を照てらしだしている。

　そして、その向こうに、巨大な扉が見えた。

　以前の二つがのっぺりとした表面だったのに比べて、その扉には精せい密みつな装そう飾しよくが施ほどこされている。翼つばさを広げた白い鷲わしの紋もん章しよう──クィンストラウス王家の紋章だ。

「……この先が、宝物庫です」

　さすがに、イリステラの口調も真剣味を帯おびている。アッシュも表情を引ひき締しめて、頷うなずいた。宝物庫に眠る魔ま法ほうの短剣を得るために、あんな──あんな！──受けなくてもいい苦痛を味わったのだ。それを思うたびに、しずしずと前を歩くイリステラになにか言いたくなるが、アッシュは口を噤つぐんでそれを押し殺した。代わりに、暗い声で尋たずねる。

「……『絆きずなの試練』というものは、どんなものなんですか？」

　イリステラは、『クィンストラウス秘ひ史し』を軽く掲かかげ、

「この本には、『絆の試練』はこれまでの中でも、もっとも大切なものだと記されています。これまでの『試練』をくぐり抜けてきた主従の、本当の絆が試ためされる場所なのだと」

「えっ!?　そ、それってまさか、アッシュじゃないとだめってことですか!?」

　ティリエルが弾はじかれたように振り返り、焦あせりに満ちた声で叫んだ。

「そこまでは書いてありませんね。ただ──あちらの『魂刻様式ルーングリフ』は、ティリエルも読めるのですよね？」

「ええ、あれくらいなら──、っ！」

「あの通りの手順を行わなければならないのですが──試してみますか、ティリエル？」

「……は、はい。イリステラさまの、仰おおせのままに……」

　アッシュは目を瞬またたかせた。

　なにがなんだかわからない。二人が見つめているのは、扉に浮かんでいる、光る『魂刻様式』のことだろう。そこに記されている文章の意味がわからないのはアッシュだけだ。

　自分が知らないまま、事じ態たいが致ち命めい的てきに進行していくような感覚。

　ゆらりと歩調を揃そろえて、高台に近づこうとしている二人の背中に、アッシュは尋ねた。

「待ってください。あれ、なんて書いてあるんですか？」

　ティリエルが立ち止まり、振り返った。その表情に浮かぶ、この上もない優ゆう越えつ感かんに、アッシュの心を暗い影が覆おおう。これは、まず間違いなく、ロクなことではあるまい。

「ふ、ふん。アンタに言ったところでどうしようもないでしょ！　そこで大人しく、じっくりと、見ていることね！」

「実じつ践せんしながら説明しましょう。あそこにはこう書いてあります──

『従うものよ　高き御ぎよ座ざに跪ひざまずき　汝なんじの主人の声を聞け』」

　ティリエルは言われたとおり、高台に両りよう膝ひざを突いた。その前に、イリステラが回り込む。ちょうど、ティリエルがイリステラを拝おがんでいるような格好だ。

　アッシュの顔が、ぴくりと引きつった。

「次はこう──

『従うものよ　高き御座に手を突いて　汝の主人にすべて委ゆだねよ』」

　ティリエルは言われたとおり、高台の上に両手を突いた。──ちょうど、四よつん這ばいになっている格好だ。ティリエルは上気した顔でイリステラを見上げ、イリステラは慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしでティリエルのことを見つめる。

　アッシュの頰ほおを、生ぬるい汗が伝った。

「そして、最後にはこうです──

『従えるもの　汝なんじの従者の願いを聞き　欲ほつするものを与えよ──』」

　イリステラがそう唱となえた瞬しゆん間かん、彼女の脇わきの柱が開いた。中の空くう洞どうを覗のぞき込こむと、イリステラは晴れやかに微ほほ笑えんだ。手を差し込み、そこから取り出したのは──

　一本の、馬ば上じよう鞭むちだった。

　アッシュは唐とう突とつに死にたくなった。

「それでは──ティリエル。クィンストラウス王家の名に於おいて、あなたを、お仕置きいたします♪」

　そのつぶやきが、最後のひと押しになった。

　期待に満ちたティリエルの背中に、今にも鞭を振り下ろそうとしているイリステラに、アッシュはつかつかと近づき、その手から鞭を奪うばい取とった。お楽しみを突然邪じや魔まされて、イリステラは驚おどろいたような表情になる。

「なっ、なにをするのですかアッシュ！」

「それは、こっちの台詞せりふです」

　低く押し殺したアッシュの声に、イリステラは気け圧おされたように後ずさった。ティリエルでさえも、ちょっと怯おびえたようにアッシュのことを見上げている。それくらい、アッシュが纏まとっている気配には殺気じみたものが混じっていた。

　大きく息を吸い込み、一言一言区切るようにして、アッシュは大声で叫んだ。

「なんで・こんなものが・出てくるんですか!?」

　イリステラは、まるで不当な怒いかりを受けたかのようにおろおろと戸と惑まどい、

「な、なんでと言われましても、そう書いてあるのですから仕方ないではありませんか」

「ですから！　ぼくが言いたいのは、どうしてさっきからずっと、イリステラさまを喜ばせるような『試練』が続いているのかっていうことです！　こんなのおかしいじゃないですか!?　これじゃ、まるで──」

　そこまで叫んで、アッシュはぴたりと口を閉じた。

　いや。本当は、自分にもわかっているのだ。どうしてこんな『試練』ばかりが続くのか。どうして『試練』を終えると、イリステラによく似た顔の彫ちよう像ぞうが微笑みを浮かべるようになっていたのか。いや、そもそも──

　どうしてイリステラは、人をいじめて喜ぶような性癖を持っているのか。

　アッシュは口を噤つぐむ。その疑問に答えることは、彼の根こん幹かん──この国に対する忠ちゆう誠せい心しんを揺ゆさぶることでもあったから。

「どうしてと言われても、元からそうなんだから──、あ、そうです！」

　しかしイリステラはまったくなんの気負いもなしに「ぽん」と手を叩たたき、




「これはつまり、クィンストラウス王家の人間は昔から、わたくしのような趣しゆ味みの持ち主ばっかりだったということではないでしょうか？」




　ああ、言っちゃった……。

「きっとそうですよ、だってほら、お父さまとお母さまもあの『遊び』をやっていたのですから！　わたくしの両親も、その両親も、そのまた両親も──きっと、みんなみんな、いじめたりいじめられたりするのが大好きだったに違いありません！　ですから、こういう『試練』を用意したわけで──あれ？　アッシュ、どうしたのですか？　どこか痛いたいのですか？」

「…………ちょっと、いろんなところが…………」

「大変です、見せてください。わたくしが治しますから」

　そう言いながら、イリステラの表情はどこか期待に輝かがやいていた。

　しかし、アッシュの痛みは、イリステラの魔ま法ほうでも治せるものではないのだ。頭と心と魂たましいに痛みを感じながら、アッシュはマリアベラがつぶやいた言葉の意味を理解した。

　──あなたたちは、果たして、どっちがどっちなのでしょうね？

　あれは要するに、『いじめるほう』か『いじめられるほう』かという意味だったのだ。クィンストラウス王家の人間は全員こんなのであると、マリアベラにはわかっていたのだろう。自分の娘がそういう趣味の持ち主であるということも。

　戴たい冠かん式しきのあとに、王族がここを訪れるというのも、『どちらなのか』を確かめるためなのかもしれない。

　クィンストラウス王家。騎き士しであるアッシュが、身を、魂を捧ささげ、仕つかえると誓ちかったその対たい象しようが──まさかまるまる、イリステラみたいだったとは。

　しかしイリステラは、アッシュの苦悩など知るはずもなく、脳天気な顔と声で、

「しかし、ということは、アッシュとのあの『約束』のほうが、王家の血ち筋すじに反するものだったのではないでしょうか？　いえ、約束を反ほ故ごにするつもりはありませんけれど、アッシュが改心してあの約束を取り消したいというのでしたら、わたくしはいつでも──」

　イリステラは、ぴたりと喋しやべるのをやめた。

　アッシュが、その手を取ったからだ。

「ど、ど、どうしたのですか、アッシュ、いきなり、そんな」

　白い頰ほおに、さっと血の気が上る。恥はじらうように青い目を伏ふせて、それでもアッシュのことが気になるのか、上うわ目め遣づかいにちらちらと窺うかがってくる。その上にさらに手を重ね、包み込むようにしながら、アッシュは穏おだやかな声で、

「あの、帰っていいですか？」

　イリステラはびっくりして目を見開いた。

「なっ、なにを言うのですか！　まだ魔ま法ほうの短剣を得てはいませんよ!?　あなたは、ドル・ドーザに勝てなくともいいというのですか!?」

「別にいい気がしてきました」

「なんてことをっ！　この一ヶ月の苦労を無む駄だにするつもりですか!?」

「ちょ、ちょっと──」

　ティリエルがなにか言いかけたのを、アッシュは鋭するどくにらみつけて封ふうじ込こめた。さすがの彼女も、四よつん這ばいでお尻しりを高く掲かかげているという状じよう態たいで、アッシュに強気に接することはできなかった。赤くなった顔を伏せて、それきりティリエルはなにも言わなくなる。

　ふと、そのとき、ちょいちょいと袖そでをつままれた。

「あ、アッシュ？　帰るなんて噓うそですよね？　最後の試練も、わたくしと一緒に乗のり越こえてくれますよね？」

　頼りなく揺ゆれ動うごく不安の色を映して、イリステラの青い瞳ひとみがアッシュのことを縋すがるように見上げていた。アッシュは眉まゆを寄よせて見返したが、イリステラは視線を外そうとしない。

　先に根負けしたのは、アッシュのほうだった。小さく息を吐はくと、諦あきらめの混じった表情でイリステラを見、口を開こうとして──

『絆きずなの試練』の間に、重々しい音が響ひびき渡わたった。




　　　　◆




「──!?　な、なんだ!?」

　大きな広間が揺れているような錯さつ覚かくを、アッシュは味わった。音の方向に目を向けると、その錯覚をもたらしているものがなんであるか、すぐにわかった。

　ずしん、という音が響くたびに、壁かべがぐらぐらと揺れている。

　この広間に通じる壁を、誰だれかが破は壊かいしようとしているのだ。

「姫さま、こちらへ！」

　我に返ったティリエルが、イリステラの手を引いて、彼女を柱の陰かげに隠かくれさせた。アッシュも事じ態たいを理解して、腰こし元もとから素早くククリを抜き放つ。本来ならば、他の部屋へと退たい避ひしたいところだったが──アッシュたちが通り抜けると同時に、あの白い扉とびらは閉まってしまったのだ。逃げ場は、どこにもない。

　ずしん、ずしん、と腹に響く音と同時に、揺れはしばらく続いた。

　やがて、一ひと際きわ大きな破は砕さい音おんと共に、もうもうと土つち煙けむりが立ちこめた。

　その向こうから、野太い声が響いてくる。

「ふん。まどろっこしいことを考えないで、最初からこうしてりゃよかったな」

「まったくだ。頭かしらは妙みようなところで義ぎ理り堅がたいよな」

　煙を割って、ゆらりと現れたのは、ハンマーやツルハシを掲かかげた数人の男たちだった。誰だれひとりを取っても、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男だ。アッシュの細首など、片手で捻ひねり潰つぶせるに違いない。

「……ん？」

　アッシュを見て、男のひとりが間の抜けた声を出した。赤あか髪がみの頭をぽりぽりと搔かき、

「誰だ、こいつ？」

「おれが知るかよ。先客だろ」

「先客って──おれたちの他ほかに誰かいるなんて聞いてねえぞ」

「や、やべえな。こいつら、もうお宝を盗ぬすんだあとなんじゃ──!?」

　……どうやら、頭は悪そうだ。

　しかしアッシュは警けい戒かいを怠おこたらない。相手は間違いなく、盗とう掘くつ団だんの『本隊』なのだ。その証しよう拠こに、他にも十数人が大穴の向こうにひしめいているのが見えた。これほど大勢の犯罪者から、イリステラを守りきることができるだろうか──？

「なあ、おい、アンタ。まさかとは思うが──お宝、もうないのか？」

　大男のひとりが、不安そうに尋たずねてきて、アッシュの調子を狂わせた。どうにも『犯罪者』というガラではない。

「……ああ。全部ぼくらが盗とったあとだ。きみたちの分はないよ」

　試ためしにそう答えてみると、大男は気弱そうに目を瞬またたかせ、

「そ、そいつは困る！　ここのアテが外れると、おれらはオマンマの食い上げなんだよ！　な、頼む、少しでいいから分けてくれねえかな？」

　アッシュは答えに困り、瞬まばたきをした。

　ちょっとカマをかけてみただけなのだが、まさかこんなにあっさり引っかかるとは思っていなかった。「うん」と答えれば見逃してくれるのだろうか、と考えていると──

「アッシュ、なにを言うのです。わたくしたちは盗掘団などではありません」

　イリステラの声が、高らかに響ひびき渡わたった。先ほどまでべそをかく子供のような仕草でアッシュの袖そでを摑つかんでいたとは、到とう底てい思えない変わり身の早さだ。

「わたくしは、イリステラ・クィンストラウスと申します。この大だい聖せい堂どうを代々受うけ継つぐ、クィンストラウス王家の人間。どんな理由があってこのような狼ろう藉ぜきを働くのかは存じませんが、わたくしがここにいる以上──」

　毅き然ぜんとした態たい度どで、盗掘団にびしりと白い杖つえを突きつける。

「クィンストラウス王家の名に於おいて、あなたたちをお仕置きいたします！」

　やや高いところから、大勢の男たちに正面から立ち向かうその姿は、勇者のように凜り々りしくも映るし、子供のように愛らしくも映る。ちょっと気抜けがしてしまった。

「お、王家の人間……王女さまだってよ……？」

「ヤバくねえか？　王女さまに逆らったら、おれたちまとめて縛しばり首くびだぞ？」

「か、頭かしら、どうしやす？　逃げますか？」

　アッシュの全身にみなぎらせていた警けい戒かいが、思わず緩ゆるみそうになる。どうもこの人たちは、頭のほうはあまり良くないようだ。うまく立ち回れば、逃げ切れるかもしれない──

　そんなアッシュの希望を、大声が打うち砕くだいた。

「静かにしねえか、てめえらッ!!」

　雷らい鳴めいのようなその声に、集団のざわめきがぴたりと静まった。

　群れなす男たちが道を空あける。そのあいだから、壮そう年ねんの男性が姿を現した。

　赤あか髪がみを持つ、大柄な男だった。厳いかめしい顔には鋭するどい眼光が光っているが、無数に走る傷のひとつが彼の片目を切きり潰つぶしている。分厚い眼帯を通してなお、見えぬ眼がアッシュのことをにらみつけているようでもあった。

　彼の姿を見た瞬しゆん間かん、ティリエルが小さく息を吞のんだ。

「……か、頭……」

「なにをうろたえてやがる。おれらがやるべきことは、ひとつだけだろうが」

『頭』はイリステラのことをじろりとにらみ上げて、低い声で言う。

「お嬢じようちゃん。アンタがどこの何様であっても、おれらにゃ関係ねえんだ。飯を食わせなくちゃならない奴やつらがいるからな。ここのお宝が必要なんだ」

　肩に担かついだ巨大な斧おのを、ずしん、と床に叩たたきつける。それだけで、聖せい堂どうが揺ゆれるような錯さつ覚かくを覚えた。

　しかしイリステラは、まったく恐おそれる様子もなく、

「話し合いの余地はない、ということですか？」

「ああ、残念だがな。そんなことをしている余裕は、おれらにはないんだよ」

　イリステラの眼まな差ざしに、決然とした色が宿やどった。

　アッシュはイリステラの性格を知っている。あんな性せい癖へきを持ってはいるが、それでも彼女が誇ほこり高たかきクィンストラウス家の王女であることに変わりはないのだ。悪を前にして、怯ひるんで逃げることなどあろうはずがない。

　アッシュはククリを手に、イリステラの前に立った。

「……あ、アッシュ？」

　打って変わって気弱な声に、アッシュは苦笑してちらりと振り向き、

「帰るとは言いましたけど、イリステラさまを放っておくつもりはありません。帰るときは、あなたとティリエルも一緒です」

　そう言って、『頭』に向かってククリを構えた。

「ふん。このチビとそっちの女が、お嬢ちゃんのお付きか？」

　ティリエルはイリステラの傍そばに付つき添そって、物も言わずに『頭』の顔を見つめている。にらんでいる、というのとも少し違う。冷静に見定めて、観かん察さつしているようだ。現実主義者のティリエルらしく、この絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようを逃のがれる術すべを探しているのだろうか。

　とはいえ、それ以上は余計なことを考えていられなかった。

『頭かしら』が、巨大な斧おのを構えながら、のしのしと近づいてきたのだ。

「手荒な真ま似ねはしたくねぇが──短剣そんなもんを向けるくらいだ、腕うでの一本や二本失う覚悟は、当然できてるんだろうな？」

　アッシュは答えない。敵と交わす言葉を持たないためでもあるし、また、それだけの余裕がないためでもある。

　真剣勝負は、これが二度目だ。

　しかも、目の前の敵は、最初の敵よりもはるかに手て練だれのようだ。アッシュの目から見ても付け入る隙すきがなく、守りに回ろうにもあの豪ごう腕わんから繰り出される巨大な斧の一いち撃げきは、アッシュのちっぽけな身体からだなど簡単に打うち砕くだいてしまうだろう。

　大きく息を吸い込んで、吐はき出だして──アッシュは、ともすれば全身に伝わろうとする胸の震ふるえを、鎮しずめようとした。

「────ふッ！」

　鋭するどい呼気と共に、アッシュは地面を蹴けった。一いつ瞬しゆんのうちに『頭』との間合いを詰つめ、突きを繰り出すと見せかけて、姿し勢せいを沈しずめて足を切りつける。戦せん闘とうに慣なれていればこそ、急所への攻こう撃げきには敏びん感かんに反応するはずだ──アッシュは、そう踏ふんだのだ。

　しかし、その予想はあっさりと裏切られてしまった。

『頭』は、アッシュの攻撃にどうという反応も見せなかった。ただ彼は、アッシュが自分の間合いに入った瞬間、大きく斧を振りかぶり、力ちから任まかせにそれを叩たたきつけたのだ。

　破は壊かい的てきなその一撃を、かろうじて回かい避ひすることができたのは、雷らい光こうのようなティリエルの突きに目が慣れていたからだろう。

　間かん一いつ髪ぱつで死をまぬがれたアッシュは、地面を転ころがるようにして間合いを詰める。心のどこかが麻ま痺ひしてしまったようだった。斧を叩きつけた姿し勢せいのままの『頭』に飛びかかり、ほとんど本能的にククリを突き出す。

　刃の中なか程ほどまでもが、『頭』の太い腕うでに突つき刺ささった。

「──────」

　初めて味わう、刃が肉を嚙かむ感触に、アッシュの頭が空白で染そまった。『頭』はそれを見み逃のがさなかった。空あいているほうの手で、呆ぼう然ぜんとしたアッシュの喉のど首くびをがしりと摑つかんだ。

　赤い瞳ひとみに笑えみさえ浮かべて、『頭』は言う。

「小こ僧ぞう。人を殺したことはないのか？」

「……がっ、ぐっ……！」

「腹ではなく、腕を刺すとは、殺すのが怖かったのか？　それとも、おれの戦闘能力だけを奪うばおうとしたのか──どちらにしろ、ツメが甘いな！」

　叫んで、『頭かしら』は片腕だけでアッシュの身体からだを持ち上げた。そのまま大理石の床に、アッシュの後頭部を打ち付けようとして、

　短剣の刃が、その手を切きり裂さいた。

「つッ!?」

　力が緩ゆるんだ隙すきを突いて、アッシュは空中で身体をよじって束そく縛ばくから逃のがれた。それでも一度ついた勢いきおいは殺されることなく、顔面から床に墜つい落らくしてしまう。

　膝ひざと肘ひじで地面を叩たたき、その勢いで横おう転てんして、再び立ち上がる。鼻からどくどくと血が流れてくるが、それを拭ぬぐっている余裕すらない。

　アッシュは、再び短剣を構えた。

「ふん……根性はあるようだな」

『頭』は不敵に笑い、アッシュに向き直る。その腕に、その手に、ククリによる刺し傷と切り傷が開いているというのに、彼はそのことに気づいてすらいないようだった。腕にも足にも顔にすらも、歴戦の証あかしである古傷が刻きざみ込こまれている。非力なアッシュがつけたものなど、かすり傷でしかないのだろう。

　攻こう撃げきにおいても、防ぼう御ぎよにおいても、あの男に勝まさるところがない。その絶ぜつ望ぼうが、じわりとアッシュの喉のどを締しめ付つけ──

　ぱんぱん、と手を打ち鳴らす音が響ひびいた。

「はいはいはい、そこまで」

　大きく声を響ひびかせて、つかつかと下りてきたのは──それまで事じ態たいを静せい観かんしていた、ティリエルだった。息を詰つめてアッシュと『頭』の決けつ闘とうを見守っていたイリステラは、意表を突かれたようにティリエルを振り返った。

「ティリエル……？」

　レイピアさえ構えず、まったくの無む防ぼう備びに、ティリエルはアッシュと『頭』のあいだに割って入ってきた。アッシュは目を丸くしてそんな彼女のことを見つめ、『頭』は不ふ審しんの色がありありと浮かんだ口調で、ティリエルに問いかける。

「なんだおまえは？　小こ僧ぞうの助すけ太だ刀ちか。女子供を相手にするほど落ちぶれちゃいねえよ、すっこんでろ」

「人のものに手を付けるのは落ちぶれてるって言わないのかしらね、『隻せき眼がん』のガーラフ」

『頭』の動きが、ぴたりと止まった。

　代わりに、彼の背後にいた盗とう掘くつ団だんの面々が、ざわざわと騒さわぎはじめる。

「……なあ。誰だれか、頭の名前言ったか？」

「い、いいや。通り名さえ口にしちゃいねえよ」

「まさか、おれたちが知らないあいだに、頭が賞金首に──」

「やかましいぞッ!!」

『頭かしら』──ガーラフの一いつ喝かつで、ざわめきは一いつ瞬しゆんにして静まり返る。

　それから、ガーラフはティリエルのことを見上げた。岩のような顔を引き締めて、ティリエルの正体を見み極きわめようと、じっと観かん察さつする。アッシュとイリステラも、不ふ思し議ぎそうに自分たちがよく知る赤あか髪がみの少女を見つめた。

「……何者だ？　なんでおれのことを知ってやがる」

「自分の臣下を知らないほうがおかしいでしょ。そっちこそ、主君の顔を見忘れちゃったわけ？　盗とう賊ぞくに落ちぶれて、名めい誉よと一緒に記き憶おくまでどっかに落っことしたのかしらね」

　ティリエルの辛しん辣らつな口調に、ガーラフの顔が歪ゆがんだ。それから彼は、記憶を探さぐるように、二度、三度と瞬まばたきをする。

　厳いかめしいその顔に、純じゆん然ぜんとした驚おどろきが浮かんだ。

「まさか……お嬢じよう……!?」

　ティリエルは「はん」と笑い、

「ようやく思い出したの？　ベルゼッド＝《エルド》＝ガーラフ。よかったわ、歳としが歳だからボケちゃったんじゃないかって心配してたのよ」

　それから、親しみのこもった仕草でウィンクをした。

　ガーラフの手から、斧おのが落ちる。がらんがらん、と甲高く響ひびき渡わたったその音を背負って、ガーラフはその場に跪ひざまずき、頭こうべを深く垂たれた。紛まぎれもない臣下の礼だ。

　それを見て、アッシュとイリステラは、呆あつ気けに取られたように顔を見合わせた。




　　　　◆




「……いや、驚きました。七年間、一時も忘れることなく探しつづけたお嬢──ティリエルさまが、まさか、この国にいらっしゃるとは……！」

　片方しかない赤い目に、涙さえ浮かべて、ガーラフはティリエルに膝ひざを近づける。ティリエルのほうはといえば、そんな感かん慨がいを払いのけるかのように、手をひらひらさせて、

「昔っから思ってたけど、アンタ暑苦しいわよね、ガーラフ。なくなった国のことなんて、さっさと忘れちゃえばいいのに」

「なっ、なにを仰おつしやるのですか、ティリエルさま！　このガーラフが参さんじた以上、もはやなにも恐おそれるものはありません！　今こそ、我らの領土を奪うばい取とった憎にくきシュトルム族に、復ふく讐しゆうの旗はた揚あげを──！」

「ああ、はいはい、わかったから」

　持てあましたようにそう応じて、それからティリエルは、アッシュとイリステラに向き直った。説明を求めるような眼まな差ざしに、ぽりぽりと頰ほおを搔かき、

「……まあ、あれです。昔の知り合い、っていうか、部下みたいなものでして」

　昔、というのは、彼女がノルドガルドの姫君だった頃ころのことだろう。その頃のことはアッシュはよく知らず、それゆえに言うべき言葉も持たない。

　一方イリステラは、ぱちんと手を打ち鳴らし、

「まあ、そうだったのですか。改めまして、わたくし、イリステラ・クィンストラウスと申します。はじめまして、ガーラフさん」

　明るくそう言って、優ゆう雅がに一礼をした。

「ああ、いや、どうも……」

　ガーラフは調子が狂ったように頭を下げる。彼の後ろに控える盗とう掘くつ団だんの面々も、狐きつねにつままれたように互いの顔を見合わせていた。

　ともあれ、とアッシュは息をついた。少なくとも、命の危険からは遠ざかったようだ。

　そう意い識しきした途と端たん、アッシュは顔面の痛いたみを思い出した。赤黒く汚れた口元に手を当てて、その痛みに耐たえようとする。と、イリステラがぱっとアッシュを振り返り、真剣な眼まな差ざしで、

「アッシュ。傷口をお見せなさい。治して差し上げます」

「あ、はい」

「それに、ガーラフさんも。他ほかにも傷ついた方がいらっしゃいましたら、教えてください」

「は……、あの、お嬢じよう。こちらの方は、一体──？」

　赤い頭をぽりぽりと搔かきながら、ガーラフはティリエルに尋たずねる。

　ティリエルは口を閉じ、床の上に視線を落としてしまった。

　無理もない、とアッシュは思う。ティリエルは──ノルドガルドの姫君だった少女は、もう何年も前に貴き族ぞくであった自分を捨て、イリステラに仕つかえると誓ちかってしまったのだから。

　自分が捨てた国の、自分が捨てた臣に、なんと声をかければいいのだろう。まして、現い在まの自分の主人であるイリステラを、過去かつての臣にどう紹介すればいいのか、ティリエルにはわからなかったに違いない。

　ゆらりと漂ただよいかけた沈ちん黙もくを打うち破やぶったのは、イリステラの声だった。

「先ほど申し上げましたとおり、わたくしはこの国の王族です。子し細さいあって王家の聖せい堂どうであるこの場所にまでやってきたのです」

「…………それは…………」

　ガーラフが息を吞のむ。さすがに顔色が変わっている。知らぬこととはいえ、王族に刃やいばを向けたのだ。死し罪ざいを科せられても文句は言えない。

　しかしイリステラは、涼すずしい顔で続けた。

「ティリエルは──サージッド＝《エルド》＝ティリエルは、わたくしの友人です。ゆえあって、形の上では側そば居い役やくということにさせていただいておりますが、それでも彼女がわたくしの無二の友人であることに違いはありません」

「王女さまの、ご友人……」

「ええ。あなたがたがティリエルの臣だというのでしたら、わたくしの身内も同然です。先ほどのことは、なかったことにいたしましょう。でも──」

　と、イリステラはアッシュの治ち療りようを続けながら、壁かべの大穴をちらりと見た。

「あればっかりは、見過ごすわけには参まいりませんわ。この場所は王家に代々伝わる聖せい堂どうなのですから。ティリエルも含めて、いろいろ話し合う必要がありそうですね」

「こ、これは、申もうし訳わけも──！」

　そう言いかけるガーラフを制して、イリステラはころころと笑い声を立て、

「安心なさってください、あなたもご一族も、悪いようにはいたしませんわ。なにしろ、ティリエルの故こ郷きようの人々なのですから。ね、ティリエル」

「はい。寛かん大だいなご処しよ置ち、ありがたく存じます、イリステラさま」

　いつになく慇いん懃ぎんに、ティリエルは恭うやうやしく頭を下げた。鷹おう揚ように頷うなずいたイリステラに、エルド族のあいだから、おお──という感かん嘆たんが漏もれる。

　自分たちの罪つみのために頭を下げる旧きゆう主しゆと、それを受け入れる王女、という図式が、彼らの胸に感動を与えたらしい。尊そん敬けいの眼まな差ざしで、二人の少女を見つめる赤あか髪がみの人々を眺ながめながら、アッシュは安あん堵どに胸を撫なで下おろした。




　怪け我が人にんの治療を終えると、イリステラはにこやかに、

「ティリエル。ガーラフさんたちを連れて、外で待っていてくださいな。そのあいだに、わたくしとアッシュは、『試練』を終わらせてしまいますから」

　その一言に、アッシュとティリエルは顔色を変えた。

「イリステラさまっ、今度こそ、あたしが『試練』をします！」

　先制するように言ったティリエルに、でも、と、イリステラは頰ほおに杖つえを当てながら、

「それじゃあ、あの方たちの前で『試練』をするつもりなのですか、ティリエル？　さすがにわたくしも抵てい抗こうがありますが、あなたがどうしてもというのなら、続けましょうか」

　う、とうめいて、ティリエルはガーラフたちを振り返った。エルド族の面々は、不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせている。

「そ、それは、さすがに……」

「そう。なら、アッシュ、お願いします」

「えっ」

「アッシュも騎き士しなのですから、まさかそんな辱はずかしめを、ティリエルに負わせようなどとは思っておりませんよね？」

　ね？　と輝かがやくような笑顔の端はしで、イリステラの青い瞳ひとみが光るのを、アッシュは見み逃のがさなかった。彼女は「いやがる相手を無理矢理」という喜びを覚えてしまったらしい。

　一方で、せっかくのお楽しみを取られたティリエルは、

「……貸しだからね、覚えてなさいよ、アッシュ……！」

　押し殺した声でそうつぶやいてから、ガーラフをはじめとするエルド族の一同に号令を下し、一緒になって出て行ってしまった。

　あとには、イリステラとアッシュだけが残された。

「さて──」

　しんと静まり返った『絆きずなの試練』の間に、イリステラの声が響ひびいた。

　アッシュが恐おそる恐る振り返ると、そこには、鞭むちを手にしたイリステラが、

「先ほどの続きをいたしましょうか、アッシュ？」

　目をきらきらと輝かがやかせながら、愛らしく微ほほ笑えみかけていた。




　その後なにが起きたかは、アッシュの名めい誉よのために伏ふせておく。




　　　　◆




『絆の試練』の間に戻ってきたティリエルたちは、鷲わしの紋もん章しようが刻きざまれた扉とびらが、左右に開かれているのを見つけた。その向こうは宝物庫──のはずなのだが、闇やみが黒々とわだかまっているため、見通すことはできない。

　扉の前にはイリステラとアッシュが立たち尽つくしている。イリステラは胸の前で手を合わせ、半なかば祈るような格好をしていたが──アッシュのほうはといえば、壁かべに手を突いて、息も絶え絶えに痛いたみに耐たえていた。鞭で打たれた背中が、ひりひりと痛んでいる。

　もっとも、背中で済んでよかったのかもしれない。直前までは、イリステラは明らかに、自分の尻しりを鞭で叩たたくつもりだったから──

「…………ていっ！」

　ティリエルが、不意打ちにアッシュの背中をばしんと叩いたものだから、アッシュは悲ひ鳴めいをあげて飛び上がってしまった。

「なっ、なにするんだよ!!　まだぼくを痛めつけないと気が済まないのか!?」

　しかしティリエルは悪びれもせずに、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうにじっとりと目を細めて、

「……なによ。そんなにきつくやってもらったんだ。羨うらやましい……」

「あれのどこが羨ましいんだ！　こんなのを喜ぶなんて馬ば鹿かなんじゃないのか!?」

「ばっ、馬鹿とはなによ！　そっちこそ、あれの良さがわからないなんて、どうかしてるんじゃないの!?」

　ぎゃあぎゃあと言い合うアッシュとティリエルを、エルドの面々が呆ぼう然ぜんと見つめている。そのことに最初に気づいたのはイリステラだった。彼女は「こほん」と咳せき払ばらいをすると、

「ともかく。これで、最後の扉とびらは開きました。あとは、魔ま法ほうの短剣を得て、ドル・ドーザをあっと言わせるだけですね！」

　アッシュとティリエルは、言い合いを止めてイリステラのほうを見た。そういえば、それがそもそもの目的だった。次々と続く、あらゆる意味で絶ぜつ望ぼう的てきな『試練』のおかげで、目的を見失うところだった。

　アッシュの脇わきを、するすると通り過ぎて、イリステラは扉の中を覗のぞき込こむ。

「中には照しよう明めいがないようですが──あ、ガーラフさん。松明たいまつの用意などはありませんか？」

「あ、はっ、はい。すぐに用意しましょう」

　罪つみの意い識しきがあるのか、ガーラフたちエルド族の面々は、イリステラの一言に迅じん速そくに反応した。サックが開けられ、松明と火打ち石が取り出され、闇やみが照てらしだされる。

　手を伸のばして、ティリエルがそれを受け取り、扉の中を照らすと──

　クィンストラウス王家の宝物庫が、光の中に浮かび上がった。

「……おお……」

　感かん嘆たんの吐と息いきが、どこからともなく漏もれた。

　ちっぽけな松明では、照らしきれないほど広大な部屋だった。足下には緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、部屋の中央に向かってまっすぐに延のびている。宝物庫をぐるりと取り囲む白はく亜あの壁かべには汚れひとつない。

「……ここが、」

　夢見るような声でそうつぶやいて、イリステラが足を踏ふみ出だすと、不意に天井から光が差し込んできた。

　どういう仕組みによるものかはわからないが──天井の各所に取り付けられた採さい光こう窓まどが、客人を感知して開いたものらしい。

　窓から差し込む日の光を、その下にある鏡かがみが受けて、部屋中に光を満たしていく。円形の宝物庫は、倉庫というよりはなにかの展てん示じ場じようのようだった。

　円のちょうど中心に、部屋全体を支えていると思おぼしき巨大な柱がある。その内側は意い匠しよう的てきにくり抜かれ、内側に飾かざられている武具が、陽ひの光を受けて煌きらめいていた。また、その柱を幾いく重えにも取り囲む展示台には、金銀を惜おしむことなく使った首飾りや、表面に青い『魂刻様式ルーングリフ』が輝かがやいている鎧よろいなどが飾られている。

「いったい、どれだけの宝物があるんでしょうか」

　つぶやきながら足を踏み出すと、年月を示す埃ほこりが足下の絨毯から広がった。思わず口元を押さえたアッシュの目の前を、イリステラはするすると進んでいく。

「財宝の数は関係ありません。わたくしたちは、わたくしたちの目的を果たすためにここまでやってきたのです。必要なのは、魔法の短剣だけ──」

　王族らしく、イリステラは財宝には無む頓とん着ちやくのようだった。アッシュも頷うなずいて、彼女のあとについて行こうとして、ぴたりと止まった。

　イリステラが歩みを止めていたからだ。

　顔を横に向けて、展示台の上にある道具を、一心に見つめている。

　その上には──鉄製の首くび輪わが置かれていた。

「………………イリステラさま？」

「はっ!?　な、なんですかアッシュ、大丈夫ですよ、わたくしは別に、ここは王家の宝物庫なのですから短剣以外にもひとつくらい持ち出しても大丈夫ですよねとか、そんなことはこれっぽっちも」

「先に進みましょうか」

「……はい」

　見るからに「後うしろ髪がみ引かれています」という感じで、イリステラはちらちらと鉄てつ枷かせに視線を向けながらも、中心柱へと近づいていく。

　目当てのものは、そこにあった。

　柱をくり抜いた飾かざり棚だなに、捧ささげられるようにして置かれている。そこに置かれている短剣を目にして、アッシュは目を大きく見開いた。

　棚の上には、確かに短剣がある。

　それも、二本だ。

「……これは、書いてありませんでしたね」

　難しい顔で、イリステラがそうつぶやいた。

　交差するように飾られた双そう剣けんのすぐ下には、金属の板に銘めいと思おぼしき名前が刻きざまれている。

『シャルクインの双そう星せい』というのが、その名前だ。

　双星、というだけはあって、二本の魔ま法ほうの短剣は、双ふた子ごのように同じ形をしていた。奇くしくもアッシュが普段から使っているククリによく似ているが、緩ゆるやかな曲線を描くククリの刃は筋すじとは異なり、『双星』は触ふれれば切れるようなまっすぐな刃やいばを持っている。それこそ、調理場で使う包丁によく似た形状だった。

　ただし、包丁とは異なり──銀色の刃の表面には、『魂刻様式ルーングリフ』が淡あわく輝かがやいている。片方は白、片方は黒で彩いろどられた、これが魔法の道具であることを示す文字だ。

　横から覗のぞき込こんだティリエルが、難しい顔で、

「双剣、ですか。困りましたね。アッシュは一本での戦い方しか学んでいませんよ」

　イリステラは腕を組み、

「……どちらかを使えばいい、というものでもないと思います。こういう道具は、たいてい二つ揃そろうことによって真価を発揮するものですし──」

「ま、考えていても仕方ありませんね。城に持って帰って、これに付与された魔法がどんなものかを分析してから、今後どうするかを考えましょう」

　肩をすくめ、『双そう星せい』に手を伸のばしたティリエルに、イリステラは大声で、

「あっ、ティリエル、いけません！」

「へ？」

　振り返ったときには、すでにティリエルは『双星』を取り出していた。

　一いつ瞬しゆん、柱の内側が光り輝かがやくのを、アッシュは確かに見た。青い光の波がティリエルの手を調べ上げるように、手前から奥おくへと走そう査さしていったのだ。

　次の瞬間、ずしん！　と腹の底に響ひびくような音が、部屋の入り口から響いてきた。

「うわっ、な、なんだ!?」

「扉とびらが閉まってるぞ──閉じ込められた！」

　部屋の中を物もの珍めずらしげに眺ながめていたエルド族の人々がざわめきだした。動どう揺ようはまたたく間に広がっていき、それをさらに煽あおるように、柱の上方に赤く光る『魂刻様式ルーングリフ』が浮かんだ。その文字はまるで生きているように、柱をぐるぐると巡めぐりはじめる。

　見るからにやばい。

『魂刻様式』を黙もく読どくしているイリステラに、アッシュは焦あせりながら、

「い、イリステラさま！　あれ、なんて書いてあるんですか!?」

「あ、はい。えっとですね──

『王家の鍵かぎを手にせずに　王家の宝に触ふれるもの　汝なんじを待つのは奈な落らくの闇やみ』

　──だそうです。鍵というのは、これのことでしょうね」

　と、イリステラは、王妃マリアベラからもらった指ゆび輪わを示した。

「……あたしのせい？」

　顔を引きつらせながら、ティリエルは『シャルクインの双星』の短剣を見下ろし──

「──ッ、危ない！」

　叫んで彼女は、イリステラとアッシュを一緒に突き飛ばした。

　なにをする、と問う余裕さえなかった。中心柱の付近、アッシュたちが立っていた床が、するすると吸い込まれるように地下へとこぼれ落ちていく。──そこに立っていた、ティリエルと共に。

「ティリエル!?」

「アッシュ、これは、アンタが持ってなさい！」

　イリステラの叫びが響く中、ティリエルは『双星』をアッシュのほうに投げつけてきた。危ういところでそれを受け取り、手を伸ばそうと思ったときにはもう、ティリエルの身体からだはがらんと開いた穴の中へと滑すべり落おちてしまった。

　アッシュには、驚おどろきの声をあげる時間さえなかった。穴はティリエルの足下だけに開いたのではない。そこを端たん緒しよとして、宝物庫全体の床が落ちつつあった。

「い、イリステラさま！　こっちへ！」

　アッシュはすかさずイリステラの腕うでを摑つかみ、壁かべのほうへと走り出した。背後ではエルド族が、驚おどろきや狼ろう狽ばいと共に落とし穴に吸い込まれていく。アッシュはイリステラと共に、どうにか逃のがれようとしたが、落とし穴は人の走る速度をはるかに凌りよう駕がして広がっていく。

「きゃっ！」

　まず最初に、イリステラの身体からだががくんとつんのめった。床がぱっくりと口を開け、その傾けい斜しやの上をイリステラが滑すべり落おちていく。アッシュは物も言わず、彼女の手を摑もうと、身を投げ出すように腕うでを伸のばし──

　その瞬しゆん間かん、アッシュの足下の床も抜けた。

「くそっ──！」

　悪あく態たいをつきながら、アッシュはイリステラを追うように、闇やみの底へと滑り落ちていった。













　　　第五幕　At your side,Milady!







『上層部アツパーヤード』よりもさらに上、侯こう爵しやく以上の高級貴き族ぞくのみが歩むことを許される、城の最重要区画──『王の庭ロイヤルヤード』に、似つかわしくない重じゆう厚こうな足音が響ひびいていた。

　三人の銀の鎧よろいを従えた、漆しつ黒こくの鎧。他のものより二回り巨大な体たい軀くの胸元には、特とく徴ちよう的てきな印いん章しようが刻きざまれている。灰色の竜を踏ふみつけにする、黄おう金ごんの獅し子しを描いた徽き章しよう──『帝国』最強の武を背負う、『竜戮騎士テイフオニロス』であることの証あかしだ。

『王の庭』に、伯はく爵しやくが足を踏み入れることは許されない。しかし、『竜戮騎士』は王族の護ご衛えいを専任するものであるから、爵位の上下は考こう慮りよされず、自由に『王の庭』に出入りすることができる。平時の黒い平服ではなく、戦時の重層鎧を着込んでいる理由は、ただそれだけのものだった。

　面倒なものだ、と、ドル・ドーザは内心で思う。

　しかし、伯爵に留とどまることを選んだのは自分の意思なのだ。その自分が、王国で定められた法に文句をつけるわけにはいかない。

　まあ、多少の愚ぐ痴ちは許されるだろうが。

　そんなことを思いながら、中庭へと足を踏ふみ入いれると──目当ての人物が、噴ふん水すいの近くで憩いこっていた。

　三人の上級メイドを従えて、噴水の傍そばのベンチに腰こしかけて、眠るように目を閉じている。上部に大きく開いた採さい光こう窓まどから降り注ぐ陽光を、楽しんでいるかのような表情だ。

　時折彼女がなにかをつぶやくと、周りにいるメイドたちが、くすくすと小鳥のさえずりのような笑い声を漏もらす。

　ドル・ドーザは、これから起こる出来事を予想して、厳いかめしい顔をさらに険けわしくした。

　だからといって、職しよく務むを怠おこたるつもりはない。重じゆう厚こうな足音を響ひびかせながら、噴水に近づいていくと、上級メイドたちはいっせいにドル・ドーザのことを見た。笑えみは消え、代わりに警けい戒かいが浮かぶ。

「王妃殿でん下か。少々、よろしいでしょうか」

　メイドたちを無視して、ドル・ドーザは草の上に膝ひざを突く。背後に控ひかえる『親衛隊シルバーコート』も、無言のまま同じようにした。突然現れた無ぶ骨こつな闖ちん入にゆう者しやに、メイドたちは眉まゆをひそめ──しかし、彼女たちの主人たるマリアベラ・クィンストラウスは、目を閉じたまま答えた。

「イリステラのことかしら？」

　──やはりか。

　胸のうちに落ちた、苦々しい納なつ得とくを、ドル・ドーザは表情に出さないようにした。が、マリアベラはドル・ドーザの内心を見み透すかしたように、微ほほ笑えみを浮かべて目を開いた。

「あの子ならこの城にはいませんよ、ドル・ドーザ」

　ドル・ドーザは王族に最高の敬けい意いを払っている。『平等王』にも、マリアベラ王妃にも、イリステラ王女にも、この国を統すべる彼らの偉い大だいさに、高こう貴きさに、そしてなによりもその善ぜん良りようさに、全ぜん幅ぷくの信頼を置いている。

　しかし、それがあっても、なお──

（このお方は、なにを考えているのかわからぬ）

　そんなことを、思ってしまうのだ。

「……今け朝さ方がたから、お姿を見かけません。側そば居い役やくのティリエルも、同じようにいなくなっております。お心当たりがおありでしたら、お教えいただきたい」

「さあ──どうしようかしら。ねえ、あなたたち？」

　メイドたちを振り返ると、王妃とメイドたちは同時に忍しのび笑わらいを漏らした。ドル・ドーザは表情を動かさないように苦心する。背後に佇たたずむ『親衛隊部下たち』が、困こん惑わくする気配が伝わってくる。これだから、庭スズメは苦手なのだ。

　やがて──笑みを収おさめると、マリアベラはドル・ドーザに向き直った。頰ほおに手を当てながら、独ひとり言ごとのように、

「ふう……それなりに楽しいですけど、やっぱりわたしにはこちらは向いていませんね。あの人にされる、あちらのほうが……」

「は？」

「いえ、こちらの話。イリステラの行き先を知りたいのですね。いいですよ、言うなとは言われておりませんから」

　なにを言っているのかよくわからないが、ドル・ドーザは目的が果たされればそれでいい。無言のまま王妃を見つめる。

「イリステラは、『清浄の森セイクリツドシケツト』へと向かいました。あなたもご存じでしょう？　あそこにある宝物庫に隠かくされた、王家の秘ひ宝ほうが目当てなのだとか」

「……は？」

「元はといえばあなたのせいですよ、ドル・ドーザ。イリステラは、あのアッシュという男の子を、どうしてもあなたに勝たせたいみたいなのです。理由はよくわかりませんけれど、魔ま法ほうの短剣があれば勝てると思い込んでいるみたい。かわいいわね」

　ふふ、と楽しげに笑うマリアベラの目の前で、ドル・ドーザは立ち上がった。

「……『清浄の森』……ですか」

「ええ」

「あの森は、ここ十年ほど、立ち入り禁止になっているはずですが」

「そうですね」

「その理由が──あの森に、魔ま物ものが巣を作っているからだということを、ご存じですか？」

「聞きき及およんでおりましたわ」

　にこにこしながら、マリアベラはそう言った。ならなぜ、という表情をしたドル・ドーザに、彼女はあっけらかんと、

「イリステラなら大丈夫ですよ。あの子の神しん聖せい魔ま法ほうは強力ですし、それになによりも、頼もしい騎き士しさまがいるのですから──、あら？」

「失礼いたします」

　みなまで聞かずに、ドル・ドーザは踵きびすを返した。同じように後ろについてくる『親衛隊シルバーコート』に、素早く命令を下す。

「『清浄の森』に向かう。至急部隊を編へん成せいせよ。三番隊と五番隊を中心に、『外衛騎士団アウターガーズ』から三十名の人数を搔かき集あつめ、人数分の馬を用意させよ。不在のあいだの指し揮きはバーグマンに任まかせる。半刻後に北門に集合。行け」

「はッ！」

　三名の銀の鎧よろいが、それぞれの目的を持って散っていくのを眺ながめながら、ドル・ドーザは『王族の気まぐれ』に、苦々しげに顔を歪ゆがめたのだった。




　　　　◆




　遠くで、誰だれかが泣いている。

　その声で、アッシュは目を覚ました。

　頭がぼんやりする。前後のことをうまく思い出せない。目の前は暗く、暗すぎるほどで、何度瞬まばたきしても、その闇やみが払われることはない。

　泣き声は、近づき、かと思えば遠ざかり、どこから聞こえるのかも定かではなかった。

「────か、はっ」

　声を出そうとしたが、途切れた息が漏もれただけだった。口を閉じ、からからの喉のどに唾つばを飲み込むだけのことに、とんでもなく苦労する。

　泣き声はまだ続いている。

　空白だったアッシュの頭に、心が生まれた。あの、泣いている子を助けてあげなくては、という心だ。

　身体からだを起き上がらせようとすると、ごつごつしたものに頭をぶつけた。石か岩か、ともかくそんなものが、自分の全身を埋うめ尽つくしているのだということに、アッシュはようやく気がついた。

　ほとんど身動きできない。左足に走る鋭するどい痛いたみの正体が、裂さけているためか折れているためか、それすら確かく認にんできなかった。泣いてる子を助けるどころの話ではなく、自分のほうこそ助けが必要なのだが──アッシュには、そんなことは関係なかった。

　自分は、騎き士しなのだから。

　自分は──騎士は、鎧よろいを纏まとい、盾たてを持ち、剣を振るう。弱いものの、泣いているもののためにそうするのだ。自分の痛みにかまけて弱いものを見捨てるということは、騎士であることを捨てるということだ。それは、騎士号を剝はく奪だつされることなどより、ずっとずっと許きよ容ようできないことだった。

　圧迫される苦しみと、全身を苛さいなむ痛みの中で、アッシュは足あ搔がく。なにかできることはないかと腕うでを伸のばし、足を動かして、決して諦あきらめずに──

　そのとき。

　どこまでも続く無明の中に、光るものを見つけた。

　闇の中でなお黒く輝かがやく、それは、『シャルクインの双そう星せい』の光だった。




「……ごほ、かはっ、げほっ！」

　どこを、どうしたものか──

　アッシュは、気がついたら自由になっていた。

　砕くだけた岩を押しのけて、アッシュは顔を上げ、大きく息を吸い込んだ。砂っぽい匂においが肺の中に満ちて、思わず咳せき込こんでしまう。それでも、身体からだは動くようになっていた。

　右手になにかを握にぎっていることに、アッシュは気がついた。黒い『魂刻様式ルーングリフ』が浮かんだ、『双そう星せい』の片割れだ。目の前に掲かかげる。不ふ思し議ぎなことに、『魂刻様式』の光は黒色なのに、なぜか闇やみを照てらしだしてくれた。

　と、アッシュは、再び響ひびいた泣き声に、我に返った。

「──誰だれかいますか!?　ティリエル、ガーラフさん、──イリステラさま！」

　泣き声が、奇き妙みようにねじくれて止まった。

　息を押し殺す気配が、どこからか伝わってくる。ここがどこかは知らないし、泣いているのが誰かもわからないが、その子はどうやら自分のことを恐おそれているようだ。アッシュは立ち上がり、左足を引きずるようにして歩きはじめた。

「ぼくです、アッシュです。どこにいるんですか？」

「──────」

「へ、返事してくださいよ。……ティリエルなの？　ふざけるのはやめてくれよ」

「──────」

　アッシュはぽりぽりと頰ほおを搔かいた。このままではラチが明かない。痛いたむ足を引きずって、探しに行こうかと思いかけたところで、ふと気づいた。

　押しつぶされるような、重苦しい闇の中で──

　白い光が、弱々しく瞬またたいていた。

　そちらに向かって、無む造ぞう作さに歩き出す。と、儚はかない光が身じろぎをするように揺ゆれた。

「や、やめてっ、来ないでくださいっ!!」

　アッシュは戸と惑まどい、足を止めた。少し考えてから、黒い光を放つ『双星』の片方を掲げた。

　不思議なことに、そうしただけで黒い光が強くなった。それに呼応するように、彼方かなたで瞬く白い光もわずかに輝かがやきを増して、その持ち主のことを照らしだした。

　『双星』の、白い光と黒い光が、対たい峙じするように闇に灯ともった。

　白と黒の光が融ゆう和わする中で、蹲うずくまっていたのは──
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「……イリステラ、さま？」

　自分を見つめるアッシュのことを、イリステラは初めて会ったような顔で見上げた。それから、青い瞳ひとみに理解の色が宿やどり、

「────、あ。あ、あ、アッシュ!!」

　イリステラはアッシュに駆かけ寄より、その身体にしがみついてきた。

　首の後ろに手を回し、自分の額ひたいをアッシュの胸に押しつけるようにして、ぎゅうううっと力を込める。白はつ金きんの髪かみがアッシュの鼻先をくすぐり、太陽の香りが漂ただよってくる。

「い、イリステラさま!?　どうなさったんですか、落ち着いてくださいっ」

　どぎまぎとしながら、アッシュはあわあわとイリステラの肩に触ふれた。アッシュにしがみつきながら、イリステラは震ふるえる声で、

「だ、っ、だめ、なのです、わたくし、こ、こ、こういう、暗いところが、こんな暗いところに、ひとりなんて、そんなの、だめ、だめに、なっちゃいます」

　かちかちと、歯の根が鳴る音さえ聞こえてきて、アッシュはさらに困こん惑わくする。

　イリステラの、王女に似つかわしくない行動は、今までも何度も目にしてきた。しかし、それでも彼女は、我を失って感情に吞のまれるということはなかったように思う。公人としても、私人としても、自らを律りつしきることができていたはずだ。

　それなのに、今の彼女は──

「どこにも行かないで、アッシュ、お願いだから、わたくしの傍そばにいて……！」

　子供のようにいやいやをしながら、アッシュにしがみついてくるのだ。

「い、行きませんよ。ぼくはずっと貴女あなたのお側そばにいますから！　イリステラさま、そんなに怖こわがらないでください」

　どうにかなだめようとするが、イリステラの身体からだの震えは止まる気配がない。仕方なく、アッシュはイリステラの背中に腕を回し、その身体を抱きしめた。

　イリステラの体温は熱いほどで、汗ばんだ首くび筋すじがアッシュの肌にぴったりと密みつ着ちやくし、彼の心しん臓ぞうを高鳴らせた。自みずからも顔を赤くしながら、アッシュはイリステラの震えが止まるまで、背中に回した両りよう腕うでに、強く力を込めていた。




　　　　◆




「……落ち着きました？」

「……………………はい………………あの、あ、アッシュ」

「？　なんでしょう？」

　松明たいまつの灯あかりの下、岩がん壁ぺきにもたれかかり、膝ひざを抱かかえるようにしゃがみ込みながら、イリステラはもじもじとつま先をこすり合わせている。顔の下半分を自分の膝にうずめて、じっとアッシュを見上げる視線は、羞しゆう恥ちに潤うるんでいた。

「……こ、このことは、どうか、内ない密みつに、お願い、します……」

　アッシュは瞬まばたきをして、イリステラを見た。

　つい数分前まで、イリステラは決してアッシュの腕を放そうとしなかった。アッシュたちと一緒に落ちてきたと思おぼしきサックを探そうとするときも、イリステラがずっと傍そばに寄より添そっていたために、だいぶ苦労してしまったのだ。

　サックを見つけ出し、松明を灯ともして闇やみを照てらしだすと、イリステラはようやく人ひと心ごこ地ちついたようだった。

　アッシュはイリステラを見つめながら、ぽつりと、

「そんな大げさな。『暗いところが怖い』っていうだけじゃないですか」

　イリステラは顔を真まっ赤かにしてうつむき、

「あうう……い、言わないでください……全部、秘ひ密みつですよぅ……」

　アッシュは恥はじらうイリステラをまじまじと眺ながめた。理解できない。自分を四よつん這ばいにさせて鞭むちを振るったときは、あんなに嬉うれしそうにしていたのに。あの性せい癖へきに比べれば、暗くら闇やみを怖こわがることくらいなんでもない──むしろ、愛あい嬌きようのひとつに数えられそうなものだ。

　が、王族の思考回路は下々のそれとはまったく異なっているらしい。イリステラは立てた膝をぎゅっと抱きしめながら、か細い声で、

「……ティリエル以外には、こんなところ、見られたことはないのに……あ、アッシュ、わたくしの恥ずかしいところを見た責任、取ってくださいよ……？」

　そうにらまれると、アッシュとしてはなにも言えず、肩をすくめることしかできなかった。

「とりあえず、ここを出てからの話ですね」

　アッシュは松明を手に、周囲を照らし、観かん察さつした。

　不ふ思し議ぎなところだった。自然の洞どう窟くつのようにも、人工の空間のようにも見える。壁かべも天井も、ごつごつした岩が剝むき出だしになっているのだが、ところどころ、石が切り出された跡あとのような平面になっているのだ。

　天井の平たくなった箇か所しよに、アッシュは穴を見つけた。

「あそこから落ちてきたんでしょうか──でも、それだったら、ティリエルやエルド族の人たちがいるはずですけど」

　ぽつりとつぶやくと、イリステラは顔を上げ、おずおずと、

「推すい測そくですけれど……落とし穴は、部屋中の床に開いていましたよね。泥どろ棒ぼうさんが大勢いたら、ひとつの場所に全員落としてしまったのでは、怪け我がをする人が出てしまうからではないでしょうか？」

「怪我って──そんなこと、気にしなくてもいいでしょうに。不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやなんですから、たとえ死んでしまったとしても、文句は言えませんよ」

　まあ、実際そんな罠わなが仕し掛かけられていたら、今ごろこんな吞のん気きな会話は続けていられなかっただろう。

「そうかもしれませんけれど──わたくしがこの聖せい堂どうを造る人だったら、そう考えます。泥棒さんを追い払ったとしても、命まで取る必要はないですから」

　そんなものだろうか、と首をかしげ、そんなものだろう、と思い直す。

『試練』の数々を見てもわかるが、この聖堂はクィンストラウス一族の──なんというか、『思想』が色いろ濃こく反映されている。イリステラが父ふ祖そから受うけ継ついだものの中には、優やさしい心も含まれているに違いない。それだけ受け継がれてくれりゃよかったのに、とアッシュは強く思った。

「それなら、ティリエルやエルド族の人たちもきっと無事なはずですね。この洞どう窟くつのどこかにいると思いますから、早く彼らと合流しましょう、イリステラさま」

「あ、は、はい、わかりました──」

　まだ暗くら闇やみの恐きよう怖ふが残っているのか、イリステラからは平常のような天てん真しん爛らん漫まんさが抜け落ちていた。こくこくと頷うなずき、立ち上がろうとして、ふと気づく。

「た、大変！　アッシュ、怪け我がをしているではありませんか！」

「え？　ああ──」

　仕掛けが老ろう朽きゆう化かしていたのか、アッシュの身体からだは落ちるときに瓦が礫れきに紛まぎれ、共々に地面の上に叩たたきつけられてしまった。左足の打だ撲ぼく傷しようだけで済んだのが不ふ思し議ぎなほどだが、イリステラはいそいそとアッシュに近づき、

「安心してください、わたくしがすぐに────、!?」

　懐ふところから杖つえを取り出そうとして、その表情が凍こおりついた。

　イリステラが神しん聖せい魔ま法ほうを振るうために必要な白い杖は──

　落下の衝しよう撃げきで、真っ二つに折れてしまっていた。




　　　　◆




　アッシュとイリステラは、岩の通路を連れ立って歩いていた。

「……そ、それにしても、迷路みたいになってるかと思ってましたけど、普通の一本道ですね。これなら、出口はすぐに見つかりそうですね」

　ちらちらと、横目にイリステラの様子を窺うかがいながら、アッシュはそんなことを言う。しかしイリステラはうなだれたまま、返事もしてはくれなかった。

　怒おこっているのではない。落ち込んでいるのだ。

　暗くら闇やみを恐おそれ、逃げまどい、あたふたと慌あわてふためいてアッシュに迷惑をかけたのに、そのアッシュの怪け我がを治すことさえできない──と、イリステラは自身のことを情けなく思ってしまったらしい。

　そのくせ、やっぱり暗いところでひとりきりになるのは辛つらいのか、彼女の小さな手はアッシュの服の裾すそを摑つかんで離はなそうとしない。もう片方の手には、もともと彼女が拾ひろっていた白く輝かがやく『双そう星せい』の片割れが握にぎり締しめられていた。杖つえをなくした今、イリステラは無力な女の子だ。護ご身しん用の武器は必要である。

　そうやって歩きながら、イリステラはぽつりと、

「……わたくしは、王族、失格です……」

　そんなことをつぶやくものだから、アッシュの焦あせりはますます強くなっていく。包帯を巻いた左足を叩たたき、大声でイリステラを励はげます。

「そ、そんなことありませんよ！　ほら、ぼくの傷なら大丈夫ですから！」

　イリステラはふるふると首を振った。そういうことではないのだ、と言わんばかりに。

　アッシュはしきりに瞬まばたきをした。なんと声をかければいいのかわからない。騎き士し見習いとしての三年間、さまざまなことを学んできたものの、『泣いている女の子を慰なぐさめる方法』という科目はどこにもなかったからだ。

　松明たいまつの炎が揺ゆらめき、ぱちっ、と火花が弾はじけた。

　照てらしだされた二人の影が、岩肌に躍おどっている。

　アッシュは立ち止まった。悄しよう然ぜんと顔を伏ふせているイリステラも、それに従って足を止める。顔を上げることなく、アッシュの袖そでを摑んだまま。

「…………………………」

　決意を固めるまでに、五秒ほどかかった。実行に移すには、それからさらに十秒ほどの時間を必要とした。

　イリステラに握られた袖をゆっくりと上げて、アッシュは、その小さな手に自分の手を重ね合わせた。

「っ」

　声にならない声を漏もらして、イリステラは顔を上げた。童どう女じよのように目を丸くして、アッシュのことをまじまじと見つめる。

　かすかに頰ほおが熱くなるのを感じながら、アッシュは小さく、

「危ないですから、ちゃんと握にぎっていてください。転ころんでしまいます」

　イリステラは瞬まばたきをして、アッシュの顔と、彼が握り締める自分の手を見比べた。

　それから、花開くように笑い、

「……はい」

　アッシュの手を、きゅっと握り返してきた。

　しばらく、沈ちん黙もくがあった。狭せまい通路に、二人の足音と火の爆はぜる音だけが響ひびいている。

　ごつごつした岩がん壁ぺきはどこまでも続いていて、通路の奥おく底そこに横たわる闇やみを見通すことはできない。イリステラはアッシュの手を握り締めながら、不安そうに身体からだを寄よせた。

　その弾はずみに、柔やわらかいものが肘ひじに触ふれた。

「～～～～～っ」

　首くび筋すじを伸のばし、唇くちびるをきつく結んで、アッシュは前を向いた。今の顔をイリステラに見られるわけにはいかない。もう少し、ほんの少しだけ、身体を離はなしてほしい。こんなに密みつ着ちやくされていたのでは、心しん臓ぞうの鼓こ動どうがイリステラに伝わってしまうかもしれない──

　アッシュの頭がゆであがっていたためか、彼は目の前の岩いわ棚だなが出っ張っていることに気がつかなかった。イリステラが注意の声をあげようとしたときには、アッシュはその額ひたいを思いっきり打ち付けてしまっていた。激げき痛つうのあまり、しゃがみ込む。

「アッシュ！　だ、大丈夫ですか!?」

「………………っ、へっ、平気、です、このくらいっ…………！」

　頭を押さえ、立ち上がろうとする。あまりの恥はずかしさにめまいがしそうだった。イリステラさまを守るべき自分が、彼女の存在を意い識しきするあまり、気を散らしてどうするのだ。

「大変、血が出ています！　あ、そうだ、これで……」

　イリステラは白の『双そう星せい』を取り出して、ワンピースの裾すそを引ひき裂さきはじめた。

「い、イリステラさま!?　なにをなさってるんですか？」

「包帯の代わりです。この服は洞どう窟くつを歩くのには相応ふさわしくないと思っていましたから、これでちょうどいいのです。──さ、できました！」

　ずいぶん短くなってしまったワンピースから、イリステラの太ふと股ももが覗のぞいている。アッシュは顔を赤くしてそこから目を背そむけ、イリステラはそれに気づいた素そ振ぶりもなく、アッシュの額ひたいに包帯代わりの布を巻き付けていく。

「応急処しよ置ちですけれど、ひとまずはこれで我が慢まんしてください」

　そう言って、イリステラは微ほほ笑えみ、再び立ち上がったアッシュの手を取った。

　イリステラの手のひらは、温あたたかく湿っていた。その手に握にぎられることに心地ここちよさを感じながら、アッシュは不ふ遜そんなことを思う。闇やみに怯おびえたり、動きにくいからと服を破やぶいたり、手をぎゅっと握り締めたり──

　こうしていると、イリステラは王女さまなどではなく、ただの、普通の女の子のようだ。

「……アッシュ、わたくしは、」

　ふと、イリステラが小さな声で囁ささやいた。青い瞳ひとみが不ふ思し議ぎなものを見るかのような色を映して、アッシュのことを捉とらえている。

「こんなふうに、誰だれかと手を繫つないで歩くことは、はじめてです」

「──、そ、それは、」

　失礼しました、と口の中でつぶやいて、手を離はなそうとする。自分でも、王族の手を握るということに、不ふ敬けいに近い罪ざい悪あく感かんを抱いだいていたのだ。

　しかし、イリステラが離してくれようとはしなかった。痛いたいほどにアッシュの手を握り締めて、ぶんぶんと首を振る。

「ち、違うのです！　そういう意味ではなくて──あの、わたくし、嬉うれしかったのです。あなたがこうして、わたくしの手を握ってくれて」

「……？」

「わたくしは、王女ですから。こんなふうに親しくしてくれる人は、ティリエルの他ほかには、誰もおりませんでした」

　不思議なことに、言葉の内容とは裏腹に、イリステラの声には寂さびしさが含まれていなかった。まるでそれが当然だとでもいうような、気負いのない表情をしている。

　アッシュはそろそろと、横にいるイリステラを窺うかがった。彼の手を握り、身体からだを添そわせながら、王女の青い瞳はまっすぐに通路の奥を見み据すえている。

「王女は──王族は、そういうものなのだそうです。誰にでも平等に、優やさしく、けれど、誰とも親しくしてはならないと。それは、人を好すき嫌きらいでより分けることに繫がるから」

　ぽつぽつと、独ひとり言ごとのように、イリステラは語りつづける。アッシュは横目にイリステラを見つめながら、静かに尋たずねる。

「でも、ティリエルは？」

「ティリエルは、特別。あの子は、わたくしと同じ、お姫さまですから。わたくしのただひとりの友人。わたくしが──怯えたり、戸と惑まどったりするところを見せるのも、あの子だけです。わたくしは、あの子には、どんなところでもさらけ出すことができるんです」

　そう言って、イリステラはどこか嬉しそうに笑った。それから、握る手にまた力を込めて、

「……王は、人の上に立つものは、なにかに怯えたり、怖こわがったり、戸惑ったりしてはならないのです。王の動どう揺ようは平和を乱す元になるから。わたくしは、そう教えられて育ちました」

「………………」

「でも、暗いところだけは、どうしようもなくて──自分でもいけないと、わかってはいるのですが、暗いところにひとりでいると、どうしても身体からだが震ふるえてきてしまうのです。いつもは、ティリエルが傍そばにいて、わたくしの手を握にぎってくれるのですけれど──」

「今は、ぼくがティリエルの代わりというわけですね」

　率そつ直ちよくに、思ったことを口にしただけだったが、イリステラはぱっと顔を上げた。慌あわてた表情。アッシュの言葉を皮肉と受け取ったのかもしれない。

「あ、や、違います！　そんなつもりでは──」

　アッシュはそのことに気づき、申もうし訳わけなく思った。皮肉を言ったつもりはなかった。むしろ、自分がイリステラの不安を和やわらげることになるのならば、それに優まさる光栄はないとさえ思ったのだ。アッシュはイリステラの顔をじっと覗のぞき込こんで、真剣な口調で言った。

「それなら、よろしければ、今この瞬しゆん間かんだけでも、ぼくを友人としてはいただけないでしょうか。そちらのほうが、イリステラさまも安心できるのではないですか？」

　イリステラはそれを聞いて、驚おどろいたように目をぱちぱちとさせた。

　その表情に、アッシュは少し気まずくなった。唐とう突とつすぎたかもしれない。

「すいません。出過ぎたことを言ってしまいました。お許しを──」

「本当ですか？」

「え？」

「本当に──アッシュ、あなたは、わたくしの友人に、なってくれるのですか？」

　青い瞳ひとみが、アッシュのことを見つめている。松明たいまつの灯あかりの中、きらきらと輝かがやくその瞳は、奇き妙みように潤うるんでいるようでもあった。

　王族の友人というものが、どういうものなのか、アッシュなどには想そう像ぞうもつかない。恐おそらくは、恵まれることよりも苦労することのほうが多いのだろう、という気はする。

　しかし、それがイリステラの──自分が敬けい愛あいし、何物に代えても守るべき少女の安らぎに繫つながるというのなら──

「ええ。ぼくなんかで、よろしければ」

　イリステラの表情が、ふっと和やわらいだ。アッシュから手を離はなして、代わりに彼の両りよう頰ほほを挟はさみ込む。

「……嬉うれしい」

　イリステラはアッシュの顔を、自分の顔へと近づけさせ、

「ありがとうございます、アッシュ。騎き士しだけではなく、友人にも恵まれるなんて、わたくしは幸福な王女です」

　こつん、と額ひたいをぶつけ合わせた。

「────────」

　あまりのことに、アッシュは固まり、反応することもできない。そのあいだに、イリステラはくるくると躍おどるようにアッシュから離はなれ、通路の先へと立った。

　もう手を握にぎらなくても大丈夫だと、そのことを示すように、イリステラは普段の天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべて、両りよう腕うでを広げてみせた。

「さあ、早くティリエルたちを探しましょう。みんなで、この洞どう窟くつから脱出するのです！」
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　岩がん壁ぺきの通路は、どこまでも続いているように思えた。

　松明たいまつの灯あかりでは、深い闇やみの奥おく底そこまで照てらすことは不可能だ。時折アッシュの頭に「本当にこっちに進んでいいのだろうか」という疑問がかすめはしたが、行き止まりに当たってもいないのに引き返すわけにはいかない。それに──

「──風が吹いてきていますね。出口が近いのでしょうか？」

　横を歩くイリステラも、気づいたようだった。嬉うれしそうに顔をほころばせ、アッシュのことを見る。信頼に満ちたその視線に、どぎまぎとしながら、アッシュは頷うなずこうとして、

「う……」

　その頰ほおを、引きつらせた。

　十歩ほど前方、松明の光がようやく届くくらいの距きよ離りに、十字路があった。

「あら。どちらが正しい道でしょう？」

　頰に手を当てて、イリステラは困ったように言う。アッシュも頭を搔かきながら、

「風が吹いてくる方向がわかれば、出口もわかるはずですが──」

　アッシュは肩をすくめ、ベルトから『双そう星せい』を抜いて、しゃがみ込んだ。

「総そう当あたりで調べるしかありませんね。とりあえず、戻ってきたときに迷わないように、目印をつけておきましょう」

　自分たちがやってきたほうの通路に矢印を描いて、少し考えてから、『落下したアッシュとイリステラさま、こちらより来る』と短い説明を付け加えた。ティリエルたちが見れば、自分たちの動向を把は握あくできるだろう。

　ふと──アッシュは、松明に照らされた『双星』を見下ろした。

　銀色の刃やいばに刻きざみ込こまれた、黒い『魂刻様式ルーングリフ』。

　かすかに浮かんだ疑問を、アッシュは口にした。

「イリステラさま。これ、なんて書いてあるんですか？」

『魂刻様式』は、魔ま法ほうの原動力となる『魔源マナ』を吸きゆう収しゆうするための『様式プロセス』のひとつである、と言われている。この文字を解読すれば、どのような魔法がこの短剣に付与されているのか、知ることができるはずだ。

　イリステラは大きな青い目を瞬またたかせ、それをとっくりと観かん察さつして、ぽつりと、

「１００、ですね」

「へ？」

「数字です。これは、『魂刻様式ルーングリフ』で『１００』という値を意味する記号ですよ」

　ひゃく。どういう意味だろう。腕わん力りよくが１００倍になるとかだろうか。

　二人して首をひねっていたが、答えが見つかるはずもない。ドル・ドーザとの『決けつ闘とう』にはまだしばらく間があるのだから、そのあいだに確かめればいいだろう。王家の宝物庫に隠かくされていたのだから、強力な魔ま法ほうがかけられていることは間違いないのだ。

　そう思い、前に続く通路に歩き出そうとした、そのときだった。

「あら、アッシュ。見てください」

　不意に、イリステラが弾はずんだ声をあげた。指を差すその先には、右手の通路からこちらへ駆かけてくる、一匹の犬がいた。

　黒い毛を揺ゆらし、金色の瞳ひとみをこちらに据すえて、とっとっと小走りに駆け寄ってくる。人間の子供くらいの大きさで、赤い舌を出して、へっへっへっへっ、と息を吐はいている。

「動物がいるということは、やっぱり外に通じているんですね」

　嬉うれしそうにつぶやいて、イリステラは犬に近づいていく。犬は怯おびえる素そ振ぶりもなくイリステラに近づいてきて、その足元をふんふんと嗅かいだ。ふふ、と笑い、イリステラはその場にしゃがみ込んで、犬の首を撫なでた。

　好奇心旺おう盛せいに尻しつ尾ぽを振る姿は、まるで子犬のよう──いや。

　これは、子犬だ。

　アッシュは眉まゆを寄せ、イリステラの手を引いて、犬から引ひき離はなした。

「あん。なにをするのですか、アッシュ」

　城育ちのイリステラにとっては、動物との触ふれ合あいというのは貴き重ちようなものなのかもしれない。腕うでを摑つかんだアッシュを振り返り、イリステラは不満そうに唇くちびるをとがらせた。しかし、アッシュの顔に浮かぶ真剣な表情に、驚おどろいたように目を丸くする。

　慎しん重ちように、黒い毛皮の子犬から距きよ離りを取りながら、アッシュはぽつりと、

「……『凶狼ワーグ』です。まだ子供ですが、人を襲おそう獣けものですよ」

　凶狼は、もっとも一般的な魔ま獣じゆうとして知られている。黒い毛並みと金色の目が特とく徴ちようで、幼よう体たいであっても普通の狼おおかみほどの大きさを持ち、成せい獣じゆうにもなれば大柄の男性ほどの大きさになる。皮かわ鎧よろいのような毛皮や、強きよう靱じんな爪つめと牙きばもさることながら、もっとも恐おそろしいのは、

「子供がいるということは、親もいるということですよ。凶狼は群れを作って行動するんですから。大だい規き模ぼな凶狼の群れは、騎き士し団だんが出動するくらい厄やつ介かいな相手なんです。ぼくたちなんか、あっという間に夕ご飯になっちゃいますよ」

　そう言うあいだにも、凶狼の子供はイリステラの足下にまとわりついてくる。黒い背中を撫でながら、イリステラは悩ましげに、

「でも、こんなにかわいいのに」

「無む邪じや気きなのはまだ子供だからです！　幼体で普通の犬くらいあるんですから、親はもっと大きいですよ。親のほうは、きっとぼくたちを遊び相手じゃなくて、食料として見るはず──あいたっ!?」

　ぱたぱたと尻しつ尾ぽを振りながら、凶狼ワーグの子供はなんの屈くつ託たくもなく、アッシュの足に嚙かみついてきた。子供とはいえ体たい軀くは成犬と同じ、じゃれて嚙んだのだとしても相当痛いたい。アッシュは反射的に足を動かし、凶狼の子供を振り飛ばした。

「あ」

　きゃいん！　と甲高い声をあげて、凶狼は地面に叩たたきつけられた。すぐさま起き上がり、きゃんきゃん、と鳴きながら、やってきたのとは反対の通路へと駆かけ去さっていく。

　イリステラは、じっとりとアッシュを見上げた。

「アッシュ、なんてことを……」

「えっ、今のぼくが悪いんですか？　嚙まれたんですよ!?」

「ほんの少しじゃれただけじゃありませんか。それなのにあんなことをして、大人げない。親が見たら怒りますよ」

「い、いや、だって、仕方ないじゃありませんか──」

「知りません。動物に乱らん暴ぼうをする人は嫌きらいです」

　そんなことを言いながら、イリステラは前方の通路へと足を踏ふみ出だし、アッシュは頭を搔かきながら、それを追いかけようとして──

　二人は同時に、足を止めた。

　闇やみの中になお黒く、松明たいまつの光を受けて濡ぬれるように光る黒い毛並み。その体格は犬や狼をはるかに超こえて、小振りな馬くらいはありそうだった。もっとも、臆おく病びようなあの草食動物とは異なり、わずかに開いた口には凶悪な牙きばがぞろりと並んでいた。

　牙の隙すき間まから、子供を足あし蹴げにした敵に対する怒いかりの声が漏もれている。

　親だ。

　二人は同時に、一歩後ろに下がった。

　それと同時に、親犬は一歩足を踏み出した。

「……アッシュ」

「……なんですか」

「あれ、やっつけられます？」

「動物に乱暴をする人は、お嫌いなのでは？」

「時と場合によります」

　小声で囁ささやきつつ、二人はそろそろと後退していく。後ろの通路は安全だが、出口に繫つながってはいない。右の通路は子の凶狼がやってきた道で、左の通路は子の凶狼が逃げていった道。どちらにも、別のお仲間がいるかもしれない。

　しかし。

「ぐるるるるああああああああああッ！」

　──とりあえず大事なのは、怒いかり狂くるう親から逃げ切ることだ！

「に、逃げますよ、イリステラさま！」

「あ、待って、アッシュ──！」

　手に手を取って、二人は転ころがるようにして、右の通路へと走り出した。その奥に金色の目が光っていないことを、あるいは背後から迫る黒い毛並みが覆おおい被かぶさってこないことを祈りながら、二人は一いち目もく散さんに駆かけ去さっていった。
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　クィンストラウス城から『清浄の森セイクリツドシケツト』まで旅するに当たって、アッシュはいくつもの野営道具をサックの中に詰つめ込こんできた。携けい帯たいの食料や飲料はもちろん、血止めの軟なん膏こうや清せい潔けつな布、ナイフに、松明たいまつに、火打ち石──

　それに、よく燃えるオイルがひと瓶びん。

　残ったオイルを全部地面に撒まき散ちらし、走りざまに火をつけるという手段を用いて、ようやくアッシュたちは凶狼ワーグから逃のがれることができた。

　もっとも、正確には逃げ切れたわけではなく、単に時間を稼かせいだだけに過ぎない。息せき切って走っている今も、背後からは遠とお吠ぼえが間かん断だんなく聞こえてきている。

「ど、どうしましょうアッシュ、逃げ切れるでしょうか──？」

　さすがにイリステラも、焦あせったように何度もちらちらと後ろを振り向いている。その向こうに揺ゆれる金の瞳ひとみを見て、彼女はひくっと唇くちびるを動かし、

「アッシュアッシュアッシュ来てます来てます追いかけて来てますっ！」

　もう追いつかれたのか、と歯は嚙がみをする。通路はひたすらに延のびていて、逃げ切れそうな脇わき道みちは見当たらない。どこかに隠かくれたとしても、凶狼はたちどころに見つけ出すだろう。イヌ科の嗅きゆう覚かくを侮あなどってはいけない。

　と、そのときアッシュは、前方に再び十字路があることに気がついた。

　そして、今度は風ではなく──『声』がその向こうから流れてくることも。

「ったくもう、アンタのせいよガーラフ！　子犬を蹴けり飛とばしたりするから！」

「お、お嬢じようが大声を出すから勘かんづかれたのではありませんか！　うわ、す、すぐそこにまで来ていますぞ！」

　どたどたと、足音を立てながら、反対側の通路からやってきたのは、

「ティリエル！　無事だったのですね！」

「あ、イリステラさま！　よかった、ようやく会えました──」

　が、もちろん互いの無事を祝っている余裕などない。イリステラとティリエル、二人の主従に同時に浮かんだ安あん堵どの笑みは、同時に引きつって強こわばった。

　イリステラはティリエルの背後からやってくる二匹の凶狼ワーグを見つけ、ティリエルはイリステラの後ろからやってくる一匹の巨大な凶狼を目もく撃げきする。

　四人はくるりと向きを変えて、横の通路へと逃げ込んだ。

「なっ、なんでイリステラさまも追われてるんですかっ！　ちょっとアッシュ、アンタなにやってんのよきちんとお守りしなさいよっ！」

「ぼ、ぼくのせいじゃないだろ!?　そっちこそなんで二匹に追われてるんだよ！　これじゃ数が増えただけじゃないか！」

　叫んでアッシュは後ろを窺うかがう。一匹の巨大な凶狼が後ろにつき、二匹の小さめの凶狼が前を走り、隊列を組むようにして追いかけてくる。

　アッシュは眉まゆをひそめた。このまま逃げていてもラチが明かない。

「ティリエル、ガーラフさん、聞いてください──」

　全力で走りながらアッシュは二人に作戦を耳打ちする。体力も脚力も向こうのほうが上ならば、いつか追いつかれてしまう。その前に──

「……今だ！」

　アッシュが叫ぶと同時に、三人は一斉に立ち止まった。そのうちの二人、アッシュとティリエルは、武器を抜き放ちざま身を翻ひるがえし、凶狼の群れに向かって走り込んでいく。

　突然の反撃に、凶狼たちは反応できなかった。その隙すきに、アッシュとティリエルはそれぞれ左右に飛び出し、壁かべ際ぎわすれすれで身体からだを低くして、同時に自らの武器を叩たたきつけた。

　ティリエルのレイピアが、右から迫る小さめの凶狼の眉み間けんを貫つらぬいた。

　アッシュの『双そう星せい』が、左から来る小さめの凶狼の前足を切断した。

　さらにその後ろから、巨大な凶狼が迫ってきている。しかし、あれはアッシュとティリエルが相手にすべき敵ではない。二人は事前に示し合わせたとおり、ぱっと左右に散って、壁際ぎりぎりで身を低くして凶狼をやり過ごした。

　両りよう脇わきをすれ違っていった二人の人間に、巨大な凶狼は一いつ瞬しゆん意い識しきを取られ──

　その首筋に、ガーラフの斧おのが叩きつけられた。

　重じゆう厚こうなガーラフを『金かな床とこ』、軽快なアッシュとティリエルを『槌つち』とした反転機き動どう。自分の作戦がこんなにもうまくいったことに、アッシュは意外そうに目を丸くし──しかし、予想外の出来事が、その驚おどろきを覆くつがえした。

「なっ、なんて堅かたさだ、このイヌっころ！」

　ガーラフの、全力の一いち撃げきを受けてもなお、凶狼は生きていた。首筋からどす黒い血を吹き出し、凶きよう暴ぼうなうなり声をあげながら、アッシュに向かって跳ちよう躍やくした。

「アッシュ!?」

　イリステラの叫びが響ひびき、アッシュは思わず目を閉じた。

　しかし、凶狼ワーグはその脇わきをすり抜けて、通路の奥おくへよろめきながら走り去っていった。それを追うように、アッシュが足を切断した小さめの凶狼も、ひょこひょこと頼りない動きで逃げていく。凶狼は、手傷を負ってなお勝ち目のない戦いに挑いどむほど、愚おろかではないのだ。

　凶狼が去り、再び通路に静せい寂じやくが戻ると、四人はようやく立ち止まった。

「し……、死ぬかと思った……」

　地面を見つめながら、呆ぼう然ぜんとつぶやいたアッシュの頭を、ティリエルが軽く叩たたき、

「なに目を閉じてるのよ、ああいう場合に反応できないでどうすんの！　向こうが逃げてくれたからよかったものの、攻こう撃げきされてたらほんとに死んじゃってたかもしれないのよ！」

　壁かべを背に、大きく息をついていたガーラフが、

「いや、お嬢じよう、今のはおれのミスです。小こ僧ぞうの作戦では、あのイヌっころをおれが仕し留とめるはずだったのに……くっそ、おれも老いぼれたかなあ、あれで仕留めきれないとは……」

「それとこれとは関係ない！　不測の事じ態たいなんていつでもどこでも起こりうることでしょ！　咄とつ嗟さに反応できなけりゃ、姫さまを守ることだってできないんだからね！」

「いや……ごめん、ティリエル」

「ごめんで人が生き返るなら神父はいらないわよ──、だあ、もう、だめ……」

　そこまで一気に言うと、ティリエルは大きく息を吐いて、力ちから尽つきたようにその場にへたり込んだ。

　うつむいたその顔から汗がぽたぽたとしたたり落ちていく。それを見て他の三人も地面に腰こしを下ろした。ここまで全力疾しつ走そうを続けていたのだ、息はとっくにあがっている。

　ふうふう、と可か愛わいらしく呼吸をしていたイリステラが、にっこりと微ほほ笑えみ、

「──今は、お互いに無事であったことを素直に喜びましょう。合流もできたことですし、そんなに怒おこらないで、ね、ティリエル？」

「む……、ま、まあ、イリステラさまが、そう仰おつしやるなら……」

　ぶつぶつと言うティリエルの頰ほおには、運動によるものではない赤味が浮かんでいた。這はうようにイリステラの隣となりに移動し、その横に腰を下ろす。イリステラがそうであったように、ティリエルもイリステラと別れて行動していることが、不安だったのだろう。

「そろそろ行きましょう。まだ他の凶狼もいるかもしれないし、長居は禁物です」

　全員の呼吸が整ととのうのを待ってから、アッシュはそう提てい案あんした。イリステラは頷うなずき、立ち上がり──それから、地面に転ころがる凶狼の死体に近づいていく。

　ティリエルが仕留めた凶狼を見下ろすイリステラの瞳ひとみには、かすかな悲しみが滲にじんでいた。自分たちの身を守るためであったとはいえ、命が失われるということは、心優やさしいイリステラにとっては悲しむべきことであるに違いなかった。

　短い祈りを凶狼ワーグに捧ささげると、イリステラは他の三人を振り返り、

「それでは、出口と──それに、他のエルド族のみなさんを探しましょう」

　ティリエルは頷うなずいた。実際に命を奪うばった彼女のほうは、凶狼の死体を見ても毛ほども表情を変えない。現実主義者のティリエルらしかった。

「実はですね、出口はもう見つけたんです。ガーラフと一緒に迷ってるうちに、外の光が見える場所を見つけました。ここからまっすぐに行ったところです」

「ですが、王女さまと、それにおれらの同どう胞ほうを見捨てるわけにはいきませんでね。また洞どう窟くつの中に舞まい戻もどったというわけですが──」

　その途中で、凶狼の群れに出くわしたのだという。

　ガーラフの表情には、さすがに苦悩の色が浮かんでいた。

「この洞窟はイヌの巣なんでしょう。あいつら、餌えさになってなきゃいいんですが……」

　アッシュは頷き、考える。こんな危険な場所にいつまでもイリステラを置いておくわけにはいかないが、エルド族を見捨てて自分たちだけ逃げるわけにもいかない。

　ティリエルを護ご衛えいとしてイリステラを脱出させ、城に応おう援えんを頼む一方で、自分とガーラフがエルド族を探し出す、という案が現実的だ。しかし、イリステラがそれを承しよう知ちしてくれるだろうか──

　そんな思おも惑わくは、遠くから聞こえた悲ひ鳴めいに、吹き飛ばされてしまった。

「あの声……!?」

　ティリエルが顔を上げ、凶狼が去っていったのとは別の方向を見る。大おお勢ぜいの悲鳴と、足音。どんどん近づいてきている。

　いやな予感が背せ筋すじを駆かけ抜ぬけていった。

　案の定──十秒もしないうちに、二十名ほどのエルド族の面々が、どたどたと足音を立てながら駆けてきた。

「おお、おまえら、無事だったか！」

　喜びに叫んだガーラフに、先頭を走っていた赤あか髪がみの大男が、

「あ、か、頭かしらァ！　た、た、助けてください！」

　そう叫びつつ、アッシュたちの横を赤髪の男たちが駆け抜けていく。その後ろには──

　五十を超こえるであろう大量の凶狼が、怒いかり狂くるって追いかけてきていた。

　アッシュたちは物も言わずに回れ右をして、またもや走り出した。




　　　　◆




　出口を知るティリエルを先頭に、守るべきイリステラはその次に、アッシュとガーラフは最後尾で、追いつこうとする凶狼を食い止める──気がつけば、一同はそんな隊形を取り、出口に向かって一いち目もく散さんに駆かけ出だしていた。

　途中、イリステラの体力が、あっさり限界を迎むかえた。

「はっ、はっ、はっ────、あっ!?」

　他の面々と違い、イリステラだけは運動と無む縁えんの生活を送っている。なにしろお姫さまなのだ、今までの生しよう涯がいの中で全力疾しつ走そうをしたことが、どれだけあっただろうか。イリステラは疲労のあまり足をもつれさせ、地面に転ころび、

「てめえら！　王女さまをお運びしろ！　爪つめ一本でも傷つけんじゃねえぞ！」

「合点！」

　ガーラフの号令一下、屈くつ強きような赤あか髪がみの男たちが、イリステラを走りざまに拾ひろい上あげ、数人で輿こしに乗せるように肩車をした。イリステラは目をぱちくりさせ、また気息を整ととのえつつ、自分を支える数人の男に恥はずかしげに礼をする。

「あの──あ、ありがとう、ございます」

「いえ、王女さまのためとあらば、お安いご用でさ！」

「……その代わり、おれらが聖せい堂どうを壊したこと、大目に見てくださいね？」

　気弱そうに自分を見上げる赤い瞳ひとみに、イリステラはくすりと笑い、

「さて、それはどういたしましょうか？」

　──そんな吞のん気きなやり取りが、前方で行われているとは露つゆ知しらず、殿しんがりを務つとめるアッシュとガーラフの働きは、苛か烈れつを極きわめていた。

　速度では明らかに凶狼ワーグのほうが勝まさっているのだが、狭せまい通路のために追い抜くこともできず、最後尾に追いつこうとしても、斧おのに鼻先を割られ、『双そう星せい』に顔を払われ、なかなか餌えさにありつくことができない。

　しかしアッシュとガーラフも、逃げながら戦い、戦いながら生いき延のびるという困こん難なんな作業に、次第に息が切れはじめた。アッシュは隣となりを走るガーラフに、息も絶え絶えに、

「で、出口は、まだ、なんですか？」

「辛抱しろ小こ僧ぞう、もうすぐだ！　──しかし、ひとつ問題があってな」

「まだなにかあるんですか!?」

「まあ、見ればわかるんだが──」

　アッシュは前を見て、そして、希き望ぼうと絶ぜつ望ぼうを同時に抱いだいた。

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中に、日の光が差し込んでいる。ほんの数十分洞窟の中にいただけなのに、陽光はやけに懐なつかしく、常よりも眩まぶしく見えた。

　同時に、ガーラフの言わんとしていることがアッシュにもわかった。

「広すぎる！　あれじゃ、防ぎきれない！」

　岩肌の通路は先に進むにつれて広がり、出口付近はちょっとした広間ほどの面積になっている。脚力きやくりよくで劣おとるアッシュたちが、かろうじて凶狼を斬きり防ふせぐことができていたのは、狭い通路で攻こう撃げきされる方向を限定していたからだ。あんな広場に出ては、あっという間に追い抜かれ、囲い込まれてしまう。

　不利を悟さとったアッシュは、さらに追い打ちをかけるような光景を目の当たりにした。

　巨大な──馬車ほどもある、巨大な凶狼ワーグが、地じ響ひびきを立ててこちらに近づいてくる。

　恐おそらくは、あれが凶狼のボスだろう。あいつが広間に出て、全力疾しつ走そうを始めれば、もはや誰だれも止められまい。あれこそが、本当の意味での魔ま獣じゆうだ。

　ここで、誰かが、足止めしなくては──！

　アッシュの頭に火花が散った。自分は騎き士しであるという意い識しきが、人を守るものであるという覚悟が、彼の足を止めた。

『双そう星せい』を握にぎり締しめて、凶狼の大群に向き直る。と、そんなアッシュの傍かたわらに立つものがいた。ガーラフだ。彼もアッシュと同じことを考え、同じ決断を下したらしい。両手で斧おのを構えながら、ガーラフは隣となりにいるアッシュに、荒々しい笑えみを投げかけた。

「やるじゃねえか小こ僧ぞう、腑ふ抜ぬけの『帝国』人にしちゃ肝きもが据すわってるぜ！　そうとも──男ってのは、こういう場所で命を張るもんだ！」

　それから彼は、自分の近くにいた赤あか髪がみの男たちに怒ど鳴なりつけた。

「ヘイダ、トーゲン、バザック、アーランド、こっちに来い！　てめえらはおれと一緒に死ね！　他の奴やつらはお嬢じようと姫さまを守って死ね!!」

「「「「──承知!!」」」」

　号令一下、名を呼ばれた男たちは反転し、アッシュたちと共に横一列に並んで、『壁かべ』を築きずいた。と、先頭を行くイリステラが、肩車の上から振り返り、

「────アッシュ、いけません！」

　彼がなにをしようとしているのか、敏びん感かんに読み取って、赤髪の大男の肩から飛び降りた。こちらに近づいてこようとするが、ティリエルがその肩を摑つかんだ。

「イリステラさま、危ないですって──アッシュ!?　な、なにしてんのよアンタら!?」

　アッシュは一いつ瞬しゆんだけそれを振り返って、大声で怒鳴りつけた。

「ここはぼくたちが引き受ける！　ティリエル、きみはイリステラさまを守れ！」

　激はげしい葛かつ藤とうが、瞬間、ティリエルの表情に生まれた。しかし、彼女はすぐに赤髪をぶんぶんと振り払い、血を吐はくように叫ぶ。

「………………っ、ああ、もう、わかったわよっ！」

　どうすればいいのか、この場でわかっていないのはイリステラだけのようだった。アッシュのほうへと走り寄ろうとするイリステラの手を、ティリエルは強く摑んで押しとどめる。イリステラは振り返り、ティリエルと言い争いをはじめたが、アッシュはもうそれを見てはいなかった。ただ、彼がわかるのは──

　こんな修しゆ羅ら場ばに、あの人を置くわけにはいかない、ということだ。

　横一列になって、アッシュたちは凶狼ワーグの群れを迎むかえ撃うった。津つ波なみのように押おし寄よせる爪つめと牙きばを、すり抜け、かいくぐり、あるいは弾はじき飛とばしながら、アッシュは短剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振るう。

　凶狼の足が飛び、鼻先が割られ、首が断ち切られた。ほとんどはエルド族の男たちの斧おのによるものだったが、アッシュの『双そう星せい』は、的確なときに的確な相手を斬きり防ふせいだ。今も、『壁かべ』を逃れて『本隊』に追いすがろうとする凶狼の腹を、アッシュの一いち撃げきが抉えぐり──

　そこに、新たな凶狼が走り込んできた。

「──────ッ！」

　避さけられない。避けてはいけない。一匹でも突とつ破ぱを許せば、『壁』自体が囲い込まれ、あっという間に食くい破やぶられてしまう。凶狼の波をかろうじて押さえられているのは、正面にだけ精神を集中しているからだ。横から襲おそわれれば、ひとたまりもない。

　黒の『双星』を振るい、そいつを仕し留とめようとする。が、乱れて揃そろう牙の列が、アッシュの刃を文字通り食い止めた。獣けものの強きよう暴ぼうな力に、非力なアッシュの両りよう腕うではじりじりと押されはじめ、

「……アッシュ！　これを!!」

　イリステラの絹を裂さくような叫び声に、思わず振り向いた。

　回転しながら、飛んでくるものがあった。白い光を放つ『それ』は、アッシュの目の前の地面に突き刺さる。

　なにを考える暇ひまもなかった。アッシュの左手が神速の動きを見せ、『それ』を地面から拾ひろい上あげた。右手だけで支えきれなくなった凶狼の牙が、アッシュの喉のど元もとを抉るより一いつ瞬しゆん早く、『シャルクインの双星』が左右から凶狼の頭を断ち割っていた。

　──イリステラさま、ありがとうございます。

　エルド族に捕まり、担かつぎ上あげられて、遠ざかっていくイリステラに、胸の中だけで感かん謝しやを捧ささげた。アッシュは荒く息を吐はき、両手に『シャルクインの双星』を構えた。二刀流などやったことはない。ティリエルが見たら、「ぶっつけ本番でそんなことをするな」と激げき怒どするところだろうな、とアッシュは思い、

　その瞬間、『シャルクインの双星』に刻まれた『魂刻様式ルーングリフ』が、強く輝かがやいた。

「うお!?」

「な、なんだこりゃ!?」

　白い太陽と黒い太陽が、洞どう窟くつの中に出現したかのように、辺りを照てらしだした。動どう悸きするアッシュの心しん臓ぞうに合わせるように、『双星』から両手に振しん動どうが伝わってくる。それに突き動かされるように、アッシュは凶狼の群れに突っ込んでいった。

「お、おい小こ僧ぞう、無茶するんじゃ──！」

　ガーラフの声にも振り向かず、アッシュは短く息を吐はく。奥おく歯ばを食いしばり、目を大きく見開いて、アッシュは『シャルクインの双星』を縦横に振るった。軽く滑すべらせるだけで足が飛び、大きく振りかぶって断ち割ると二匹がまとめて切きり裂さかれ、ばらばらになってはるか後方に吹き飛んでいった。

　左右の手に、黒白の光の刃を構えながら、アッシュは直感する。

　これが『シャルクインの双そう星せい』に付与された魔ま力りよくなのだ。一本ずつ使っても、ただの短剣と変わりない。この魔剣は、二本揃そろってこそ、その真価を発はつ揮きするのだ。

　今までアッシュの身体からだに重くのしかかっていた疲労が、綺き麗れいさっぱり消えていた。急きゆう激げきな運動による心しん臓ぞうの高鳴りは収おさまり、代わりに『シャルクインの双星』が、どくんどくんと脈みやく動どうを続けている。まるで、左右の手に二つの心臓ができたかのようだ。

　その脈動に突き動かされるようにして、アッシュは押し寄せる凶狼ワーグの波を、次々に切きり捌さばいていった。

　やがて──アッシュの存在に脅きよう威いを覚えたのか、凶狼の群れは立ち止まり、遠巻きにうなり声をあげるだけになった。

　それでも、彼らが引かないのには理由がある。

　その奥おくから、『ボス』──馬車ほどの巨体を持つ凶狼が、ゆっくりと近づいてきたからだ。

「…………か、頭かしらァ…………こいつは…………」

「うるせえ！　情けない声を出すんじゃねえ！」

　弱気につぶやいたエルド族のひとりを、ガーラフは大声で叱しかりつける。しかし、その声にも虚きよ勢せいの色は紛まぎれもなかった。そこらを走っているネズミでもわかる理り屈くつだ。──こんな化け物に、自分たちなどが敵かなうはずがない。

　それでも。

　アッシュは、足を前に踏ふみ出だした。

　口元に浮かんでいるのは、笑えみに見えるが笑みではない。恐きよう怖ふと緊きん張ちようのあまり引きつってしまっただけだ。

　どう戦えばいいのか、それすらもわからない。しかし、後退という選せん択たく肢しは存在しない。自分たちが引くということは、イリステラとティリエルを危険に晒さらすということだ。そんなことが、許されるはずもない。

『ボス』が、吼ほえた。

　びりびりと空気を震ふるわせて、地面を揺ゆらしながら『ボス』は突進してくる。人を丸まる吞のみできそうな巨大な口を開けて、アッシュの半身を嚙かみちぎろうとする。

『双星』を手にしたアッシュは、素早く後退しながら『ボス』の顔を引ひっ搔かいた──引っ搔く、としか表現のできない攻こう撃げきだった。いかに強力な魔法が付与されていても、こんな巨大な魔ま獣じゆうを相手に、短剣ではどうしようもない。根本まで突き刺したところで、致ち命めい傷しようにはならないだろう。

『ボス』はうるさそうに首を大きく振り、鼻先でアッシュの身体を打ちのめした。ハエを払うような仕草だったのに、アッシュの身体からだは吹き飛ばされ、岩に叩たたきつけられる。

　呼吸が止まったところに、どす黒く汚れた爪つめが頭上から振り下ろされた。受けることはできない。そのまま叩き潰つぶされるのがオチだ。アッシュは息を止めながら全身のバネを使ってその場から離はなれ、去さり際ぎわに爪を一本切きり裂さいていった。

「──がっ、げほっ、ごほっ!!」

　安あん全ぜん圏けんまで逃げ去って、アッシュは激はげしく咳せき込こむ。『双そう星せい』の魔ま力りよくをもってしても、痛いたみだけはどうにもならない。

　うるるる──と、低いうなりを漏もらしながら、巨大な凶狼ワーグは金色の瞳ひとみでアッシュをにらみつける。アッシュは大きく息を吐はき、吸い込んで、再び短剣を構えた。

　ドル・ドーザと対たい峙じしたときのことを、思い出した。

　絶ぜつ望ぼう的てきな、いっそ滑こつ稽けいなほどの実力差。

　それは、今も変わらない。曲がりなりにも今、自分が凶狼の群れを撃げき退たいできているのは、ガーラフたちの助力と、『シャルクインの双星』の力によるものだということは、誰だれよりもアッシュが理解していた。

　これは、自分の実力ではない──しかし、どのようにして得たものであれ、力であることに変わりはない。その力が、誰かを──イリステラやティリエルのような、大切な人々を守るのであれば、アッシュは喜んでそれを手にするつもりだった。

『双星』を目の前で交差させ、アッシュは巨大な凶狼が近づいてくるのを待った。今の自分なら、この化け物相手にも渡わたり合あえる。そんな確信が、アッシュの中に湧わき上あがり──

　そのとき、アッシュはふと、あることに気がついた。

『シャルクインの双星』の刃に刻きざまれ、光を放つ『魂刻様式ルーングリフ』が──変化している。

　意い識しきを凶狼に向けつつ、アッシュはそれを見て、瞬まばたきをした。

　記き憶おくが確かなら、『魂刻様式』は三つ並んでいたはずだ。それが、二つになっている。それだけでなく、右側の『魂刻様式』が、どくんどくんと手に通じる振しん動どうにあわせて、毎回形を変えている。

　これは数字です──というイリステラの言葉が、頭に蘇よみがえった。

　息を詰つめて観かん察さつしていると、今度は左側の『魂刻様式』が形を変えた。右側の数字は、休むことなく、どく、どく、どく、と響ひびくたびに変化していく。

　数字が変わるごとに、その振動は強くなっていく。

　アッシュの頭が、高速で回転しはじめた。

　最初は『１００』だった。三桁けただったはずだ。それが、恐おそらくは魔法の力を発はつ揮きしたときから、二桁に変わり、そして今もなおその変化は続いている。『魂刻様式』を読み取ることは、アッシュにはできないが、これは──数字がどんどん減へっていっているということではないのだろうか？

　そんなことを思っているうちに、二つ並んだ『魂刻様式ルーングリフ』の左側が、消えた。

　二桁けたが、一桁に。

　９秒。８秒。７秒。

　ひとつの言葉が、アッシュの脳のう裏りに稲いな妻ずまのように蘇よみがえってきた。もはや遠い昔にも思える昨日の記き憶おく。マリアベラの私室を訪れたイリステラが、『クィンストラウス秘ひ史し』に記されているこの短剣を、興こう奮ふん気味に語ったときのこと。

『ひとたび力を放てば、どのような敵も等しく灰燼に帰す』──

「ガーラフさん！　逃げてください!!」

　瞬しゆん間かん、アッシュはそう叫んでいた。鬼き気き迫せまるその怒ど鳴なり声ごえに、息を詰つめて戦いを見守っていたガーラフは、びくっと身体からだをすくませ、

「あ、ああ？　おま、逃げろったって、おれらは──」

「いいから・言うとおりに・してください！　逃げるんです!!」

　３を切った瞬間、鼓こ動どうは爆発的に強くなっていった。どくん！　どくん！　どくん！　と全身に響ひびくような振しん動どうの中で、アッシュは冷静に、残り２秒までタイミングを見み極きわめ──

　そして、二本の短剣を凶狼ワーグに向かって投げつけた。

「走って、はや──」

　身を翻ひるがえして走り出そうとしたアッシュの背後、巨大な凶狼の鼻先で──




　黒と白、二種類の色を持つ光が、耳をつんざく轟ごう音おんと共に爆はぜた。




　　　　◆




「……お…………　……い、……シュ……、…………ろ」

　水の中にいるようだった。

　目の前は霞かすみがかかり、聞こえてくる音はすべて膜まくを通したようにぼやけている。すぐそこにある顔が、誰だれのものなのかも、はっきりとはしなかった。

　視し覚かくより先に、聴ちよう覚かくが回復した。

　がらがらと、岩が落ちていく音が遠くから聞こえる。声を出そうとするが、なにかが唇くちびるを塞ふさいでいて身動きが取れないことに気づいた。意味もわからず、呆ぼう然ぜんとしていると──

　不意に、光が差し込んできた。

「──おいって！　アッシュ、しっかりしろよ！」

　聞きき慣なれた声が、光と共に頭上から降ってくる。周囲を取り囲む闇やみは、どうやら、土ど砂しやのようだ。頭ほどもある石を取り除き、土つち塊くれを払いながら、自分の身体を闇から引き上げてくれたのは──

「…………トレイン？」

　砂の味を舌先に感じながら、アッシュはかすれた声で、親友であり、同どう僚りようでもある少年騎き士しの名を呼ぶ。目の前にいる誰だれかは、こくこくと何度も頷うなずいたようだった。

「よかった、どうにか生きてるみたいだな。──ったく、どうなってんだこりゃ？　いきなり団長に呼び出されて、こんなところまで来たかと思えば、おまえがいるなんて想そう像ぞうもしてなかったぞ！」

　ゆっくりと瞬まばたきをすると、視界がはっきりとしはじめた。自分を見下ろすトレインの向こうには、木々の緑と、そして、目に痛いたいほど青い空が広がっている。

「……外」

　独ひとり言ごとのようにつぶやいて、アッシュは起き上がろうとして、凄すさまじい激げき痛つうに声にならない悲ひ鳴めいをあげた。

「馬ば鹿か、動くな。おまえ全身ズタボロなんだからよ。あっちにいるおっさんが連れてきてくれなきゃ、どうなってたことか──」

　トレインが視線を向けた先では、ガーラフと赤あか髪がみの男たちが、車くるま座ざになってなにかを話し込んでいた。と、アッシュが起きたことに気づいて、ガーラフは岩のような笑えみを浮かべて立ち上がり、歩いていった。

　その先には、アッシュの目には見慣れた、騎士団の面々がいた。鎖帷子チエインメイルをつけた『外衛騎士団アウターガーズ』、全身鎧フルプレートに身を包んだ『近衛騎士団インペリアルナイツ』、その中でも銀色に輝かがやくものを纏まとうのは『親衛隊シルバーコート』で、それを率ひきいる黒い鎧よろいは──

「ドル・ドーザ団長──、それに、」

　彼の目の前には、二人の少女がいる。

　白はつ金きんの髪と、真しん紅くの髪を持つ、二人の少女。ひとりは顔を両手で覆おおい、ひとりは悄しよう然ぜんと肩を落とし、時折かけられるドル・ドーザの言葉に、首をふるふると振っている。

　そこに、ガーラフが近づいていった。一言二言、彼がなにかをつぶやくと──顔を覆っていた白金の髪の少女と、肩を落としていた真紅の髪の少女は、弾はじかれたようにこちらを振り返った。

　青と赤の瞳ひとみに、驚おどろきと、喜びの涙が溢あふれ──

「「────アッシュ!!」」

　イリステラとティリエル。アッシュが仕つかえ、学び、命に代えても守ると誓ちかった、なによりも大切な二人の少女が、自分の名前を叫びながら、こちらに走はしり寄よってくる。その光景を最後に、アッシュの気力は尽つき、彼の意い識しきは再び闇やみの中へと沈しずんでいった。
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　　　終幕　アッシュ・ウィリアックの決意







　そして、アッシュは目を覚ました。

　見知らぬ天井がある。自分の部屋ではないし、もちろんイリステラの寝しん室しつでもない。白い天井は染しみひとつなく、レースに彩いろどられたカーテンが、窓から吹き込む風にはたはたと躍おどっていた。

　気持ちのいい春の日差しが、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる。

「…………、……」

　誰だれかを呼ぼうとして、声がまったく出ないことに気づいた。喉のどがからからに嗄かれている。重く瞬まばたきをして、ふと顔を傾かたむけると──

　イリステラが、枕まくら元もとに座っていた。

　眠っているようだ。看かん護ご用の椅い子すに腰こしかけて、身体からだを壁かべに預けたまま、穏おだやかな寝ね息いきを立てている。

　ただの少女のような、あどけない寝顔。

　起こすのも悪い気がした。見れば、彼女のすぐ横にある台に、水差しが置いてある。右みぎ腕うでを伸のばしてそれを取ろうとしたが──うまく腕が動かず、あやまって水差しを取り落としてしまった。

「あっ──」

　かすれた声が、唇くちびるからこぼれるよりも早く。

　イリステラの手が、空中で水差しを受け止めて、再び元の場所に戻した。

「────」

「よかった。気がついたのですね」

　青い瞳ひとみが笑えみ、イリステラは自分で水差しを取り上げて、手ずからアッシュの唇に水を含ませた。

　喉のどを潤うるおすと、弱々しいながらも声が出せるようになった。アッシュはイリステラを見つめる。聞きたいことは山のようにあった。しかし、一番大事なのは、

「……ぼくは、どれくらい、眠っていたんですか？」

　イリステラは、ちょっと困ったように眉まゆを寄よせた。どう答えればいいのか、それすらもわからないように、彼女は目を伏ふせて、

「三日だ」

　不意に、イリステラの背後から、重々しい声が響ひびいた。

　ドル・ドーザ団長が、部屋の入り口に佇たたずんでいた。その傍かたわらでは、ティリエルが無表情にこちらを見つめている。

　黒い平服を着たドル・ドーザは、ゆっくりとアッシュのほうに近づいてきた。

「『竜戮騎士テイフオニロス』の認にん定てい試し験けんは、今日が最後の期日ということになる。どうする、ウィリアック卿きよう。その身体からだで、このドル・ドーザに挑いどむことがどれだけ無む謀ぼうなことか、わからないおぬしではないと思うが」

　アッシュは唇を嚙かみ、からっぽの両手を見下ろした。

　あんなに苦労をして取りにいった『シャルクインの双そう星せい』は、凶狼ワーグとの戦いで失われてしまった。空手でドル・ドーザと戦って勝てるはずがないと、アッシュが誰だれよりもよく知っている。

　しかし。

「いえ。やります」

　ドル・ドーザの視線を真っ正面から受け止めて、アッシュは半身を起こそうとして、イリステラに慌あわてて押さえつけられた。それでも、灰色の瞳はじっと、ドル・ドーザの巨体を見上げている。

　どれだけ実力差があろうと、魔ま法ほうの短剣を失おうと、自分は彼に挑むために、この一ヶ月間を過ごしてきた。自分ひとりだけではなく、イリステラやティリエルをはじめとする、多くの人々に助けられてきた。

　勝ち目がないからといって、戦い自体を放ほう棄きしようとすることは、それらの人々に対する裏切りだ。

「ふむ……」

　そんなアッシュのことを、ドル・ドーザは顎あごに手を当てて観かん察さつした。それから、彼は不意に腰こしの後ろに両手を組み、厳おごそかな声で告げた。

「アッシュ・ウィリアック卿きよう。クィンストラウス騎き士し団だん長ちよう、『竜戮騎士テイフオニロス』ドル・ドーザが汝なんじに問おう。この質問は軍令である。これに対して虚きよ偽ぎを述のべる、あるいは口を噤つぐむことは軍規に触ふれる。そのことをよく心得え、問いに答えよ」

　突然のことに、アッシュは身体からだを強こわばらせた。イリステラの『秘ひ密みつ』を聞き出そうとするつもりだろうか？　──いや、少なくとも日が落ちるまでは、アッシュは『竜戮騎士』候こう補ほであるはずだ。それならば、ただの騎士に戻ってからすればいいのに──

「汝はイリステラ・クィンストラウス王女殿でん下かの用命に従い、『清浄の森セイクリツドシケツト』にある王家の宝物庫へと向かい、そこでエルド族の協力を得て殿下の命令を果たそうとしたが、その際に魔ま獣じゆうに襲おそわれた。事実に相そう違いないか？」

「へ──？」

「今のは本当のことか、と尋たずねておる」

　アッシュは瞬まばたきをした。ドル・ドーザの後ろに控ひかえるイリステラとティリエルに目を向けようとしたが、できない。『竜戮騎士』の黒い眼まな差ざしは、物理的な拘こう束そく力りよくを伴ともなっているように、アッシュの目を釘くぎ付づけにしていた。

「──はい。本当のことです」

　エルド族が、のくだりは明らかな噓うそだったが、聖せい堂どうを壊こわし、なおかつ王女に刃やいばを向けたという事実が露ろ見けんすれば、まず死し罪ざいはまぬがれない。それはイリステラの胸ひとつに収おさめておくつもりだろう。

「では、魔獣に襲われ、追われるイリステラ王女殿下と上級侍じ女じよティリエルを救うため、自みずからの命を賭として魔獣の群れを食い止めようとした、ということは、事実か？」

「……それも、はい、本当です。でも、ぼくひとりではどうにもなりませんでした。ガーラフさんたち、エルド族の人たちがいなかったら、今ごろぼくは奴やつらの腹の中です」

　ドル・ドーザの口元がわずかに歪ゆがんだ。笑ったのかもしれない。なにがおかしかったのかは、アッシュにはわからない。

「そうか。──では、最後の質問だ」

　なにを意図しての質問か、よくわからないが、アッシュは固い表情で頷うなずいた。ドル・ドーザは視線を外し、春風にそよぐカーテンを見つめながら、

「懲こりたか？」

「は？」

「『王族の気まぐれ』に付き合うのは大変だろう。ことに、ここにいらっしゃるイリステラさまは、昔から非常に手のかかるお方でな。わしも何度煮にえ湯ゆを飲まされたかわからぬ」

「ドル・ドーザ」イリステラがちょっと顔を赤くして、「不ふ敬けい罪ざいに問われたいのですか？」

「事実ですからな」と、ドル・ドーザは涼すずしい顔で答える。

「アッシュ・ウィリアック卿きよう。ぬしはどうだ。王女殿でん下かに振り回されるのはもう懲こり懲ごりと、そうは思わんか？」

　アッシュは、瞬まばたきをして、ドル・ドーザのことを──そして、彼の後ろにいるイリステラと、その傍そばに仕つかえるティリエルのことを見つめた。

　大変だった。それは、紛まぎれもない事実だ。元はといえばすべてイリステラの『趣しゆ味み』が引き起こしたことであり、そのために自分は『竜戮騎士テイフオニロス』に叩たたきのめされ、騎き士し号ごうを剝はく奪だつされそうになり、聖せい堂どうではさまざまな『試練』を味わわされ、魔ま獣じゆうの群れにも追い回された。

　しかし──

「思いません」

　少しの偽いつわりもなく、アッシュは首を振った。微ほほ笑えみとも苦笑ともつかない表情が、彼の顔に浮かんでいる。

「確かに、イリステラさまにはずいぶん振り回されましたけど──でも、それでもぼくは、イリステラさまのことを尊そん敬けいしています。守りたいと願っています。振り回されるのも、悪くはないと思っています。ですから──懲りるということは、ありません」

「そうか」

　どこか満足げに、ドル・ドーザは頷うなずき、それから朗ろう々ろうとした声で、

「では、アッシュ・ウィリアック卿。騎士団長の名に於おいて、汝なんじを『竜戮騎士』見習いとして任命しよう」

　不意のことに、アッシュは目を丸くした。ドル・ドーザは、『竜戮騎士』を任命する権利を持っている。そのことは十分知っている。しかし、

「……み、見習い？」

「承しよう知ちのこととは思うが、ぬしの実力は不十分である。それゆえに『竜戮騎士』の称しよう号ごうを任まかせることはできん。しかし、王女殿下を危険から守り抜いたという功こう績せきと、なによりもその強い忠ちゆう誠せい心しんは高く評価できる。ゆくゆくは、この国の武を背負って立つ『竜戮騎士』──少なくとも、その見習いとして働くことはできると判断した。どうだ。承しよう諾だくするか」

　重々しいその声に、アッシュは反射的に頷いてしまう。

「……あ、は、はい」

「よろしい。では、『竜戮騎士』見習い、アッシュよ。ぬしの任にん務むは──イリステラ王女殿下によく仕え、その命をよく聞くことだ。精しよう進じんしろよ」

　ドル・ドーザは踵きびすを返し、出口に向かって歩きはじめた。もちろんアッシュの混乱はいまだに収おさまっていない。その背中に、

「あ、あの！」

「……いや、正直なところ、ぬしには感かん謝しやしている。アッシュよ」

「え？」

「……国王陛へい下かはともかく、王妃殿でん下かもイリステラさまに似たお方でな──この老体には、どちらか一方の面倒を見るだけで精いっぱいだと、常々思っておったのだ。おぬしが引き受けてくれるというのなら、わしの負担は相当軽くなる。では、あとは頼んだぞ」

　それだけ言って、彼は部屋から出て行った。

　呆ぼう然ぜんとしながら、アッシュは、思う。

　──なんだか、厄やつ介かいごとを押しつけられたような気がする。

　とりあえず、寝ねたきりのままでいるのはみっともない。起き上がろうとしたアッシュの身体からだを、今度はティリエルの右手がベッドに押しつけた。アッシュを見下ろすティリエルの眼まな差ざしは、複ふく雑ざつな色を宿やどしていた。喜べばいいのか、怒おこればいいのか、わからないでいるような表情。

「無理すんじゃないの」

　ティリエルはイリステラの隣となり、アッシュの枕まくら元もとに腰こしを下ろした。肩から提さげたサックをごそごそと探りながら、

「傷が開いたら、またイリステラさまのお手を煩わずらわせることになるんだから。決けつ闘とうの話もなくなった以上、ゆっくり傷を治すことに専念しなさい」

　そう言いつつ、ティリエルはサックから、リンゴとナイフと皿を取り出した。




　　　　◆




「結局、骨折り損の、くたびれもうけでしたね」

　しゃくり、とリンゴに嚙かみついて、アッシュはぽつりとそんなことをつぶやいた。

「『シャルクインの双そう星せい』は爆ばく発はつしてしまいましたし──、というか、あれはなんであんな魔ま法ほうがかけられていたんですか？　危うく死ぬところでしたよ……」

　楚そ々そとした仕草で、こちらもリンゴを囓かじりながら、イリステラは澄すました顔で、

「実はあのあと、お父さまに叱しかられました。王女たるものがあまりにも軽けい率そつすぎると。あの聖せい堂どうに収おさめられている品は、易やす々やすと手を出していいものではないのだそうです」

　お父さま、ということは、国王陛下のことだ。アッシュはその情景を思い起こして、冷や汗を流した。ただイリステラの『秘ひ密みつ』を守りたいと思っただけなのに、いつの間にこんなに話が大きくなってしまったのだろう。

「その折にお父さまにお聞きしたのですが、あの宝物庫に収められている品々は、『帝国』が諸国を統一する以前に戦争で使われていたものらしいのです。中でも『シャルクインの双星』は、特別攻こう撃げき用に作られた武器だそうで、魔ま法ほうで身体能力を強化して敵陣深くまで斬きり込こんでから華々しく爆ばく散さんするという──」

「自爆兵器じゃないですか!?」

「ええ。まさかそのような悲しい武器が、今は平和なクィンストラウスで使われていたなんて……戦争とは、本当に恐おそろしいものですね……」

　それをぼくに使わせようとしていたあんたのほうが恐ろしいよ、と言いたくなるが、イリステラも知らなかったので仕方がない。

　ともあれ、とアッシュは息をつき、

「それなら、やっぱりぼくのやったことは、無む駄だだったんじゃ──」

「いいえ、そんなことはありません。確かに『シャルクインの双そう星せい』は失われてしまいましたが、その代わりにアッシュは、わたくしを──王女を命がけで救ったという『功こう績せき』を手に入れたではありませんか。そのおかげで、あなたはドル・ドーザに認みとめられたのです。だから、あれは決して無駄なことではありませんでした」

「それに──ガーラフたちとも会えたし、ね」

　リンゴを剝むき終おえたティリエルが、ふとそんな言葉を漏もらした。ナイフを皿の上に置くと、彼女はちらちらとアッシュを見ながら、

「……あいつら、アンタに感かん謝しやしてたわよ。このリンゴも、あいつらからの差し入れ。アンタのおかげで『上天ワルハラ』に昇らずに済んだってさ」

　アッシュは、ふっと笑い、

「それはお互いさまだ。ドル・ドーザ団長にも言ったけど、ガーラフさんたちがいたおかげで死なずに済んだ。ぼくも、あの人たちに感謝してる」

「…………うん、まあ、それはそうなんだけど、ね」

　ティリエルにしては歯切れが悪い。アッシュは不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、イリステラはくすくすと笑いながら、

「あら、ティリエル、どうしたのかしら？　アッシュが目覚めたら、することがあるんじゃなかったんでしたっけ？」

「いっ、イリステラさまっ！　言わないでくださいよ!!」

　楽しげに喉のどを鳴らし、あるいは顔を真まっ赤かにして怒おこる二人の少女に、アッシュは目を瞬またたかせた。ティリエルはそんな彼に向き直り、背せ筋すじを伸のばして、ぺこりと頭を下げた。

「あの──あ、あたしからも、礼を言うわ。ありがとう、アッシュ。あたしの同族と、それに、イリステラさまを助けてくれて。アンタがいなかったら、今ごろは──」

　言葉は途切れ、ティリエルの表情に一いつ瞬しゆんだけ、恐きよう怖ふの色がよぎった。同族やイリステラを失うことを想そう像ぞうしたのかもしれない。

　それに対しても、アッシュはゆるゆると首を振った。

「礼を言われることじゃないよ。ぼくは、ぼくの務つとめを果たそうとしただけだ」

　ふん、と、ようやくティリエルの口元に、彼女らしい笑えみが上った。

「それでも、恩人に対する礼れい儀ぎは尽つくさなきゃ──って、アンタがあたしの立場だったら、そう言うでしょ。だからあたしも、そうする」

　アッシュはきょとんとして、それからティリエルと、声を合わせて笑った。

　それから──

「さて、それでは、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い、アッシュ・ウィリアック卿きよう。いくつか、確かく認にんすべきことがあります」

　リンゴを食べ終えると、イリステラは立ち上がり、そんなことを言った。

　ついに来たか、とアッシュは思う。

　ある意味では、目的は果たされたのかもしれない。ドル・ドーザとの決けつ闘とうは流れてしまったが、少なくとも彼を納なつ得とくさせることはできた。そのおかげでアッシュは騎き士しとして留とどまることができ──そして、イリステラはアッシュの主君として、彼を自由にできる権利を得た。

　アッシュとの約束を取り消し、そして、改めてアッシュに口止めする権利を。

「騎士団長であり、『竜戮騎士』であるドル・ドーザの言葉は受け取りましたね？　あなたは栄えある『竜戮騎士』の見習いとして、わたくしに仕つかえる義ぎ務むがあります」

「はい……」

「あなたはわたくしの騎士であり、わたくしはあなたの主人です。あなたは、わたくしの命令を聞かなくてはなりません。それも、よろしいですね」

「…………遺い憾かんですけど、そうですね」

　精いっぱいの反抗に、イリステラはにっこりと応こたえ、

「それでは、最初の命令です。あの夜、礼れい拝はい堂どうの地下でわたくしと交わした約束を──わたくしとティリエルの『遊び』を誰だれにも言わない代わりに、『遊び』をやめさせるという約束を、なかったことにしてください」

「…………」

　アッシュは目を閉じた。

　こうなることはわかっていた。イリステラが自分を『竜戮騎士』に任にん命めいしたのは、そもそもこうするつもりだったのだから。騎士は主君の命令を聞かなくてはならない。それは事実だし、アッシュもそのことに異い議ぎを唱となえるつもりはない。だが──

「……その前に、イリステラさま、よろしいでしょうか」

　静かにつぶやいたアッシュに、イリステラはこくりと頷うなずいた。アッシュは続ける。

「確かに、ぼくはあなたの騎士です。あなたのことを命を賭として守りましょう。あなたのご命令にも、忠ちゆう実じつに従うつもりです。ですが、ひとつだけ、約束してください」

「…………は、はい……」

「ぼくは騎き士しとして、イリステラさまが間違ったことをしようとしていると判断したら、迷いなくそれを止めます。イリステラさまと──それに、ティリエルにとって、ぼくはとんでもない邪じや魔ま者ものになるかもしれません。それでもいいのでしたら、ぼくはその命令をお聞きしましょう。それもいやだというのでしたら、どうかぼくを、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いから罷ひ免めんしてください」

　それが、アッシュとしては絶対に譲ゆずれない線だった。

　聖せい堂どうで見た事実といい、そもそもイリステラの趣しゆ味みは王族として仕方のないことなのかもしれないが──それでも、ストッパーは必要だ。たとえ疎うとまれようとも、それが王国の、イリステラのためになるのであれば、自分は進んでそうするつもりだった。

　ティリエルはその申し出にむっとし、しかしイリステラは、反対ににっこりと笑った。

「わかりました、アッシュ。──やっぱり、あなたは信頼できる人です」

「な、なにをいきなり」

「いきなりではありませんよ。王女であるわたくしに、自分は邪魔者になると堂々と宣言する──そのあなたの心こそが、わたくしにとっては、なによりも大切なものなのです」

　ベッドの上に身を乗り出して、半身を起こしたアッシュの手を、イリステラは握にぎり締しめる。祈るように目を閉じて、彼女はつぶやく。

「それでは、アッシュ・ウィリアック。今日このときより、あなたをわたくしの騎士として認みとめます。いついかなるときも、わたくしの傍そばを離はなれず、騎士として相応ふさわしい振ふる舞まいをしてください」

　それから、ちらっと目を開いて、

「それと、あとひとつ」

「…………また命令ですか？」

「いいえ。今度は、友人としてのお願いです」

　友人。あの洞どう窟くつで交わした言葉を思い出して、アッシュは頷うなずく。

「はい。なんでしょうか、イリステラさま」

　イリステラは、女神のような慈じ愛あいに満ちた微ほほ笑えみで、アッシュの腕うでにそっと触ふれて──




「もう一度、あなたのことを、お仕置きさせてはくれませんか？」




　そうほざいた。

　対してアッシュも輝かがやくような笑みを浮かべて、

「絶対にいやです」

　イリステラは「まさか断られるとは思っていなかった」という表情をした。握った手をぶんぶんと振りながら、

「どうしてですか!?　アッシュも楽しかったでしょう!?　あのときそんな顔をしていたではありませんか！」

　人聞きの悪いことを叫ぶイリステラに、今度はティリエルが加か勢せいした。

「なっ、なによそれ!?　アンタあのとき『理解できない』みたいなこと言ってたくせに、あ、わかった！　あたしからイリステラさまを取り上げるつもりなのね、そ、そんなの絶対許さないんだから！　──イリステラさまも、なんでアッシュなんかを叩たたくんですか!?　あたしだけじゃだめなんですか!?」

「だ、だめというわけではありませんが、その……たまには別べつ腹ばらといいますか……」

「ひどいっ！　イリステラさまの浮気者!!」

　ティリエルが叫び、イリステラがそれをなだめようとする。アッシュをにらみつけるティリエルの目には嫉しつ妬とがありありと滲にじんでいて、さらに頭が痛いたくなった。

　やはりこの二人のことは、誰だれかが見張っていなくてはならない。その『誰か』が自分であるという事実に、アッシュは深々とため息をついたのだった。





終わり












　あとがき




　はいどうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

『ウチの姫さまにはがっかりです…。』第一巻、楽しんでいただけましたでしょうか。

　なんだこのタイトル。




　さて、今回のお話は異世界ファンタジーとなっております。

　剣と魔ま法ほうのアレです。騎き士しとメイドも出てきます。あと、鞭むちを持ったお姫さまも登場しますよ。異世界ファンタジーといえばやっぱり鞭を持ったお姫さまですよね。編集さんとの会話の中でも、「コルセットは露ろ出しゆつが高いからダメです！」という指し摘てきは飛び出しても「なんでお姫さまが鞭を持っているんですか？」と尋たずねられたことはついぞありませんでした。

　つまりこれは異世界ファンタジーにおいて姫君＝ドＳであるという公式が成り立ったという証明でもあります。

　いろんな方向に喧けん嘩かを売っているような気がします。




　ところで、この本を作るにあたって編集さんに自分が持っていた常じよう識しきがことごとく覆くつがえされました。「コルセットはダメ」だったということもそうなのですが、そのあと、

「じゃあティリエルの背中を鞭で打って、その傷きず跡あとをなめるというのは？」

「あ、それはいいです」

　いいのかよ！　と思いました。僕の基準ではそっちのほうが遥はるかにアウトだったのですが、世間一般ではＯＫなのでしょうか。自分の常識を疑ってしまいます。




　そんな常識を矯きよう正せいしてくださる担当編集のお二方に、お礼を申し上げます。毎度毎度妙なことで苦労をかけてしまって申もうし訳わけありません。ありがとうございます。

　イラストレーターの藤ふじ真ま拓たく哉やさま。可か愛わいらしいイラストの数々、誠まことにありがとうございます。これから用途も形状もわからない器具がたくさん出てくるかもしれませんが、そのときはよろしくお願いします！

　そして、誰だれよりもこの本を手にとってくださった読者様方にも、感かん謝しやを捧ささげたく思います。作者としては、あなたがこの本を楽しんでくださったことを願うばかり。そして気に入ってくださったのならば、また次のお話でお会いしましょう。

　それでは、さようなら、ごきげんよう。


鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

祖母と同居しております。この祖母はたいそう耳が悪く、ありえない聞き間違いをします。「絵を見に行くよ」と告げたときに「エロ見に行くの？」と気まずそうに聞き返されたときはどうしようかと思いました。我が家は今日も平和です。
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イラスト／藤ふじ真ま拓たく哉や

現在コンプエースにて「魔法少女リリカルなのはViVid」を、少年ライバルにて「アイドルマスターブレイク！」を連載中。漫画のかたわらイラストも手掛けるマルチクリエイター。

『Ｒ-15』（角川スニーカー文庫）などの挿絵担当として活躍。電撃文庫MAGAZINEでも「ぐっとくる話」で毎号描き下ろしを掲載中。（Twitterやってます ID:fujimatakuya）
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ウチの姫ひめさまにはがっかりです…。








鈴すず木き 鈴すず
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